

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●前回までのあらすじ




　時は西暦２１２７年──人類は未来なき籠城を続けていた。

　汚染物質を撒まき、地表をほぼ制圧した謎の怪物、胞子獣ベノムスダームの侵略は苛烈を極め、数百億の人口は一千万にまで激減。極東、旧日本列島の超巨大地底都市、人類再生機構・凰おう花かに世界各地からの難民、逃亡者、兵士など民族の垣根を超えた生存者たちが集結していた。

　だが、地上奪還の大義を掲げ、結束を誓った盟約も今や昔。延々と続く戦争に飽いた人々の不満は凝縮され、テロリズムが凄惨な被害をもたらしていた。

　人類を闇から守る剣、あらゆる錬素を消し去る抹消体質を誇る男、白しろ銀がね冬とう真ま率いる特殊部隊、《名無しネームレス》は人知れず廃棄領域での暗闘を行い、テロ組織を粛清。

　大きな災いの芽を摘み取った……が、政治に影響力を持たない彼らには社会的な不満や問題を解決する術すべはなく、民衆は閉塞した状況を打破するヒーローを求めていた。

　その名は、白銀雪ゆき奈な。公式に認められたオーバーＳランク、弱冠十四歳にして全人類中最強と言われる少女は、親友・セリカ・ヴェルミオーネの死をきっかけに参戦を決意。

　統括生徒会長グラン・マリア率いる直属騎士団《ヘブンリー・ロウズ》への入隊を志願、家族を守るために八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍を見せ、新たな人類のヒーローとなる。

　執事としてその傍そばに仕え、陰ながら雪奈を守る父、白銀冬真。《名無し》としての顔を隠して騎士団内部に潜入し、不穏な動きを見せるグラン・マリアの内偵を進める。

　──が、それは狡こう猾かつな罠わなであった。

　悪意なき善意の暴走、希望なき世界にもたらされた光となった雪ゆき奈なは英雄として過剰なほど祀まつり上げられ、その主あるじであるグラン・マリアと共に一躍脚光を浴びる。

　そんな最中、何の前触れもなく人類滅亡をもたらす最凶の胞子獣ベノムスダーム、ステージ５が出現し、第一次防衛ラインを突破。その極大術式により遠く離れた人類再生機構にも災害級の甚大な被害がもたらされ、英雄出現の高揚から、人々は不安の極に叩たたき落おとされた。

　ごくゆっくりと侵攻する胞子獣。怒ど涛とうの軍勢を阻むため決死の覚悟で奮戦する守備部隊。一刻の猶予もない緊急事態に、人類再生機構は学徒動員した《ヘブンリー・ロウズ》へ戦闘を委ねる。人類最強の子供たち、Ｓランクの出撃に世論は沸騰、かくて舞台は整った。

「……見えたぞ、女め狐ぎつね。お前の尻尾、本質が……！」

　討伐を陰からサポートするため出撃した冬とう真まは、疑念を確信へと変える。

　あまりにたやすく倒されるステージ５。それは最前線で戦う老兵を罠にかけ、人為的に胞子獣化させた『倒されるための生いけ贄にえ』に過ぎなかったのだ。

　[image: ]動者アジテーター。群集心理操作に特化した魔法騎士。その本性を明らかにしたグラン・マリアはテロ組織の黒幕として市民の不安を煽あおり、軍の権威を貶おとしめ、そして革命を起こす。

　人類再生機構・凰おう花か、魔法騎士育成の中心地、最深ボトム地区の独立。ありとあらゆる子供が、ニューヒーロー・白しろ銀がね雪奈の活躍を媒介とした洗脳と扇動によって、その存在を警戒する大人たち以外のほぼすべてが掌握され、人類再生機構に反旗を翻したのだ。

　子供たちを人質にする卑劣なやりくちに軍駐屯地は制圧され、最高責任者であるウッドマン准将、名無しネームレスの主構成員であるロンメル、カチュアも囚とらわれてしまう。

　そして、それは──。

「お父様は……騙だまされてる、です」

　嘘うそと真実の巧みなカクテル。見えざるグラン・マリアの『毒』に侵された雪奈は、無敵の力を持ちながらそれを利用され、ついには捨てられようとしている『父のため』に。

「評議会は、お父様にも知らせず……セリカちゃんを、殺させたって。それだけじゃなく、雪奈を……胞子獣になったお父様を殺すために、お父様に育てさせている、って」

　思考を誘導された彼女は矛盾に気づくことなく、最愛の父に刃やいばを向ける。

「たとえ悪い子でも、人類の敵でも──娘でいさせてくれますか？」

　人類最強のオーバーＳランクと、無敵の抹消体質を誇る公式Ｄランク。

　最強と無敵。ステージ５の骸むくろが転がる戦場で、無限と虚無が今、激突する……！





●子猫と猟犬の戯れ　～雪ゆき奈な、二歳～





　──２１１５年。白しろ銀がね家住居ブロック付人工精霊・『家宰バトラー』撮影、映像記録。

　　　十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい提出済、最高機密指定。許可なき閲覧、複製、流布を禁ず──






「『家宰』、記録開始。……さて、はじめようか」

「あいよ。……もう雪奈ちゃん、二歳だろ？　人類再生機構のマニュアルだと、そろそろ対外的コミュニケーション訓練……『公園デビュー』の時期だが」

　住居ユニットの『中庭』部分は植物性食料生産とリラクゼーション効果を兼ねた、ＡＩ管理による水耕栽培プラントが設置されている。

　景観に配慮した拡張現実により中世貴族風から近代デザインまで、さまざまなテーマを投影することができるものの、基本は超硬ポリマーの壁と雨あま樋どいのような栽培用のレールがあるきりの、生産工場めいた殺風景なものでしかない。

　だが、数週間をかけて一時的に改造された白銀家の『中庭』は違う。

「雪奈ちゃんを一般人の前に出せないからって、テメエの食うもん削って『中庭』丸ごと公園にしちまうとか、親バカッぷりがすげえな、おい」

「食料の支援は受けられますが、この年頃の情操教育は代替手段がありませんから」

　本来、４人から５人の家族を養う食料生産プラントである。

『中庭』という言葉から連想されるこぢんまりとしたものより広々としており、その床を大きく改造して、薄く敷かれた土と『花畑』が作られており──。

　その中で向かい合う男二人。

　少し離れた位置には手作りらしいベンチに座ったサマードレスの少女が紙媒体の詩集を片手に見守っており、その横には二歳ほどのごく幼い少女が並んでいる。

「ほどほどにしときなさいよ！　それと、お花を傷つけないように。せっかく綺き麗れいに咲いてるのに、雪奈ちゃんが泣いちゃったらアンタたち、ブン殴るからね！」

「はいはい、わぁってるって。休暇中のレクリエーションでそこまでやるかっての！」

　向かい合う二人──白銀冬とう真ま、十七歳。ロンメル・スチュアート、十九歳。

　それを見守るふたり、カチュア・ヴェルミオーネ、十七歳。白銀雪奈、わずか二歳。

　青春の残り香のような未熟さを残した若者達は、育児と軍事に勤いそしむ日々の中──。

　ささやかな休日を楽しもうと、白銀家の中庭に集まったばかりだった。

「でゃぅ～……きゃう？　ふや……？」

「はいはい、雪奈ちゃん、おとなしく見てましょうね？　ちょっと面白いわよ」

　じたばたと元気に暴れる幼女を抱きとめながら、カチュアはふかふかの髪の香りを嗅ぐ。

　俗にいうお日様の香りがするのは、自然光に近いレベルで調整した照明のおかげだ。

　中庭を改造した花畑、そこに植えられたラベンダーやポピーは遺伝子保護施設から得た一代限りのクローンだが、それ一輪で庶民の配給チケット一か月分に相当する。

（『上』の待遇も、そう悪くはないのよね。……少なくともケチじゃないわ）

　最前線基地での作戦行動と育児の両立、というケタ外れの負担から解放されて一か月。

　生まれながらにオーバーＳクラスの錬素保有量を誇る人類最強の赤ちゃん、白しろ銀がね雪ゆき奈なに最低限の錬素制御能力が備わったと判断され、凰おう花か内の居住許可が下りたばかりだ。

（くしゃみ一発で大量破壊を起こしかねなかった頃に比べて、ほんと安定したわ。まあ、死ぬほど忙しかった甲か斐いは、あったってことなのかしらね……）

「だぁう？」

「ふふっ。平気よ、平気。ほらほら、雪奈ちゃん。始まるわよー？」

　幼いおとがいをそっとずらし、カチュアは花畑で向かい合う男たちを眺める。

「そんじゃ、そろそろヤるとするか。お前はいつもの『ナシナシ』ルールだろ？」

「ええ。先輩は『アリアリ』でかまいません」

「たりめーだ。お前みたいな変態と違って、俺は低スペックの凡人だぞ。死ぬわ」

　その靴先はわずかに『浮いて』おり、花の茎ひとすじ、葉一枚すら折りはしない。

（相変らずイカれた制御力ね。……あれだけは、本当に真ま似ねできないわ）

　花畑のただ中に浮遊する冬とう真まとロンメル、二人が使っている術式は《浮遊》だ。

　飛行系術式の基礎中の基礎、その効果は一時的に重力を中和する。魔法騎士なら普通に使える共通式だが、空戦適性をもつ竜騎ドラグナー以外の位階が使う場合、難易度はハネ上がる。

（普通ならふわふわ浮くだけ、ロクに動けないただの的。それなのに……）

　浮いている以外はまるで地上にいるかのように、ふたりは空中に『立って』いるのだ。

　それは旧時代、遠心力などで１Ｇ環境を再現していたものと同じ。

　下方向に圧力をかけることで擬似的な重力を作る。リアルタイムで行う難易度たるや、髪の毛ひとすじを操って文学を綴つづれと言うようなもの──。

「なにが凡人なんだか。冬真もそうだけど、ロンメルもそうよ。錬素総量こそＤランク、でも演算・制御に関しちゃ全軍でもトップ10に入るんじゃないかしら？」

　実戦で使うには負担が重すぎる術式を涼しい顔で操る二人に、カチュアは呆あきれる。

「あぷぅ……？」

「わからないわよね、まだ。でもよく見ておきなさい、雪奈ちゃん。あれが……」

　そう言葉を切った、刹那。

「──術式制御の『極み』よ」

「……ふっ！」

　ロンメルの右手が、奔はしった。

　鉤かぎのように曲げた掌てのひらで狙うは、冬真の顔面。

　頬を打って脳のう震しん盪とう、曲げた指先で眼めを抉えぐる遠慮のカケラもない喧けん嘩かの平手。

　だがそれを跳ねあげた右手で平然と受け、冬とう真まはすかさず反撃する！

「左ジャブ。……ハッ、見えてンぜぇ！」

「でしょうね。先輩なら、それくらいのことはする」

　腰をわずかに捻ひねり、脇を締めて肘から先で打つ短打、ボクシング最速のジャブ。ただの牽けん制せいに過ぎない拳が、肉眼でほぼ見えないほど迅はやく顎先を狙うが、ロンメルは防ぐ。

「ナシナシのアリアリ。──冬真は術式使用なし、錬素使用なし」

　つまり、浮遊術式を維持する以外、一切の魔法不使用。

「……ロンメルは術式使用あり、錬素使用あり。隠蔽してるけどＤランクの錬素保有量、その限界まで振り絞って強化系を継続詠唱、その維持までやってるのよ、アイツ」

　筋力、敏びん捷しよう性せい、神経速度、ありとあらゆる肉体系スペックを魔法で強化。打撃の刹那、威力を強化する錬素の放出や攻撃術式すら解禁した、『アリアリ』のロンメル。

「アップはここまでだ。……踊るぜ？」

「男同士では、パートナーとしては少々不足かもしれませんが。……付き合いますよ」

「プロムの夜なら絶対ゴメンだけどな。ま、たまにゃあこれも悪くねえ！」

　咆ほえた瞬間、ロンメルが『消えた』。

「むっ……！」
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「──《瞬間転移》！」

　冬とう真まの呼気と、カチュアの言葉が同時に響く。

　一瞬。フッ、と空中に浮かぶロンメルの姿がブレたかと思うと、冬真の背後にその身が出現、迷うことなき回し蹴りが頭部を狙う。だが冬真は振り向きもせず腕で受け──！

　──ガッ!!

　錬素が爆発し、空気が弾はじける。

　インパクトの瞬間炸さく裂れつした空気、錬素の衝撃は即座に冬真が纏まとう抹消体質によって消し去られ、そよ風ほどの衝撃も残さず霧消した。が、それで終わりではない……！

　衝撃の瞬間。蹴り足すら半ば戻す最中にふたたびロンメルが『消え』、次は斜め後方に現れると、鋭い鉤かぎ突きで脇腹を狙う。が、それすら冬真は左腕でしのぎ……！

（右と左をガードで使った。手札が二枚めくれた。つまり……！）

　カチュアが思う。その思考よりもなお、迅はやく！

「《瞬間転移》三重連続詠唱……！」

　冬真の声が空気を震わせる直前、無言のまま出現した軍靴の踵かかとが彼の頭蓋に降りかかる。

　強烈極まる『踵落とし』──両腕を瞬間的なガードに回した今、ガラ空きの真正面から体重をこめた必殺の打撃を防ぐ手段は存在しない。それが、常人ならば！

「ッ、か[image: ][image: ]……！」

　ふわりと浮きあがりながら、ロンメルは無精髭ひげの浮いた顎を撫なでさする。

「今の『とっておき』もあっさり凌しのぐか。可愛かわいげのねえやっちゃな、ええ、後輩？」

「そうでもありません。──腕を上げましたね、先輩」

　移動距離、わずか５センチ。

　２度の打撃を受け、凌ぎながら、上体を反らし、ほんの半歩退ひいて得た値千金の空間。

　唇の端をほんのわずかに踵でひっかけられ、赤いラインを刻まれながら──。

「学生時代なら、このダメージはありませんでした」

　三連転移からの奇襲を、魔法すら使うことなくしのいでみせた男は、そう事実を告げた。

「無む茶ちや苦く茶ちややるわね、あんたたち……」

「少ない手札で必死こいてるだけだって。このトンデモ野郎と一緒にすんな」

「自己の才能を１００％発揮し、完全に活用できる時点で先輩も十分トンデモではないか、と考えています。少なくとも、俺は他に見たことがありません」

　ロンメルが唱えてみせた術式は《瞬間転移》──自己の精神と肉体を錬素、情報化して位置座標のみを書き換え、物理的な距離は関係なく瞬時に移動するＧＢ級術式。

「本来、最低数キロ単位の距離が必要な瞬間転移を、あえて乏しい錬素で発動するために極短距離に限定。それを三回詠唱、保存し、瞬時にすべて実行して放つ同時三連撃」

　その難易度は言うまでもない。

　米粒にナノサイズのフォントで数億の文字列を刻むに等しい難行を、瞬間的に三回連続でやれと言うようなものだ。本来ならまず不可能、というより試しもしない『不可能』。

「本来ならＤランクの俺に詠唱できる式じゃない。が、『裏ワザ』があるからな」

「事前詠唱……プレキャスト。術式を無数に『裁断』『詠唱』して『維持』し『保存』。記憶領域に『蓄積』することで本来詠唱不能な規模の術式を即時発動させる」

　敬愛する男の言葉を繋つなぐように、冬とう真まがそれを補足した。

「ロンメル先輩の凄すごいところは、通常の任務や戦闘行動、日常生活をこなしながら、常にそれを行っている点にある。それこそ睡眠時すら己の脳を空けることなく、常に詠唱と蓄積を欠かさない。結果、事前詠唱された術式を必要に応じて放つことができるわけだ」

「……学生時代、お前が術式同時詠唱……マルチタスクの研究中に発見した手法だけどな。それをまんまとパクッて使ってるわけだが、二週間かけて唱えた『切り札』を」

　苦々しく唇を曲げて、ロンメルは後輩を恨めしげに見た。

「術式を一切使わず、自前の身体能力だけで避よけやがるこのロクデナシ、なんとかしろよ。カチュア、出番だぞ。怪獣には怪獣だ、お前がやれ、こんなトンデモ野郎！」

「嫌よ、こんな狭いところで竜騎ドラグナーがまともに戦えるはずないでしょ？」

「それでもＤランクの俺よりゃマシだろ!?　はぁ……自信失くすぜ」

　お手上げ、とでも言うように両手を挙げるロンメル。

「でも、雪ゆき奈なちゃんは気に入ったみたいよ？」

「へ？」

「あふぅ。きゃーっ♪　……しゅっしゅっ！」

　ほとんど言葉になっていない、赤ちゃん言葉。

　だが雪奈はとても楽しそうに笑み、とてとてとまだ短い手足で花畑の片隅を歩く。

　その瞬間──幼女の全身をあたかも光の繭のように、膨大な文字列が包み込んだ。

「……嘘うそ。まだ、二歳なのよ……!?」

「それも……マジかよ。俺の術式を全コピーしてやがる……!?」

　光の繭は明らかに、術式の詠唱。文字の読み書きすらできない二歳にして……！

「……発動は、していない。そこまで精密な錬素コントロールはできていないようだ」

　デタラメに流れゆく文字列の『弾幕』を読み取りながら、冬真はそう判断する。

「そう、みたいね。でも、なんでなのかしら？　……今までなかったわよね？」

「ねーよ。あったら怖くてたまんねえって。万一発動でもされたらシャレにならんぞ」

「恐らく……『綺き麗れいだった』からだと思う」

　優れた魔法騎士は他者の術式構成を無意識に読む。それは相手の技量を測る行為であり、多くの術者が生まれながらに持つ魔法的な感覚によるものだ。

「雪奈はそれができている。俺の術式は自己流で、初心者が真ま似ねをするのは難しいが……先輩の式は極めて論理的で、美しいからな。思わずやってみたくなったんだろう」

「あぷー！　きゃっ！　……ふきゃっ」

　自らが展開した術式、輝く文字列に手を伸ばし、触れようとする雪ゆき奈な。

　だが手は届かず、すってんころりんと転がるが──怪け我がひとつなくふわふわとその身は浮き上がり、泣きだすどころか不思議そうな顔で、もみじのような手を見つめていた。

「あぷぅ……？」

「なんで触れないのか、って顔だな。つーか……」

「《浮遊》の式、完コピどころか実行されてるわよ……！　ヤバいわ、ちょっと……!!」

　冬とう真またちが行っていた重力遮断と人工重力の同時演算。

　転移に比べれば遥はるかに難易度が下がるとはいえ、まず並の術者では数分と維持できないそれを、二歳の幼女は何もわかっていない無む垢くな笑顔で、何の負担もなく操っていた。

「……本当の才能ってやつかね、こいつが？」

「わかっていたことでは、あります。錬素保有量とそれを扱うセンスは比例する傾向にある。雪奈の錬素保有量は圧倒的。だとすれば──」

　学習すら必要としない、『当たり前』として、それをこなしてもおかしくない。

　ありえない、ありえない、ありえない。どれだけこの言葉を重ねても足りないだろう。

　文字通り、人類史上最高の天才──。地球すら粉砕しかねない幼女の来歴が一切不明で、身元も素性もわからない。だが排除はあまりに惜しい、未来の切り札ジヨーカー。

（評議会が凰おう花かの居住許可を出したのも当然よね。多少怪しくても、冬真がいればなんとかなるし、捨てるなんて論外だもの。この圧倒的な才能は……！）

　赤ん坊の雪奈は、生きた爆弾に等しかった。生まれながらに超圧倒的な錬素容量を持ち、くしゃみ一発で戦術級の破壊術式に匹敵する衝撃波を放つ。

　そんな幼女を育てるためには抹消体質を持つ冬真がマンツーマンで面倒を見る他なく、実質最強のエースが封じられた。

（けど、裏でしか使えないエースより、うまく育てられれば表でも活いかせる切り札……。そう話を持ちかけた冬真の判断は、間違ってない。とは、思うんだけどね）

　その裏に評議会の思惑が無いとは思えない。

　最強の切り札と無敵のエース。最悪の場合には互いを互いの抑止力として活用する陰謀。無敵の父親を最強の娘で、逆に最強の娘を無敵の父で。怪物と怪物をかみ合わせ──。

「……にゃふー？」

　ギュオッ……!!

「おわあっ、危なっ!?　死ぬ、死ぬっ……！」

「制御が甘い。手刀で衝撃波を発生させるようでは、この組手には入れないな」

「マッハのギロチンで人まっぷたつにしかけてそれで済ますなオイ！　怖こえぇよ、幼女！」

　二歳児が振り下ろした手刀、超音速の衝撃波が唸うなる。荒れ狂う空気がロンメルに触れる直前、横合いから手を出した冬とう真まが指先で弾はじいてそれを消すと、娘に目線を合わせた。

「やってみたいのか？　雪ゆき奈な」

「んにゅ？　……ん。むっ。ぶんぶん。ぶんぶん……」

　あどけない手足が暴れるたびに、シャレにならない威力の衝撃波が発生。

「だから！　死ぬ！　死ぬって！　消せ！　保護者！　俺を！　保護っ！」

「大丈夫でしょう、先輩なら。一発や二発なら避よけてくれると信じています」

「信じるんじゃね[image: ][image: ][image: ]！　ガチ死ぬわ!!」

　本来解放されれば戦術級、ＧＢ単位の攻撃術式に匹敵する破壊力を、そよ風程度の余波のみを残して冬真はすべて無力化していく。

「組手、やりたいんじゃないの？　……教えてあげたらどう、冬真」

「まだ二歳だぞ。少々早いかと思っていたが」

「この演算力、構成力だからなあ。つーか今覚えとかないとマジ危ねえって。放っといて、万が一転移術式なんぞ発動されたら、キャンセルする前に月の裏側だって行っちまうぞ」

「……それは困りますね。どうする、雪奈。……やってみるか？」

　そう荒ぶる幼女に訊たずねるが、雪奈は大人達よりも、違うものを見つめていた。

「ひゃう……？」

「ああ。花が……散ってしまったな。泣くな、雪奈」

「ふやぅううぅぅ……。きゃう。にゃぁぁぁああぁぁ……」

　相殺してなお吹き荒れる拳圧によって散った花びら。

　もう戻らないそれをつまみ、泣きそうな雪奈を、慰めるように冬真は抱く。

「……大丈夫。ゆっくりと、覚えていこう。雪奈、お前は俺の──人類の希望だ」

「あふぅ……？」

　そしてこの日から、究極の遊びが始まった。

　無力化し損ねれば人類の揺り籠かご、凰おう花かの底を貫きかねない幼児の拳。

　それをすべていなし続け、周囲に毛筋ひとつの損害も与えず、花畑を維持したまま──。花が自然にしぼむまでの間、ずっと鍛錬を重ねた親子の語らい。




　それが、十二年後の今……形を変えて、再演されようとしていた。





●最強無敵の父娘おやこ喧げん嘩か




「たとえ悪い子でも、人類の敵でも──娘でいさせてくれますか？」

　錬核武装の刃やいばから清水が滴り、積もった汚染物質と相殺して、ジュッ……！　と鳴る。

　かつて滝たき沢ざわ馬ば琴きんが著し、弁士たちが語り続けた剣劇の昇華。古典として愛された物語に語られる利剣、《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》の反応こそが、白しろ銀がね雪ゆき奈なの戦意を証明していた。

（……洗脳、いや思考誘導の術式か。雪奈に、操作されているという自覚はない）

　雪奈によって撃破されたステージ５、《絶ぜつ貝かい》の骸むくろが今なお転がる戦場。

　大群となって人類再生機構へ押し寄せていた胞子獣ベノムスダームは雪奈の極大術式で除去され、少数が現地防衛線を構築する兵士たちと交戦しているのみ。だが、その数は高位の騎士をことごとく喪うしなった残存部隊、第八〇二戦闘兵団の耳目を奪うに十分だった。

『──……ッ、後方はどうなってる!?　連絡がつかない、司令部、司令部!!』

『まさか……凰おう花かが陥おちた!?　クーデター!?　隊長!!　隊をまとめて帰還を……！』

『落ち着け!!　パニックを起こすな。勝手な判断は無用だ。我々は愚ぐ連れん隊たいではない、統制された軍組織だということを忘れるな。帰還は、眼前の敵を倒してからだ！』

　慌てふためく部下を窘たしなめる声は、臨時で指揮をとっているという将校か。

『凰花が心配か？　僕もだ。家族が、仲間が、友人が大事か？　僕もだ。……それならば、眼前の敵を倒せ。胞子獣どもを撃滅しろ。そうすれば、我々は──還かえれる!!』

『『『『うおおおおおおおおおおおおっ!!』』』』

　通信式に歓呼があふれ、点在する防衛線、装甲された簡易要塞から量産型の錬核武装と、より安価な装甲服を身に着けた戦列兵が突撃する。野戦に打って出た彼らは素早く雪奈の除去式で弱ったステージ３、４の撃破に専念しており、こちらを見る余裕はない。

（……いくつか『眼め』は浮いているが。潰している暇はないな）

　部隊の斥候、あるいは情報部隊が放ったのだろう。

《使い魔》として術者と五感を共有し情報を得る仮想情報体、《幽霊ゴースト》が浮いている。

　ソレは術式以外で観測できない不可視の存在として、じっとこの戦い、Ｓランク十騎とオーバーＳランク一騎、全軍でも最強クラスの出力を誇る部隊と──。

（傍はたから見れば、自殺行為にしか見えないだろうが）

　平服も同然の装い。右腕を辛うじて錬核武装が覆っているが、他の部分は人類再生機構の軍服そのまま、肌を隠してすらいない。防護系の属性式や結界式すらない。

《幽霊》はノーガード、そうとしか見えない彼を、白銀冬とう真まを観測していた。

（顔と声だけは、隠してあるが……多少の情報漏ろう洩えいはやむを得ない、か）

　軍帽の庇ひさしを軽く傾けつつ、冬真は嘆息する。その部分に仕込まれた隠蔽式は、直接目視する以外の魔法的な観測を妨害し、顔に影を落とし、周囲の音声にノイズを含ませる。

　これで眼前にいるＳランクの少年少女十騎と雪ゆき奈な以外、こちらを観測している一般部隊の耳目である《幽霊ゴースト》から自分の身元は確定できず、会話も聞きとることはできない。

（慌てるな。状況を整理しろ。思考は極限まで加速する……！）

　一秒にも満たない神経細胞の閃ひらめきが、たった今自分が置かれた状況を端的にまとめる。




　──人類再生機構からの支援は望めない。事実上、クーデターは成っている。

　──凰おう花かを形成する全三層。うち最深ボトムと中核ミドルは、グラン・マリアの思考誘導により耐性を持つ者以外は無力化されたと見ていい。

　──恐らく対象は人類総人口、一千万人中、最低五百万から七百万。それだけの数を敵に回して、グラン・マリアの思考誘導を解除し、全人類を救わねばならない計算になる。

　──これが《洗脳》や《魅了》のような、本人の意思を無視して操るような系統の魔法なら、解除すればすべて解決できる。が、誘導による《示唆》に留とどめているのが最悪だな。




　本人が望んでいない事ならば、そこを突いた揺さぶりが有効だ。

　たとえば『評議会に反逆して全人類を滅ぼせ』と洗脳式で強制した場合、『そんなことをしたらお前や家族も死ぬぞ』など、わかりやすい反論が効果を発揮する。

（術式の強制解除を待たずとも、抵抗力の強い魔法騎士なら自力で破ることすら可能だ。が……この場合、意図的に誤った方向へ誘導、固定してはいるが）

　あくまで『本人が自分の意志で決めた』と思い込んでいる。

　実際はグラン・マリアによって誘導されたものであっても、そうではないと信じて。




「──お父様は、何も悪くありません。ただ、騙だまされてるだけ……」




　そう、改めて雪奈は言う。

「お父様の実力や功績を正しく評価しないどころか……セリカちゃんを陰謀で殺して……私にお父様を殺させようと企たくらむ、評議会……いえ……『人類』から」

　聡そう明めいな雪奈の瞳が淀よどんでいる。

　本人はそう感じてはいないはずだ。が、術式による干渉により、彼女の意志は現在も常に誘導され続け、術者の設定した目的に沿うよう、自分自身を『騙して』いるのだ。

「守って……助けて、みせます。私の方が強いって、証明して……永遠に、お父様を守る。私と、いっしょのおうちで……ずっとずっと、二度と離れずに……暮らすんです」

「ふたりきりで、か？　……それは魅力的な誘いだが」

　探るような口調で、冬とう真まは矛盾を指摘する。

「お前が否定する評議会なくして、凰花の現体制は維持できない。たとえ俺の介入を止め、グラン・マリアが絶対的な指導者となったとしても、致命的な変化が起きるだろう」

「なぜ……ですか？　みなさん……グラン・マリアが、大好きです。そんけー、してます。みんながみんな、あの人に従えば……戦争は、おしまい。なのでは……？」

「俺は雪ゆき奈なのもとに健全かつ安全な生存権を残すために、可能な限りの精度で人類生存のシミュレーションを検討した。──今回の件も類似した例がある」

　仮定番号１９８２５６、『全人類の洗脳支配による生存の可能性』。

　レポートとして挙げたこれは、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの一部議員に衝撃を与えた。

「思考誘導や洗脳によって個人の意思を捻ねじ曲まげ、全体主義化した場合──術式の強度にもよるが、最善でも訪れるのは完全管理社会、上位者の生存のために下位者が家畜化し、過酷な労働を強いられるディストピアだ。そんな世界を、俺は望まない」

「なぜ……ですか？　支配者に、きっと、なれます。お父様は……。グラン・マリアも、きっと気持ちよく迎えてくれます。私も一緒に、永遠に暮らせるのに……？」

「自分だけ幸福ならそれでいい、と言えるほど愚かにはなれない。それに、お前は勘違いしているようだが、俺は自分で望んで今の立場にいるんだよ、雪奈」

「え……？」

　不当に貶おとしめられた結果ではない。

　評議会側にそうした意志──飼かい殺しにしようとする計算がないとは言い切れない。

　表向きＤランクとされ、尊敬も報酬もない境遇は他者から見れば不遇だろう。

　が、それこそが冬とう真まの望んだ『報酬』なのだ。

「俺が望むのは、雪奈を『人間として幸福にする』ことだ。崇拝の対象でもなく、畏怖と共に語られる怪物でもなく、いずれできる友人や恋人と対等で幸福な関係を築けること」

　自分が異常であると、とうに冬真は認めている。

　あらゆる錬素を消し去る抹消体質を持ち、生まれ持った資質と学習の成果は自惚うぬぼれではなく客観的な判断として、人類史上最高クラスの天才、ないし怪物だろう。

　だが──それがどうした？

「人類は社会を形成し、他者と協調することによって動物からヒトに進化した。スペックの差や能力の有無ではない。自分だけで完結し、自分だけで満足する怪物とは違う」

「では、他の人が必要なら……評価されたい、ほめられたい、認められたい。そんな……そんな想おもいがあるのでは。ある、はずでは……ないの、ですか？」

　おずおずとした雪奈の問いに、

「ない」

　一瞬の迷いもなく、冬真は答える。

「評価され、賞賛されれば嬉うれしい。が、それは自分から求めるものではなく、行動の結果としてついてくるものだ。なぜ他者に要求する？　──俺には無意味に感じられる」

　それにまったく認められていないわけではない。カチュアやロンメルが、そして雪ゆき奈なが、親しい間柄の人間は皆、冬とう真まの存在を認め、非常に高く評価していた。

「認めてほしい人たちには、すでに認められている。選挙に出るわけでもないのに、なぜ顔も知らない不特定多数の支持が必要なのか、わからない。金銭的な報酬や地位も不要だ、雪奈を幸福にできるだけの額は十分に貰もらっている。これ以上、何が必要だ？」

「それ……は……？」

「雪奈、よく考えろ。お前は──何のために、誰のために、戦っている？」

「……あ……」

　悩むように一瞬押し黙り、雪奈は虚うつろな眼めを冬真にぼうっと向ける。

（並の《洗脳》ならこの程度の論破でも十分破れるが──）

　狡こう猾かつなる聖女、グラン・マリアの策は、それで終わるほどヤワではない。

「……お父様は、騙だまされているです」

「それはもう聞いた」

「だから、私が……守ります。だから……私と、戦わなきゃ……だめ、なんです……！」

　そう、結論はすでに出ている。

　思考誘導により刷り込まれた答え。どれほど疑問を提示しようと、どれほど議論を重ね、反論し、論破しようとも、最終的に術者が決めた結論へ雪奈は自らを誘導するのだ。

「……これ以上の議論は無意味だな。ありがちなドラマでは、ギリギリまで説得を続けて大きなダメージを受けつつも成功する、というのが定番だが」

　今回、それをしてしまえば敗北だ。

　雪奈を解放できても、凰おう花かを取り戻せねば人類は詰む。娘の幸福のために人類を存続、かつそのために余力を残したまま、オーバーＳランクを──。

（思考誘導により、手加減なしに襲ってくる人類最強を倒さねばならない）

　これは少々、難題と言っていいだろう。だが、『最悪』ではない。

　勝利の道筋は見えている。手段があり、公式があり、解が想定できるのであれば。

「……この場合必要なのは、言葉ではない。それ以外のコミュニケーションによって、俺はお前を取り戻す」

「望む、ところ。たとえ傷つけてでも……お父様を、解放します」




　両者は見つめ合い、無骨な断罪の剣と雅みやびな刀が交差する……！




「久しぶりに、手合いといこう。──来なさい」

「はい。お父様……！」




　そして最強と無敵の父娘おやこ喧げん嘩かは、剣けん戟げきと共に開始はじまった。





　　　　†






「……むっ!!」

「ふっ……！」

　魔法騎士の間で手合いとは、主に剣をはじめとする戦技を競う真剣勝負を意味する。

　事実、対たい峙じした雪ゆき奈なと冬とう真まの間で閃ひらめいた剣戟の火花は、魔法式を介さない純粋な力と力。ただ暴力的なまでの錬素の放出──それが不発に終わった徴しるしであった。

「おいっ!!　……何してるんだ、雪奈様は!!」

　苛いら立だちを露あらわに、量産型錬核武装《白薔薇記章ヨークバツジ》を纏まとった若い魔法騎士が爪を噛かむ。

　つい先ほど、迫ってきた冬真の拳を受け、殴り倒されたばかりだからか。白薔ば薇らの花弁を思わせる麗しい戦装束は汚染物質にまみれ、かつての輝きを失っている。

「父親だからと手加減してるんじゃあるまいな！　手加減なしのあの方なら、通常攻撃が戦術規模の重爆撃に匹敵する破壊範囲があるはずだぞ、剣一本でいなせるはずが──！」

「その程度しか見えないなら、お前はそれまでってことさ」

　助け起こしながら、もうひとりの騎士は畏怖をこめて、指摘した。

「見ろよ。使ってない、わけじゃない。雪奈様は、全力だ。あの剣一いつ閃せんがキロ単位で大地を断裂させ、空の雲すら引き裂くケタ違いの大破壊だってこと……わからないのか？」

「は……!?」

　言われ、指摘された騎士は目を凝らす。

　集中した視覚が錬素を可視化し、青白い霊気が凝縮し切って黒に近い密度になった雪奈のソレが、袈け裟さがけの一刀と共に解放されるのが見えて。

「ひっ……!?」

　圧力にして何十トンになるか見当もつかぬ超凝縮錬素。視覚化した魔力で見たならば、それは刀というよりハンマーだ。高層ビルをまるごと振り回し、ブン殴るような……！

「スケールが、違う……ッ!?　違いすぎる……!!」

　ランクこそ同じ、だが格が違う。実戦訓練でことごとく雪奈に敗れ、それを心底思い知らされ部下になることを納得した騎士達が、敗北の屈辱と共に叩たたきこまれた『差』。

（オーバーＳと普通のＳを分ける……隔絶した、『壁』!!）

　雪奈のそれが荒れ狂う濁流なら、ここにいる十騎のＳランクはちっぽけな小川。

　十本束ねても支流のひとつにすら、水量、圧力、勢い、すべてにおいて敵かなわない……！

（こんなもの、かわせるはずがない！）

　──が、ここに矛盾が生じる。

　莫ばく大だいな錬素を放出した雪ゆき奈なの斬撃、具現化すれば戦術規模の大破壊をもたらすソレが。

　……ゾリッ!!

「ひぅっ……!?」

　騎士は年相応の、少年らしい悲鳴をあげた。

　雪奈の錬核武装、左右一対の利剣、左の《玉ぎよく散さん》右の《三さん氷びよう》。二つ揃そろって《村雨むらさめ》がまとっていた錬素が、まるで見えない穴に落ちたかのように消きえ失うせたのだ。

　あまりに呆あつ気けなく、素っ気なく、有無を言わせず！

「はあっ……!?　い、今、何した……!?」

「わからない。……戦術級、ＧＢ単位の術式に匹敵する破壊力が、消えた……！」

　無骨で素っ気ない、鉄の塊じみた断罪の刃やいば──彼らは知らぬその名こそ《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》。

　栄光なき者たちの魂の記憶。世界から『無』と断じられながらも精一杯生き足あ掻がいた、敗者の生きた証あかしが、錬素を消し去り……刃と剣が打ち合う火花のみが弾はじけたのだ。

「さっきから、もしかして、ずっと……!?」

　文字通り、目にも止まらぬ速度でぶつかる刃と刃、剣けん戟げきのキス。

　まるで鍛冶場のように刃のカケラが飛散し、白い火花を散らす。

　冬とう真まが相殺していなければ、もたらされた大破壊は戦場を蹂じゆう躙りんし、根こそぎ砕いていただろう。地形が変わり、地図すら描き換えるハメになる圧倒的な破壊を封印しながら。

「……楽しいか？　雪奈」

「つらいです。……お父様と戦うなんて、心が、とても……痛いです」

「そうか？　それだけではないだろう。素直になれ、雪奈。今のお前は……」

　ギィン！　ガガガガガガガッ……！　ギギンッ……!!

　大振りをいなし、弾丸のような連撃をしのぎ、止とどめの薙なぎ払いを見切って避よける。

「笑っているぞ、雪奈。──全力で踊るのは、楽しいだろう？」

「……そうかも。何でしょう、お父様。とても、わくわく、します……！」

「人間は能力の奴隷だ。生まれながらか、あるいは経験によって磨いたか──得た能力を使うことそのものが快楽となり、挑むことそのものが娯楽となる」

　力をもてあまし、くすぶり続ける。全力を出し切ることができない。

　白しろ銀がね雪奈という少女は、生まれながらにその業を背負ってきた。

　赤ん坊の頃、産着がわりに錬核武装を与えられ、わずかなぐずりやくしゃみだけで発動する大破壊を防ぐため、父たる冬真がつきっきりでその放出錬素を消し続ける。

　二歳ごろ、物心ついてからの訓練は、ひとえに──その膨大な錬素を、少女の体に潜む怪物を飼かい馴ならすため。荒々しい放出を抑え、『人間』として活動可能にするためのもの。

　だが、その本性は──いわば、生きたエネルギーの塊。人間サイズに圧縮された天災、それこそ地震や暴風といった惑星そのものの力を固めに固めたブラックホールだ。

「蓄積からの解放は心地いいものだ。──貯蓄を吐き出し何かを買う。鍛えに鍛えた筋肉で何かを持ち上げ、磨いた武芸の技を出し切る相手を得て、喜びがないはずがない」

　すべては人類というカタチをとる以上、避けられない快楽スイッチ。

「凰おう花かは、お前には狭すぎる。かまわない、雪ゆき奈な。最後の鎖を、外しなさい」

「……いいのですか？　いくら、お父様でも……」

「中途半端に終わらせるのが一番良くない。すべてをぶつけろ。──そう」

　隠蔽された軍帽の下で、薄い唇が笑みを刻み。

「『アリアリ』の『アリアリ』だ。今の雪奈は『アリナシ』──錬素あり、術式なし。が、それではお前の真価は発揮できまい。そして俺もまた、それは同じでな」

　それはすなわち、実戦とまったく変わらぬ条件……。

　錬素使用、術式使用可、完全手加減無用のデスマッチルール！

「来なさい、雪奈。俺はお前を殺さない。お前の妄念、押しつけられた意志を破壊する。俺を壊す、俺を倒す、そんなことが不可能だと立証することによって」

「……なら、雪奈は、お父様を……壊します」

「ヒッ……!?」

　短い宣告と共に解放された『モノ』に、すべての騎士たちが怯おびえ、竦すくむ。

　もはや光の炸さく裂れつ、漆黒の闇としか思えない。

　かたやすべてを塗り潰す純白の文字列、かたや万物を呑のみ込こむ暗黒の呪言。

　白しろ銀がね雪奈、白銀冬とう真ま──両者が展開した術式、その圧倒的な構成容量。そのスケールはもはやＳランクの本領、ＧＢすら超えたＴＢ。人類の限界を超えた超常の域！

「ば……バケモノだ……!!」

「…………」

　思わず漏れた騎士の呻うめきに、冬真は微かすかな笑みを刻む。

（化け物、か。それもいい。──それで、いい）

　自分は人類史のバグ。不確定要素、イレギュラーだ。

　なるほど強い。恐らく人類史上最強、自惚うぬぼれではなく客観的な事実として、地球上の全存在に比しても自分は強い。オーバーＳたる雪奈を前にしてさえ、彼は恐怖を感じない。

　だが、それでもヒトはヒト。再現性のない存在、一代限りの異端に過ぎない。

（恐らく俺の性質は、遺伝しない。俺自身の体細胞をコピーしたクローン体でさえ）

　実証実験を行わないシミュレーションとはいえ、冬真はそう考えている。恐らく錬素の蓄積、消去、術式構成や演算といった能力において重要なのはハードではなく、ソフト。

　脳ではなく、それを動かすシナプスの閃ひらめき──『魂』すなわち情報なのだ。

（俺の肉体が特別なのではない。俺という『魂』が特殊なのだ。だとすれば、本当の意味で俺という存在を継承するモノは生まれ得ない。たとえ、自分自身の子孫であっても）

　そう結論した瞬間、白しろ銀がね冬とう真まは──『絶望』した。

「俺という存在は一代限りの異端。学生時代に俺は、そう結論した」

　それによって冬真は今後の人生を決定したのだ。もし自身の性質や能力を遺伝できれば、人類の守護者となることができるなら……道程は大きく変わっていただろう。

「……どういうことですか？　お父様」

「もし俺の子や孫に、俺に近しい性質が残るのなら──それでよかった。俺は雪ゆき奈なが……グラン・マリアが言うように、凰おう花かでの地位や賞賛、栄達を求めて動いていただろう」

　だが、その道は、どうしようもない現実によって断たれた。

「なぜなら、責任をとることができるからだ。人類の未来を担う守護者、指導者になれた。皇帝か国王か、称号は何でもかまわない。そういう至尊の座につき、冠を被かぶって、人類の防人さきもりとなって戦っただろう。俺が死んでも、子や孫が永遠に繋つないでくれると信じて」

　歴史的に見て、それは愚策としか言いようがない。王政が民主主義に圧倒されたように、いずれ能力は衰退し冠は奪われ、人類は新たな時代に突入するだろう。

　だが、それでいい。胞子獣ベノムスダームという脅威を解き放ち、次の時代に進むことができた証あかしだ。栄光とそして衰退までも織り込んで、冬真はそう結論し、権力を求めていただろう。

「だが、俺にはそれができない。俺は一代限りの変種であり、怪物だ。なれば──術式を最大限に活用し、凶魔ネクロ位階の禁呪に頼ったとしても、精神の劣化は避け得ない」

　およそ、『皇帝』の耐用年数は二百年以下──。

　それ以上はハード以上にソフト、『魂』が劣化に耐えきれない。

「たったそれだけだ。俺が責任を負えるのは、たった二百年に過ぎない」

「……十分では、ないですか？　今の不安や不満、みんなの悲劇を……減らせます」

「そして二百年後、人類は滅亡する。俺という存在に依存した社会は、俺の死あるいは狂気と共に崩壊し、胞子獣に蹂じゆう躙りんされ……崩壊するだろう」

　自分という存在を代替できないかぎり、それは約束された事実なのだ。

「俺というイレギュラーを最大限に有効活用し、かつ未来への負債を残さない。最適解は、すべてを影とし、あらゆる公的な立場を捨てて闇に隠れ、人類の剣となることだ」

　だからこその──名無しネームレス。

「俺にとってお前は希望だ、雪奈。正当な騎士であるお前なら、その性質は確実に遺伝し、二百年どころか二千年の平和を勝ち取ることができる」

「……では、お父様にとって、雪奈は……！」

　学者の発表のように平へい坦たんな父の声音に、娘の感情が煽あおられる。

　それは本人の意志ではない。彼女に刻まれた術式、示唆と暗示によるものだ。が、雪奈は自身のものと信じて疑うことなく、怒れるままに術式を解放する。

「未来のための……道具だと言うのですか。お父様!!」

「ッ……!!」

　氷の錬素が解き放たれ、氷河そのもののような霊気が炸さく裂れつする。

　青白い光の大河が空中を貫き、クリスタルめいた巨大氷山が空中に出現する……！

「──《氷河爆砕コビユ・グラシエ》、改変式。《星デト[image: ]ワル氷・グ塊ラセ》……です」

　強大な錬素が生み出す、紡ぼう錘すい形けいの巨大氷塊。

　およそ直径十数メートルの超大型から、１メートルほどもない小型まで。

　文字通り星ほし屑くずのように重力を無視し、無数の氷山が戦場に浮かぶ、それは……！

「高機動戦か。まず己に有利な戦場を創る──初手としては、悪くない」

　魔法騎士は常に不利な戦いを強いられる。多くの場合胞子獣ベノムスダームは数と力で騎士に勝るのだ。正面切ってぶつかりあえば必敗、そうした場面で勝利を得るための方策とは。

「まずは地の利を得る。ステージ５戦では竜騎ドラグナーの支援を受けての高機動戦が可能だったが、単騎ではたとえ人類最強といえど、武傑ブレイド位階の限界は超えられない」

「はい。……お外に出て、試してみて、実感しました」

　白兵、陸戦に特化した位階である武傑は基本ベタ足、地に足をつけて行動する。

　浮遊式や飛行式での移動は可能だが、どうしようもなく『遅く』『鈍い』のだ。

　飛行盤を持ち、空戦適性を持つ竜騎の補佐があれば別だが、それ以外の局面で竜騎以外の位階が戦場で飛行するのは、相手の射撃によって墜おとされるリスクを負うだけ──。

「──行きます、よ？」

　宣告と共に、雪ゆき奈なは空を跳ぶ。

　空中に浮遊した無数の氷塊、それを錬核武装のヒールが蹴りつける。強きよう靭じんな足腰に加え、ただデタラメに噴かすのではなく絶妙な速度に調節された錬素の噴射が──。

「迅はやッ……!?」

「まるで……オーロラを曳ひいて飛ぶ、氷の……!!」

　騎士たちの感嘆すら飛び越して、音すら超えるスピードで雪奈は跳ぶ。

　氷塊に包囲され、その中心に立った冬とう真まの周囲を駆け巡り、一瞬の隙を狙って……！

「……まずは、軽く」

「牽けん制せいか。……教えた、通りだ！」

　グゴワッ!!

　空中を駆け巡りながら、雪奈の二刀が唸うなる。

　無効化されない遠隔距離、剣速により生じる暴風と『切断』の意志をこめたエネルギー塊が撃ち出され、三日月型に凍ってふっ飛んでくる、単なる錬素の放出ならぬ……！

（物理実体化した氷の斬撃。分子の隙間を寸断するほど鋭く、砲弾のごとく重く、速い）

　まともに受ければ軍の防護シェルターも貫通する。ステージ３、４の大群すらも阻んだ重結界すら粉砕する攻撃を、棒立ちのまま冬真はうっとうしげに片手で払った。

　ガガガガガガガッ……ガキイッ!!

「錬素は消す。氷は砕く。だが……『残る』か！」

　直径数メートルを超える氷の三日月を次々と手足で迎撃しつつ、冬とう真まはチッと舌を打つ。

　錬素は消える、物理ダメージは纏まとった術式で防ぐ。だが雪ゆき奈なの極大術式によって周囲の気温は極めて低く、吐く息が凍ってキラキラと輝くダイヤモンドダストが起きるほどだ。

　そんな中、魔法によって造られた氷が瞬時に溶けるわけがない。分解されてなお細かな氷のチリが、雪奈の錬素をまとったまま冬真の周囲にわだかまり、視界を塞ぐ。

「攻撃と撹かく乱らん、牽けん制せい。一手で三手の意味を成す──『撃ち得』の術式か。いい構成だ」

「カチュアおばさまの……お手本を、参考にしました。お父様でも、これなら……？」

（周辺以外の視界を奪われる、か。除去は可能だが、その対策に一手打たせる──こちらに無駄手を使わせて、さらにアドバンテージを広げる……！）

　超高速の思考を巡らせるうちにも、氷の三日月は飛んでくる。

　もくもくと伸びる超低温の氷雲──吹き荒れる暴風、その余波だけでまるで嵐のただ中に飛び込んだかのように、周囲の騎士たちは凍えはじめていた。

「ふ、防げ！　結界式、全開……！　火属性は!?」

「無理っ!!　嘘うそでしょ、属性優位のはずなのに!!　完全に戦場の属性が『氷』にっ……！　白しろ銀がね雪奈の錬素に占められて、発動すらしないんだけど……!!」

「狙われてすらいないのに。……ただ見てることさえ、できないのかよ!!」

　介入？　夢のまた夢だ。Ｓランク？　その程度では、舞台にすら立てはしない。

　あたかも二人の巨人が争う中、蚊トンボが飛んでいるようなもの。攻撃の余波から身を守り、必死で避よけるのが精一杯で、手出しする余裕などあるはずもない！

（無謀な突撃を仕掛けてくるかと思ったが……思った以上に理性的だな）

　十騎のＳランクが実質脱落したのを確認して、冬真はわずかに頷うなずいた。

　グラン・マリアの洗脳を受けた少年少女達を無力化するのは容易たやすい。だが、そのために一手二手と無駄に使えば、さらに雪奈にアドバンテージを広げられてしまう。

　さらに拘束した場合、彼らを保護する必要すら出てくる。

　今の状況で最悪なのは、雪奈が意図的に彼らを巻き込むことだ。そうなってしまえば、戦場はかなりキツくなっていただろう──が、雪奈がそれをしないということは。

（想定した通り、リアルタイムでこちらを制御したり、指示を出してはいない……！）

　極低温の嵐。分子速度が低下し、発生した気温差により風が起こる。

　いつしか氷の雲は、冬真を中心とした竜巻へと成長し──氷山じみた浮遊氷塊群を巻き込みながらグルグルと超高速で回転する、雪奈優位の戦場が構築されつつあった！

（暴風の壁と氷の嵐。うかつに踏ふみ込めば挽ひき肉にくか……！）

　冬真が移動可能な範囲はおよそ自分の周囲、６メートル四方。そのあまりに狭い領域に閉じ込められ、あちらは氷と風の防壁に隠れて一方的な攻撃を放ってくるのだ。

（まさに『風の檻おり』。……だが、気づいているのだろう？　雪ゆき奈な）

　このままでは埒らちが明かない、と。

　攻防一体の斬撃と氷嵐による絶対優位な戦場を構築した。が、肝心の冬とう真まは防御に専念、一歩たりともその場を動くことなく、完璧にすべての攻撃を凌しのぎ続けている。

（このまま我慢比べ、ということもあり得る。俺をこの場で釘くぎ付づけにできれば、グラン・マリアはクーデター体制を盤石にできる……時間は、あちら側の味方だ）

　しかし、そんな政治的判断力は雪奈にはない。植え込まれた悪意の囁ささやきに乗せられて、ただぶつかってきているだけなのだ。故にその判断は……速攻！

「《轟ごう剣けん》《雲うん耀よう》《飛ひ燕えん》──」

　嵐の奥から術式が視みえる。展開されたそれは物理攻撃の補助式。

　純粋に威力を増し、剣速を強化し、さらに素早い連続攻撃を可能とする……！

「《絶氷》《加速・加速・加速》……《三重加速》……です」

　それはセリカ・ヴェルミオーネが得意とした超高速突撃式。その、応用。

「──《白の終焉ホワイトエンズ》──」

　どことなく大人びてセクシーにすら聞こえる声で、娘は死を宣告する。

　嵐が唸うなる。ねじれた回転の中から弾はじき出された氷塊が、巨大な無数の壁となって冬真のもとへ降ってくる。隕いん石せき落としにも似た超質量の飽和攻撃、そして……！

「そのすべてが囮おとりか。──見事!!」

「はいっ。お父様……！」

　時間が遅い。加速された神経、知覚によって、スローに視える世界の中で。

　ゆっくりと降ってくる氷山を蹴って突撃してくる雪奈の姿を、冬真は視た。

　これこそが雪奈の奥義。回避の余地を無くし、膨大な出力による氷山落としで動きさえ封じ、その隙に接近、死角から超加速・超強化された突撃式で勝負を決める！




（──セリカさんの時、これが、使えれば……！）

　雪奈の脳内で一瞬、後悔が弾ける。

　戦場が凰おう花かでなければ。あんなに脆もろく、壊れやすい世界でなければ。

　雪奈が全力を出してなお壊れることのない、地上という楽園であれば……！

（お父様を苦しめることも、セリカちゃんを喪うしなうことも、おばさまを泣かせることも）

　すべて、無かったのだと。

（[image: ][image: ][image: ]───……!!）

　言葉にならない涙をこぼし、それが一瞬で凍結する。

　あたかも真珠の涙をこぼす人魚姫のごとく、氷の姫君は亜音速で突撃し……！

「それで『決める』には、足りない。挙動が直線的に過ぎるぞ、雪ゆき奈な」

「え……？」

　嵐と弾幕により視界は阻まれ、自分の位置を捉えることなどできないはず。

　だが冬とう真まの瞳は、迷うことなく『そこにいる』と確信し、まっすぐに雪奈を見ていた。

「セリカ・ヴェルミオーネの《突剣迅雷》はヴェルミオーネの家伝術式だ。ほぼ同種の技をカチュアも使う、超加速突撃からの会心撃。非常に使い勝手のいい優秀な技だ」

　が、大きな欠点がある。

「相手に反応を許さない超速度。だがそれは欠点でもある、トップスピードに達した以後、その加速性の高さ故に『曲がれない』。どんな状況だろうと最終的に直線を描く」

　そして、冬真は知っている。雪奈という魔法騎士、そのあらゆる癖を、動きを。

「それを克服するため、お前は従来の行動をとる……！」

　カキィッ……!!

　音をたてて錬素が凝こごり、雪奈の右手に握られた《三さん氷びよう》が淡い光を放つ。

　瞬間、冬真と雪奈の間に新たな氷塊が具現化し……！

（読まれて、た……!?）

　一秒にも満たないほんの一瞬、雪奈は驚きよう愕がくした。




　──セリカとの模擬戦で勝敗を分けた、雪奈の癖。

　音速戦闘中、咄とつ嗟さの方向転換において右手側の錬核武装から足場を形成。

　故にその軌道は反対側、左方向に限定される。

（素直すぎる。まだ戦場は……早い！）

　足場の生成から左に跳んでの直進、音速突撃。最後の動きがそうだと理解していれば、あとは『詰めろ』だ。冬真は自分に迫ってくる氷塊の挙動を認識し、雪奈の位置ではなく障害物の位置からその挙動が可能な方向を計算、そちらを見ればいい。

　想定通り、雪奈はそこにいた。視みられていると認識した瞬間、驚愕が浮かぶのが見えた。咄嗟に《三氷》を使い、氷の足場を形成して自分との壁にしたが、次の行動は予測できる。

（悪あがきを……………………む？）

　当然、左から現れ突撃してくると踏ふんでいた雪奈が、現れない。

「なっ……!?」

　それは、ここ数年起きなかったこと。

　冬真は焦りを見せ、氷の嵐ごと薙なぎ払うように錬素を消し去る。

　まるで消しゴムをかけたように『喰くわれる』嵐、足場となった氷が粉々に砕け──！

「後ろに……跳んだか!!」

　雪奈は、咄嗟に挙動を変えたのだ。あらかじめ考えていた手ではない、即興のアドリブ。

　癖を読まれていると認識した瞬間、本来左に跳ねるはずの流れを止めて、氷を挟んだ真後ろに跳び、その質量そのものを目隠しに使って、後退するや……！

　──来る！

「やあああああああああああああああああああっ！」

「くっ……!!」

　はじめて、冬とう真まが焦りを見せた。

　衝撃波を曳ひいて突撃してくる超音速の少女。

《三さん氷びよう》が縦横無尽に唸うなり、数え切れない斬撃の軌道が冬真には視みえる。そのすべてを自身の錬核武装で防ぎ、いなしながら、それでは足りずに──

「左手まで使わされるか。……見事だ」

　思わず、冬真は絶賛し。

　ザックリと裂けた掌てのひらから、朱あかい血がポタポタと滴り落ちた──。




「お父様。……どうですか？」

　父の血に朱く染まった《玉ぎよく散さん》をピッと振る、雪ゆき奈なに対し。

「……《三氷》の斬撃はすべて囮おとり。注意を惹ひくための見せ手」

　すべての氷塊弾雨、そして超音速の斬撃を凌しのぎながら──ただ一刀のみを逃した。

　当然だ、すべてそれを通すためだけに支払った費用。最後の急なアドリブ以外計算ずく、雪奈は最初から左の《玉散》でのダイレクト、直接打撃を通すため注ぎこんだのだ。

「並の錬核武装なら、俺が触れれば消し去れる。だがそれに対処するため、事前に刀身に極薄の氷を貼り付けたか。氷の幕を『喰くった』一瞬の隙に刃やいばが通れば」

　肉体的には生身のヒトと変わりない冬真の腕は、みごと斬られる。

　刻まれた傷は深い。手袋をほぼ両断、左手の薬指と中指の間を手首近くまで斬り割って、出血と共に筋肉、骨に至るまで綺き麗れいに斬りさばかれていた。

「……《治癒》」

　ごく短い構成と共に、肉と骨が再生する。

　たちまち傷は塞がったが、神経の断裂や急速再生に伴うエラーは、治癒術を専門とする光聖クレリツク位階のような専門医療者の助けがなければ回復できまい。

（左手の稼働率はおよそ15％低下した。次の連撃は──防げんな）

　今の『殺し技』はほぼ完成された罠わな、見事に構築し回された術式デツキだ。

「グラン・マリアに教わったのか？　お前だけではないだろう、雪奈」

「はい。……お父様を倒す、これなら倒せると。そう言われて、れんしゅー……」

「したのか。さすがだな、目には目を、歯には歯を……か」

　抹消体質を持つ冬真を殺すための方法は、存在する。

　他ならぬ冬とう真ま自身が、同僚にして盟友たるロンメルやカチュアと何度も検討していた。自身が万が一にも人類に牙を剥むいた時は、その手で『終わらせて』もらうために。

　その内容はいくつかレポートにまとめ、上層部に提出してある。そのひとつが、今雪ゆき奈なが用いたもの──飽和攻撃により防御を封じ、抹消できない攻撃による奇襲、暗殺だ。

「俺が提出したレポートでは、カチュアの範囲攻撃と速攻。そしてロンメル先輩の狙撃がその役を担う予定だった。……両者の役目を、単独でこなしてみせるとはな」

「おばさまたちにできることなら、だいたいは……できますから。転移弾、以外は」

「あれには触媒となる銃と弾丸が必要だからな。その代替として生んだのが氷の刀──。錬素により武装をコーティングし、二段構えで斬る。言葉にすれば簡単だが」

　並みの錬素量なら、冬真はコーティングごと『消す』。

　暴風の中で震えているＳランクの騎士、彼らが同じことをしても無駄だ。

　彼らの錬素量では触れた瞬間、小細工ごと錬核武装が吹き飛んで裸で転がるのがオチ。恐らく人類で、この手法で冬真を殺せる者はただひとり、雪奈だけだろう。

「──認めよう。雪奈、今のお前は『強い』と」

　いつまでも子供だと思っていた。甘えん坊の優しい娘だと思っていた。

　が、示唆と暗示で甘えを奪われた瞬間、雪奈は戦闘者として完成した。真っ向正面から己の強みを叩たたきつけ、アドバンテージを維持してジリジリと攻める『強者』に。

（あの連撃、再びの戦場構築と攻撃を許せば、３回ほどで俺は死ぬな）

　嵐は弱まり、空中に浮いていた氷山もほぼ使い果たした。

　だが雪奈の詠唱を許せば、再びそれを出現させるのはたやすい。左手が鈍った今の状態では軌道が読めていても連撃を凌しのげず、ふたたびどこかダイレクトを受ける。

（固有絶技ロイヤルアーツ──《抹消弔鐘イレイズベル》を使えば、別だが）

　小こ賢ざかしい工夫、策略など消し飛ばす断罪の刃やいば。

　万物を消し去る抹消の異能ならば、それこそ戦場ごと雪奈を消し去ることもできる。

　が、そんなことは。

（検討の余地もない。やるはずがない。雪奈を殺すくらいなら俺が死ぬべきだ）

　雪奈は──彼女を操るグラン・マリアは、なるほど完璧に白しろ銀がね冬真を学習している。

　恐らく上層部に提出したレポートや報告もかなりの数漏れているのだろう。抹消体質をはじめとする機密事項すら対策し、破れる術式を組んでいるのが証拠だ。

　これはまさに必敗の局面。グラン・マリアという指し手は、雪奈という大駒を得て人類の護まもり手たる《名無しネームレス》を詰ませ、絶対勝利の道筋を描いてみせたのだ。

（評議会に提出した情報が全てなら──だが）

　心の中でそう呟つぶやくと、冬真は詠唱式の文字列を展開する雪奈に向けて。

「雪奈には、仕事の話をあまりしてこなかったな。──極秘事項も多く、語れる事はそう多くなかったせいだが……いくつか意図的に秘密にしていたこともある」

　それはロンメル、カチュアといった真に信頼できる仲間にしか明かしていない、秘密。

「将来的に人類再生機構そのものが腐敗、あるいは漏ろう洩えいなどで敵に俺たちの情報が流れた場合を想定して、それなりの『手』がある。たとえば……これだな」

　言いながら冬とう真まは手を伸ばし、戦場に転がる小石をつまみあげる。

「お父様。……ただの、石ですよね？　それで……どう、するのですか？」

「内緒だ。少し驚かせてやろう。考えてみなさい」

『敵』ではない。

　あくまで『父』としての立場を崩さない冬真に、ガチガチと暴風と極低温に凍えながら、二人の戦いを見守っていた騎士達は、信じられないものを見るような視線を向けた。

「……イカれてる。あんな石ころで、どうするつもりだ？」

「けど、あれだけの手て練だれだぞ。何か、策があるのでは……」

「破れかぶれのハッタリだ！　グラン・マリアの智ち謀ぼうに、あんな男が敵かなうはずが……！」

　霜で真っ白になった顔、紫色の唇を震わせた声に、冬真はクスリと笑み。

「──《極血燃焼ハイブラツド・ニトロ》」

『準備』し続けていた詠唱を解き放つ。

　あの戦いの最中、左腕を切り裂かれてなお止まらなかった術式。

　黒い膨大な文字の総量はＴＢ級──それも詠唱不可能とされたＺゼタＢ領域に近い超大容量。さぞかし強烈な効果があるものと、騎士達は見守る、が。

「……何も、起きないですよ？」

「効果はすでに出ている。外ではなく──内にな」

　す、と冬真は左の掌てのひらに小石を載せ、肘を伸ばす。

　まっすぐに伸びた腕はレール、そして小石に当てた右手の指は、弾はじいて放つ射出装置。

　まるで子供が文具のカケラを友達にぶつけるような、幼稚極まるカタパルト……！

「術式が回った雪ゆき奈なの能力は、人類最強クラスのステータスを誇る。正面から当たれば、俺と大差ない。だが、それさえも超える方法があるとしたら？」

「え……!?」

「結論。『レベルを上げて物理で殴れ』──最もシンプルな最適解だ。錬素総量が互角？　なら、限界を引き上げればいい。自分自身の錬素を増やす手法は教えたはずだ」

「……ッ!!」

　カッ、と雪奈が後方へ跳ぶ。風の嵐に紛れ、再び剣圧による遠隔攻撃を放つ。

　迫る氷の三日月、だが冬真は子供じみた射撃体勢を崩さずに。

「錬素総量の増幅は、いくつかの手段が存在する」

　体内の老廃物を錬素化し、不足分を補う。濃縮を繰り返した血液を戦闘時に補給、それを錬素化してランクを上げる。消費してもいいモノを使い、消費できるように増やす。

「が……それらの手順はすべて、安全性のための担保に過ぎない」

　……ガッ!!

　冬とう真まの全身から放たれる莫ばく大だいな錬素。それは雪ゆき奈なのそれすらも凌しのぎ──ただ呼吸する。

　存在している、ただそれだけで、万物を切断する氷の刃やいばを砕き、消し去っていく！

「……ランク、が……!?」

「……人間、じゃない。アレは、山とか。海とか。いや……惑星、とか」

「そんなレベルの、化け物……!!」

　騎士達は叫ぶ。そんなものなどありえない、と。怪談話の怪物を見るような顔で。

「オーバーＳ？　ＳＳＳ？　そんな基準で計るのは無意味だ。ただ錬素量を増やすなら、それに耐えられる肉体さえあれば容易たやすい。失血や貧血を凌げる程度に……」

　白しろ銀がね冬真、身長１７６センチ、体重65キロ。戦闘者としてはかなり絞られた肉体だ。体重の13分の１──５キロ、すなわち５リットルは血液である。

「うち、医療行為などで失っていい血液量はおよそ12％。それをすべて錬素化した場合、どれほどの錬素が得られるのか。その答えは……今、見ている通りだ」

　急激な血液の減少に伴う身体的な不調は、術式により補正。

　わずかアンプル１本、２００㏄もない微量ですらＡランクをＳランクに高める超効率。血液を代償に己の保有錬素量をハネ上げる、我が身を削る超強化術式……！

「ステータス、が……!?」

「雪奈。……スペック頼りで終わる戦いなど、ただの遊びだ」

　正確な数値など、わからない。だが冬真が放出するそれは、雪奈のそれと同等の密度と、およそ二倍、三倍──いやそれすらも超えてなお巨大化する、嵐の中心！

「遊びの決着は、遊びでつけよう。……《圧縮》《追尾》《加速》」

　発動した術式は、魔法騎器デバイスに組み込まれている基本中の基本。攻弾術式を構成する基礎、共通術式だ。それを掌てのひらに載せた小石にかけた瞬間、ブラックホールが出現した。

「ひあっ……!?」

　それは本物ではない。

　超・超・超・超高密度に圧縮された錬素が小石を核として宿り、出現した漆黒の球体。あらゆる光、音、熱、錬素を圧倒する黒いボール、世界をそこだけ丸く切り抜いた穴。

「──受けてみなさい。『玉遊び』だ」

「あっ……！」

　パチン、と気の抜けた音をたてて、漆黒球が弾はじかれるや……それは弾丸と化した。

「なに、これ……!?　うそっ……『重い』!?」

　クールな余裕をすべて剥はぎ取とり、雪奈は叫ぶ。

　射出された黒い黒い陥かん穽せい、超高速で迫る闇の穴。それは圧倒的な錬素量であらゆる障害を貫通し、一手を費やして整えた戦場、暴風の壁も氷山もものともせずに突き進む！

「……撃ち落とします!!」

　カカッ……！　とヒールで氷を蹴り、雪ゆき奈なは跳ぶ。

　空中をジグザグの軌道で跳び回り、苛烈な弾幕を石ころにぶつける。

　だが、ただひたすら圧倒的な『力』そのものを凝縮したようなソレは、止まらない。

「錬素総量が、違いすぎっ……!?　まるで、こんな……!!」

　雪崩を棒切れで止めるが如ごとく、津波を薄板で阻むように。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]────────ッ!!」

　どれほど必死で逃げようと、『黒』は止まらない。簡易詠唱では話にならない。

　術式、それもステータス差を考えればＴＢ級の極大術式を時間をかけて練らなければ。

　そうしたところで押し切られかねない。錬素の申し子たる雪奈すら数分の集中が必要なＴＢの限界近い極大呪文以上の威力を、ただの基礎呪文三つで出している……！




「やっぱり……」




　激突の刹那、黒く温かい闇がしみ込んでくる。

　それは雪奈が纏まとった錬核武装を抹消、妖精のような裸体を露あらわにし──精神を構成する情報、即すなわち『魂』において作動していた示唆と暗示の術式すらも、錬素ごと削除して。




　──お父様は、凄すごいです。




　黒い球体の炸さく裂れつを受け、墜落しながら。

　雪奈は怒りでも驚きでも諦めでもなく──ただ感嘆と尊敬をこめて、そう言った。





　　　　†






　撃墜され、墜おちてきた少女の裸身を、逞たくましい父親の腕が無事受け止めた。

「む、娘を……殺したのか!?　人でなし!!　この化け物、そこまで堕おちたのか……！」

「勘違いするな。基礎術式の構成も知らないのか？」

　使った式は物体に錬素を込める《圧縮》、標的を自動的に追う《追尾》と《加速》。

　何の手も加えない冬とう真まの属性は『抹消』──そこに殺傷力を与える属性はない。

　火、氷や雷などの破壊的なものと違い、そのまま喰くらったところで人体には何の影響もないのだ。保有する錬素が一時的にゼロになるため、回復するまで気絶するのみである。

「雪ゆき奈なは無事だ。しばらくの間、眠ることになるが……」

　魔法騎士の肉体は、意識無意識にかかわらず発動する術式と、錬素の影響を受けている。体調が悪ければ自然に組んだ術式で補正、回復するし……暑さや寒さに関しても、通常の人間なら耐えられないようなレベルまで行動可能なのは、その影響だ。

「……お帰り」

　だが今、根こそぎ錬素を消された状態の雪奈は、ただの人間に等しい。

　その身を優しく、幾重にも発動した防御式で包みながら、冬とう真まは騎士達に振り返った。

「さて……反逆者諸君。まだ、やるか？」

「ッ……!!」

　騎士達は絶望に身をよじり、互いに抱き合ったまま動かない。

　男も女もない。腰が抜け、かつてのようにグラン・マリアを讃たたえる聖句さえ出なかった。

（コレと戦え？　──無理っ!!）

　１パーセントの可能性でもあるならば違うはずだ。

　崇拝する聖女のために命を捨てる覚悟は全員があった。しかし、それすらもない。

　ここでの死に、意味はない。何も残さない無意味な死、時間稼ぎにもならぬ犬死にだ。それすらも受け入れられるほど、この少年少女たちは軍人として完成していなかった。

「……なら、眠っているといい。後ほど、記憶の方も補正することになるだろうが」
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「その、前に。……ひとつだけ、教えてくれよ」

　最初に冬とう真まに倒された騎士が、ガチガチに凍えた顔で冬真を見上げる。

　敗北者の顔、少年らしい若さや生意気さすら失った絶望のままに──。

「あんた……何者だ？」

「父親だ。娘の幸せを願い、帰る『家』を取り戻す」

　ただそれだけの──ただの男だ。

「嘘うそをつけ、ちくしょう……！」

　冬真の手から、抹消の錬素をこめた黒い弾丸が放たれる。

　すべてを消し去る闇を受け、騎士はそう罵りながら意識を喪うしなった。







「……拘束完了。本来なら人類再生機構まで戻って憲兵に引き渡すところだが」

　現状ではそれも不可能だ。全錬素を奪われた騎士たちの錬核武装を回収、手足を手錠で拘束した後、簡易な防御式を施し、文字通り『梱こん包ぽう』してから冬真は呟つぶやく。

　軍帽の隠蔽式を操作。声質は妨害したまま、意味だけが伝わるように調整し──。

「聞こえているだろう？　彼らは反逆者だ。そちらで回収と保護を頼む」

『──了解しました』

　戦闘を見守っていた《幽霊ゴースト》が恭しく礼をする。

　黒い影にしか見えないソレは、諜ちよう報ほうを行っている騎士の意志を受けてか質問を重ねた。

『ひとつだけ、質問させてください。貴方あなたは……友軍、でよろしいのですか？』

「貴殿が人類の側に立つなら、そうだ。そうでないなら、敵になる」

『……報告書に書きたいのですが、名前をお聞かせ願えますか。こちらも任務でして』

「了解。名は無い、……本官に個人としての名はなく、ただ称号のみがある。

　強いて言うならば──《騎士殺しの騎士マーナガルム》と」

　そう言うと、冬真は雪ゆき奈なを抱えたままその場を駆け去る。

　振り返るまでもなく、最後に見えた《幽霊》は、敬礼をしたまま追ってこない。

（彼らは第八〇二戦闘兵団が拘束するだろう。後は任せて問題ない）

　大量発生したステージ３、４の処理もある程度大丈夫だ。少なくとも後方を平定する間、前線が崩れることはあるまい。彼個人にとっては不幸なことに、その程度には有能だ。

「さて。──悪い子には、罰を与えねばな」

　最大の敵は距離、そして時間だ。

　戦場、最前線から人類再生機構に戻るまで。何らかの移動手段を見つけねばならない。

　一刻も早く帰還し、人類を救う。雪奈が目を醒さませば、精神のケアも必要だろう。

　やるべき事は多くある。だが、白しろ銀がね冬真は……迷わない。

（無事でいてくれ。……みんな）

　ただ親しい友人たちの面影をひとりずつ思い返して、その無事を祈りながら。

　伝説に新たな逸話を加えた《騎士殺しの騎士マーナガルム》は、ひたすら戦場を駆け戻っていった。





●囚とらわれの姫騎士、カチュア




（正直、拷問くらいは覚悟してたんだけど──）

　最強と無敵の父娘おやこ喧げん嘩かが終結したのとほぼ同時刻。

　最深区画ロータス・ボトム、軍駐屯地の独房で、カチュア・ヴェルミオーネは口に出さずに呟つぶやいた。

「異常はありませんね？　では、交代お願いします」

「はいっ。お疲れ様です、センパイ！」

　視点によっては可愛かわいらしく、そしてグロテスクにもなる風景。

　魔法式が使えぬよう対抗術式が刻印された房の外。見張りを務めているのは十代半ばの少女達、魔法騎士学園の中等部か、高等部から動員されたものだろう。

（制服すらそのまま、あんなに明るく……。人類に反逆してる自覚、無いのかしら）

　凰おう花かを象徴する階級章やバッジのみは外したものの、少女たちの服装は一般的な制服だ。

　彼女達はこの最深ボトム区画にいる軍属、魔法騎士全員を拘束したグラン・マリアの指示で、主に女性士官や騎士のみをこのエリアに集め、独房に監禁している。

　逃走防止のためか、全員の服を脱がし、ほぼ全裸にしてから両手首に手錠をかけ、ギリギリ爪先を伸ばせば床に届く程度に引っ張り上げて、天井のフックに固定して。

　力を抜けば手首に手錠が食い込み、かなり痛む。

（けど、この程度なら可愛かわいいもんだわ。女性用の監房だからかしら、見張りも女性限定でランクもそう高くない……独房を出ることさえできれば、脱獄は可能ね）

　もっと苛烈な拷問すら想定内だ。仮想とはいえ、対拷問訓練は受けている。

　脳に直接叩たたきこまれる痛覚刺激や羞恥刺激。それらを入念にこなしているカチュアは、たとえどんな辱めを受けようとも心くじけない自信があった……が。

（……綺き麗れいなままでいられたのは、少しだけ、嬉うれしいわね）

　男の魔法学園生、特に異性に興味を持つ年頃の少年たちがいないのは助かる。

　恐らく冬とう真まは気にしない、だがそれでもやはり一度でも汚されてしまったら。

　彼に会うのが、きっと──何百倍、何千倍も辛つらくなっただろう。

「これは……天罰、かしら……？」

　自嘲気味にカチュアが言うと、わずかに揺れた手錠の鎖が軋きしみ、手首が痛む。

　が、そんな痛みさえ今は贖しよく罪ざいの鞭むちに感じる。自分はあまりに多くの罪を犯してしまった。

（人類を守る剣──《名無しネームレス》でありながら、何の抵抗もせずに、捕まるなんて）

　本来ならばあの理事長室で、自分を取り囲む生徒達を薙なぎ倒し、灰はいにしてでも脱出してグラン・マリアを粛清すべきだった。だが、どうしてもそれができずに。

（……生徒よ。アタシの……未来を担う、人類の希望……みんな、みんな……！）

　せめて相手が罪人、悪党の類ならまだマシだ。人類に仇あだなす存在とあらば良心を殺し、たとえ手を血に染めてでも殺すことができる。しかし、生徒達は被害者なのだ。

　その想おもいから、どうしても殺せなかった自分の甘さが、どうしようもなく嫌になる。

（なんとか、洗脳式を解除する方法を探さないと……！　固有絶技ロイヤルアーツといっても、あれだけ範囲を広げてしかも放送越しじゃ、強度は落ちるはず。きっと……！）

　対抗手段は、ある。そう自分に言い聞かせながらも、豊かな胸の奥がズキズキと痛む。

　洗脳式の基本は『言葉』であり、言葉で強いショックを与え、心の隙を突いて支配する。

　グラン・マリアは演説により、人類再生機構を統治する十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの陰謀を暴いた。自らの統治機構を盤石にするため、テロリストのしわざに見せかけてＳランク魔法騎士を胞子獣ベノムスダームに変え、人類の危機を演出していたと。そして、大勢がその『真実』を信じた。

　だが、もちろんそれは嘘うそだ。

　黒幕たるテロ組織《エデンの蛇へび》の教主こそグラン・マリアの裏の顔であり、彼らが『評議会に殺された犠牲者』として宣伝した娘──セリカ・ヴェルミオーネ。

（セリカ……ごめんなさい、セリカ……!!）

　あの日以来肌身離さず身につけていた、遺言が録音されたストラップまで奪われた。

　その痛みも、悲しみも、原因はすべてグラン・マリアにある。この状況を作るために、あの最悪の小娘は狂信者どもをけしかけ、大切な姪めいをバケモノに変えて殺したのだ。

（殺してやる……殺してやるわ、絶対に。ここから、脱出して……!!）

　生存の覚悟を決めて、カチュアは体内で燃え上がる火の錬素により赤く輝く眼めで、強く扉を睨にらみつけながら、脱出の可能性を検討する。

（まず、外部からの救援の可能性……難しいわね。最深区画ロータス・ボトムは完全に占領され、警戒してなかった上層部を除き、上二層の軍属や市民もかなり操られてるはず）

　大々的な討伐部隊が編制できるかすら怪しい。ウッドマン准将をはじめとする駐留部隊も囚とらわれており、《名無しネームレス》も正規メンバーが不在では組織的に動けまい。

（アタシか、ロンメル……せめてどちらかが脱出できれば……！）

　最深区画のあちこちに《名無し》の手は潜んでいる。

　それは物資や資源、あるいは人員だ。万が一の内乱やテロによる孤立などあらゆる事態を想定して、いかなる状況でも反撃の狼煙のろしを上げられるように準備してある。

　だが、それも主要メンバーが健在ならばの話だ。機密保持と悪用防止に分散して配置し、組織の全体像すら知らない工作員や諜ちよう報ほう員が単独ではまず動けない。

（どんなことをされても、生き延びて……脱出してみせる。いやらしいことでもしてくるようなら、逆にチャンスができそうだけど……見張りが女の子ばかりじゃ、それも……！）

　そんな望みすらないだろう。と、なれば希望は、凰おう花か外に出ている冬とう真まだが。

（雪ゆき奈なちゃん……大丈夫かしら。お願い、無事でいて……！）

　もし、万が一にも悪い予感が当たり、雪奈までもが操られ、冬真と争うハメになったら。

　冬真が負けることは、まずありえないだろう。しかし、この世のすべてよりも娘を愛し、そのために戦っていると断言している冬真である。

（戦えずに倒される……そんな可能性だって、ゼロじゃ、ないわよね……！）

　その可能性を想おもうだけで、いてもたってもいられない。正直、すぐにでも鎖をちぎり、雪奈と冬真を救出したい。が、捕虜の身ではそれは虚むなしい夢に過ぎなかった。

　カチャッ……キイッ。

「……誰？」

　ロックが外れる音がし、錆さびた金属音と共に独房の扉が開く。

　廊下から漏れる光を背負って現れたのは、メイド風の改造軍服を身にまとい、暴徒鎮圧用の棒鞭むちを持った魔法騎士。その異色の装いを、カチュアが見間違うはずがない。

「……ソーニャ・サガレヴィッチ。グラン・マリアの犬が、何の用かしら？」

「ふん。口の利き方に気をつけろ、元学園長。貴殿を丁重にもてなすよう指示を受けてはいるが、あまり反抗的な態度が目につくようなら相応の扱いをせねばならん」

「鞭を持って教師を脅すのが『丁重』なのかしら。初めて知ったわ」

　カチュアはあえて挑発し、武装メイドの様子を窺うかがう。

（さあ、怒りなさい。貴女はこういう軽口、許せないタイプでしょ……!?）

　彼女はグラン・マリアの腹心の一人、親衛騎士団ヘヴンリー・ロウズでも軍警察を統括する『黒こく蓮れん』のボス、若きＳランクにして光聖クレリツク位階の騎士団長。

　文武両道、品行方正。魔法騎士学園内の成績評価は非常に高い優等生だが、内務評価は決して高いとは言えなかった。と、いうのもある『悪癖』があったためである。

「ふむ。鞭むちでは不満か。さすが学園長──経験豊富、やりまくりのオトナの女性らしいな。となれば三倍ほど太い可愛かわいがり棒を調達してきてもいいが、裂けても知らんぞ？」

「……待ちなさい。何するつもりなのよ、アンタ……!?」

「決まっている。性的意味での可愛がりだ。学園長は私のツボからすると年齢高過ぎのビーンボール、ストライクゾーンから外れまくっているが、まあ我慢しよう」

「ふざっけんじゃないわよ……！　そういう趣味を否定する気はないけど、『あんま趣味じゃないけど試してみよっか？』みたいなノリで初体験とか嫌すぎるわ！」

「何!?　……大人の女性故とっくに卒業済みかと思えば、なんとまだ乙女であられたか。すばらしい、私の欲望がイイ感じにそそられてきたぞ。ゼロが１になった程度だが」

「サイテー……！」

　真性の女好き、それがソーニャ・サガレヴィッチである。

　その性癖からたびたび女子寮や女生徒に対するセクハラ行為が問題になっており、もし取り締まる側の軍警察でなければ、とっくに処分されていたであろう。

「私で初体験したくなくば、さっさと白状することだ。白しろ銀がね冬とう真ま……ヤツは何者だ？」

「専業主夫よ。どこにでもいる、Ｄランクの、朴念仁。アンタも知ってるでしょ」

「そんな偽装に惑わされる私ではない！　私を威伏させ、グラン・マリアすらも一目置き、オーバーＳランクの白銀雪ゆき奈な以上の戦力を持つ主夫など、おかしいだろうが！」

　天井から吊つり下げられ、爪先立ちであればギリギリ体が支えられる高さ。

　バレエの踊り手のように指を伸ばして立つカチュアの無防備な喉に強化プラスチックの棒鞭を当て、そこからつっ……と鎖骨のくぼみ、胸のふくらみをなぞりながら。

「当初は何らかの理由で軍籍を抹消された犯罪者かと思った。だが、アレと短い間だが、一緒に働いた印象は大きく違う。単純な予備役や犯罪者の枠に収まるものか！」

　ピシャリと断定しつつ、ソーニャの鞭が桜色のつぼみを弄ぶように上下に揺らす。

「あれほどの騎士、それもオーバーＳランクの父親となれば、当人もまた最低Ｓランク。だが軍はその経歴を抹消、完全に隠蔽して市井の文民に落とした。その理由は？」

「さあね。……知らないわ、あんなバカのことなんて……んっ……！」

「なかなか敏感だな……。ふふふ、ノッてきたぞ！　たまには年とし増まも悪くない……！」

　じっとその眺めを堪能し、思わず息を荒らげながらソーニャは続けた。

「どうしても口を割らないと言うのなら、割らせるまでだ。女教師を拷問……ふふふふふ、このシチュエーションは実にすばらしい。主あるじに仕えるメイドの本懐と言えよう！」

「そんなエロ親父おやじみたいな本懐、ありゃしないわよ！　変態、ド変態！　何をするつもりか知らないけどね、アタシは断じて何も知らないし、言わないから！」

「素晴らしい！　演技指導無しで即落ち寸前の姫騎士みたいなセリフが出てくるあたり、本当に逸材だな、学園長。これは私も、相応のシチュで応えねばなるまい」

　どこかウキウキした様子で、ソーニャは獲物を前にした猫のように舌なめずりをする。

　丁寧に短くカットした爪。揃そろえた左の人差し指と中指で記述された術式が、しなやかな棒鞭むちを砥とぐようにツッとなぞった瞬間、魔法的な『属性』として付与される。

「……属性式の応用ね？　火ひ炙あぶりなんて、独創性のない拷問だわ」

「私がそんなつまらない拷問をすると思うか？　だいたい無傷でこそ美しい女性の肌に、火傷やけどを残すような痛々しい真ま似ね、断じてするものか」

　鞭という言葉からまず想像されるのは、動物の尾のようによくしなる形のものだろう。

　だが、彼女が使っているのは靱じん性せいの高い棒鞭だ。

　古代中国では鉄で作られ鈍器として、あるいは細身のものが乗馬用に使われる。

　単なる武器より打たれた時の痛みが強く、かつ大きな怪け我がになりにくいため、ソーニャ率いる軍警察が暴徒鎮圧用の白兵戦武器として採用しているものの一本である。

　それに宿った、ピンク色に揺らめく謎の『焔ほのお』その正体とは！

　──ピシイッ!!

「はうっ……!?」

　音高く胸を打たれた瞬間、カチュアの体に痺しびれるような何かが走った。

「この鞭は我が位階、光聖クレリツクの治癒術式を応用した──《癒いやし》の錬素属性を持つ。即すなわち、打たれれば打たれるほど傷が癒え、疲労が回復し、空腹は満たされ、何よりも……！」

「んっ……くっ、ちょっ……！　や、やめなさいっ……!!」

「『気持ちいい』のだ。だが、思い知るがいい。これは褒美ではなく……拷問だと！」

「くっ……んはっ、きゅうううっ……！　ひゅうっ!!」

　続けざまに何度も打たれ、カチュアは天井に繋つながれた手錠を音高く鳴らして身をよじる。

　当然、吊つり下げられた手首に枷かせが食い込み、肉が削そげるほど痛い。

　さらに鞭が与える鮮やかな痛み。皮膚で弾はじけた瞬間パッと散り、温かくて優しい治癒の錬素が染み込んで……抵抗しようとする意志、気力を削っていくのだ。

（これ……この子、変態だけど、いえ。変態だから……やばいっ……!!）

　苦痛に慣れる訓練はできる。しかし、『癒し』に耐える訓練など未いまだかつて存在しない。

　治癒術がもたらす快楽とは、いわゆる性的な興奮ではない。

　心を解きほぐし、攻撃性を奪って牙を抜く、包み込むような優しささえ感じる充足感。それが染みこむたび、胸の奥や腹の底の耐え抜く決意、心の糸が緩んでしまう……！

「たとえ敵であろうと、女性とは愛めでるものであって傷つけるものではない。──趣味と実益、そしてポリシーを満たす唯一の解こそ、これというわけだ！」

「……天才と言うべきか、変態と言うべきか。評価に困るわよ、この発想……！」

「ふふふ、そんな強がりを言っていられるのも今のうちだぞ。さぞ大きな胸を支える肩は凝っているだろう。これでひと打ちし、筋肉のコリをほぐしてやろうか？」

「っ……！」

「さあ、白状しろ。さもなくば、全身くまなく……『癒いやす』ぞ？」

　それが脅しとして成立することを、カチュアは初めて知った。

　対拷問訓練マニュアルを根底から覆すエロい発想。現実にこんなポルノコミックじみたバカげたことを考えるヤツが、権力を握って実行する者がいるなど想定外だ。

「私がこの境地に達したのも、ヤツのおかげだ。白しろ銀がね冬とう真ま……ヤツに施されたマッサージ、あれは快楽でありながらもはや拷問。気持ちよさに溺れるダメ人間製造機だった」

「……あの野郎、生徒に何して……って、そんなので覚醒したの、アンタ!?」

「成長のきっかけはわからないものだ。ちなみに、他にも『オモチャ』はあるぞ？」

　自信に満みち溢あふれたメイド娘がスカートの中から取り出したのは、すべてマッサージ器だ。

　振動で筋肉のコリをほぐすもの、肌をツルツルに磨き上げるオイル、髪にツヤを与える繊細な櫛くしなど、どれも独房よりエステサロンが似合う品物ばかり。

　だが、それは今のカチュアには、残虐な処刑具に等しい。

「では、堪能してくれたまえ。──この私の、心をこめた拷問サービスをな」

「やってみなさいよ、小娘。……アンタ程度の腕で、アタシが満足させられるかしら？」

　精一杯の強がりをこめたカチュアに、指をわななかせたメイドが覆いかぶさる。

　それから数時間にわたり、癒しのマッサージとスキンケアが彼女を襲った。







「……実にしぶといな。私にここまでお世話されながらシラを切り通した女は初めてだ」

「当然でしょ……！　けど、アンタ、悔しいけど腕はいいわね、マジで……！」

　正直、心折れかけたのは一度や二度ではなかった。

　腰は砕け、骨抜きになるほど筋肉をほぐされる。

　髪を梳すかれればその一本一本から毛根を通じ、電撃のような快楽が突き刺さる。

　滴る汗が床にギリギリついた足の親指から流れ、大きな水みず溜たまりを作るほど──苦痛と快楽、傷と癒しが交互に押し寄せる感覚に、全身の神経が混乱しそうだ。

「グラン・マリアにもこんなことシてるのかしら？　……反逆者同士、いい趣味ね」

「ふん、グラン・マリア様の素肌に私ごときが触れるなど許されるものか。……いやな、ちょっとくらい触らせてくれてもいいとは思うが、ガードが固くてな……」

「触らせてもくれないわけね。脈無しってことよ。諦めて他を当たったらどう？」

「そんな尻軽女のようなマネができるか！　私はグラン・マリアを愛している。あの方の美貌、あの声、知性、教養……どれをとってもまさに生きた芸術だろうが！」

「そうね。そうかもしれない。けど……貴方あなた、昔からそうだったかしら。私の記憶が確かなら、入学した最初の頃はグラン・マリアと首席を争ってたはずよね……？」

　探るような言葉を、さすがに責め疲れたらしきソーニャは笑い飛ばす。

「確かに、その頃の私は愚かだった。グラン・マリアという真に偉大な方の価値すら理解できず、ただ対抗意識で噛かみついていた。が──わかったのだよ」

　その顔は……まるで愛いとしい恋人に惚気のろけるような、幸せそのものという笑み。

「絶対者に思考を預ける安楽さを。有能な他者を認め、ただ従う喜びを。あの方を信じてついていけば何もかもうまくいく、人類すらもあの方は最善へ導くだろう！」

（……やっぱり、この子）

　それまで薄々感じていたことを、カチュアは確信した。

（洗脳式。それも思考誘導、示唆系のをキツく受けてるわね。自分の意志で思考を捨てて、他者に預けてると思ってるけど……巧みに誘導された結果だって、気づいてない）

　それはまっすぐ走り続ける車のハンドルを、１ミリずつズラすような行為。

　最初は影響はごくわずかだ。だが積み重なるうちにタイヤは傾き、進路は曲がる。

　修正の積み重ねによって、気づけば想定もしなかった場所へと導かれてしまう……！

（けど、なら……今、この子はそういう技術への耐性がほとんど無い状態のはず）

　思い込みが激しく、影響されやすい状態を保つからこそ、誘導系の洗脳式は維持できる。

　精神に干渉するような魔法、技術への耐性は極端に下がっているはずだ。

　独房に刻まれた対抗術式により、カチュアは一切の魔法が使えない。が、会話によってうまく誘導することができれば、逆に情報を得ることすらできる……！

「そう。──そんなに偉大な方なのかしら、グラン・マリアは」

「当然だ。あの方は私のような小物とは違う……。恐れるものなど、何もない方だ」

「恐れる？　ソーニャ、あなたは……何が、怖いの？」

「ッ！　調子に乗るな……この年とし増ま豚め!!」

　探る言葉が、彼女のデリケートな部分を刺激したのだろう。

　ソーニャは突然怒りを露あらわにし、乱暴な手つきでカチュアの胸を鷲わし掴づかみにする。

「だから大人は嫌いだ。強引に人に踏ふみ込み、無む理り矢や理り道を違たがえさせる……！　学園長、あなたが雪ゆき奈なを縛るように、私も父親に縛られ、未来を制限されていた」

「痛ッ……！」

　どこか楽しむような温ぬるさがあった今までとは違う。

　純粋な敵てき愾がい心しん、怒りをこめた指先で胸をいじりながら、ソーニャは捕虜に囁ささやいた。

「痛いか？　いくら私がそう言っても止やめてくれなかった父親のように──」

　彼女は過去について語り、過去だけを視みている。まるで傷ついた赤子が母の胸にすがるように、メイド少女は吊つり下げられたカチュアの胸にすがりながら、喋しやべり続けた。

「あのお方は、グラン・マリアは決して私を束縛しない。私の趣味を汚いと、異常と否定せずに受け入れてくれた。これこそ、真実の愛だ……！」

「愛、ね……。本当に、あの子は。グラン・マリアは、貴方あなたを愛しているの？」

「もちろん。あの方の愛は等しく従う者すべてを包むのだからな！」

　どやっ、と書き文字を浮かべたくなるほど誇らしげなソーニャに、

「等しくね。つまり……特別に想おもう相手はいないってことじゃない。あなたがそんなにも愛してるのに、結局その他と一緒。それって、冷たいわよね」

「そ、そんなことはない！」

「そうよ。アタシも知ってるもの、そういうヤツ……。誰でも平等に守って、助けて……見返りも求めずいなくなるような最低男。せめてずっとそのままなら、諦められたのに」

　けど、アイツは。

「娘ができたとたんデレデレになって、本気で愛して、特別なオーラを出しまくって……。結局、アタシはそうじゃないんだって思い知らされただけだったわ」

「……誰のことかは、なんとなく想像がつくな。フン、朴念仁というヤツか」

　静かに目を伏せてしまったカチュアに、ソーニャは腰に手を当てて胸を張る。

「だが……ある意味、正しいかもしれんな。グラン・マリアの特別な方とは、母親だ」

「え……!?」

　思いがけない答えを引き出した瞬間、記憶している情報が頭を過よぎった。

「待って、おかしいわよ。グラン・マリアには母親はいないはず……出生は不明で、ただ父親に拾われただけ。父子家庭で、母親とは会った事すらないわ」

「貴様らの調査がザルなだけだろう。父親だと？　それこそ聞いたことがないぞ。あの方がまれに話される家族の事は、いつもただ大好きな──『お母様』のお話だけだ」

　不審げなソーニャの態度に、嘘うそはない。少なくとも、彼女は真実だと確信している。

「まだお会いしたことはないが、グラン・マリアが愛する方だ。よほどの人物なのだろう。だが父親の話は知らん、だから私はてっきり亡くなったのだと思っていたが……」

　不思議そうにソーニャは首を傾かしげ、疑問を露あらわにする。

（調査ミス？　まさか……。あいつが、そんなヘマするかしら？）

　調査にかかったロンメル・スチュアートの実力を、カチュアは高く評価している。

　ハイレベルな年とし増ま好きという性癖こそ問題ながら、錬素保有量以外の才能には満みち溢あふれ、冬とう真まとは方向こそ違えど同じ天才。そんな男が、母親と父親を取り違えるなど。

（ありえない。……明らかな矛盾、ここに何か秘密があるかも……！）

　忘れぬよう、今聞いたことをしっかりと記憶する。

　謎に包まれていたグラン・マリアの秘密、出生や素性を暴くカギになる手がかり。

「？　……貴様、何を黙って……あっ！　くそっ、やられた。口のうまい年とし増まめ……！　私をひっかけて情報を引き出そうとは、卑劣極まりない大人が！」

　たった今漏らした情報の重要性に気づいたか、ソーニャがはっと口元を押さえる。

「あなたが勝手に話しただけよ。……向いてないんじゃない、こういう仕事」

「そうかもな。……話すのは得意じゃない、そこは認めよう。だが……！」

　蘇よみがえった敵意を眼力にこめて、烈火のような視線がカチュアの瞳を覗のぞき込む。

「我々をコケにするような輩やからには、十分なペナルティをくれてやろう。さっきの施術は、あくまで軽い前菜に過ぎん。潮を吹くまでたっぷりと愛めでてやるからな……！」

　わきわきと指を動かすしぐさは、ひどくいかがわしい気配がした。

（正直、気持ち悪い。けど──今は、ダメ）

　抗あらがうこともできず、カチュアは覚悟を決めて目を閉じる。

　ぞわぞわとカチュアの指が触れるたび、悪寒と共に隠し切れない心地よさがあった。

「どうした？　ヤケに大人しいが……ふふふ。観念したか……？」

「しないわよ。メイド服を着たスケベ親父おやじみたいなアンタに、負けるもんですか……！」

　絶対に屈しない。得た情報を仲間に……冬とう真まに伝えるまで、死すら己に許さない。

　気持ちをしっかりと保ち、カチュアは押し寄せる快感に耐える。

　時折我慢しきれず声が漏れるたび、いやらしい笑顔になって『マッサージ』する相手。ソーニャ・サガレヴィッチが見せた大きな隙、論理の矛盾を伝えるために！




「好きなだけ弄ぶがいいわ。……体は弄いじれても、心は弄れないって教えてあげる……！」

「いいだろう。私の愛、さらにたっぷりねっとり教えてやるわ……！」




　ふたりの『勝負』は──それから数時間、真夜中を過ぎてもなお、続いた。





　　　　†






　一方、カチュアの拷問とほぼ同時刻。

　軍駐屯地の一画、男性騎士達が監禁されているエリアでは──。

「……はい。これで痛くないですよね……？」

「おう、鎖を緩めてくれて助かったぜ。でもいいのか、俺なんかに優しくしちまって？」

「大丈夫です。お兄さんは、僕の話をちゃんと聞いてくれたから……じゃ、行くね」

「もう行くのか？　……すまねえな、何もできなくて」

「うん、そろそろ交代だから。話、聞いてくれてありがとう。……お兄さん」

　子犬のような瞳の少年が、拘束を緩めて独房を出ていく。

　ここに拘束されていた人物──ロンメル・スチュアートは、鎖が緩んで足が地面に着くようになった解放感にひと息つき、純粋な少年を騙だます己の卑劣さを自嘲する。

「目には目を、歯には歯を、洗脳には上書きを。──術式を封じてりゃ大丈夫、ってワケじゃないのは他ならぬグラン・マリア、あの小娘自身が証明したってのにな」

　拷問を担当する予定だった『白はく蓮れん』の担当者が来ない。

　スケジュールの乱れに混乱を見せたのは、グラン・マリア直轄の指示を得る予定だった見張り役の生徒数名、第十魔法騎士学園の中等部から派遣されたという少年達だ。

　学校で同じクラスのグループをそのまま連れてきたのだろう。六人中五人は気心が知れ、見張りのシフト中も互いに談笑したり、緩みを見せつつしっかり監視を務めていた。

　だが、とある少年だけは別だった。彼が見張りの時は会話が弾はずむどころか……。

（会話は成立してもブッタ切り。一言二言で終わるもんな、ありゃ無視よりキツい）

　特定のひとりを嫌われ役にし、不満を押しつけるのは仲良しグループにはよくある事だ。

　六人中ただひとりの凶魔ネクロ位階、さらに騎士家ならぬ一般出身などさまざまな事情があり、気の弱そうな少年はほぼいじめ同然の状況にあり──だからこそ、だろう。

　他の見張りが居心地の悪さにいなくなった隙を見計らい、巧みに話しかけたロンメルに、ほとんど手練手管を使う必要すらなく、少年があっさりと心を開いてくれたのは。

「これに懲りて、悪い男を信じちゃダメだって、わかってくれりゃいいんだけどな」

　グラン・マリアの固有絶技ロイヤルアーツ、《皇女の勅令エンプレス・オーダー》により意識を支配された子供たち。

　だが洗脳、示唆系の術式に一度影響を受けた人物は、そうした術への耐性が極端に下がる。魔法的なものだけではなく、単純な詐欺の類にもよくかかるのだ。

（人間ってのは共感に飢えた動物だ。成立してない会話、気を許せない仲間。蓄積された不満は、どんなに怪しくとも理解者に対する好感度を倍増させる……っと）

　システマチックに思考しつつ、ロンメルは拘束されていない足を上げる。

　訓練によって極度の柔軟性を獲得した股関節、手の指とほぼ同等の器用さをもつそれは、髪に偽装した極小の魔法騎器デバイスにアクセスし──それは、光る糸となって指に巻きついた。

「備えあれば、嬉うれしいな……っと。甘いねえ。対抗術式で自前の詠唱を禁じるのはいいが、構成や演算を魔法騎器でやりゃ、そっちまでは防げやしないってのに」

　もともと彼の位階、機巧マシーナリーはそうした魔法騎器製作に長たけた支援階級である。

　不意の奇襲で無力化、拘束された場合を想定し──魔法的、物理的な拘束を逃れるため最低限の術式を刻印した針金状の魔法騎器を隠匿する程度のことは当然する。

　とはいえ、見張りの少年をたぶらかし、拘束を緩めてもらわなければ無理だったろう。孤独な少年の心につけ込み、その純粋な信頼を悪用した自分の卑劣さに、反へ吐どが出る。

（男も女も小娘もおばさまも変わんねえよ。要はコミュ、基本は話を聞くことだ）

　異性を見張りにつけなければ安全、だとでも思ったのだろう。

　だが色仕掛けは人たらし、内通工作の手段として基本中の基本でしかない。

　釣る魚ごとにエサを変えて攻略するように──適した釣り方さえ心得ていれば。

「完全じゃねえが、グラン・マリアの真ま似ね事ごとくらいはできますよ、っと……！　さぁてと、すぐ逃げるとあの子が責任取らされそうだし、見張り交代のタイミングで行くかね」

　その程度の義理はある。髪に隠した魔法騎器デバイスを発動、組み込まれた数種の式の中から、不可視の力で物体を動かす《念動》を選択、手て枷かせのロックに干渉する。

（シリンダー型のありふれた機械式の錠前。ヘタに術式を使って拘束するよりゃいいわな、並みの騎士なら拘束系の術を破る手段は知ってても、鍵開けなんぞできねえし）

　が、ロンメルにとってはいいカモだ。わずか三秒で錠前の構造を把握、いつでもロックを解除できる状態を維持しながら、ロンメルはじっと待機する。

（さて、脱獄できたとして……次の一手は、どうしたもんかね）

　この最深区画ロータス・ボトムだけでも、意外だが洗脳を受けていない者が一定数いる。

　グラン・マリア、若すぎる英雄に対する妬みや嫉そねみ、不信感。そうした負の感情を強く抱いていた人物は、尊敬や崇拝をトリガーとする洗脳式の影響を受けなかったせいだ。

（最低限にするために、ステージ５討伐の自作自演なんて茶番までやったんだろうが）

　恐らくそうした層の中でも最も高い階級に在るのはウッドマン准将だろう。

　彼は子供を戦わせることに、生理的な嫌悪感を強く持っていた。故に洗脳式にもかからず、どこかに幽閉されているはずだ。同じ基地内という可能性すらある、が。

（救出は後回しだな。正直、戦力になりそうもねえし）

　後始末の役には立つかもしれないが、後方勤務の中年は荒事には使えない。

　それよりはもっと別の手段。最深区画以外の二層、前線エンドと中核ミドルにいるであろう抵抗勢力に連絡をとり、最深区画の情報を流すべきだ。

（事件の要はグラン・マリア、ただひとり。あっちもワンマンだわな）

　洗脳式の根幹が彼女の固有絶技ロイヤルアーツにあることは、短時間ながら拘束中の観察で理解した。

　あとはその主あるじであるグラン・マリアさえ排除すれば、強く話術で示唆されている者達も自分の行動の非合理性、自殺同然の愚行に気づくことができるはずだ。

（しかし、簡単に見抜ける程度の欠点なんぞ、あの聖女サマはお見通しかね？）

　この状況を一撃で覆す最善手──グラン・マリア暗殺。

　本人、そして《ヘヴンリー・ロウズ》にはまず防げまい。《名無しネームレス》のみならず、前線や中核に勤務する騎士の中には、対人戦経験者もいるはずだ。

　いかに人類最強のＳランクを大勢抱えているとはいえ、彼女達は学生だ。

　経験が足りない、技術が足りない、覚悟が足りない。単純に火力をぶっぱなして最強、程度の浅い認識ならともかく、経験豊富なプロの暗殺を防ぐには甘すぎる。

　結論──。

（最悪、道具さえ取り戻せりゃ、冬とう真まのバックアップなしの俺単独でも不可能じゃねえ）

　その後の生存、脱出を一切考えなければ、ロンメル・スチュアートは人類を救える。

　しかし、それは事態がこのまま進んだ場合の話だ。洗脳で奪った体制など砂の城、何かあればたやすく崩れると、グラン・マリアほど狡こう猾かつな女が理解できないはずがない。

「さて、あの聖女様は何をやらかすつもりなんだかね……？」

　慎重に、次の一手を見極める。

　タイミングを見計らい、確実に撃てる瞬間まで待ち続け、刹那のスキを逃がさない。

　なに、慣れたものだ。どんなに時代が変わろうと、太古の狩人かりうどの時代から延々と続き、現在ロンメルが受け継いだ、それは狙撃手たる者の条件なのだから。

　目を閉じ、聴覚と床に触れた足の皮膚に集中する。

　床を伝わるわずかな震動から感じる人間の移動、そして漏れ聞こえる会話から──。

「交代終わり、引き継ぎ完了、ってとこか。それじゃ、動くとしますかね……？」

　コツコツと靴音が響く。引き継ぎを終え、新たな見張りが巡回しているのだろう。

　タイミングを合わせて手錠を外し、闇に潜んで脱獄のタイミングを計りながら。

（無事でやってんだろうな、冬真。……雪ゆき奈なちゃんを泣かせたら、承知しねえぞ）

　凰おう花かを出ている友人にして相棒、彼とその娘の安否を祈る。




　それから数時間後、拷問まがいの尋問をすべくやってきた者が拘束を外し、ロンメルの独房にいた人物が、彼と入れ替わった見張りだと判明して、脱獄が発覚する。

　拘束を外して潜伏。慌てて飛び込んできた見張りから服や装備を奪い、牢ろう屋やに展開した抵抗術式を一時停止。気絶した見張りを身代わりにするといった手口で、まんまと脱出されたのだ。




　名も無き牙、姿無き人類の守護者──《名無しネームレス》。

　反撃は静かに、始まろうとしていた。





●女神誓願




　辻つじ辻つじに、死人のような少年達が立っている。




『統括生徒会より、戒厳令が発令されました、市民のみなさんは落ち着いて居住ユニットに戻り、扉を閉めて不要不急の外出を避けてください──』

『──戒厳令が布告されました。これより72時間、あらゆる市民の活動は制限されます。僕達、私達、子供達の指示を受け、指定されたエリアから退去してください』

『新首長、《ＥＯＣ》グラン・マリアより、僕らは都市内発砲の許可が与えられています。隣人、友人、家族、に、現体制を批判する方がおりましたら、どうぞご一報ください』

『密告は奨励されています。通報一人につき、配給チケット一人分が優遇されるでしょう。戒厳令が布告されました。どうか、情報をお寄せください──』




　そして最後に、すべての少年が声を揃そろえて。




『『『より清潔な社会のために。《ヘヴンリー・ロウズ》がお送りします……』』』




　まるで壊れたスピーカー。武装は不揃い、階級章もなし。欠損した四肢を機械化したり、あるいは術式により強引に補っている者も少なくない。

　だが少年達は鉄の結束を誇り、命令を厳守して持ち場を離れない。人類再生機構、凰おう花かは最深区画ロータス・ボトムの共有スペース──個人に供与された居住ユニット内以外のすべて、あらゆる場所に彼らは配置されると、戒厳令に反する者を容赦なく射殺していった。

『何かお困りではありませんか？』

『略奪、暴行、虐待、どのようなささいな情報でもお寄せください』

『即座に略式裁判を行い、判決は二秒で執行されます』

『清潔にして静寂なる新世界を作りましょう。ご協力をお待ちしています……』

「ひ……ひいいいいっ!?」

　ギュワッ……!!

　どさくさ紛れに略奪を働いていた不心得者の頭に、光が銃創を穿うがつ。

　両手いっぱいに抱きかかえていた嗜し好こう品ひん、普段は高値でまず手に入らないであろう酒や食料が血に染まり、靴が汚れる事も気にせずに、それを踏ふみにじり行進を続ける。

「おお……グラン・マリア……さすが、直轄の兵は覚悟が違う……！」

「涙が出てきました……そこまで頑張ってくれるのね。応援していますわ！」

　口をポカンと開き、ただただ感激する市民の声。




「わ、私は違います！　反乱分子ではありません、グラン・マリアに従います！　子供のためを思ってのことでした、どうか、どうかお許しを……！」

『《ＥＯＣ》は子供の支配、搾取を行う旧世代を粛清します。旧ＰＰＡ会員は全員が容疑者として強制収容、執行の対象となっています。──執行』

「あ、あなたあっ!!　助けてぇええぇぇぇ……っ！」

「ちくしょう！　女房を放せ、クソガキが……げぼっ!?」

　ＰＰＡ会員らしき主婦が居住ユニットから引きずり出され、手錠をかけられる。

　止めようと割って入った負傷退役兵らしき男は少年兵に殴り倒され、痛めつけられた後拘束されて、妻とは異なる車両に放り込まれると、どこかへ連行されていった。

　前線エンド、中核ミドルにまでその手は及んでいない。だがその分徹底した執しつ拗ようさで最深区画ロータス・ボトムの粛清は執行され、わずかでも新体制を批判する者、利己的な行動をとる者が処分された。

　逮捕、連行されるだけならまだいい。その多くは即時射殺の後、死体は埋葬されることなく都市清掃システムに発見され、ドロドロのタンパク質にリサイクルされる。

　文字通りゴミ同然。栄誉なき死の執行者として、市街を規則正しく巡回する少年兵達は今や最深区画の全市民の恐怖と、そして異様な歓呼の的となっていた。




　ザッ、ザッ、ザッ……。




「よし、行ったっスよ。アレちん、ウチのぱんつから手を放していいんで」

「ぱ、ぱんっ!?　ち、違うよ、裾！　スカートの裾のところだからね!?」

「はいはい、っと！　しっかしスゲーっスね、アレ。どうやったらあんな人間創れるのか、想像もつかねー……。脳みその中身、全部消去して再起動でもしたんスかね？」

「……うん。怖い、あの子たち……。生きてるけど、まるで、生きてないみたい」




　欧州系、白はく麗れい種しゆの少女、第一魔法騎士学園一年生、アレイナ・スクロヴェーニ。

　そして《名無しネームレス》に属する秘密諜ちよう報ほう員、アレイナと雪ゆき奈なの同級生、黒黒黒くろみつ黒くろ子こ。

　二人は暴動の痕跡も生々しい魔法学園の校庭、踏ふみ荒らされた花壇や焼け焦げた街路樹で巧みに遮蔽を確保、巡回する少年兵の目を逃れて移動を続けていた。

「ウチらの『部隊』の緊急秘匿回線も切れました。白しろ銀がねパパとはもう連絡取れねーっス」

「う、うん。でも、すごいね。ほぼ全通信回線が戒厳令で封鎖されてるのに、少しでも外と通信できるだなんて……。もしかして、独自のラインを持ってるの？」

「将校クラスの軍首脳だけが使えるＶＩＰ用の秘匿回線っスよ。通信量メチャ少なくて、普段ガラ空きだから使わせてもらってたんです。ま、裏ワザのひとつ？　みたいな」

　──《名無しネームレス》の秘匿回線が使えりゃこんな苦労はなかったんスけどねー。

　冬とう真まに凰おう花かの現状を伝えるため、秘匿回線が設置してある魔法騎士学園の理事長室へと隠蔽式を駆使して忍び込んだものの、時すでに遅く。

（ほとんど部屋ごとブッ壊されて、子供の遊び場みたいになってたし……！）

　家具や設置型の魔法騎器デバイス、偽装されたものもそうでないものもすべて壊されていた。

　恐らくはグラン・マリアの指示、あらゆるリスクを考え執しつ拗ようなまでにすべてを消し去る、あの女らしい考えだ。結果、黒くろ子こは通じる回線を求めて四苦八苦、ついにはとある将校の居住ブロックにまで忍び込み、秘匿回線を乗っ取って連絡するハメになった。

「え、い、いいの？　そんなことして……！　後で問題になったりしない？」

「大丈夫だと思うっスよ？　あのオッサンも普通に連行されちゃってますし、バレなきゃたいがいのことは平気なんで。さて、ちょっとシーっとしてください、アレっち！」

「う、うん……はむっ」

　可愛かわいらしいしぐさで口をふさぎ、喋しやべらないよとアピールするアレイナ。

　彼女の分も隠蔽式を展開しつつ、二人は手を繋つないで物陰から物陰を渡り、辻つじに立つ兵と監視システムの目を盗んで、目的地へ移動している最中だった。

（にしても……あの兵隊、どっから出てきたんスかね？）

　ランクはＦからＥ、魔法騎士どころか常人と大差ない低ランク。
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　虚うつろな目と機械じみた忠実さから、洗脳式をガチガチにかけられた捨て駒扱いの少年兵。恐らく廃棄区画《オールドジャンク》の《エデンの蛇へび》本拠地で育てられていたものだ。

（センパイがたが強襲をかけた時、すでにいなかったハズ。ってことは襲撃を察知して、事前に動かしてあった？　けど、それをなんで今大っぴらに出したのか……？）

　子供たちの解放を大義名分に掲げ、古い現体制の打破を求めるグラン・マリアだ。

　それが明らかに洗脳式で誘導された少年兵を、それも衆目に晒さらして使うなど、自分の論の根拠を崩す行為と言っていい。事実、弾圧されている市民の中には思想誘導の効果すら超えて不審を抱いている者も少なくなく、あちこちで不満の声が漏れ始めていた。

「ここへ忍び込む前、臨時配給所でゴハン食べたっスけど。雰囲気悪かったっスよね？」

「……ん（こくこく）」

「あ、ちょっとなら喋しやべって大丈夫っスよ？　ロンメルパイセンのをパクッた隠蔽式、そう簡単に見破れるモンじゃないんで。多少の物音はノイズとして処理されますから」

「そ、そう？　……ぷはっ。ええと、うん。トラブルって言うか……ケンカしてる人達、いたよね。子供たちは凄すごく支持してたけど、年配の人とかは……」

「戒厳令、外出禁止、密告の奨励、居住ブロックに戻れない人への配給。おかしーですよ、そのへん。今、ウチらが一番困るのは、グラン・マリアが正義ヅラのままでいること」

　やむなく立ち上がった正義の味方というスタンスを崩さないだけで、軍が打つ手は極度に制限される。ただでさえ洗脳式で多数派を操れている状況、時間は敵の味方だ。

「けど今の過剰な弾圧は、せっかくのアドバンテージを手放してるだけ。自分の支持基盤を自分で崩して、そこに何の意味があるのか。……わかんねー！」

「ええと……時間をかけられない理由が、あると思う」

　たとえば、と前置きしてから、アレイナはアイディアを口にする。

「地方の戦線を支えてる戦闘団が防衛を放棄して帰還したら、戦力的には凰おう花かをそのまま制圧することもできると思う。時間をかければ、そうなると考えたんじゃないかな？」

「……他の戦線にまで、例の放送は届いてないっスからね。確かにバリバリの現役部隊が戻ってくれば、Ｓランクが大勢いるっても学生レベルの騎士団じゃ相手にならない」

「うん。だから急いで最深区画ロータス・ボトムを固めて……大きく動こうとしてるんじゃないかな」

　中核ミドルや前線エンドといった比較的正常な感覚を残した、反グラン・マリア派の多いエリア。

　それらを制圧し、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいを屈服させる。

　凰おう花かを完全に掌握できれば、帰還した戦闘団に正式な命令を下し、新体制に服従させることすら可能だろう。逆らえば、人類唯一の生存圏から締め出されるのだから。

「ありえる……。しかしアレちん、妙に鋭いっスね。まさか前々から考えてたとか？」

「う、うん。私、実戦向きじゃないから……。せめて、他の事で役に立ちたくて」

「十分っスよ。今やろうとしてることも含めて……ウチひとりぼっちじゃ正直、何をどう動いたらいいもんか、さっぱりポン酢でわかんなかったんで」

「そ、そう？　ふふふ……ありがとう。お世辞でもうれしい」

　社交辞令じゃないんスけどねー、と黒くろ子こは内心舌を巻く。

　ただの『戦闘』ならばできる人間はいくらでもいる。だが、場面場面を凌しのぐ『戦術』は考えられても、戦場そのものを総合的に考え、戦争を主導する『戦略』は遥はるかに難しい。

（大局観を持って駒を進めるように、複数の戦場を俯ふ瞰かんする……。正直、ウチらは歯車。上の命令に従う名無しネームレスの剣、そこまで考えられる人材はいねーっスから）

　巨大すぎる力故に自ら制限を課し、それを封じている冬とう真まのように。

　社会に溶け込むために一介の戦力たらんとする秘密部隊には、あまりに荷が重い。

（ウチらの仕事は悪党退治……つまり、『悪いこと』をやらかした後で始末することしかできない。やらかす前に、できないように手を打つマネは、行政の仕事……！）

　常に後攻。敵に先手を譲り続け、アドバンテージを取ることができないハンデがある。

　逆に戦場では無敵。それを理解しているが故、グラン・マリアは戦場より高いステージで勝負を決しようとしたのだろう。もし、彼女が焦っているとしたら……！

（白しろ銀がねパパ、もしかして勝った？　……あのモンパパが戻るとなったらそりゃ、焦るっスよね。《ヘヴンリー・ロウズ》どころか全人類を人質にしてもヤバいっスから）

　そこまで考えた、その時だった。

「………」

「！　黒子ちゃんっ……!!　あの人、こっち、見てる……！」

「落ち着くっス、アレちん！　息止めて。動かないで、ストップ……！」

　はむっ、と声をあげ、黒子はかわいらしい鼻をつまみ、アレイナの唇をふさぐ。

　息を止めた少女たち。その至近距離を、ちょうど進行方向に立っていた少年兵の一人が、不審げな面持ちでぼうっと見つめていた。瞬間的にその身から走る探査式は……！

（！　錬素を……『嗅いで』る!?）

　すんすん、と鼻の利く動物がよくやるように顎を上げ、鼻で呼吸するしぐさ。

　その動物的な動きに、とっさに黒子は隠蔽式をアレンジする。

（対人用の隠蔽式は、ロンメルパイセンの丸パクリ……あえて自分の存在を全消しせず、周囲の雑音や臭いに紛れるカンジ。けど、こいつ、まさかっ……！）

　呼吸を止めたままの急激な術式転換に、脳が腫れるような痛みが走る。

　頭蓋骨の奥に感じる膨張感、鈍い痛み。いまだ未熟な彼女の処理能力では厳しい術式がぎりぎりのタイミングで走り出し、ぎゅっと隠れて抱き合うふたりの傍そばを少年兵が嗅ぐ。

「……？」

　一分にも満たない時間が、長く感じた。

　少年兵はしばらく不思議そうに空中を嗅いでいたが、すぐに疑問すら忘れたかのように、元の位置へと戻って歩ほ哨しように立つ。十分に距離が取れたことを確認すると、

「ぷはっ……!!　く、苦しかったぁ……！　ありがとう、黒くろ子こちゃん……！」

「ぜひ～……焦ったっス、マジでマジで～……！　っか、何スか、あいつ!?」

『人間用』の隠蔽式の利きが悪い。

　逆に途中で切り替えた黒子オリジナルの隠蔽式──対胞子獣ベノムスダームを念頭に置き、音や体臭を極限まで消した感覚のエアポケット、人間並みの判断力があれば不審に思う虚無の中で。

（ぜんっぜん、何も感じてなかった……不審とすら感じてなかった!?）

　ゾクリと嫌な予感がする。あれは、本当に人間なのだろうか？

　まるで機械……人の皮を被かぶった怪物、まったく違う論理で動く何かのようで。

「詳細はチッともわかんねーっスけど……。アレ、まじ危険ですよ。頭じゃない、ウチのカラダがそう言ってるっス。本気でぞわっとした、怖すぎっス……！」

「ご、ごめん、黒子ちゃん。もうすこし、あと一ブロック。だから、お願い！」

「わかってるっスよ。ウチの全身全霊全錬素にかけて、アレちんを必ず送って行きますから。ぴったりくっついて、離れないでください。警戒はそんなキツくないはずですけど」

　第一魔法騎士学園、その巨大な校舎と校庭を横切り、市街地を挟んだその先。

　緑地化された公園型の慰安エリア。平時でも多くの市民が集まり、かつ賑にぎわうことなく厳かな空気に包まれたそこは、宗教色を廃した万民のための慰い撫ぶ装置。

「英霊墓地カタコンベ……。旧アメリカのアーリントン墓地、日本でも似た役割の神社があったって歴史資料で見ましたけど、本当にあそこに行けばイケるんスよね？」

「……うん」

　静かな決意。いつもの自信なげな雰囲気ではなく、確信をこめて。

「英霊召喚式──世界初の蘇そ生せい術《女神請願ゴスペルウイツシユ》。その発動条件は、満たせるよ」

　黒子のスカートの裾をつまみながら、アレイナ・スクロヴェーニはそう言った。





　　　　†






　かつて、西暦２０４９年──。

　人類が『終末の雪』に閉ざされた地上を捨て、人類再生機構に生存圏を移して以後。

　すでに計測不能、ひたすら膨大としか言いようのない戦没者とその遺族の感情ケアは、うかつに扱えば凰おう花か内部に壊滅的トラブルを起こす可能性ありと認知されてきた。

　故に、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいが発足し、統一された人類の統治機構が誕生して最初に建造されたのが合同戦没者慰霊・埋葬機関、《英霊墓地》である。

「──とても、お墓には見えないよね？」

「宗教色を出すのはタブー、らしいっスよ。特定文化に寄せた場合、どうしてもお気持ちを害する方が出ちゃうんで。こういう無機質なカンジがグッド……なんだとか」

　風が吹き、さわやかに草原がそよぐ。ここは公園として開放されている慰安エリアの中、巨大なコンクリートの円柱が建っており、その無骨な偉容は周囲を圧していた。

（旧時代、原子力発電所の空冷塔がデザインモチーフ、なんだよね？）

　アレイナ・スクロヴェーニは歴史の授業で習った出来事を反はん芻すうする。

　あらゆる宗教・文化的要素を排し、とにかく頑丈、堅固であれ。

　なぜなら人類滅亡の後、この凰おう花か──地底大空洞に残る人類の足跡、ヒトの存在の証あかし。いわゆるモニュメントとなる可能性があるからだ。

　故に構造上、極めて堅けん牢ろうな発電所のソレを模して大枠を作った。

　その内部には近代管理システムによる立体埋葬システムが詰め込まれ、最大で一億人が埋葬可能。それを実現したのは新時代の埋葬システム──『霊葬』である。

『戦死者の大半は、地上で死ぬ。高濃度の汚染物質に晒さらされた遺体はほぼ汚染され、回収不能。故に軍役に就く者は皆、着任前に遺書と自分の『霊葬』チップを提出する……』

　そんな教官の講義をアレイナはよく覚えていた。

　霊葬チップとはいわゆる記憶、錬核武装の記憶継承システムを応用したものだ。

　戦闘機能をオミットした超簡易型のシステムを用い、使用者の魂の記憶を情報、錬素化。

　保存したチップを遺体に見立てて保存、棺ひつぎ型のディスプレイ内部にチップ提出時の肉体を錬素で構築された霊体として再現、生前と変わらぬ綺き麗れいな遺体での葬儀が行える。

（けど、それは遺体が残らなかった場合だけ……！）

　セリカ・ヴェルミオーネは軍役に就く前であり、霊葬チップを提出していない。

　だが、彼女は個人の錬核武装──《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》を使っており、未いまだ発見されていない。錬核武装の破壊に伴う痕跡もなく、完全な行方不明。そして遺体はほぼ完全な状態で回収、この《英霊墓地カタコンベ》へ『本来の形で』埋葬されることとなっていた。

「除染可能な状態で、総体重の51パーセント以上の遺体が回収された場合──『霊葬』は建造当初の予定通り、完全冷凍保存の『冷葬』に変わる……！」

「アレっスよね？　氷属性の錬素を応用した、細胞壁を破壊しない冷凍状態。遠い未来に、蘇そ生せい系の術式が開発された時に備えた、『未来への旅路』ってヤツ？」

「……うん。実現性のない技術、ムダだって……お爺じい様さまの代に、同じスラヴ系の貴族家の反発を受けちゃって。補助金が切られて、ウヤムヤになっちゃったんだけど……」

　いわゆる、冷凍睡眠による蘇生の可能性。

　スクロヴェーニ──。旧スラヴの司祭を祖とする貴族家、代々《女神》を冠する治癒系固有絶技ロイヤルアーツの保持者を多く輩出してきた光聖クレリツクの名門魔法騎士家の悲願が、それだ。

「……大昔、ご先祖様は旧ソ連の宇宙航行技術開発……冷凍睡眠による他天体への進出を研究してたって、アレですよね？　マジでまだ続けてたんスか、アレ？」

「うん。だって、やめちゃったら他に、できることがないから……ね？」

「ね？　って可愛かわいく言われても困るっスよ。地味にやべー……」

「や、やばくないよ！　……あ、黒くろ子こちゃん、そっちダメ。正面からだと警備システムに記録されちゃうから、裏に回って職員用のところから入る方がいいと思うの」

「なんでンなとこのパス持ってんスか!?　やっぱヤバいっスよ、アレちん家ち！」

「だ、だって！　……ここの開発設計担当、スクロヴェーニ家の当時の当主だし……一応、口伝としていろいろ裏コードが伝わってるんだよ。使う機会、なかったけど」

「そりゃ、お墓に不法侵入する需要なんてそうそう無いっスよね……」

　呆あきれ顔がおの黒子を連れて、アレイナは施設の裏口へ回る。

　驚くほど多くの植物があり、緑のツタや苔こけで部分的に覆われたコンクリートの巨塔は、まるで人類滅亡後の遺跡のようで──美しくも、どこか哀かなしい廃はい墟きよのようだ。

　その裏口、ツタで隠すように偽装されたタッチパネルに触れ、隠しパスワードを入力。すると壁の一部が静かに開き、ゾクッとするような冷気と独特の香りが漂ってくる。

「なんスか、これ……中に入るのは初めてっスけど、なんか……くちゃいですけど？」

「樒しきみ……お線香の香りだよ。他にも何種類かお香があって、中の空気につけてあるの」

　高濃度の氷属性錬素を含んだ空気だ。

　耐性のない者が近づいた場合危険であり、漏出にただちに気づけるように……と、過去燃料として使用されていたガスにあえて臭気をつけたのと同じく、そうしている。

「慣れないと、少し気になるかもしれないけど……毒性はないから、大丈夫だよ？」

「そーゆーモンなんスかねえ……。うへ～……水族館、みたいっスね」

　中を覗のぞき込み、恐る恐る入っていく黒子。

　続くアレイナの足取りに迷いはない。

　警戒する黒子を追い抜き、壁に埋め込まれたパネルひとつひとつに黙もく祷とうを捧ささげていく。

「この中に、その……全部、ご遺体が入ってるワケっスか？」

「うん。円柱型の建物の外周部。……『冷葬』のご遺体はみんなここに納められてるの。蘇そ生せい術式が完成した時、早く出してあげられるようにって」

「あー、なるほど。わざわざエントツを模して作ったのって」

「うん。氷属性の錬素を創る時、ある程度空気を循環させないといけないからだよ」

「ほへ～……。いろいろ考えてあるもんなんスねえ」

　廊下の左右、壁面に隙間なく埋め込まれたパネル。

　今は暗転しており、中を窺うかがうことはできないが──そのひとつひとつに地上から運よく回収された、戦死者の遺体が埋葬され、いずれ来る復活の時を待っているのだろう。

　しばし、コツンコツンと少女たちの靴音だけが、墓地の静せい謐ひつに響いていく。

「雪ゆき奈なちゃん、平気かな」

「白しろ銀がねパパがついてるんで、まー大丈夫でしょ？　ってか、あの人がついてて無理なら、まあ地球全人類の誰でも無理っしょ。だから、なるＹＯになるＹＯ、の精神で」

「……ふふっ。そう、だね。やるだけ、やってみないと……！」

　あえておどけてみせる黒くろ子この気持ちを読み、アレイナはふんと気合を入れる。

「アレちんは、ここに入ったことってあるんスか？」

「うん。お父さんに連れられて、何度か」

　正直、アレイナにとって当時のことはいい思い出ではない。

　かつては超一級の魔法騎士宗家、光聖クレリツクの名門として蘇そ生せい術式開発チームの中核を担ったスクロヴェーニ家だが、彼女が物心ついた時、その権勢は見る影もなくなっていた。

「蘇生術式そのものの開発は進んでいたの。論理構成は完成して、あとは実証実験段階。けど、そのためには女神系の固有絶技ロイヤルアーツ──治癒系術式の最高適性が必要だった」

「それって、つまり……アレちんのことっスか？」

「うん。だからかな？　それもあると思うけど……お父さんは、私にずっと期待してて、なんとしてでも生き残れ、死ぬな、可能な限り早く後方勤務に引き抜くって言ってた」

「ほへー。そらまたそちらさんもモンパパ風味というか、過保護っスねえ？」

「あはは……。けど、それには理由があってね？　スラヴ系の騎士家は外にあまり出ないけど、その……中での派閥争いとか、権力争いみたいなものが強くて」

　スクロヴェーニ家の凋ちよう落らくは、その争いに父が敗れたことから始まるのだという。

「人類再生機構の発足以後、ずっと多額の予算がついてきたのに、蘇生術式が完成しない。人類存亡の危機にそれは怠慢以外の何物でもない、って糾弾されて──」

　当主だった祖父にも告げることなく、アレイナの父は実験を強行したのだという。

「お父さんは、未完成の術式を強引に使ったの。戦死した……私の、一族に対して」

　一族、と言葉を濁してはいるが。

（……よほど親しい、身内ってコトっスかね？）

　察し、後ほど調査してみようとそれを心にピンで留める黒子。

　その間も、アレイナのゆっくりとした語り口は、さらなる真実を述べ続けていた。

「けど、実験は失敗。詳しいことは聞いてないけど、ひどいことになったみたい」

「……それで没落したワケっスか？」

「うん。それでもお父さんは特殊衛生部門に回されて、Ｃランクの魔法騎士として研究をしてるの。中核ミドル勤務だからもう何年も会ってないけどね」

　眼鏡をかけた気弱そうな面影。

　だが自分の専門分野、治癒式関連のことになると異様なまでの熱を帯びる。

　理論こそ超一流だが実戦の詠唱に劣り、典型的な学者肌──実戦向きではないとされ、衛生兵としては不適格の烙らく印いんを捺おされながらも、研究職として採用された。

　そんな父はアレイナを連れ、何度もこの《英霊墓地カタコンベ》を訪れた。

「その頃、私はまだ固有絶技ロイヤルアーツに目覚めてなくて……。昔の騎士について知ればきっと覚醒するんじゃないかって、いろんなお墓にお参りしたの。でね、その中に……」

　よくわからないけど、と言葉を繋つないでから。

「不思議と、波長が合うって言うか……ピンとくるお墓があったの。他人じゃないとか、まるで家族みたいな……そうお父さんに話したら、すごくうれしそうだった」

「？　なんでそれで、うれしそうなんスかね……？　正直意味がつながらないですケド」

「それは私もよくわからないの。けど、それがきっかけだったのかな？　ちょうどその後、しばらくしてから固有絶技が──《女神の唄ゴスペルソング》が使えるようになったんだ」

　当時のことを、アレイナはよく覚えていない。

　ただその思い出、父親とここを訪れた時に感じた不思議なシンパシーと、棺ひつぎが放つ青い光に照らされてにんまりと微笑ほほえむ貌かおだけが、クッキリと記憶に残っていた。

「その日以来、お父さんはすっごく優しくしてくれてね。第一魔法騎士学園に合格して、中核ミドルの住居ユニットを出て寮に入るのも反対してた。おかしいよね」

「そうっスねえ。ま、家族の思い出を語れるだけ、だいぶマシじゃないっスか？」

　おどけたような仕草で、淡く光る棺をペタペタと触りながら、黒くろ子こは自嘲気味に笑う。

「ウチの家は、スラヴ系とは違うカンジでメンドくさいところで。日本閥なんで」

「ああ……。その、聞いたこと、あるよ。負傷退役は恥、玉砕こそ誉れ、みたいな」

「テンケー的なカミカゼ思想。負けて戻ったら腹を切れ──なんてガチで言われるくらい陰湿なトコっす。けどウチの父親は、いわゆる『生き恥』ってヤツでして」

　いわゆる負傷退役──軍務続行不可能レベルの後遺症が残り、軍人年金と配給で暮らす、第一線からの落らく伍ご者しや。黒子が属する日本閥が最も嫌う『穀ごく潰つぶし』だった。

「けど、母親の方はバリバリのキャリアでして。前線エンドで勤務してるんで、自然ウチは父親と暮らしてたワケっス。白しろ銀がねパパみたいな、専業主夫に近いカンジっスかね～？」

「へえ……！　いいお父さん、だったんだよね？」

「まあ、最初のうちは。けどマ、それも二歳くらいまででしたケド」

「……え？」

　悲劇は、アレイナも言う──固有絶技の覚醒に始まる。

「とりあえずウチの権限で開示できる情報として、ウチには独自の固有絶技がありまして。ウチにはずっと、他人の錬脈が視みえてました。それに干渉し、自在に『斬る』ことも」

「……生体錬素ネットワークの断線!?　それ、防御不可能の……」

「触れば即発動、決まれば確定の『殺し技』。けどウチにはそーゆー自覚なかったもんで、甘えた拍子に父親の心臓を一瞬、指でピンっとつついて止めちまったんスよね」

　当時二歳の幼児が。

　負傷退役したとはいえ、元軍務についていた魔法騎士の心臓を停止せしめた。

「幸いってか、居住ユニットの医療システムが反応して緊急治療したのと、当時のウチがまだほんの子供でちょっと触っただけだったので、父親はまあ助かったんですよ。けど……その後、ビビリ上がってくれちゃいまして。今に至るまで……」

　フヒッ、と鼻で笑い、情けなさそうに黒くろ子こは続けた。

「ウチに敬語を使うんスよ。父親なのに。ついでに言えば名前は『さん』付けで」

「……それって……！」

　ほとんど他人扱い。いや、それだけではない。

　礼儀を守る、それは相手に敬意を払う証あかしであり……。

「えー、ガチで距離をとられてたわけっス。母親も話を聞いて以来、絶対ウチの手が届く範囲に近寄らなくなりました。そりゃそーだ、指先ひとつで殺されたくネーですし？」

「……ひどい……！」

「ま、ウチも悪いとこありましたし？　育児は放棄されまくりでしたけど、今はそれなりに充実してるので、愚痴りはしても怒っちゃないです。ウチの才能ってどこまでも対人、対騎士戦向けで……胞子獣ベノムスダーム狩りには不向きな『殺人芸』っスからね」

　両親は怯おびえ、口には決して出さなかったものの……決して触ろうとしなかった。

　忌み子、悪魔の子。そうこっそり聞こえないよう愚痴っていたのを聞いたことも一度や二度ではない。正面から罵倒されるより辛つらい、黒子の子供時代は拒絶のみがあった。

「けど……マー、当時は荒れてましたケド。有用な固有絶技ロイヤルアーツがあるってことで、今の部隊に拾ってもらって、受け入れてもらえて……友達まで、できちゃったんで」

　黒黒黒くろみつ黒子は、かつてほどに。

「この世界に、絶望しちゃいねーっス。クソカルトに滅ぼされてたまるかってくらい」

「だから、黒子ちゃんは……軍の、その。裏の仕事を、してるんだよね？」

「まあ、帰るところもねーっスからねえ？　せいぜい白しろ銀がねパパの胸の中くらい」

「ふふっ。ホントにやったら怒られると思うよ、雪ゆき奈なちゃんに」

　あえて軽く流そうとする黒子のノリに合わせて答えながら、アレイナは──。

（──黒子ちゃんに比べれば、私なんて）

　不幸なことなど、何もない。両親が望む固有絶技に目覚め、愛されて育ってきた。

（なのに、私は……鈍くさくて、甘えん坊で、ちっとも……役に、立ててない）

　あの《13区画動乱》の時、父に禁じられていたとはいえ、錬核武装を使っていれば。

（非戦闘員の人たちを保護して……セリカちゃんを、助けられたかもしれない）

　それは驕おごりだ、と自分でも判わかっている。戦闘が苦手なアレイナだ、きっと足手まといになっていただろう。だが、もしも自分と同じ能力でも、冬とう真まがあの場にいたとしたら？

（どんなにランクが低くても、きっと……あの人なら）

　それを完全に使いこなし、恐れるそぶりもなく敵の中へ飛び込み、戦っただろう。

　セリカの死を防ぎ、雪ゆき奈なを助け、テロリストを滅ぼして──。

　今日のピンチすら止めていたかもしれない。そう思い、何度自分を責めたことか。

　何度、涙で枕を濡ぬらしたことか。

（でも……もう、逃げないよ。セリカちゃん……！）

　今、ここに冬とう真まはいない。雪奈もいない。

　頼れる者は黒くろ子こ、たったひとり。この歪いびつな部隊で寄りかかれば、共に待つのは死だ。

　寄りかかるのではなく、支える。相手と共に、お互いを守り合う。

「──自分の、自分だけの力で、できることを……！」

　スクロヴェーニ家、年来の悲願を。

　延々と受け継がれてきた『使命』を果たす時が来たとしたら、それは今日だ。

「もう逃げないよ、黒子ちゃん。……行こっ！」

「あ、アレちん？　なんかやたらとたくましくなって……変なものでも食べたっスか!?　パワーえさとかデカくなるきのことか、無敵アイテム的なの！」

「ふふっ。そうかもね？」

　もし、無敵になれるアイテムがあるとしたら。

　ぎゅっ、と強く握りしめる。黒子の手のぬくもり、間近に感じる息遣い──。




（『友達』がいてくれたなら、私、きっと……強く、なれる……！）




　そのために、今日はここへ来たのだから。





　　　　†






　その棺ひつぎは何ら特別なものではなかった。

　硝子がらすの筒に満たされた青い液体は極低温の錬素で形成された『氷』。

　ほぼ純粋な錬素と水のみで形成された新時代の棺は、錬素の供給さえ為なされれば永久に、無補給の状態でも自然解凍まで数万年のスパンで遺体を冷凍保存する。

　遺体には薄化粧が施され、冷え切った頬にはうっすらと紅がさし、服は遺族──カチュアが自ら選んだゴシック風のドレス。もろともに氷に閉じ込められた姿は、あたかも生前の姿をそのままに琥こ珀はくに閉じ込められた蝶ちようのようで、否いや応おうなしに惨劇を思い出させる。

「見つけた……セリカちゃん……！」

「わかってたつもりっスけど。……こうして改めて見ると、キツいっスね」

　厳かな面持ちで掌てのひらを合わせる黒子と、涙をにじませて硝子に触れるアレイナ。

　極低温の錬素に侵食され、瞬く間に指の皮膚が硝子がらすに張りつく。そんな痛みを気にもせず、アレイナは変わり果てた姿の『友達』との再会に、理由のわからぬ涙をこぼす。

「……綺き麗れい、だね。お葬式の時は、ほとんど見えなかったから……」

「儀式に利用されまくって、政治セレモニーのド真ん中。遺族のカチュアさん以外、ほぼマトモに見れなかったっスからね。……や、あんま見たくなかったですけど」

「うん。けど……目をそらしちゃダメ。そのために今日、来たんだもの！」

　凍りついたセリカの遺体は、まるで最初から彼女を模して造られた人形のようだ。

　永久氷の錬素塊に触れながら、探査式を発動。閉じ込められた遺体の状態を確認する。

（──思った通り。状態は、すごくいい）

　詳細はほとんど不明だが、冬とう真まの固有絶技ロイヤルアーツであろう謎の刃やいばと黒くろ子この連携。

　それによって胞子獣ベノムスダームから切り離され、ほぼ直後にアレイナ自身の手で修復した肉体は、言わば完全な状態のハードウェアだ。

　電源とも言える命の火が灯ともればすぐにでも、生物として活動できる状態とさえ言える。

　だが、それができない、できなかった。その原因は──？

（スクロヴェーニ家、おじいさんやお父さんの書斎に隠してあった論文……。書き継がれてきた研究に、こっそり目を通した。最新の、実験結果にあったこと……！）

　人間は死ぬ。人体は電源を切ることが許されないハードウェアだ。

　一瞬でも切れたなら、その内部に保存されていた情報はすべて消える。

　肉体を動かし、心臓や呼吸器など生存に不可欠な機関を動かす制御機能すら白紙となり、機械でそれを代行しなければふたたび死ぬ──いわゆる脳死状態である。

「前、お父さんが……スクロヴェーニ家のご先祖さまが開発していた蘇そ生せい術式は、遺体の脳に残った断片的な情報をもとに生前の記憶を復元して、蘇生するものだった」

　だが、それは違う。それではだめだ。

「素人考えかもしれない。浅はかなアイディアかもしれない……自信、ないけど」

　一度消された情報を復元したのではだめだ、とアレイナは直感した。

「断片的な情報……固有錬素の復元は、とっても難しいの。今の技術じゃどうしても復元できない点が多くて、致命的なエラーが起きる……人によるけど」

「具体的な症例とか、実験結果ってあるんスか？」

「うん。……凶魔ネクロ位階にあるよね、いわゆる《操そう屍し術じゆつ》──ゾンビメイカーって言われる、戦死者の遺体を復活させて一時的に操作する術式。非常時以外使用厳禁の禁術だけど」

「確かだいぶ前に術者が暴走させて、中核ミドルにゾンビ・パニックを起こしたアレっスか!?　錬素感染性質を持ってて、片っ端から生き物を殺してゾンビ化した激ヤバ術式……！」

「うん、アレは中途半端な錬素復元術式……つまり、スクロヴェーニ家が評議会の命令で開発してた、蘇生術式の不完全版だと思う」

　実験のミスか、術式が流出したテロなのかはわからない。

　だが当時の惨状は報道にも記録が残っており、術式のエラーによって異形に変じた動く屍しかばねは、増援部隊が発生区画を隔離、内部を完全焼却するまで延々と殖え続けたのだ。

「……たぶんロンメルパイセンか白しろ銀がねパパなら、『裏』の事情も知ってると思いますケド。で、その激ヤバ術式で、セリっちはちゃんと生き返るんスか？」

「ううん。それをそのまま使ったんじゃ、絶対無理」

　きっぱりと、アレイナは断定する。

「たぶんスクロヴェーニ家は……ご先祖様も、お爺じいさんも、お父さんも、スタートラインを間違えてるの。消された情報を復元するんじゃなく、保存されているバックアップから情報を持ってくるべきだと思う。だって、その方が確実でしょ？」

「そりゃまあ、そうっスね。けどそんな都合のいいモノ、あるんスか？」

「あるよ。……私は、コレ。黒くろ子こちゃんも、持ってるよね？」

　シャツの襟から取り出した銀の十字架を見せるアレイナに、黒子はハッとして。

「錬核武装……！　そっか、錬核武装には所持者の記憶が残る。当たり前っスね！」

「うん！　だから、術式を適用するべきは肉体じゃなく、錬核の方なの。錬核に蘇そ生せい術式をかけて保存されてる記憶を抜き出し、それを完全復元した肉体に『焼く』」

　言わば生命のバックアップ、再インストール。

　その状態から治癒術式をかけ、心臓を動かし、生命そのものを再起動すれば……！

「最後に錬核武装をまとった時点……セリカちゃんなら、あの《第13区画動乱》の前後、そこまでの記憶データを持った状態に戻せると思う」

「マジっスか……!?　もしそれ成功したら、戦争そのものが変わりますよ……！」

「え？　そこまで便利なものじゃないよ。これを使うには肉体の完全復元と、次の所有者に渡る前の錬核が必要になるから……」

　錬核武装には代々受け継いできた騎士達の記憶がすべて残る。しかしアレイナの術式で汲くみ取り、削り出せるのは一番表層の部分のみ。

　すなわち、直近の使用者まで。

　もし無理にその層よりも深く掘って蘇生術式をかけた場合、結果はどうなるのか。

（実験してみなきゃわからないけど……二人以上の魂がゴチャ混ぜになっちゃうんだもん。たぶん、まともな結果には、ならないはず）

　だから試す価値もない。命を弄ぶような実験など、すべきではない。

　研究者としての好奇心はある、だが彼女にはそれを自制する倫理観があった。非常時でなければ、蘇生術式の使用も絶対の確信が得られるまで──十年は先になっただろう。

「でも、アレちん。セリっちの《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》は見つからなかったっスよ？」

「それなんだけど、たぶん……溶けちゃったんだと思う」

「は……!?」

「錬核武装って、触媒となる遺物以外はほとんどただの錬素の塊でしょ？　だからたぶん、セリカちゃんが亡くなった時、触媒と錬素に分離して遺体の中に『混じった』の」

　本来、死と共に解放された錬核武装は分散、凝縮して錬核の形に戻る。

　が、即座にアレイナが使用した治癒術式により、肉体的には完全な状態に回復した。

　錬核武装は錬核に戻る処理をキャンセル。しかし武装の形を取るために必要な着用者の意志が存在しない以上、顕現できない錬素のままでセリカの肉体に取り残されている。

「……アレちん、そのアイデア、誰かに話したっスか？」

「ううん。けど、学園の資料庫には過去の戦闘ログや戦死者の状況もたくさんあったから。錬核武装が未回収だった過去の事例を検索して、まとめて、結論しただけだよ」

「そりゃよかったっス。……やべー……。ウチらの仲間で一番ヤバいの、実は雪ゆき奈なちゃんじゃなくてこのコじゃないっスか？　何スか、この歩く禁呪生成装置……！」

「そ、そんなことないよ！　誰でもわかる、ありふれた、当たり前の結論だもん！」

（それが危険だって、気づいてないのがヤバすぎるんスよねー）

　……と、魔法騎器デバイスに提示されたデータを眺め、黒くろ子こは頭の中だけで呟つぶやく。

（ブッ飛んだ発想が根っこにあるけど、その結論を誰でもわかるデータで補強してある。白しろ銀がねパパとは真逆の天才……あの人は並の騎士には絶対できねーマネをホイホイやる人。けどアレちんは、『とんでもないことを誰にでもできるように』する……！）

　もし彼女が旧時代に生まれていれば、とてつもない経営者になったことだろう。

　かつて情報化をもたらし、世界を変革した携帯端末の開発者は偉大だ。

　だがその技術は誰にでもマネできるものではない。それを玄人好みのガジェットから、万民が使える便利な道具に堕落させ、普及させたモノこそが──世界を牛耳った。

「この術式がマジモンなら……それこそ、ここに『冷葬』されてる昔の騎士を蘇そ生せいさせることも可能っスよ？　錬核武装を継承させちゃった人はともかく、それ以外は」

　壊れ、復元できなかった錬核武装は多くの場合副葬品として騎士と共に葬られている。

　が、それは戦闘機能がないというだけの話。

（錬核武装の本質を、アレちんは知らないんスね。……だから、結論が歪ゆがんでる）

　それは《名無しネームレス》と上層部にしか開示されない、機密情報のひとつだ。

　錬核武装そのものは一種の触媒、歴史を刻んだ触媒から星の記憶に接続する装置である。

　アレイナの蘇生術式は完全な状態の錬核、セリカについて記された万象の記録に接続し、バックアップとして使い彼女の遺体に再インストールを行おうというものだ。

（錬核武装をバックアップメモリ扱いするってコトっスよね？　だから完全な情報が保存されてる、壊れてなくて継承されてない錬核武装が必要……けど）

　本来、錬核武装に記録された所持者の情報はコピーにすぎない。大元のマスターデータは星の記憶、この惑星で生じたあらゆる事象を記憶する情報渦から引き出したものだ。

　錬核武装はそのアクセス権限、アカウントである。ならばその最低限の機能があれば、たとえ壊れていても術式が発動する可能性は高く……。

「……アレちん。このこと、成功しても失敗しても誰にも言っちゃダメっスよ」

「え？　あとで論文にして発表しようと思ってたけど……お父さんに教えてあげないと、ずっと間違った方向で研究を続けることになっちゃうし」

「ダメっス。ヘタしたら十万、百万単位の『人間』が蘇そ生せいできる可能性があるんスよ？　ガチで歴史が変わります。それが今の人類にとって、どれだけの希望か……！」

　ステージ５の連続出現、《大災厄ブラストダウン》の脅威。

　さらにグラン・マリアの反乱によって、人類再生機構は存亡の危機に立たされている。もしすべてうまく処理できたとしても、事件の爪痕は深すぎて……。

（それら全部をブッ飛ばすようなパンチの効いた『朗報』でもないことには……人類史は今年で終わるかもしれなかった。けど、これがもし成功したら……！）

　文字通り、人類は救われる。戦死した騎士たちを復活蘇生させるメドが立ったならば、それは絶望の雲を晴らし、人々を救うだろう。それは、影にはできぬ表の偉業。

「……アレちん。お願いします、成功、させてください。ウチにできる事ならガチ何でもするんで。処女くれって言うならあげるんで、最善を尽くしてください……！」

「うん。……やってみるよ。しょ……処女は、いらないけどね？」

　くだらない冗談でごまかしてはいるが、黒くろ子この言葉は真剣で。

　軽口で答えながらも、アレイナもまた真摯にその意思を感じ、そっと手を伸ばす。

「……手、つないでいい？」

「もちろん。ウチの全部、くれてやるっスよ。アレちん……！」

「ありがとう。……あったかいね。ふふっ」

　右手を棺ひつぎに。左手を、黒子に。

　永久氷の極寒と友のぬくもりを両手でつないで、アレイナ・スクロヴェーニは──。




「禁呪執行──《女神請願ゴスペルウイツシユ》」




　術式を編み、発動させた。

「わぷっ……!?」

　黒子は息を呑のみ、強烈な『風』に吹き飛ばされそうな身体からだをあわてて押さえる。

　それは実体なき圧力。もはや実体かと勘違いするほどの密度で膨れ上がった術式構成、ＴＢ級極大術式の発動と共に、妙たえなる調べと天使の翼が、墳墓の廊下に広がる。

「天、使……!?」

「っ……!!」

　ふわり、とアレイナの体が浮き上がる。黄金に輝く翼をその背中に具現化させ、少女の身は膨大な錬素を放ちながら、氷漬けになった少女にそれを注いでいく。

「ぐはっ……!?　き、キツいっスね、これ……!!」

　つないだ手がまるでホースのように、黒くろ子この肌から保有錬素を根こそぎ吸い上げていく。

　アレイナはまさしく天才だ。固有絶技ロイヤルアーツ持ちといえど、人類より遥はるかに優れた胞子獣ベノムスダームすら詠唱に数日かかるＴＢ級極大術式を、入念な事前準備で即時発動にまで昇華させている。

（けど……やっぱり、私には……才能が、ないっ……!!）

　己の無力を痛感して、少女は碧へき眼がんから涙をこぼす。

　所詮、Ｅランク。錬素保有量は雪ゆき奈なはおろか、凡百の魔法騎士にすら劣る最低ライン。

　術式構成すら人並みだ。今発動している極大術式はセリカの死後、延々と準備してきたもの。途中、『中断』と『保存』を挟みつつ続けてきた蓄積の成果なのだ。

　アレイナは知らない。術式中断と保存による大型術式の実行は、《名無しネームレス》の一員たるロンメル・スチュアートの切り札、常人離れした発想の成果であると。

　超人に追いつくために足あ掻がき続けた凡人の知恵──。

　奇くしくも両者は同じ目的を持ち、同じ結論に至った。彼女がその技法を知ったのは偶然、雪奈に父、冬とう真まとロンメルの『手合い』の様子を聞き、その発想を得たからだ。

　だが、知ったからといってすぐ実行できるワケではない。

　旧時代なら『スマートフォンという便利な道具がある』と言われて、数か月かけて既存の部品を集めて、ほぼ同じ機能の端末を組み立てるようなものだ。

　それだけの知恵、発想の閃ひらめきがあって、なお。

「ぎゅうう[image: ][image: ][image: ][image: ]っ……!!　か、乾く……干物になるっス[image: ][image: ][image: ]!!」

「ご、ごめん！　もうちょっと……もう、ちょっとっ……!!」

　発動すら、難しい。

　術式発動に最低限の錬素すら、アレイナと黒子の全身を搾っても抽出できずにいた。

「ダメッ……!!　足りない、このままじゃ……!!」

「錬素が足りないんスか？　じゃあ……失礼するっスよ、アレちん!!」

「え？　な、何するの!?　黒子ちゃん……きゃあっ!!」

「なんでも、見とくモンっスね～。白しろ銀がねパパのエロ授業が、役に立ったっス……!!」

　錬素を吸い上げられながら構築した術式が、アレイナと黒子の体内に干渉する。

　重要な臓器は避よけ、体内の余剰血液や老廃物……失ってもいいモノを変換、わずかでも錬素が生み出され、極大術式が少しずつ回り始めていく！

「光聖クレリツクの……緊急回避術式!?　黒子ちゃん、まだ習ってないのに、どうして!?」

「お手本、見ましたんで♪　……つってもウチの位階は俊影シヤドウ、光聖の術式は効率最悪っス。基本はコレです、同時処理……やれるっスよね、アレちんなら!!」

「──うんっ!!」

　超えろ。換えろ。命という名の炉に、錬素の焔ほのおを叩たたき込め。

　老廃物も血液も、生存に必要なギリギリ限界まで錬素化する。黒くろ子この構成をすべて写し、自分自身の臓器、肉体に深刻な後遺症が残る瀬戸際まで、自分自身を『削る』……！

「還かえってきて……セリカちゃあああぁぁあああぁぁあああぁ──……ん!!」

　まるで我が子を産み落とす母のごとく。

　地獄の激痛、我が身そのものを削り、燃やす責め苦の中、ついに極大術式が発動した。

（──視みえた!!）

　アレイナの背中に顕現した翼が、ふわりと永久氷を透かしてセリカを包む。

　温ぬくもりがじわりと染みわたり、少女の肉体に刻みこまれた全ての情報を詳つまびらかにする。

　暴かれた錬素ネットワーク。無数に張り巡らされた情報はズタズタに引き裂かれ、壊れかけていたけれど、心臓あたりに感じる大きなしこり。これこそが……！

「錬核、発見。……接続アクセス!!」

「!!」

　永久氷がひび割れ、ピシリと音をたてた。

　若わか鮎あゆのような肢体が跳ねる。氷に閉ざされたセリカの肉体がビクリと反射的に動いて、その身体からだを赤い炎が舐なめてゆく──それは幾度も見た、親友の命の焔！

「──接続者により仮想顕現。踊って……《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》!!」

　爆炎の蝶が、氷の棺ひつぎを打ち破るように咲き誇る。

　錬素の焔に包まれたセリカの肢体が、冷葬状態から抜け出すや──その身体を錬核武装が包み、アレイナの背中から現れた翼と、そこから生じた光る天使に抱き上げられた。

「《バルバラの聖せい杖じよう》全処理能力を術式詠唱に。錬素励起完了、記録……抽出っ!!」

　翼こそ、アレイナの錬核武装。家伝の宝、《バルバラの聖[image: ]》の具象化。

　ギリシャ正教系の教会に描かれるイコンの肖像画をモデルとした聖人はセリカを抱き、その身に刻み込まれた錬素を辿たどり、彼女の生前の記憶と生物としての行動を司つかさどる総合システムを再起動していく。それは即すなわち、完全に消えた《魂》そのものを呼び戻す行為だった。

「マジでやったっスか……アレちんっ!?」

「っ!!　まだっ……ダメっ、黒子ちゃん。──斬らないで!!」

　アレイナが叫び、動こうとした少女を止める。

　固有絶技ロイヤルアーツ、《錬脈断ちリンクカツト》を持つ黒黒黒くろみつ黒子には、あらゆる錬素の流れが視える。

　そして今、錬核武装の具現たる天使を介してセリカとアレイナの間を繋つなぐ錬脈は、黒く淀よどんだ冷たいモノ……《死》の空気をまとう記録であった。

「これっ……!!　あのクソ野郎の術式っスか!?」

「うん。……これ。これが……ダメなの。セリカちゃんの《死》すらも……錬核武装には記録されちゃってるから。ただ引き出しただけじゃ、同じ結果をなぞるだけ……!!」

　錬核武装を通じ、万象の記録を掬すくい上げ、もう一度《再生》した場合──。

　当然、生まれるのはその末期。記録の最終点、『死』の瞬間から始まってしまう！

「って……どうするんスか、コレ!!　このままじゃ……！」

「落ち着いて、黒くろ子こちゃん。……これから、『死』の記録を切除するから」

「は!?」

「これから記憶に干渉、『死』の記述を書き換えて『私』に移すの。けど……大丈夫だよ。ギリギリ、限界……私自身が死なないギリギリ、セリカちゃんが生き返るギリギリで！」

「書き換えを止めて両者生き残る……って、無茶っスよ!!　それってつまり再現された、あのクソ教主の術式を、同じ痛みをアレちん自身が受けることになるんスよ!?」

「わかってる。……その上で、私はこれを使うの。だって、私は……！」

　光聖クレリツクは。

「ヒトの、友達の、戦友の──命を預かる。そういう位階に生まれたんだから!!」

　ギュウオオッ……!!

「アレッちっ……この、バカ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　涙目になり、普段の余裕すら失って、黒子は叫ぶ。

　黒い『死』の錬素、情報が天使を通じてアレイナに伝染していく。

　あの邪教の主あるじが使った術式。魔法騎士の抵抗を破り、その体内を食い破って高位胞子獣ベノムスダームを仮想顕現させる即死の魔法が、少女の下腹部、臓器を捻ねじり、えぐってゆく。

「はかっ……！　うううう……痛い……痛いよぉっ……!!」

「あああああ……っ!!　ちょっ、血……血がっ……!!」

　白い太ふと腿ももに血が伝う。臓器が傷つき、流れた血がこぼれてゆく。ぼろぼろと涙をこぼし、それでも術式を維持しながら、アレイナ・スクロヴェーニは。

「わかるよ……！　セリカちゃんの痛み……セリカちゃんの恐怖、絶望。全部、全部！」

『死』という結果を弾はじき出した術式プログラム。

　再現されたそれを受け入れる。人間として必要なモノが壊れていくのを感じる。すでに臓器のあちこちが壊え死ししつつあり、治癒術式を使用しても後遺症が残るだろう。

（これ以上続ければ……死んじゃう、かも）

　そんな、医師としての冷静な判断。激痛から切り離した騎士としてのフラットな判断。

　撤退こそが賢い。自分の命が惜しければ。だが、だが──！

「……ここが、命の使いどころ、だよ……ね？」

「バカっ……！　バカ言ってんじゃないっスよ!!　死ぬ気っスか!?」

「いい、の。私が、生きていても……救えるのは、ほんの、ちょびっとだけ……」

　地域猫を抱えて逃げ回るだけが関の山。戦うことも、人類を救うこともできない。

　アレイナ・スクロヴェーニはそう考える。グラン・マリアの陰謀から人類を救える英雄、その役割は自分にはない。もしそれができるとしたら、それは──。

（もう一度、会いたかった……な……）

　脳裏に浮かぶ、クールな男の面影。友達の『父親』……判わかっていても、惹ひかれた。

　それが恋なのか、ただの身近な男性への憧れだったのか、自分でもよくわからない。

　だが、きっと助けてくれると信じていた。ステージ５をこともなく倒した彼ならば……単独でもグラン・マリアを倒してしまう。けど、それだけでは足りない！

（この世界を……雪ゆき奈なちゃんの、未来を……！）

　生きる場所たる社会を、この身を捧ささげてでも救わねば、勝利条件は満たせない！

「黒くろ子こちゃん。……友達になれて、本当に良かった」

「何最後みたいなこと言ってんスか!!　術式を切れば、まだっ……！」

「ううん。いいの。……やっぱり私、才能、ないみたい。錬素が切れそう、止めたらもう、私とセリカちゃん、両方が死ぬだけ。だったら、せめて……っ！」

「アレッち!!　あんた、嘘うそついたっスね!?　あんた、最初っから……そのつもりで!!」

　つっ──と、白はく皙せきの頬を血が伝う。

　内うち腿ももから、頬から、まるで磔たつ刑けいに処された聖女のように美しい血を流しながら。

「セリカちゃんを……助けるから。術式についてのデータ、私の寮の部屋に……あるよ。自由に使ってね。それだけが、私の残せる、すべてだから……！」

「アレっ……ちいいいいぃ────ッ!!」

　それは、《名無しネームレス》としてあるまじき行動。

　死を覚悟して微笑ほほえむアレイナ。黒い錬素をほぼすべて吸い上げた光、天使の腕と翼。

　アレイナに『死』を注ぎ込んでいる《脈》を──断つ!!

「奔はしれ、《裏柳生やぎゆう》……《錬脈断ちリンクカツト》!!」

　必殺の固有絶技ロイヤルアーツ。錬脈を寸断する死の手刀が、天使の腕と翼を引き裂いた！

「あっ……」

　あまりにか細い、末期の言葉。

　光の飛沫しぶきを血のごとく放ち、引き裂かれた天使が霧散する。強制切断された術式により、支えを失ったセリカの遺体が落下し、アレイナと抱き合うように転がった。

「アレちん……！　アレちん、死ぬな!!　死ぬんじゃねーっスよ……この、バカッ!!」

「……ぁ……か……ひゅ……っ」

　黒黒黒くろみつ黒子は、親友を抱きしめて叫ぶ。

　声にならないか細い息。命の消えかけた少女は驚くほど軽く、貌かおには死相が視みえている。

（ヤバすぎ……！　複数の臓器がヤられてる、すぐにでも再生しないと……！）

　文字通り、自分自身のすべて。錬素と術式、命までも根こそぎ搾り尽くしたのだ。

「病院行かないと……！　治療してくれるかわかんねーっスけど、ああ、ああ……！」

　くらり、と目眩めまいがする。黒くろ子こ自身も意識を失っていないのが不思議なほど、自分のほぼ限界まで錬素を搾り出しているのだ。アレイナを連れてここを脱出できるか……。

　わからない。だが、そんな計算が出てこないほどに、黒子は。

「バカ!!　バカバカバカバカバカ、このくそバカ娘!!　……アンタの命がどんだけ世界に、人類の役に立つと思うんスか!!　それこそ、並みのＳランクより……!!」

　奥歯を噛かみしめ、枯れ木のように感じるアレイナの頭をぎゅっと抱きしめながら。

「殺すことしか能がないウチなんかより……アレイナ・スクロヴェーニ!!　アンタは、ウチに死ねと言うべきだったのに……！　間違えてんじゃねーっスよ!!」

　捨て駒にできる命は自分だ。そう誓い、人類の影たる道を選んだのだから。

　なのに、それを本当に選んで行動したのは──守るべき友達だ。こんな地獄のような、いや地獄すら生なま温ぬるいと感じる苦しみの中を、先輩たちは生きてきたのだろうか？

「死なせない……！　絶対、死なせないっスよ……　アレ、ちん……！」

　必死の想おもいで、黒子は魔法騎器デバイスを取り出す。この際、傍受されてもかまわない。

　助けを呼ぶしかない。アレイナの予測通り、近くまで冬とう真まが戻ってきているのなら……最悪、グラン・マリアの手の者に囚とらわれる結果となっても、アレイナだけは救える。

　そう考え、通話ボタンを押しかけた、その時。

「よかったら──手伝おうか？」

「!?」

「その前に誓ってもらう必要があるけれど──グラン・マリアに、絶対の忠誠と信仰を」

　コツン、コツン……。

　憎らしいほど規則的な足音と共にやってきた人物の名を、黒子は呼んだ。




「天てん上じよう院いん、春はる斗と……!!」

「やあ。……裏コードの使用以外は、完全に予想通りだよ。評議会の《狗いぬ》」




　あくまでも穏やかな笑みを崩さぬまま、中世の異端審問官めいたその男は。

　グラン・マリア最大の腹心《ヘヴンリー・ロウズ》旗下、白はく蓮れん騎士団長──。

　ロータス・ボトム第一魔法騎士学園風紀委員長、天上院春斗は、そう言った。





●正義暴走──終末のプレゼンテーション




「……委員長。絵に描いたような優等生ヅラして反逆とは、ヤるっスね～……！」

　ほんのわずかでも錬素回復の時間を稼ごうと、黒くろ子こは舌を回す。

　天てん上じよう院いん春はる斗と──表の人事調査、裏の内部監査、どちらでも彼の評価は一定している。

　純粋かつ清廉、潔白なる魔法騎士。強い忠誠心を持ち、裏表なく誰とでも友好的な人間関係を築ける好青年であり、名家の血筋に連なる貴公子。

　そのままキャリアを積み重ねていけば、自然と支配者の側──人類再生機構、日本閥の評議会議席にすら手が届くであろう、そんな選よりすぐられたエリートなのだ。

（もしコイツがグラン・マリアの洗脳式で操られてるだけなら……うまいこと騙だまして切り抜けられるかもしれないっス。この舌に、アレちんの命がかかってる……！）

　ふざけたような軽い物腰の裏に鉛を飲んだような重圧を感じながら、黒子は続ける。

「ナニ、人類丸ごと滅ぼすつもりっスか？　どんなウマい話、おいしいエサをちらつかされたか知らないっスけど、あの女は自殺願望モリモリのカルト教祖っスよ？」

「カルト、か。……ふふっ。君達には、そうとしか見えないだろうね」

　挑発を含んだ黒子の言葉に、余裕ある物腰で春斗は嘲る。

　その姿は決して戦闘態勢ではない。ロータス・ボトム第一魔法騎士学園の礼服をまとい、手には錬核を封じた魔法騎器デバイスを握っているが、むしろその表情は明るかった。

（明るいけど……目が、笑ってねーっス……！）

　思わず、黒子の華きや奢しやな喉がゴクリと鳴る。目の焦点が合っていないと言うか、目の前の黒子という『人間』ではなく、その背後にある何かに一方的に話しかけているような。

（たまにいるっスね。魔法騎器で再生してる動画にコメントしてるヤツ……）

　当事者に伝わるはずもない。だが、一方的に感想を述べ、説教をする。旧時代はそれを直接ＳＮＳなどで伝えており、『クソリプ』などと言われていた価値観の押し付け。

「グラン・マリアは間違いなく人類を救済する方だよ。そこは勘違いしないでほしいな」

「ハ？　意味わかんねーっスよ。だったら一丸となって胞子獣ベノムスダームと戦う、それ以外の選択は無いでしょ。んな時にクーデターとか、空気読めてないんじゃないっスか？」

「そこさ。そこがおかしいんだ。人類の存続、それと凰おう花かの存在ってイコールなのかな？　僕はそうは思わない。ヒトは、一段高いステージへ登るべきなんだよ」

「……言葉の意味はよくわかんねーケド、意識高いっスね……」

「《エデンの蛇へび》の教義によれば、人類は胞子獣にその存在を明け渡し、地上を譲るべき。そう書いてあるのは知ってるかい？　けどそれは滅びとイコールじゃない」

　言うと、春斗はピッと立てた指先に錬素を凝縮し──ごく小さな火を灯ともして見せた。

「これは『火』──正確にはその現象を記録した錬素を呼び出し、再現したものだ。魔法騎士なら皆、属性の差こそあれやっている当たり前の事。そうだよね？」

「……ええ、そうっスね。属性式は基本中の基本ですから」

「けどそれって、おかしくないかな。……今の社会で、本物の『火』に触れる機会があるかい？　本物を知りもせず、僕らは情報化された『火』を『火』として使う」

　ほぼすべてが魔法。錬素によって構築されたこの社会は。

「旧時代なんか遥はるかに及ばない、超・情報化社会なのさ。錬素という情報のやりとりで、すべてが解決するこの社会で──ヒトの存在をそう扱って何が悪いんだい？」

「は……!?」

「人体は出来の悪いフラッシュメモリ、揮発性の記録媒体に過ぎない。時間と共に劣化し、ちょっとした衝撃で破損し、補給も必要だ。イノベーション……革新が必要なのさ」

　ろくろを回すような手つきをしながら、天てん上じよう院いん春はる斗とはにこやかに発表プレゼンする。

「人類は滅びる。その歴史は錬素として星の記憶に保存され──再構築される事により、僕たちは新時代の霊長へと『進化』するんだ。この興奮がわかるかい!?」

「わかんねーっスよ!!　……あんた、イカれてんじゃないっスか!?」

「君が目撃した奇跡が、それを可能にするとわからないかな？　スクロヴェーニ家の蘇そ生せい術式──錬核武装を触媒とした、錬素による人格の再構築が……！」

「ナニッすか。つまり、人類を救済するために、人類を皆殺しにする……と!?」

　現在の文明と体制を否定し、あらゆる命をすべて抹殺する。

　だがかつてヒトが存在したという記憶は、この星そのものに刻み込まれ、永遠となる。それを媒介に蘇生術式を走らせ──再現された記憶を人体ならぬ他の媒体に焼く。

　誕生するのは、再生されたヒトの記憶と意志を持つ高密度情報体。

（それ、まさか……ヤバい、ヤバい、ヤバい……っ!!）

　全力で黒くろ子この本能が警鐘を鳴らす。

　コレが単なるお題目、カルト宗教のインチキじみたご託宣ならまだ笑って済ませられる。

　だが天上院春斗は今のヨタ話を信じて──いや、確信していた。それ故に自分の行動は正義であり、純粋な善意によって全人類を抹殺することに一切の迷いがない。

　──善かれと思って。

「マジでやるつもりっスか!!　肉親や、友達や、家族を……みんな!?」

「上のステージへ進むためさ。古い情報媒体からのアップデートを行うだけだよ。けれど、古い媒体の方にヒトは愛着を持ち、乗換えを嫌うね。父も、そうだった」

　父、というワードを聞いて、すぐに黒子は思い至った。

「お父さん……天上院の当代は負傷退役した現ＰＰＡ議長の、天上院明あき臣おみ……」

「うん、父にもこの理想を話して聞かせたんだ。グラン・マリアの思想、イノベーション、人類の強制アップデートをね。けど、父の反応はおかしかったなあ」

　あっけらかんと、まるで子供がガンコな父に呆あきれるように。

「『人のため、命を捧ささげる武士モノノフであれ』──そんなことを常々言っていたのに、錬素化にひどく反対してね。僕を殺して、家の汚名を雪すすぐとまで言ったよ」

「そりゃそうっスよ。アンタ個人の意識が高いのはいいっスよ、たまに笑えますし」

　言いながら、黒くろ子こはアレイナを抱え、ごくごくわずかずつ春はる斗とから距離をとる。

　錬素の回復はジリジリと進んでいる。もう少し……あと少しで、少しは、抗あらがえる……！

「けど、それを周りに押しつけるのって最悪ウザいっス。古くてナンボのもんですか、記録された情報体になったとして。更新、誰がするんスか!?」

「情報体となり、蘇そ生せいされた人は永遠にそのまま存在できるはずさ。更新なんて必要ない、完成された存在になりさえすれば──」

「変わることもできない。記録媒体から呼び出されて、再生されるだけのコピーが……ホントに、生きてるって言えるんですか。ウチは、無理だと思うっスよ」

　多少不便でも。才能の差に苦しみ、理不尽に涙することがあったとしても。

「不便で、不自由で、めんどくさくても……ウチは学園に通って、雪ゆき奈なちゃんやセリッち、アレちんとダチになれて……変われたっス。それを否定することは、誰にもさせない」

「やれやれ。……古い考えだね。父とそっくりだ」

　さも軽蔑したように、春斗は魔法騎器デバイスを操作、自らの錬核を出現させる。

「──ああ、聞こえるよ、父が嘆く声が。苦しみが、痛みが、絶望が聞こえてくるんだ。父のものだったこの錬核武装が、継承された記憶が──僕の中で、叫んでいるよ」

　錬核武装は代々の所持者の記憶を継承し、次世代へと伝える。

　天てん上じよう院いん春斗が出現させたのは古びた軍配。金きん箔ぱくは剥はがれ、彫られた文字は薄れている。が、それでも積み重ねた歴史が、強烈な錬素を内包しているのがわかる……！

「ボクは父の断末魔を継いで錬核を纏まとうよ。アレイナ嬢の錬核も、すぐにね」

「……長々と話してると思ったら、それが目当てっスか？　アレちんの錬核武装から……蘇生術式の情報をブッコ抜くために、わざわざ英霊墓地カタコンベに誘い込んで……！」

「彼女の情報閲覧申請を承認したのは誰だと思う？　生徒会長、グラン・マリアご本人さ。スクロヴェーニの継承者たる彼女なら、家伝の術式を知っているはずだから」

　そのため研究に必要なあらゆる情報を、裏から手を回して与えていた。

　恐らくセリカ・ヴェルミオーネの死からすべて計算づく。彼女たちが友達になったのは偶然にせよ、その人間関係、心の動きを完全に読み切った布石が活いきた。

　少女の願い──失った友達を取り戻そうとするそれすらも、餌食にして！

「彼女の肉体は必要ない。ただ、その情報は僕が貰もらう。──渡してくれるかい？」

「ザケんじゃないっスよ、変態。アレちんの髪の毛一本だって渡さねー……！」

「そう。交渉決裂……だね。なら、仕方ない」

　言うと、天てん上じよう院いん春はる斗とは古びた軍配を掲げ、

「《風林火山》──出陣」

　渦巻く風がホログラフめいた木の葉を巻き上げ、灼しやく熱ねつの溶岩が少年を包む。

　それは従来の錬核武装、その外見から大きく外れていた。

　戦国武将が愛用した赤あか糸いと縅おどしの大具足を、近代の術理に昇華したボディスーツ。

　人類再生機構、日本閥が誇る単独顕現ユニーク、人類の遺産と称される超スペック錬核武装！

「日本史で最も後世に語り継がれ、伝説となった時代──戦国。その時代の遺物を触媒に用いた錬核武装は、たとえ歴史に埋うずもれた者であろうと強い補正を得て強化される」

　戦場たるここが日本であり、凰おう花かに生き残った多数派が日本人であることが大きい。

　語り継がれ、大勢が知ればこそ歴史は力となる。セリカが用いた織お田だ信のぶ長ながの妻、帰き蝶ちようの遺物による《帰蝶焔えん刃じん》が発揮した性能からもわかるように。

「マイナーな人物や、怪しげな伝説しか残ってない人物でさえ一線級……。それが戦国の雄、甲か斐いの虎と謳うたわれた武たけ田だ信しん玄げんなら、補正値の大きさは言うまでもないだろう？」

　戦国、武田家の強さは文字通りの伝説だ。武田武者の騎馬突撃は史実の如何いかんに関わらず、後の時代に延々と語り継がれ、甲こう州しゆう流の軍学、武田家の陣法は近代まで続いた。

　歴史がロマン、フィクションの題材となった近代ではなおさらだ。

　武田、上うえ杉すぎ、織田や豊とよ臣とみ、徳とく川がわ──戦国の雄たちの錬核武装は日本閥の切り札、滅多に抜かれることのない最終兵器として、派閥に巨大な権威を与えていた。

「今、天上院家が所持してたんスね……！　でも使いこなせるんスか？　甲斐の虎、武田信玄はアンタの性格とまるで合わない。同調率はサイテー、相性最悪っスよね」

「ははっ、そうかもね。僕にもっと向いているとしたら……策士、山やま本もと勘かん介すけかな？」

「秀ひで秋あきさんなんてピッタリっスよ？　小こ早ばや川かわの。裏切者繋つながりで。いやさすがに関せきヶが原はらの裏切者より、アンタの方が格上ですけど。なんせ人類丸ごと裏切ってますし☆」

「……ホントに、口の減らない子だね。それで、錬素はそろそろ回復したかい？」

（バレてた!?　なら……戦やるしか、ないっ!!）

　やはり、と言うべきか。

　会話による時間稼ぎはバレたと判断し、黒くろ子こは覚悟を決める。

「奔はしれ！　……《裏柳生やぎゆう》!!」

　少女の肢体を黒の武装が包む。

　戦国から江戸初期の剣豪、柳生宗むね矩のりの遺物を砕き、玉鋼のカケラを触媒として大量生産された《数打ち》の量産型とはいえ、俊影シヤドウに特化した性能は現代の忍者装束だ。

「なるほど、そこそこの品を持ってるじゃないか。……けど、所詮は量産型だ」

「ナメんじゃないっスよ。低スペックの意地、見せてやりますから……！」

「そこまでして、なぜ戦う？　僕らに従い、彼女と共に高次の情報体になる道はあるんだ。それなら無駄な戦いをせずにすむ……僕としては、そうしてほしいんだけどね」

「ハッ。くそくらえ、っスよ」

　デニールの濃いタイツに似た、艶の無い黒。しなやかなボディラインが冷葬状態の棺ひつぎが放つ青白い光を受けて浮かび上がり、どこか冷たく、艶なまめかしい印象を放つ。

　彼女の真後ろには気絶したアレイナ。彼女がかばうように覆いかぶさった奥には、冷葬から解放されたセリカの──友達の遺体がある。

「ウチは正直、恵まれた家庭じゃねーですよ。身体からだを張ってバカ息子を止めようとした、アンタの親父おやじさんみたいな親もなく。子はひねくれ、グレかけてました」

　血を分けた娘に警戒心を崩さず、あくまで『脅威的な他人』としか接してくれない両親。

　抱きしめるどころか、手さえとってくれない母親と、敬語を使い続ける父親。

　苛いら立だちは極限に達し、爆発寸前にまで追い詰められていた頃の黒くろ子こがグラン・マリアの誘惑を受ければ、嬉々としてこの社会に責任を押しつけ、壊そうとしただろう。

「けど、ウチを信じてくれた人がいます。ウチを友達だって言ってくれた仲間がいます。留守を任せて戦いに行った人が、助けを待ってる人達がいるっスよ……！」

　殺人技としか言いようのない固有絶技ロイヤルアーツを認め、評価し、あまつさえ──。




「ＥＯＣ……グラン・マリアでしたっけ。アンタらが子供たちのために戦うってなら。

　ウチは、ウチを認めてくれた大人達のために……戦います！」




　人類を陰から支える名誉を与えてくれた上層部と、冬とう真まをはじめとする先輩達。

　その想おもいに応えるために───黒黒黒くろみつ黒子は、命を賭して決戦を挑む。





　　　　†






　無数の棺が放つ青白い光に照らされて、大具足に似た錬核武装がきらめく。

（甲かつ冑ちゆう形の錬核武装……当然、防御力はかなり高め。属性、不明。武たけ田だ信しん玄げんの逸話といや軍配で刀を受け止めたとか、騎馬隊がめっさ強かったとかですけど……！）

　錬核武装は偉人の逸話、歴史に刻まれた情報を核として生み出されるもの。焔ほのおとともに本ほん能のう寺じに消えた織お田だ信のぶ長ながの逸話と習合した結果、火属性を得た《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》のように。

（多少コジツケくさくても、なんとかなっちゃうんスよね……！）

　それだけに、逸話が多くある著名な偉人は逆に、その能力を推定しづらい。

　天てん上じよう院いん春はる斗とは武傑ブレイドのＳランク。

　当然、Ｄランク俊影シヤドウの黒子がベタ足でやりあって、勝てる相手ではない。となれば当然、敵のスキを突き、決まれば一撃必殺の固有絶技──《錬脈断ちリンクカツト》に賭けるしかない。

[image: ]

　が、機動戦に持ち込むには、この戦場は不利に働く。

（あたりは氷属性の錬素がガッポリ詰まったカプセルだらけ。蘇そ生せいの可能性が出た今、死体のことなんぞ知るかー！　ってワケにもいかないですし……それに）

　Ｓランク、天てん上じよう院いん春はる斗とと《風林火山》クラスのスペックがあればともかく、《裏柳生やぎゆう》と黒くろ子この実力では、棺ひつぎに閉じ込められた氷の錬素を大量に浴びれば死んでしまう。

　戦場の特殊要素は黒子に対してのみ不利に働き、地の利さえ天上院春斗に味方していた。

（……正直、キビシーっスよね……！）

　身の丈に合わぬ禁術を行使した結果、黒子はアレイナと共に自身の保有錬素を一度完全に使い切っている。多少の回復はできたものの、得意とする多重詠唱技の使用は。

（チャンスは、一度。たった一回、一発で決める……！）

　そう覚悟し、わざとらしく構えた忍び刀を右手に握り、逆手持ち。

　これは見せ手だ。相手の注意が刀に行っているスキを突き、背中に回した左手に黒子の必殺武器──《片手独こ楽ま・柳生やぎゆう笠がさ》を出現、必殺の戦輪で喉笛をカッ切る。

（《無明剣》《必中投とう擲てき》《単分子化》《障壁貫通》《暗殺撃》……！）

　後ろ手に回した左手。鉄砲の形を作った指先で、漆黒の戦輪が高速回転。

　さらにその眼めが淡く光り、血管の透視図にも似た錬脈が天上院春斗の全身に映る。

　Ｓランクらしく太く、強力な錬素が脈動する。その循環を断てば……！

「ふぅん。……いい眼めだね。まったく勝負を諦めてない、勝負手が入った時の眼だ」

（バレてる……!?）

　それは根拠なき直感。だが、黒くろ子こは自分の判断が絶対に正しいと確信していた。

「やだな～……。ンなことないっスよ？　そもスペック差が激しすぎるんで」

「生あい憎にく、僕は出力の強い弱いで敵を侮るほど愚かでも、強くもない。隙を突かれれば人は、いともたやすく死んでしまうからね。──僕が父を殺した、その時のように」

「おたくのパパさん……最終階級は、少将だったっスよね。玉砕大好きの日本閥で、その階級まで昇ったあげく退役まで生き残るとか、タダモンじゃなかったでしょうに」

「もちろん。けど、僕のことを心底心配してくれていた。出征するという決意を告げに、父の部屋に行くと──彼はね、僕にこの《風林火山》を自分から託そうとしたんだ」

　けどね、と春はる斗とは面白くなさそうに唇を尖とがらせ。

「父の想おもいに応えようと、せっかくグラン・マリアの真の理想を教えてあげたのに。父はまったく理解してくれなかった。それどころか、泣きながら、僕を……！」

「……それ以上、喋しやべるなっスよ。おたくの事情、キョーミないんで」

　ピシャリと言葉を遮る黒子。

（こいつの言うこと聞いたって、ロクなことがないっス。……だって）

　話していても、黒子を相手にしていない。自分自身に酔った少年は、黒子を通して自分と対話を続けているようなもので、話が通じる気がしないのだ。

「そうかい？　つれないな……。でも『左手』の奇襲狙いなら、無駄だよ」

「は？　何の話っスか、意味わかんねー。ナンパならお断りっスけど？」

「バレバレだよ。その『型』は日本閥が伝える古流の武術の動きが基になってる。右手の刀を防御的に使い、左手に持った暗器で奇襲をかける……解わからないと思ったかな？」

（こいつ、古武術の心得までありやがるっスか!?　恨むっスよ、天てん上じよう院いんパパ……！）

　教育熱心だったであろう、春斗の父に理不尽な恨みが湧いてくる。

　そんな黒子を正面から見下し、Ｓランクの少年は昆虫で遊ぶ子供のように笑った。

「それだけじゃない。この墓地に君たちが潜入してくるのは読めていた。裏コードの使用で初動は少々遅れたけど、それでもここに来て以降の行動は把握してる」

「………」

「だんまりかい？　つまり──錬素の繋つながりを断つ、君の能力についても理解してるのさ。『魔眼』、無詠唱で発動する視覚連動型の絶技だろう？　僕には、通用しない」

（まだ……まだっスよ……！）

　黒子は沈黙を守り、腰をより深く落として構える。左手の指が霜の降る墓地の床に触れて、わずかな氷のカケラが巻き上げられ、パウダースノーのように空中できらめく。

「睨にらみ合っていても仕方がないね。それじゃまずは、小手調べといこうか」

　ダイヤモンド・ダストに煙る黒髪の少女を見下ろし、ニッと春はる斗との唇が歪ゆがむ。

「《迅はやきこと風の如ごとく》──！」

「は!?」

　それは一瞬。

　ただひとつの式を詠唱した瞬間、構成すら読み取れないほど迅く、無数の術式が展開。

「《竜巻》《真空刃》《魔術誘導》《残烈剣》──《甲こう州しゆう流・風の陣》」

　大規模多重詠唱が、ほぼ一瞬。かつて戦った術式特化型の《エデンの蛇へび》教主すらその発動に時間を必要とし、その間無防備な自分をカバーするため囮おとり役の胞子獣ベノムスダームを使った。

　が、そんな姑こ息そくな時間稼ぎなど必要ない、と言わんばかりに……！

　春斗を中心に旋風が舞う。膨大な《風》の錬素があたりの属性を一気に塗り替え、強烈な逆風が墓地を埋める氷の錬素と融合して、地吹雪に変わり黒くろ子こを襲う！

（風速、40メートル以上……っ!?　目も開けられねーっス!!）

　強烈な逆風。こちらの攻撃は勢いを削そがれ、あちらの攻撃は増す。

　それだけではない。竜巻は一種の属性式、障壁となって春斗を守り、かつ……！

「おやおや、棒立ちで平気かな？　……そら」

「ふぁっ!?」

　とっさに身を躱かわした黒子の傍そばを、風の斬気が突き抜ける。

　竜巻の陣に守られたまま、春斗が放った斬撃。それは不可視の風の刃やいばとなり、誘導弾と化して襲ってくる。撃ち放題、出し放題。風の砦に隠れて撃ってくる……！

（自分の強みを最大限生かし、敵に押し付ける……典型的な『格上』戦法）

　チッ、と頬から垂れた一筋の血を拭うこともせず、黒子は棺ひつぎの合間を縫って走る。

　こうなれば身軽な俊影シヤドウの特性が活いきる。剃刀かみそりの帯のように迫る春斗の刃を、器用に狭い空間を走り回って凌しのぎながら、黒子は最も得意とする隠蔽式を発動した。

　たちまち、その姿が周囲の環境に溶け込み、消える。すると、

「気配が消えた。ふぅん……さすが忍び、隠蔽式はお手のもの、か」

　けど、と春斗は自ら相あい槌づちを打つ。

「《風林火山》に、それは悪手だよ。──《徐しずかなること林の如く》」

（さっきから、アレ……錬核武装の、固有術式っスか!?）

　ごくごく一部。単独顕現ユニーク、かつ超一流の錬核武装にのみ存在する特権。

　魔法騎士に固有絶技ロイヤルアーツがあるように、唯一無二の偉人悪漢英雄の逸話を軸とし、その一面を切り取って構築された固有の術式。その武装を纏まとっていない限り摸も倣ほうもできない！

　シン……と、静寂が降りる。

　異様なまでの静けさ。それは春斗を中心に広がっていき、巻き起こる風の音すら消えて、まるで大昔の無声映画のよう。だが、その中にあって……！

「見つけた。そこだね？」

「嘘うそ、バレバレ……!?　うっは[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　思わず本気の悲鳴をあげて、黒くろ子こは上下左右に跳び回る。

　ほぼ紙一重で風の刃やいばが吹き過ぎて、刹那反応が遅れていれば三枚に下ろされていた。

（隠蔽式を使ってんのに位置を特定された……なんで、どうしてっ……これ!?）

　ガサッ……ガサガサガサッ……！

「落ち葉……!?　いや、違う。コレ、音響式の、感知術式っスか!?」

「そういうことさ。《徐しずかなること林の如ごとく》──この静寂の中、聞こえるよ、黒子くん。君の息遣い、君の心臓の鼓動、君の呼吸。ふふっ……少し、興奮しちゃうね？」

　ぞわっ、と氷の舌で背筋を舐なめられたような悪寒が走り、黒子の全身に鳥肌が立つ。

「イケメンでも、変態はキモいんスね……！　うわぁ……最悪……！」

　せめてもの憎まれ口を叩たたく。どうせ聞こえているのだ、沈黙を続ける意味はない。

　恐らくあの錬核武装、《風林火山》の特性は『陣』──自分を中心に発動する結界や、優位に働く『場』を創り出すものだ。かつて甲か斐いに始まり、徳とく川がわに受け継がれた陣法。

　甲こう州しゆう流軍学、その曖昧なイメージと逸話伝承により形作られた固有術式！

「超圧縮・高速詠唱──《迅はやきこと風の如く》。範囲内の事象すべてを把握する超監視術、《徐かなること林の如く》。わかるかい、黒子くん。僕は『影狩り』なのさ……！」

「……対俊影シヤドウ、忍び殺しの術式構成。なるほど、ウチの天敵っスね……！」

　風の障壁に守られ、奇襲も通用しない。暴風と風の刃で近づくことさえできないのだ。

（しかも、あの竜巻は囮おとり……たぶんあからさまな見せ手。これ見よがしに出したあの中に潜んでいると見せかけて、本人は常に移動してる……油断なし、っスか）

　風の壁に籠れば安全だ。だが逆に自分の位置を固定し、知らせてしまう欠点も持つ。

　恐らくあの《徐かなること林の如く》にはもうひとつの効果がある。

　術式がもたらす完全な静寂、それは術者以外の存在を暴くとともに……！

　──ゾリッ!!

「はぐっ!?」

　真後ろからバッサリと切りつけてきた風の刃に、背中の皮膚が深々と裂かれた。

　血が風に舞い、パッと鮮やかな飛沫しぶきが棺ひつぎに触れてたちまち凍る。

　破れた錬核武装が、まるでストッキングを引き裂かれたように無残な穴を開け──中に滴る血が肌を伝う不快感の中、黒子は己の推測が正しいことを知った。

「こっちの位置はバレバレ、そっちは完全隠蔽……ズルくないっスか？　俊影のお家芸を奪う隠おん密みつ戦闘。目で追えねー、どこにいるのかもわかんねー……！」

「卑ひ怯きようは敗者の言葉だよ。これは兵法であり、戦場にルールはないからね」

　とはいえ、と余裕の笑みを春はる斗とはこぼし。

「格下相手にそんな戦い方をしては、グラン・マリアに叱られてしまう。ここはもう少し、強めに圧していくとしようかな？　《侵しん掠りやくすること火の如ごとく》……！」

（また固有術式!?　詠唱強化、感知術式ときたら……次は！）

　……ゴオオオッ!!

「やっぱり……!!　超強力な、攻撃増幅式っ!!」

　風の刃やいばの威力、スピード、数、すべてが明らかに増している。

　今まで回避できていたものができなくなり、黒くろ子この全身に切り傷が深く刻まれ……手が、足が、あらゆる皮膚が斬り裂かれていった。

（けど……見切ったっスよ、《風林火山》！）

　だが、黒子の戦意は挫くじけない。

　命を賭けて仲間を救わんとする光聖クレリツクの矜きよう持じを見せたアレイナ。

　彼女のことを思えば……弱音を吐いているヒマなど、ない！

（アレは武たけ田だ信しん玄げんの軍旗に書かれた超有名な『孫そん子し』の抜粋──その逸話を軸に作られた。ということは……ヤツは、固有術式をあとひとつ残しているハズっ……！）

　風、林、火、そして……『山』。固有術式として昇華された《動かざること山の如し》、その本質は孫子の兵法にある通りなら、敵の動きに惑わされずじっくりと構えること。

　それを拡大解釈し、術式の形に整えるなら、恐らく超強力な設置型の防御結界術式だ。防御力はそれこそ山岳クラス──破壊するには文字通り、山をも砕く威力が要る。

　が、黒子にそんなものはない。Ｄランクの落ちこぼれ、錬素容量も出力も才能もない。彼女にはそんな大威力をブッ放すような手段は、一切存在しないのだ。

　──だが！

「……アンタ、前は確か《白薔薇記章ヨークバツジ》を使ってたっスよね？　イングランド内戦、薔ば薇ら戦争の触媒を使った量産型、けどすべてにおいて高スペックの錬核武装」

「ああ。けど、この《風林火山》に比べれば玩具おもちや同然さ。……下賜して下さったグラン・マリアには申し訳ないけど……もう、あれに戻るのは無理だよ」

「そうっスか？　もしアレをアンタが使ってたら、それこそウチに勝ち目はなかったっス。固有術式なんぞない分、慣れない小細工をする余地がないですからね、アレは」

　黒子が最も恐れていたのは、Ｓランクの出力差を活いかしての正面決戦。

　真っ向から殴り合えば、実力の差は巨人と蟻ありだ。だがヤツは──春はる斗とは、術に溺れた。

「使ってみたくてしかたなかったんスよね？　パパりんブッ殺して手に入れた最強の武装、そりゃ一刻も早く全力が見たい、当然でしょ。けど、アンタそれ甘すぎっス」

　単独顕現ユニーク、かつ超一級品の錬核武装ともなれば『慣らし』は必須。少しでも相性を高め、操作に慣れるための訓練もせず、鹵ろ獲かくした武装をそのまま着装して戦うなど。

「アンタが本来の精度を出せてりゃ、とっくにウチはズタズタに斬られてましたよ。なに、ウチごときにホイホイ避よけられるような技でイキッて。ハ・ズ・カ・シ[image: ][image: ][image: ]!!」

「……言ってくれるね。くだらない挑発で、僕をおびき出すつもりかな？」

「そう思うならそう思ってりゃいいっスよフヌケ野郎。そんなだから宗教にハマッた挙句親まで殺すハメになるんス。自分ってものがない、空っぽのスカスカ頭のくせに」

「……いいだろう。挑発に乗ってあげるよ。……真っ二つになるといい」

　グオッ……!!

　まさに介かい錯しやくの刃やいば。ひときわ大きい風の轟ごう刃じんが迫る。

　風は視みえない、だが黒くろ子この『眼め』──錬脈を見切る彼女にのみ、それは視える。

　緑色、風の錬素で構成された三日月型の巨大な刃。

　巧みに棺ひつぎを避けて飛んでくる軌道と、その先に居るであろう春はる斗との位置が！

「──《闇》《停滞》《固定化》。《暗黒地帯》！」

「ダークゾーンの形成？　……目くらましのつもりか！」

　くだらない、と天てん上じよう院いん春斗は嘲あざ笑わらう。黒子が使用したのは初歩の初歩、俊影シヤドウの基本式だ。光を屈折させて完全な闇を作り出し、それを《停滞》と《固定化》で場所にくくる。

　だが、音は防げない。今も春斗の聴覚、《徐しずかなること林の如ごとく》の超レーダー感覚が、完全に黒子の位置を捉えている。誘導弾化された風の刃が、今まさに彼女を……！

「!?」

　斬った、と感じた瞬間。

「バカな。今のを、凌しのいだ……!?　どうやった!?」

「ひ・み・つ☆　──知りたきゃこっち来るんスね。それとも自分の手で人を殺す覚悟はないんスか、お坊ちゃま。親は殺せてもカワイー女子は殺せないっスか!?」

　……なるほど、罠わなか。

　重なる挑発に意図を察して、春斗は内心ニヤリと笑った。

　何かを仕掛けたダークゾーンに自分を誘導、勝負を賭けるつもりだろう。

　錬素を断つ、あの斬撃──《錬脈断ちリンクカツト》とかいう固有絶技ロイヤルアーツはスペック差を覆し、当たれば自分をも倒す威力がある。だが、タネのわかった技を食らうほど間抜けではない！

（風よ……！）

　暴風が闇を薙なぐ。

　それはあたかも春斗の手足。二種の固有術式を複合したそれは、擬似的な感覚器として視覚に関係なくダークゾーンに踏ふみ込み、その内部を調べ上げる。

　ビリッ……！

　風に激しく震えるモノの正体を、たちまち春斗は察した。

（ワイヤー？　……ハハッ、ブービートラップか。古い手を……！）

　今は魔法騎士の教本には載っていない小手先の技。棺と棺の間に極細のワイヤーを張る。風では吹き抜けるだけ、だが実体を持った誰かが触れれば炸さく裂れつする。

（なるほど。さっき斬撃をいなしたのも同じ仕掛けか……）

　今設置されているのは、地上勤務の戦列兵が術式による火力不足を補うために使う爆弾、火属性錬素の炸裂弾。恐らくさっきの斬撃には風属性のそれを使い、相殺したのだろう。

　当然、ただ錬素を炸裂させただけでは春はる斗とに傷ひとつつけられない。

　が、これで棺ひつぎが壊れれば……！

（膨大な氷の錬素が襲ってくる。僕を氷漬けにして仕留めるつもりか。──無駄だ）

　その程度でこの《風林火山》が止まるはずがない。温存している防御系の固有術式──《動かざること山の如ごとし》の超結界は、それこそステージ５の攻撃すら凌しのぐのだ。

　凍りついて死ぬとしたら、黒くろ子このみ。春斗は悠々と、生き残る……！

「くだらない手だね。その程度の罠わなで、僕を殺せるとでも？」

　壊れかけた数打ち、量産型錬核武装の黒子は氷の錬素の暴走に耐えられない。

　罠の発動は黒子にのみ不利に働く。むしろ自滅の浅はかな策。

「いいだろう。──氷漬けになった屍しかばねを、そのまま辻つじに飾ってあげるよ」

　酷薄な笑みを浮かべ、春斗はふたたび風の刃やいばをダークゾーンへ叩たたき込み……！

　……カッ!!

　音なき爆発、光なき焔ほのおが炸裂する。

　静寂の結界で音、ダークゾーンで光を封じられた中、爆発の瞬間を見る術すべはない。

　闇の中で熱を伴う圧力を感じ──。

　次の瞬間、砕けた棺からあふれた、氷の錬素が雪崩となって、一気に膨張する！

「……《動かざること山の如し》！」

　刹那、春斗は防御式を発動。重厚な山脈を思わせる十と重え二十重はたえの防御式が春斗を包み、ガシッと足の裏がアンカーで固定されたような安定感を得た。

　固さは重さだ。どんなに頑丈なものでも軽すぎれば威力を受けきれず、吹き飛ばされる。が、この固有術式は防御に加え重力を操作、いかなる攻撃も受ける超密度を得る……！

「はははははは……!!　無駄だ、無駄だよ！　ちっとも寒くないさ!!」

　バナナで釘くぎが打てる超低温。絶対零度に近い領域まで下がった極寒、空気中の水分がたちまち凍結して煌きらめくダイヤモンド・ダストの中で、春斗が笑った──その時。




「──使ってくれるのを、待ってたっスよ」

「は……!?」




　──サクッ。




「は……え……!?」」




　理解不能。理解不能。理解不能。理解不能!!




「なんで……僕の……足、がああああああああああああああああああああっ!?」

　太ふと腿もも、大動脈。切れれば致命傷となる人体の急所を──黒い円盤が通り過ぎる。

　音もなく派手な効果もない。ただスッと、サクリと行き過ぎただけのソレは……！

「《片手独こ楽ま・柳生やぎゆう笠がさ》──忍法《土ど[image: ]とん》」

　柳生家の家紋、柳生笠に酷似した単分子の戦輪。春はる斗とは知る由もない──

　最初、黒くろ子こが構え、春斗が見破ったと考えていた右手を見せ手とする左手による奇襲。

　その時、地面スレスレにまで伸ばした黒子の手から《柳生笠》は離れ……そのまま床をサクリと切断、地中を移動して春斗の真下まで密ひそかに迫っていた、ということを！

「はがっ……!?　ひいっ、ば、バカな……!!　どうして、どうして、僕の!!」

「位置を知ったか、っスか？　アンタ、バカっスよ……ウチと同じミスをしてるっス」

　完全に音や気配を打ち消す完全静寂の感知・隠蔽複合式《徐しずかなること林の如ごとく》。

　だが、探知の手段はそれだけではないのだ。

「答えは……震動。音や気配を完全に殺した静寂の結界、でもアンタが空を飛ばず、地を駆ける武傑ブレイドである以上……アンタの靴が床を蹴る、その振動は隠せねーんス」

　そしてそれは完全静寂の環境であればあるほど、『目立つ』……！

　あたかもざわめきの強い校舎内で完全に情報を消す隠おん密みつ式を使い、その違和感から黒子の存在を感じ取った冬とう真まのように。無音環境の震動源は、春斗しかいないのだから。

「あとはアンタに気づかれねーように床下を移動して真下に直行。緊急回避されないよう、超防御力を得る代わりに動けなくなる固有術式を発動させて──」

　その隙、死角となる足元。地中から垂直に、春斗の足を切断したのだ。

「そんな……！　僕の、切り札を、どうして……!?」

「想像力。騎士たる者には不可欠、古典を知る知識と発想──アンタ、成績はよくっても頭コチコチなんスよね。自分の術式の長所と欠点、把握できてない……！」

　奪ったばかり、ロクに試してもいない固有術式であればなおさらだ。

　他者が使っているのを目にする機会もなく、欠点を知る術すべがないのだから。

　例えば《徐かなること林の如く》に浮遊式を組み合わせれば、震動による探知は防げた。が、空は竜騎ドラグナーの領域であり、適性なき武傑では実戦レベルの使用は無理というセオリー。

　常識に忠実なあまり、規格外の錬核武装の適切な運用ができなかった。

　天てん上じよう院いん春斗という『優等生』の──それが、哀れな限界。

「武たけ田だ信しん玄げんの軍旗を知ってりゃ、『動かざること』だってのは判わかるっス。あとは賭け……結界式が足元まで覆うタイプなら詰みだったけど、どうやら……勝ちっスね☆」

　パキッ……ピシッ……!!

「ひいっ……!?」

　膨大な風と氷の嵐の中で、氷の割れる音がする。

　氷の錬素があふれた嵐から黒くろ子こがゆっくりと歩いてくる。その全身は真っ白に凍りつき、手足は今にも折れそうだ。凍結した頬の肉が、皮膚が笑むたび硝子がらすのように割れていく。

「苦労したっスよ。アンタとアレちんたちが同一線上──アンタの結界式が超低温から、アレちんを守る壁になる位置に来てくれなきゃ、この手は使えませんでした」

　そうでなくば、超低温の嵐によってアレイナもまた即死していたはずだ。

　だが結果、春はる斗との結界が壁となり──彼女はまだ、生きている。ギリギリ、限界は近い。だがそれでも生存の可能性はあり、黒子はすべてをそれに賭けたのだ。

「さむ……い……」

「そりゃそうっスね。……血ぃ、抜けまくってるっスから。回復は無理っスよ？」

　錬脈そのものがバッサリと断たれているのだ。光聖クレリツクの専門家による再生術式でもなくば、武傑ブレイドの応急処置程度の治癒術式では傷を塞ぐことすらままならない。

　大量の血が流れ、温かい湯気を放ちながらたちまち凍って固まってゆく。血と共に春斗が溜ため込こんでいた保有錬素が漏れ──錬核武装すら維持できなくなり、消えた。




「バイバイ、テロリスト。二度と生き返るんじゃねーっスよ」

「──……!!」




　カツッ……！

　黒子のヒールが床を蹴る。

　衝撃でパキパキと氷の割れる音をたて、完全に凍結した春斗が粉々に砕け──。

　その屍しかばねを踏ふみしめながら、黒子は自身の状態を診断した。

「ハハッ……。けど、これウチも死んじゃいそうっス、ね……！」

　氷属性の暴走から生き残るため、《柳生やぎゆう笠がさ》の操作以外残った全錬素を防御に回した。

　だが、全力を尽くしてなお生存率は50％以下。

　それを精密作業を要する遠隔攻撃の片手間で行うなど、無茶を通り越して不可能に近い。

　脳の過剰酷使に毛細血管が破裂したか、鼻からタラリと血が流れ──脳が腫れる痛みがガンガンと頭蓋骨を圧迫する。さらに全身を切り刻まれ、錬核武装は限界だ。

　歩き出そうとして腰が砕け、氷のような床に倒れ込む。

　たちまち凍る血の痕を曳ひきながら、黒子は辛うじて動く指先だけで這はってゆく。

「まだっ、ス……。せめて、アレ、ちん……っ……!!」

　ジリジリと、ジリジリと──。

　数センチも進めない。薄れかけた意識の中、わずかに見上げた先には眠るアレイナ。

　そして寄り添うように眠るセリカの骸むくろ──手を伸ばす。握れない。決して……届かない。

（こりゃ、無理っスかね。……ははは）

　体中が凍りつく感覚がある。霜が毛布のように優しく身体からだを包み、安らぎさえ感じた。

　急激に体温が低下する、冷たい死の間際。




（……ひとりぼっちは、寂しいっスね……）




　せめて、眠るなら友のもとで。

　そう願い、祈るように伸ばした指に──焦げつくような『熱』を感じた。

　温かい。ジワリと活力が染みこんでくる。まるで毛布にくるまれたような安らぎの源、ぼやけた意識の中で薄目を開け、黒くろ子こは確かにそれを見た。




「蝶ちよう……？」




　蛹さなぎから姿を見せた蝶のように。

　深紅に光る影が、心地よい『熱』と共にチラチラと瞬いていた──。





●奪還の誓い




　黒くろ子ことアレイナの奮戦と、ほぼ同時刻。

　人類再生機構・凰おう花か、地上橋きよう頭とう堡ほ。胞子獣ベノムスダームの侵攻により放棄された簡易シェルター内に無傷の輸送車両を発見できたのは、娘・雪ゆき奈なを連れた冬とう真まにとって幸運だった。

『終末の雪』──飽和した情報ノイズに埋もれた兵員輸送車は、現代における魔女の箒ほうき。

　浮遊式に特化した魔法騎器デバイスを組み込み、膨大な汚染物資を巻き上げず、胞子獣の監視を掻かい潜くぐって廃都を進むこれは、それそのものが簡易シェルターの役割を担う。

（これがなければ、雪奈を連れて戻るのは困難だったな……しかし）

　座席に染みついた鮮血の花と、互いに撃ち合って死んだ騎士ふたりの骸むくろを《消去》し、文字通り虚無へ葬り去りながら、現場の状況証拠から組み立てた推理を、嘆く。

（この状況で、一両しかない兵員輸送車──生存のチケットを奪い合い、殺し合った末に相討ちとは。その結果、生きた人間が全滅し、胞子獣に見向きもされなくなった）

　貴重な車両が、それも正常に動くものが放置されていた理由がそれだ。

　無骨なシート、血で汚れていない方に毛布でくるみ、汚染を防ぐ簡易防護を施した雪奈を寝かせて、冬真はハンドルから錬素を放出、車の魔法騎器に接続して発進する。

（最良の移動手段が手に入った。これなら帰還は可能だが……できるだけ、急がねば）

　割れた卵のような簡易シェルター。つい数日前まで、そこには人間の営みがあった。

　前線エンド暮らしの魔法騎士たちが遺のこした生活の痕跡。くだらない落書き、食べ残しの缶詰、汚染が進行して崩れゆく骸をバンパーで砕きながら、車は静かに廃都を駆ける。

　そのフォルムは旧時代におけるスポーツカーに近い。

　車輪やキャタピラはなく、浮遊式で重力を遮断、風属性錬素を後方から放出して進む。空を駆けるのが魔法騎士、それも竜騎ドラグナーだけの特権となった今、これも貴重な足だ。

（このあたりは──旧時代では、なんという場所だったのだろう？）

　ほぼ終末の雪に埋もれた街は、あたかも時が凍ったかのようにそのままだ。

　胞子獣は無意味な破壊を行わず、崩壊を加速する微生物や植物すら消えた死の世界──皮肉にも破滅当時の姿がそのまま保存され、生き物だけが消え果てた場所。

　朽ち果てた商店の看板、埃ほこりまみれのショーウィンドウ。錆さびて砕けた飲料缶が転がる、空っぽのコンビニエンスストア。そんな中を、音もなく走ってゆく。

「情報支援要請。──最短で人類再生機構に帰還可能なルート、検索開始」

『了解しました』

　魔法騎器を介し、簡易検索を実行。クーデターによって軍上層はほぼ麻ま痺ひしているが、過剰なまでに滅亡に備え、十と重え二十重はたえに対策を打ったシステムは十二分に機能する。

　ハンドルを操りつつ、タッチパネルに表示された情報を読み解く。

「……ここから北に12キロ、廃棄された地下リニア網の整備拠点か」

　胞子獣ベノムスダームのあふれる地上・廃都と違い、日本列島の地下に張り巡らされた地下リニア網は未いまだ人類の大動脈として健在である。列車の運行はさすがに止まっているだろうが。

（今はそれがありがたい。地下リニア線路を走って突っ切れば……！）

　凰おう花かまで直通、安全地帯を一直線に走っていける。すでに放棄された拠点だけあって、正確な位置の探索から始めなければならないが……地上を行くより遥はるかに安全だろう。

　表示された地図には高濃度汚染地帯の表示がある。

　十四年前、ステージ５討伐の結果として記録された不可触地帯。その範囲に指定された故に整備拠点は放棄され、今冬とう真まが利用しようとしている。そう、あの場所は──。

「……お前と出会った場所だ。雪ゆき奈な」

「ふみゅ……？」

「聞こえているんだろう。回復した錬素で脳が回るまで、言語機能も回復していないか。だが、意識は正常に戻りつつあるはずだ」

　ハンドルからわずかに手を外し、眠る雪奈の頬をぷにぷにとつつく。

　すると、うっすらとその眼めが開き……！

「おとー……さま……？　ゆき、にゃ、は──」

「わかっている。悪い夢を見ていた……それだけだ。グラン・マリアは全人類を騙だました。お前もその例外ではなかった、ということ。自分を責める必要はない」

「……や、です。怒って、ください。しかって、くだ……さい」

　つっ、と白磁の頬に涙がつたう。

「ゆきにゃは……悪い、子です。おとーさまを……こまらせて。おやこじゃ……ないから。ほんとうの、血がつながった、かんけーじゃ、ないから……」

　寂しくて、いつか繋つながりが失われることに怯おびえ、それを狙う者に過剰な敵意を抱いた。

　それが雪奈自身を冬真のカウンターとする、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいへの疑念と不信を生み……。現体制の転覆をもくろむグラン・マリアの思想と共感する事態となったのだから。

「セリカさん……みたいに……。いなくならないで、ください……おとー、さま……」

「やはり、そうだったか」

　セリカ・ヴェルミオーネの喪失によって、雪奈に深く刻まれた心の傷。

　初めて感じる強烈なストレス。同じダメージを二度と負いたくない、そう感じる痛み。

　だから雪奈は、家族を失う可能性を否定しようとした。思考はそれにのみ向けられて、『お父様を守る』ために『人類を滅ぼす』という最悪の矛盾に気づけなくなって。

　歪ゆがめられた情報により、自分の意志で反逆したと思い込む。絶望の選択肢のみを与え、誘導する……ネズミを操り、川で溺死させたハーメルンの笛吹きのごとく。

「そうだな。叱ろう、雪奈。……お前は、とんでもないことをした」

「……はい……。どんな罰も、受けます……。めちゃくちゃに、してください……！」

「しない。罪だと思うなら……生きろ」

　本当の贖しよく罪ざいとは、博ばく打ちめいた玉砕で贖あがなえるものなどではない。

　もっともっと地道で、長く、得るものなど魂の救い以外には何もない──。

「俺を使い捨てて、二百年。覚えているな？　──雪ゆき奈な」

「はい。じんるい、が──そんぞくできる、ゆうよ……。残った、じかん……」

「そうだ。その事実を知り、俺は絶望していた。救済の手段はなく、最善手は人類の剣となり、ただ現体制に奉仕する存在となることだった。だが……」

　目の前の少女が、すべてを変えた。

「お前だ、雪奈。お前が俺に未来をくれた。希望をくれた。二百年の限界を超えて、俺やお前の血統が──いや、血など残らずともいい。記憶が、想おもいが……続くのであれば」

　それにこそ、命を賭ける価値があると。

「完全な滅びが訪れる二百年の平和と……艱かん難なん辛しん苦くの果てに、続くかもしれない未来だ。お前がいなければ、選択肢すらなかった。お前のおかげで、可能性が生まれた」

「……おとーさまにとって、ゆきにゃは……」

「お前は言ったな、自分は未来のための道具なのかと。違う。断じて……違う」

　道具であるのならば、こんなに苦しむことなどない。

「昔、俺は絶望していた。《名無しネームレス》の一員となり、人類を陰から救うことが最善と──そう割り切っていても、百年、二百年先の破局が見えていたからだ」

　年々低下していく出生率。機能を失い放棄される居住ブロック。魔法騎士の減少、有用技術の喪失など──老いた人類のコミュニティは、崩壊寸前の際にいたのだから。

「仲間が何人も逝った。皆、変わり者だがいい奴やつらだった。戦死報告書を書くたびに……いっそ自分が死ねばよかったと何度思ったか、わからん」

　それはまるで、穴の開いた器で水を掻かきだすような……徒労感。

　そうせねば壊れた老朽船は今にも沈む。だがどれほど熱心に行っても水は漏れ、完全に救われることはない。器にはさまざまなものがあった。美しいものも、醜いものも。

「動機は違った。目的だって違う。人類を愛する男がいた。ただ生き延びたい女がいた。恩赦目的の元死刑囚や、モラルの逸脱が原因で追放されたヤツがいた」

　だが、みな──死んでいった。

「すべて死んだ。みな、善人じゃない。悪党もクズも混じっていた……『人間』だ」

　善人も悪人もクズも聖者もひとしくまとめて死んでゆく。裏面から人類を救うために。現体制を維持するための、殺し屋紛まがいの汚れ稼業。

「にん、げん……は……くず……わる、い……？」

「ああ。雪奈、お前が接してきたのは人類の上澄み──問題はあっても善い人々ばかりだ。だが、人間は本来ごった煮だ。正義と悪、汚物と財宝をまとめて煮込んだ混こん沌とんだ」

　その中にあって、冬とう真まは自身を異端と定義している。

　当然だろう、我ながらおかしいと思う。泣き叫ぶのは感情のみ、だがそれも強きよう靭じんすぎる理性で黙殺され、あらゆる行動が合理性に支配され、まるで。




『冬真。あなたは善き人々のため、神様が遣わした天使なのかもしれない……』

『けど、忘れないで。世界には悪い人もいる。ううん──どちらかだけのほうがおかしい。ふたつは同じ、どちらも混じったサラダボウル。それが本当の形なのよ……？』

『私の錬核武装。ミトラス教の経典に記された存在……救世主、ミトラ。もしも、あなたがそれだとしたら……お願い。人の醜さを、弱さを……』

『許してあげて。そうしたら、きっと、いつか』

『あなたの願いは……叶かなうから。未来は、きっと……繋つながって、いくわ……』




　それは、さる戦死者の遺言。




「……雪ゆき奈なにとって、セリカ嬢がそうであるように」

　握りしめる。ハンドルが折れない程度に加減しつつ、だが怒りをこめて強く強く。

「俺にとっても、絶対に忘れられない死者がいる。ミルファ・アーリアル・シルヴェスタ。……カチュア以上に、俺を理解してくれた。そして、俺に希望をくれた女だ」

　毛布にくるまり、しょぼつく目を精一杯に開けて、雪奈は冬真を見上げる。

　探るような上目遣い。わかりやすいな、と苦笑がこぼれる。きっと興味があるのだろう。

「……おとーさま、の、こいびと……なの、でしょうか……？」

「あれは恋だったのか、よくわからない。結論が出る前に彼女は逝った」

　付き合いは学生時代からずっと一緒だったカチュアやロンメルには及ばない。

　だが、《名無しネームレス》が発足し、その理念に沿う異能者を生き残りの人類からかき集めた中、最上級の危険人物とされていた彼女は、その後の冬真に大きな影響を与えたのだ。

「少しだがお前に似ているよ、雪奈。大人しくて優しくて穏やかで……人の弱さを許し、俺のようにすべて自分で背負う以外の解決法を知っている、そんな人だった」

　力は冬真に及ばないかもしれない。だが、共に考え、結論を急がず、最善を求める。

　じっくりと考え、最適解ではなく当事者たちが納得できる結果にたどり着くプロセス。それは最短ルートで真理を突く冬真にないものであり、驚くほど新鮮な行動だった。

「おとー、さまの……『親友』……？」

「そうだな。逆に彼女は、優しすぎた。邪悪も混沌も汚泥も、すべてを受け入れていた。すべてを救う神託の巫み女こ──かつての《世界最強》だった」

　その優しさ故に、評議会は彼女を危険と断じた。

「人類の存続のためには、搾取も辞さない。あらゆる資源を搾り出し、戦争を継続する。評議会の結論は当時と変わらず──だが、彼女はそんな考えに疑問を持っていた」

「……ぐらん・まりあの、ように……？」

「もっと穏やかだったな。彼女が考えていたのは外宇宙脱出──凰おう花かに使われている閉鎖環境系を宇宙船に使用し、人類が入植可能な新天地を目指す、というものだった」

　だが、その考えは先進的に過ぎた。

　当時の《最強》が抱くにはあまりに危険すぎる考え。同調する者が現れれば、それだけで凰おう花かはまっぷたつに割れ、主戦派と脱出派での人類内戦が勃発しかねない。

「だから彼女は最上級の危険人物だった。当人はそんなつもりはなかった、だが優しさが今の世界では罪になる。だがそんな業すらも、彼女は受け入れて笑っていた」

　俺は、と冬とう真まは短い声に、できるかぎりの感情をこめて続けた。

「彼女が、苦手だった。彼女は理解していたからだ。自分を犠牲にして、擦り切れるまで戦ってもせいぜい百年、戦線を維持できてもやがて滅びると」

　冬真が指導者となるルートと同じく、終わりの見えた筋道を。

「だが、あえてそれを選んだ。脱出を唱えながらも、決して自分をその数に加えなかった。もっと弱くあってくれとさえ願った。彼女は──純粋過ぎた、俺自身の鏡のようだった」

　どんなに苦悩しても避け得ない、破滅。

　ある意味折れ、妥協し、人類を裏から守るという名目で、目先の問題にのみ注視する道を選んだ冬真と違い、徹底的に『逃げなかった』彼女は。

「なくなった……の、ですね」

「ああ、文字通り全てを搾り尽くし、擦り切れるように死んだ。……その時、理解したよ。『虚むなしい』という言葉の意味と、論理が意味をなさない絶望を」

　心が乾き、死んでいくよう。希望なき戦い、それが『十四年前』だった。

「大勢の仲間を失い、ようやくたどり着いた平穏。ただステージ５を処理し、同胞の亡なき骸がらを歴史から消し去る処刑人。望んでなったはずなのに、わがままだが」

「さみしかった……つらかった、ですね。おとうさま……やっぱり……」

「そうだな。そういう感情は確かにあった。お前が怒ってくれたように、搾取されていた。だが、それは自分で納得したことだと理解してもいた」

　だから逆らうことなどなく、ただひたすらに戦い続けたのだ。

　もし雪ゆき奈なに出会わなけば。希望なき木で偶く人形として、今もきっと──。

「だが、お前がいた。十四年前……お前はこのすぐ近くにいたんだよ、雪奈」

「ふぇ……？」

「保護ポッドの中で、泣いていた。見つけてくれ、と声をあげてくれた。お前を抱き、生きているその姿を見た瞬間、喜びと──最大の絶望を感じたよ」

　ひとつは生きていてくれた嬉うれしさ。新たな命を救えたという希望。

　ひとつは生き延びたことへの絶望。救ったところで必ず滅びる、人類への……！

「どうせ滅びる世界なら、救ったところで意味などない。だがそんな小こ賢ざかしい理屈など、お前の笑顔が吹き飛ばしてくれた。人類最強の赤ちゃん──いや、そうでなくてもいい。力などなくても、俺のもとへ来てくれただけで、お前は俺の希望となった」

　それまで、冬とう真まにとって破滅を避ける、滅亡の未来を脱出するということに個人的な、積極的な理由はなかった。家族もなく、恋人もなく、世界との繋つながりは友人くらいだ。

　守るべきなのに、守る価値なきものになりかけていた世界を──雪ゆき奈なが、変えた。

「お前という『守るべきもの』を得た時点で、俺は変われた。人類の未来を守るとは、俺にとってお前の未来を守ることだ。お前が生き、子や孫に命を伝えることだ」

　自分ひとりなら、二百年。

「お前がいてくれれば、四百年。お前が子をなし、孫ができ、命の鎖が未来へ繋がれば。二百年の延命が延々と続き、十代続いて二千年。──机上の空論、ではあるが」

　漫然と死を待ち、一歩も歩くことなく立ち続けるのではなく。

　ズタボロの体。老いさらばえた足。自由なき社会。ありとあらゆる困難を背負ってなお、それでも『生きたい』と願う意志を──はじめて、冬真は理解したのだ。

「雪奈。お前が否定した苦しみは、俺のものだ。俺はそれを背負って生きると決めている。お前に代わってもらうつもりはない。これは……俺だけの戦争だ」

「雪奈は、いらない……？」

「そんなはずがあるか。お前はお前の戦争を生きろ、雪奈。お前が人類を滅ぼしたいなら俺は戦う。何度でも、今日のようにお前を倒し、捕まえるまでだ」

　だが、もしも──同じ道を歩んでくれるのなら。

「俺の道を奪うのではなく、背中を押してくれるのなら。困難に満ちた道を、手をとって共に進んでくれるのなら、俺はもちろん受け入れる。人類のため──顔のない大多数の、群衆のため。ごった煮めいた混こん沌とんのためで嫌ならば、俺のために」

　──家族のために。

「人類を救おう。囚とらわれたカチュアやロンメル先輩を、大切な人を助けよう。俺達がただひとつ生きられる環境を、凰おう花かを守ろう。……手伝ってくれないか？　雪奈」

「……はい。お父様」

　ようやく脳の再起動が終わったのだろう。はっきりとした言葉遣いで、雪奈は顔を上げる。

「雪奈は……決めた、と思いました。人類の敵になっても、お父様が欲しい……と」

「本当にお前がそれを望むのであれば、命だってくれてやる」

　なぜなら。

「お前は俺の希望、生きる理由そのものだからだ。お前が死ねば──人類の滅亡は決まり、俺の希望も潰ついえる。なら多少早まったところで、結果は変わらないだろう」

「それでは……め、です。お父様を、幸せにしたい。お父様に、笑ってほしい。今までに味わった絶望のぶん、ずっとずっと大きな喜びを……報いを、あげたい」




　──それが、あなたの娘。

　──それが、白しろ銀がね雪ゆき奈なの、本当の願い。




「……！」

「幸せに……なってほしい、です。だから、お父様にとって、雪奈が……希望なら」

　雪奈の瞳が錬素に映えて蒼あおく輝く。

　あたかも遠い昔、衛星軌道から撮影されたこの惑星のごとく。

「命を、繋つなぎます。お父様が願う未来を……幸福な未来を作るために。希望をつないで、グラン・マリアとは違うやりかたで……子どもたちを、助ける。です……！」




　それは誘導なき選択。

　精神系の術式が介在しない、本当の意味での、人類最強の──選択だった。




「……ありがとう」

　父親としてかける言葉が思いつかない。ただ胸がいっぱいだった。

　ハンドルを握り、廃はい墟きよを走る。運転で気が紛れているのは助かる。そうでなければ……ひどい顔を見せていただろう、と冬とう真まは思う。みっともない泣き顔など、見せたくはない。

　娘の前では、いつも──最高の父親でいたい。それは、冬真に残された矜きよう持じだった。

「なら、俺もお前にもう隠し事はしない。十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいに与えらえた『特命』──雪奈、お前に関わる秘密指令の存在を開示し、正式に《名無しネームレス》としての協力を依頼する」

「ひみつ、しれー……ですか？」

「ああ。それは……」

　かつてカチュアに告げられた特務指令を告げようとした、その刹那。

　──ズッ……!!

「!!」

　地面が、跳ねる。

　まるでトランポリンのようにひび割れたアスファルトが踊り、終末の雪が舞い上がった。浮遊式によりわずかに地面から浮いた車体、だがハネ上がった岩や瓦が礫れきが低い車体の底に激突し、派手な音をたてる。老朽化した建築物があちこちで崩壊し──！

　──ギャア！　ギャア！　ギャア！

　活性化した胞子獣ベノムスダームの叫びが廃はい墟きよのあちこちで木霊し、二人は異常を察知した。

「今のは、地属性のものじゃ、ありません……！」

「ああ。マントル層への刺激や地球錬脈への介入が感じられなかった。ステージ５による人工地震、それこそ《極震災》のような地属性極大術式とは違う……！」

　まったく別種、異種の術式、ないし手段の行使。今の震災は、その余波に過ぎない！

　何かが起きている。数キロもの岩盤を挟んだ地の底、惑星の奥の奥──ただひとつ人類のために残された生存圏、そこに解き放たれた毒蛇が、あのおぞましい怪物が。

「……飛ばすぞ、雪ゆき奈な。病み上がりですまんが、耐えてくれ」

「はい。お父様……急いで、ください」

　魔法騎器デバイスに接続。隠おん密みつ性を犠牲にしてでも速度を上げ、車は廃都を突き進む。

　感知した胞子獣の接近を感じる。だが今、かまっているヒマはない……！




「……間に合え……！」




　珍しく焦りを露あらわにし、冬とう真まは乱暴にハンドルを切った。





●お母様に捧ささぐ犠も牲の




　人類再生機構・凰おう花か、政治および工業生産の中心ロータス・ミドル。

　軍事拠点にして最終防衛線たる前線エンド、魔法騎士育成と教育機関たる最深ボトムに挟まれた、文字通りの中核。軍役不適格とされ、魔法騎士の資格を得られなかった文民が劣悪な環境で戦争継続のための物資を生産し続ける、人類の心臓部と──。

「ここは、人類の脳髄。決して侵されてはならぬ、我らが中核……！」

　凰花を貫く巨大エレベータ駅の近辺に集中的に配置された政治機関。評議会議事堂を中心に関係各省が集中的に配置された、巨大官庁街に似合わぬ軍が展開していた。

「叛はん徒とどもは事実上最深区画ロータス・ボトムを占拠。事もあろうに独立などを宣言、エレベータに兵力を集めて侵攻の気配を見せている。万が一にも突破を許してはならんぞ……！」

「「「──人類に月桂樹ローリエの祝福あれ!!」」」

　Ｅランク以下、Ｆランクから評価外まで。最底辺ながらギリギリ魔法が行使可能な文民から選出された政治局員が、拳銃型魔法騎器を片手に督戦する。

　最深区画から這はい上がってきた、邪悪なる聖者の行進を阻止するために──。




　ただひたすら吹き荒れる破壊、そのただ中で──。

「……無駄だってことがわからないのかな、あの狂信者ども」

「現体制が転覆したらみんなまとめて戦犯になる薄汚い大人ですもの。当然でしょう？」

「最後のあがき、ってところだね。けど評議会の騎士が出てこないな」

「当てになりそうな戦力を投入するのは、捨石を使い切ってから……とうことでしょうか。わずか一千万しかいない貴重な人命を浪費する、本当に愚かな人間たち」

　光聖クレリツクの張る防御壁の向こうで、慈母のごとく微笑ほほえむ少女──《ＥＯＣ》グラン・マリア。

　錬核武装すら纏まとっていない。その必要もないと言わんばかりの制服姿で、Ｓランク四騎を従えたまま、たおやかに笑むその姿は、あたかも庭園を散策する令嬢のよう。

「学生寮の調査は終わりましたか？　天てん上じよう院いんさんの報告は途絶えたようですが──」

「問題ありません。ご指示のあった学生の私室を調査、端末のデータを複製してあります。こちらにご用意してありますが……新入生の研究など、役に立つのですか？」

「もちろんです♪　これはスクロヴェーニの研けん鑽さん、人類再生に賭けた願いそのもの。これを最高の形で使ってさしあげることこそ、最高の栄誉となるでしょう」

　取り巻きのＳランクから渡されたチップを受けとり、自らの魔法騎器デバイスに読み込ませて、グラン・マリアは制服の内ポケットから古びた書物を取り出した。

「それは？　……かなり古いもののようですが……錬核武装の、触媒でしょうか」

「いえ、触媒ではありますが、まだ錬核武装として成立していません。しかしこの書──いえ。魔道書に蓄えられた歴史は、それに勝るとも劣りませんが」

　ボロボロに朽ちた革の装丁、血のような文字で記されたギリシャ語の文言。

　その場の誰も読むことはできなかったが、それに含まれた超高度に圧縮された錬素量の凄すさまじさは、それこそ超一級の『格』を感じさせた。

「ぐ、グラン・マリア。それは……!?」

「最深区画ロータス・ボトム、第一魔法騎士学園付属図書室。その最奥、禁書庫館から回収した品ですよ。十七世紀に出版された比較的新しい品ですが……」

　愛あい撫ぶするように背表紙をなぞる。指先に凝縮された錬素に反応して異様な文字が浮かびあがり、呻うめき声ごえのようなものが聞こえはじめる。ぞっとするような、粘つく声が。

「っ……!?　み、耳が……耳が！　それに、身体からだが、べとべとして……！」

「ふふふ♪　汗ではありませんよ、皆さんの感覚は正常です。精神防御を最大値に設定。特に水と闇の双属性に対抗しなければ防げません、注意しなさい」

「は……はい!!」

　慌てて光聖二名が対抗術式を編み、その場の全員に障壁を張る。

　その間にも謎の書物から漏れる呻き声は大きくなり、いつしか戦場の爆音すら超えて、展開した民兵隊の耳にまで届き始めていた。

「なんだ、この声は……!!　うるさい、やめろ、気持ち悪いっ!!」

「うおおおおおおおおお!!　撃て、撃て、っ……いくら撃っても、止まらねえええ!!」

「バカ、そっちじゃない、こっちは味方だ、撃つなっ……ぎゃあああ!!」

　術式を発動すらしていない。

　ただその存在を解放した、それだけで最前線に混乱が起きる。

　その異様な存在感に、同行を許された四人のＳランク魔法騎士までもが声を失った。

「ふふふ♪　アメリカの図書館で封印され続け、魔法復古以前からその存在を狙う数多あまたの魔道師、オカルティストの暗闘が繰り広げられたという禁書……素晴らしい」

　その書名は──『ネクロノミコン』。

　世界で最も有名な『魔道書』の一冊、近代の神話と称される作家・ラヴクラフトが名を知らしめたクトゥルフ神話群を代表する、異様な物語の中心たる奇書、怪書の究極。

「さてさて、場に屍しかばねが積み上がり、墓地に聖せい餐さんが捧ささげられました。今ならば──私ごとき俊影シヤドウの手すさび、凶魔ネクロ位階の真ま似ね事ごとも形になるというもの」

　幻術や追跡、隠おん密みつを専門とする俊影位階。その隣接位階は武傑ブレイドと凶魔であり、どちらの術式も学ぶことができる。黒くろ子こが武傑寄りの俊影なら、グラン・マリアは……！

「《聖[image: ]供出》《墓地追放》《即時召喚》《同調召喚》《召喚式》……」

　──凶魔寄りの、俊影。影に潜み巨大術式を実行、場を支配する妖術師！

　術式が走り、魔法騎器デバイスが唸うなりを上げて……その場のＳランクが驚きよう愕がくする。

[image: ]

「まさか……グラン・マリア。これほど、とは……!!」

　彼らが錬核武装の補助を以もつて実行する大規模術式。だが彼女は生身のままで──自身の脳の演算能力のみで行い、数ＴＢ級のそれを超短縮詠唱で実行したのだ。

　ターミナル駅で捧ささげられた生いけ贄にえ。真っ二つに叩たたき切られ、友軍の容赦ない射撃によって粉々に砕け散った屍しかばねがドロリと溶ける。潮の香りと共に黒いタールのような液体に変じたそれは、潮騒しおさいのような水音を立てながら、仄ほの暗ぐらく地面を舐なめてゆく……！

「多重召喚侵食式。──《深しん淵えんより招く声》」

「ひっ……!?」

　穢けがれた潮から、民兵の屍が粘つくタールのような海水をこぼして這はい上がる。

　グチュリと音をたててその顔が歪ゆがむ。

　粘土細工のように変異した姿は、魚にも両生類にも似た異形。ゲコゲコとウシガエルに似た声で鳴きながら、水かきのついた手でピタピタと、踊るように戦場を駆けてゆく！

　グェコ　ゲコ　ゲコ　グエエェェエエェッ……!!

「う、撃てえええええええええっ!!」

　あまりのおぞましさに、生理的な嫌悪感が恐怖を超えた。

　反射的に下された攻撃命令。すべての民兵がさらに苛烈な弾幕を張る。

　だが弾丸の雨も灼しやく熱ねつの嵐も、天井、壁、柱と、物理法則を無視してペタペタと這いまわる怪人共を、一瞬怯ひるませることすらできないまま、その接近を許してしまい……！

　ゴリッ……！　ゴリッ、ゴキュッ、チュルッ……。

「く、喰くわれた……!!　喰われたぞ、こいつ……ヒトを、喰うのか!?」

「これ、化け物……違う。ただの化け物じゃない、こいつ、こいつら、まさか!!」

　ひとりの兵士が叫び、銃弾をぬらぬらとした膜に覆われた魚眼に撃ち込む。

　ぬるり、とめり込んだ弾丸は砕け、飛び散った粘液はサラリと溶け──粉のような錬素のカケラへと変わり、決して分解されぬ汚染物質となって、空気中に散ってゆく。

「ベ、胞子獣ベノムスダームっ!!　胞子獣だ、こいつら!!　バカな……居住区に、こんなマネを!?」

「推定、ステージ２!!　大至急救援を乞う、大至急……ぎゃああああああっ!!」

　飛び交う通信が悲鳴に埋め尽くされるまで、数分とかからない。

　多重召喚侵食式《深淵より招く声》は、凶魔ネクロ位階でも伝説級の固有術式である。

　即すなわちクトゥルフの聖遺物を必要とし、発動は極めて困難ながら、発動と共に場に捧げられた生贄を喰らい、同数のステージ２を産む。ヒトの密集した地域で使えば……！

　まさに、インスタントに軍勢を創る……創軍術式とでも言うべき代物なのだ。

「ふふふ、可愛かわいい可愛い可愛い子たち。たっぷりと遊んでもらいなさい？」

　グェコ……！

　胞子獣のヌメヌメとした喉を撫なでながら、グラン・マリアは駅に降り立つ。

　心地良いのか、頬を膨らませてゲコゲコと蛙かえるそっくりに鳴くソレは、ステージ２胞子獣ベノムスダーム《深きもの》──かつてオーストラリアに出現し、大陸を席せつ巻けんした最悪の存在である。

「私のオタマジャクシたち。素敵な素敵な最悪の赤ちゃん。ふふふ……♪　あの子たちは、極めて高濃度の水・闇の複合属性錬素を持ち、その場を侵食する性質を持ちます」

《深きもの》は出現すると、場の属性を強制的に『水』と『闇』に固定する。

　それは常時発動する《対抗術式》に近い。属性の合致しない術式を強制的に妨害、最低Ｂランク以上の魔法騎士でなければ、それを破るのは難しい。

　魔法の使えない民兵など論外。評議会が温存している防衛部隊──退役兵を中心とする魔法騎士すら、そのほとんどがＢランク以下。即すなわち、ほぼすべて無力化されたに等しい。

「あとは、時間の問題。邪魔者は消えましたね？」

「は、はい……！」

　何でもないことのように、浮遊式を発動して汚水を避よけながら進むグラン・マリア。

　黒い潮が中核ミドルを舐なめてゆく。汚染された潮、水に溶けた汚染物質は耐性なきヒトならば触れただけで侵食し、おぞましい異形の胞子獣へと変えてゆくのだ。

「よ……宜よろしいのですか、グラン・マリア。このままでは中核が丸ごと、穢けがれた潮に沈むでしょう。そうなれば、凰おう花かの生産力すべてが失われることに……！」

「心配ありませんよ。そのようなこと、何の問題もありません」

　事もなげにグラン・マリアは、心配そうな武傑ブレイドの問いに答えた。

「あれはあくまで仮想召喚により生み出した胞子獣。時間が経たてば自壊する贋がん造ぞう物です。行政区画は滅びるでしょうが、外周に位置する生産拠点は無傷で済むでしょう」

「おお……そうですか。ならば……犠牲は、穢れた大人達だけ、ですね」

「ええ♪　さあ、参りましょうか」

　蛇のように眼めを細めて微笑ほほえむと、グラン・マリアは。

「偽りの神々、支配者たちの腸はらわたを──解体しましょう♪」

「は……!!」

　狂気と狂喜の笑顔で四騎のＳランクは走り出し、彼らの露払いの後、悠然と主あるじは進む。

　グラン・マリア、中核区画への侵攻は圧倒的、かつ電撃的に進んでいった。
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「……あの宗教女、マジでやりやがった……!!」

　予想していたこととはいえ、あまりの惨事にロンメル・スチュアートは絶句した。

　現在地は最深ボトムと中核の中間。隔壁と分厚い岩盤に区切られているが、換気、輸送、通信などの整備抗や作業通路が無数に存在し、エレベータを使用せずとも移動は可能だ。

　地下迷宮並みの複雑な道順、老朽化した設備による事故や不法占拠者とのトラブルなどさまざまな問題はあるものの──《名無しネームレス》は公共の監視に引っかからない移動ルートとして、密輸業者以上にこれらの道順に精通していた。

　そのひとつ、拡張工事に伴って廃棄された旧指揮所。太い通信回線が未いまだ生きている、秘匿拠点まで到達したロンメルは、予備の装備を集めながら情報を集めていた。

（家伝のライフルだけでも取り戻せたのはラッキーだったぜ。転移弾は一応ここにも用意してあるし、最低の戦力は整ったが……）

　時間も戦力も限られている、選択を誤れば、人類は破滅にまた一歩近づくだろう。

　カチュア救出のため再度占領された駐屯地に潜入する、あるいはもっとシンプルに──。

（俺の手で、ヤツを撃つ。当てさえすりゃあ……殺してみせるさ）

　仲間であり最大級の戦力であるカチュアを解放できれば、頼りになるのは間違いない。

　だが、少々戦力を増したところで最深区画ロータス・ボトムをほぼ実効支配した《ヘヴンリー・ロウズ》を全滅させるのは不可能だ。いや、できそうな人間もいることはいるが。

「冬とう真まのヤツはまだ戻れねえだろうしな。……すまねえ、カチュア」

　救出を断念、グラン・マリア狙撃による排除。

　ひとまず行動方針を決めた時、中核ミドルへのグラン・マリア侵攻の報が入り──。

「何が子供たちのため、だ。とんでもねーマネしやがって……!!」

　汚染をバラ撒まく、侵食型の禁呪行使。穢けがれた潮は今も広がり続け、もはや行政区一帯が危険地帯と化しつつある。人々を犠牲とした野生の胞子獣ベノムスダームすら出現している、今。

「緊急指令。裏コードをブチ込んで強制発動。……隔壁閉鎖、行政区をブロック!!」

『了解しました。隔壁閉鎖、実行いたします』

　本来、評議会の承認が必要な閉鎖行動。だがロンメルは迷うことなくそれを行った。

　ディスプレイ上で隔壁閉鎖のコマンドが流れ、中継画像の中で天井から巨大な隔壁が次々と落下。中央エレベータとそれを中心とする行政区画を鋼の壁が封鎖する。

「これなら汚染はギリ行政区で止まる……！　人類が生存可能な環境なだけ、《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》よりゃまだマシだ。復旧さえ早けりゃ五割は助かる……！」

　同じく区画ごと隔壁閉鎖を行ったセリカの時を思い出し、さらに怒りがこみ上げてくる。

　戦場に現れたのはＳランクが四騎、さらにグラン・マリア。

　無謀なようにも見える、が、それは数が力だった旧時代の概念だ。今や戦争は数よりも質、Ｂランク百人よりＳランク一騎を適正運用する方が強力である。

（しかし、妙だな……？）

　闇と水の高濃度錬素に汚染され、術式使用が阻害された行政区画。

　だが機械による監視、情報システムは影響を受けていない。術式による情報収集が阻害されるため無傷ではないが、それでもほぼグラン・マリア一行の動きは掴つかめていた。

「十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいを直接叩たたく気かと思ったが、議員連中が詰めてる評議会議事堂は無視。胞子獣ベノムスダームどもに襲わせちゃいるが、Ｓランク一人も送らねえってのは……」

　あれほど悪賢い女にしては、悪手だ。現状、グラン・マリアの勝利条件は白しろ銀がね冬とう真ま──人類最強すら凌りよう駕がする絶対無敵、その帰還までに凰おう花かを掌握することである。

「たとえば評議会議員を皆殺しにして、完全に凰花のシステムを掌握しちまったら……。さすがに冬真のヤツが戻っても、攻めるのはかなり厳しくなっちまう」

　冬真はガチガチの現実主義者で合理主義者だ。

　常人なら到底納得できない要求すらも、人類存続のためなら受け入れかねない。

　たとえば全人類を人質にして降伏を迫れば、あの無敵といえど足止めにはなるだろう。

（が、それをしない。手段を選ぶタマじゃねえ。ってことは──）

　何か、もっと優先すべき目的があるのではないか？

「[image: ][image: ]……ッ!!」

　その考えが閃せん光こうのように閃ひらめいた瞬間、ロンメルは操作盤に身を乗り出す。

「すべてが、つながりやがった……。裏の裏の裏、あのアマ。いや、人類再生のためならマジで自分を犠牲にしやがるバカが実在するんだからな……予想すべきだった」

　単なる自殺願望や破滅主義者ではなく。

「本気で、前向きに、そうすべきだと考えて。本気の本気で人類を絶滅させようなんぞと思うヤツが、リアルのガチでいやがるとはな……。狙いは《マザーコア》かよ!!」

　人類再生機構・凰花は二大ネットワークで結ばれ、その機能を維持している。

　ひとつは科学技術で担保された通信、エネルギーの流通経路。だがその上位存在として、人体を模も倣ほうした人工的な『地脈』──錬素ネットワークが構築されているのだ。

（人類再生機構の根幹。居住ブロックの性能を担保してんのは錬素ネットワークだ）

　それは言わば人体における、細胞と中枢神経の関係に近い。

（あれを直接制御してる人工精霊、『家宰バトラー』がメシの支度から廃棄物の処理まで、個々のブロックごとに処理してやがるが……）

　それを可能にするのは自動化された魔法、魔法騎器デバイスによる自動詠唱だ。

　必要とされる錬素はネットワークから供給され、呼吸する酸素から食料、飲料水に光。

　ありとあらゆる資源はそれで作られ、各家庭に行き渡る。

（完全に外部と隔離された状態でも、『家宰』が生きてりゃ居住ブロックは十年保もつ。が、もしそいつが根こそぎ吹っ飛んだら……!?）

『家宰』の中枢制御と、凰花全域へ供給する錬素を精製する超巨大エネルギー炉心こそ《マザーコア》。評議会の鬼札と言われる《名無しネームレス》にすらその所在は秘匿され、軍の最上層部と選ばれた評議会議員、管理を委託されている研究スタッフしか立ち入れない。

　その具体的な正体は《名無し》すら知らない、文字通りの秘中の秘、人類の心臓。

（だが、どうやって所在を割り出したってんだ？）

　行政区内の監視カメラや生きている監視装置から、グラン・マリアとＳランク四騎の移動経路は割り出せている。彼らは迷う素振りすらなく、一直線に移動しているようだ。

　それは確実に、目的地を『解わかっている』動き。

　これから探すのではなく、一直線に急所を貫かんとする弾丸のような……！

（考えろ。俺がテロリストなら……コアを狙い、その場所を調べるなら……どうする？）

　きっかけとなるような出来事があるとすれば、《大災厄ブラストダウン》。

　あのステージ５、《絶ぜつ貝かい》が放った極大術式による凰おう花かへの直接攻撃！

「そうか。……そういうことかよ。ネットワークは人体を模も倣ほうしたシステムだ。壊れりゃ即座に修復魔法を自動詠唱する。当然、重要度の高い施設から順番に……だ」

　凰花全域に及ぶ大破壊。その中で発動した大規模修復魔法。

　都市の自動再生機能は最優先で《マザーコア》とその関連施設を修復する。

「……俺がやってることと同じってわけか。電子ネットワークを利用して監視システムを利用、震災を喰くらった街を光学的に監視して、最優先で修復されたブロックを……！」

　ある程度のアタリがつけば、見定めるのは難しくない。

　錬素の消費量、出入りしている人間、物資や資材の流通。グラン・マリアほどの情報収集力があれば、確実に発見しているはずだ。あやふやな予断ではなく、確定情報として。

「最優先だ。所在がバレてもかまわねえ、前線エンドの司令部に繋つなげ！　地属性の透過式使い、岩盤を透かして地面を潜る特殊部隊──《地底空くう[image: ]てい》が残ってるはずだ！」

　回線を大急ぎで操作、上層部へコンタクトを図る。自分もこれから向かうが、ほぼ徒歩のロンメルと違い、空間をすり抜けて目標地点へ降下できる特殊部隊なら……！

（うまくいきゃ、連中がコアを完全破壊する前に止められる。Ａランク騎士が二チーム、十騎はいるはずだ。足止めさえしてくれりゃ、狙撃のチャンスもあるはず……！）

　中核ミドルの警備にあたっていた民兵に送ったのと同じレポートをまとめ、軍司令部に送信。

（前線の現役騎士連中にとっちゃ、グラン・マリアも『実戦経験なしの小娘』だ。尊敬や崇拝をトリガーにするあのアマの洗脳式は効きが悪い）

　このレポートの重要性を察知し、また中核の混乱と危機を知って行動してくれれば。

　武力を行使すべき位置に、的確に戦力を配置してくれれば……！

「……たら、ればで作戦立てるなんざ、素人以下だよなあ……！」

　ポケットからメントール入りのハッカパイプを取り出し、深呼吸しながら。

「だが……分の悪い賭けは嫌いじゃねえ。ガキを盾にしやがった時とは違うぞ、クソアマ。てめえの無駄乳のド真ん中に、腐った心臓に一世一代の狙撃を決めてやらあ……！」

　そして男は戦場へと奔はしり──。

　彼が送付したレポートは、状況を把握できず混乱する前線軍司令部を動かし、その思惑通り即応可能な『地底空くう挺てい』による強襲、テロリスト排除を決定する。




　そして今、すべての元凶たるグラン・マリアは──？
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「皆さん。人工精霊、というものについて考えたことはありますか？」

「……いえ。旧世代のＡＩを発展させ、術式で擬似的な人格を再現したもの……としか」

　ロータス・ミドル行政区画、評議会議事堂より二ブロック外れた軍駐屯地。

　評議会議事堂を中心とする行政施設の警備のため、前線を退いた退役兵で編成された兵の居住地として用意された一画は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄となっていた。

　黒い潮が押し寄せる。汚染物質にまみれたタールのような海水が、ゲコゲコと鳴く無数のステージ２胞子獣ベノムスダーム《深きもの》どもを乗せて押し寄せ、ほぼ全兵力が議事堂および行政機関の警備に回されて空同然となった駐屯地を襲い、非戦闘員を殺さつ戮りくしていく。

「げぼっ……!!」

「じ、術式が、使えない!!　こいつら、弱いのに、弱いのにぃっ!!」

「武傑ブレイドは前に出ろ!!　術式は使えない、錬核武装の直接攻撃で殺やるしかない!!」

「そ、そんなこと言われても……ひいっ!!」

　後方勤務の事務方だろう。へっぴり腰で進み出た男の頭がリンゴのようにかじられる。

　ゴキリと音をたてて砕ける頭蓋。肉と脳のう漿しようをクチャクチャと咀そ嚼しやくしながら泳ぐ人じみた肉食魚どもが地獄を演出する中、グラン・マリアは雨の日に散歩する乙女のように。

　途中のストアから何気なく拾ってきた、傘をくるくると回しながら──。

「人工精霊とはシステムの巫み女こ。この人類再生機構において、ほとんどすべての魔法騎器デバイスに搭載され、使用者の意志を極めて正確に認知して望みの結果をもたらすもの」

　言いながら、カタカタと鍵盤を叩たたくように指を鳴らして。

「知っていますか？　人工精霊の開発以前、人類は皆こうして物理的にキーボードという専用器具を使い、文字列を用いて機械に意志を伝えていたのですよ」

「……タッチパネルすらないとは、不便もいいところですな。しかし、それが？」

「ふふ、わかりませんか。私が言いたいのは、人工精霊という極めて便利なシステム──言葉という曖昧なインターフェイスで、まったく異なる価値基準を持つ機械に意志を伝え、間違いなく処理を実行させる、万能の通訳。その先進性と異質さについてです」

　ざあ……と音をたて、黒い潮が流れ込む。駐屯地を蹂じゆう躙りんした水は高みから低きへ流れ、厳重に封印された駐屯地内管理倉庫、その床下に隠されたハッチを発見する。

「隠蔽式に結界式。二重三重の防護ロック。……こちらのようです、グラン・マリア」

「突破してください。できますね？」

「お任せを。……破ッ!!」

　武傑ブレイドの少年が鬨ときの声こえを上げ、錬核武装を閃ひらめかせる。

　錬核武装《白薔薇記章ヨークバツジ》。薔ば薇らの花弁をモチーフにした白いマントを翻し、両刃細身の西洋剣を用いた強烈な斬撃が、すでに弱りつつあった結界式を破壊、隔壁を切り裂く。

　ガンッ!!　ガンッ!!　ガンッ……!!

「一撃、というわけにはいきませんか。さすがに堅いですね？」

「も、申し訳ありません。少々お待ちを……この、このっ!!」

　主あるじが見ているという焦りもあったのだろう。過剰なまでに執しつ拗ように撃ち込まれた攻撃に、壁が幾重にも切り裂かれ、無残な傷口を晒さらす中、グラン・マリアは呟つぶやき続ける。

「そもそも……。私達の暮らし、生活の根幹とは何なのでしょう？」

「は？」

　言葉の意味が理解できず、取り巻きの者が困惑すると。

「言い換えましょうか。ありとあらゆる活動にはエネルギーが必要です。人類は食事をし、機械には電源を入れ、術式には錬素を用いる。魔法騎士の術式とは、その人間が保有する錬素に情報を与えて特定の形に出力する型──文字通りの『式』でしかありません」

　だが、この世界。凰おう花かにおける社会の最小単位、居住ブロックをはじめとするあらゆる施設では、魔法騎器デバイスにより自動詠唱される術式に依存している。

「たとえば空調。この閉鎖世界がいくら広大でも、一千万市民の呼吸や経済活動によって生じるＣＯ２は莫ばく大だいであり、術式による浄化がなければたちまち酸素は欠乏する」

「たとえば汚水。限定された地下水脈からの取水のみではとてもとても賄いきれません。これもまた出所不明の錬素を術式によって定義した出所不明の水が街にあふれている」

「たとえば食料。居住ユニットで自家生産される食材はもちろん、労働報酬として供される天然食材の生産に必要なコストは、術式の使用抜きにはカバーできない」

　魔法騎士の術式、その源たる錬素はその人間が保有するもの。

　なら、この《凰花》が用いる社会システム、その必要コストとして消費される術式の、そのエネルギー源たる錬素はどこに存在し、どのようにして生産されるのか？

「……それは……発電所、施設のような、錬素生成炉心が存在する、と……」

「ええ。そう、学園の初等部では教えられていますね。それはどこにあるのでしょう？　どのような術式で運用され、錬素を生成、保有、循環しているのでしょう？」

「………」

　答えられる者はいない。あたかもそれは、自分達の足元に巨大な穴が開いていることにはじめて気がついた、カートゥーンの登場人物のようだった。

　知るまでは空を走ることもできるだろう。が、知ってしまえば墜おちるだけ──。

「魔法騎器デバイスについても然しかり。機巧マシーナリーの術者は術式を用いて精霊を編み、それを自ら製作した魔法騎器に組み込みますが──その折、モデルとするのは本人の人格なのですよ」

　だから製作者により、魔法騎器に組み込まれた騎器の傾向は変わる。中には術者の精神を色濃く反映し、自我に近い意識を獲得した物すらあると言われるほどだ。

「ならば……街にあふれる公共の魔法騎器、治安維持用の無人機から街角の自動販売機、交通制御の信号機や管理システム、居住ブロックの『家宰バトラー』に至るまで」

　す、とグラン・マリアの微笑ほほえみがより深く刻まれる。

「──その人格モデルは何なのでしょう？　ありとあらゆる魔法騎器、人類を支える精霊の母たる御み霊たまはどこにあらせられるのでしょうか？　……三年、かかりました」

　第一魔法学園に入学し、生徒会の席を占め、政治に干渉できるまでに力を蓄え。

　裏でカルト宗教《エデンの蛇へび》を組織し、狂信者どもを束ね、表と裏で努力を重ねて、三年。そしてついに今その秘密、鳳ほう凰おうの心臓に解剖のメスが入る時が来た。

　……ガンッ!!

　ついに巨大な隔壁が崩れ……『真下』へと墜おちてゆく。着地の音は……聞こえない。

　それは深く、広く、大きい。中央エレベータシャフトにも匹敵する地下の縦穴が口を開けた瞬間──穢けがれた潮すら吹き飛ばし、膨大な白いモノが噴出する！

「なっ……これは!?　超高濃度汚染……嘘うそだろ、地上、廃都の……二百倍!?」

「全員、結界式を展開。光聖クレリツク、私に加護を。まだ、私は錬核武装を纏まとえませんので」

「は、はい！　グラン・マリア。これは……!?　この規模なら、最深区画ロータス・ボトムまで繋つながっているのでは。こんなものが凰おう花かに存在するだなんて……！」

　粉雪のような汚染物質。地上ではありふれた錬素の屑くず──『終末の雪』。

　急きゆう遽きよ展開された結界式に守られながら、グラン・マリアは初雪にはしゃぐ少女のように汚染物資の中へ飛び込むと、両手を翼のように広げて駆け回る。

「ふふふふふ……♪　あはははははははははははははははははっ♪　やはり、やはり！　統括生徒会長となり、最深区画の地図を入手してから、そうだと思っていました！」

　グラン・マリアが指を振ると、発動した幻覚魔法が汚物の雪に地図を投影する。

　機密指定された場所まで明確に開示された詳細なものだ。

　余すところなく開発された都市の中心、一部に岩盤が丸ごと手つかずのまま残されて、あたかも砂時計のようにくびれた部分が残されている。

「透過魔法も受け付けない分厚い岩盤に覆われた柱。軍駐屯地のただ中に隠されたそれ、これこそが凰花の心臓。人類の生存を支える錬素生成炉──その炉心は最深区画の中央、誰にでも見える、都市の中心にずっと存在していたのです……！」

　誰の眼めにも触れることなく。無知という闇に覆い隠されたまま、ずっと……！

「そ、そんな……！　この汚染物質の詰まった穴が、錬素炉心……ですか!?」

「ええ♪　錬素、汚染物質、その両者を別わけるラインは人類に扱えるか否か、物質化しているかしていないかに過ぎません。菌類、微生物の活動において人類に有益なものを発酵、有害なものを腐敗と言い換えるような、つまらない言葉のトリックなのですよ」

　ならば、汚染物質を利用可能な錬素へ変換する方法があるとしたら？

　汚染された地上が膨大な資源地帯、人類が夢見た、尽きることなき無限の燃料となる！

「まさか、そんなことが……!?　か、可能なのですか!?」

「可能です♪　その秘密こそ、このマザーコアにあるのですから……《光》よ！」

　ごく短い術式は照明弾、ごく短時間光を放ちながら術者に追随する鬼火の呪文だ。

　グラン・マリアの周囲に白い光弾が次々と浮かび、暗闇を照らしていく。

　深い深い穴──その壁面に無数に脈動する植物たち。それは心臓の鼓動に似た音を立てながらドクリドクリと脈動し、グラン・マリアの放った術式に反応して光を放つ。

「こ、これは……!?」

「で、デカい!!　デカすぎる……!!　なんだよ、アレ……まさか、ステージ５!?」

「ええ。《マザーコア》……文字通り、人類再生のための心臓。捧ささげられし生いけ贄にえの聖母。聖女を産みしもの。ああ、やっと、やっと……!!」

　それはあたかも、停電した巨大都市に夜景が戻るかのごとく。

　壁を覆い尽くしていたツタが発光し、根本まで届く。

　終末の雪が吹き荒れる中、朧おぼろに浮かんだのは──全長数キロはあろうかという『樹』。

　よじれ、ねじれ、もつれあい。不気味な燐りん光こうを放つ枝によって造られた女神像のごとく穏やかな笑みを浮かべ、反逆者たる彼女達を出迎えるようにギシギシと軋きしむ。

「やっと、お会いできましたね。……お母様」

「は!?　ぐ、グラン・マリア。それは、どういう……!?」

「ステージ５が高位の魔法騎士から誕生する、というのは人類再生機構の誕生以前から、当時の軍上層部には知られていました。事実を知った彼らは次に、こう考えたのです」

　──死者が胞子獣ベノムスダームとなり、復活するというのなら。

「生きたまま人間を胞子獣に換え、無敵の戦力とできるのではないか？　……と」

「に……人間を、生きたまま、胞子獣に!?　そんな、可能なのですか、そんなこと！」

「少なくとも評議会議員に伝わる口伝では、すべて失敗したようですね。ですがただ一人、『願い』によりて胞子獣と変わり、人々を救わんとした方がおられました」

　それこそが、生体錬素転換炉──ステージ５《扶ふ桑そう》。

「古代中国において東の果て、海の彼方かなたに生えるという大樹を扶桑と呼ぶ。そのことからかつてこの国を扶桑と呼ぶことがあったそうです。その伝承から取った暗号名」

　心優しい少女がいた。

　若くして魔法に適応し、新時代の旗手のひとりとなった魔法騎士がいた。

　彼女は突然の破滅から仲間を、家族を守るために──人類の救済と生存、ただそれだけを願い、祈りながら自らの命を絶ち、人類を守る胞子獣ベノムスダームと化したのだ、と言う。

「自らの破滅を祈りながら散り、《絶ぜつ貝かい》となったスコット・サンズ氏のように……自ら死を選び、《扶ふ桑そう》へと生まれ変わった彼女は、類まれなる特性を持っていたのです」

　錬素転換体質──。

　それは生ける錬素転換炉。汚染物質を吸収し、錬素に転換して蓄積可能な性質を持ち、植物と化した彼女は大陸に匹敵する面積を誇る地底大空洞の隅々まで根を伸ばした。

　それこそが現在、錬素ネットワークと呼ばれる人類再生機構の命綱。

「機構の標準としてシステムの運用に用いられる人工精霊、そのすべてはこの偉大な母の人格をモデルとしているのですよ。命絶たれんとも、その心は生きているのです♪」

　骸むくろとなりながら永遠に、その身を削って人々を養う胞子獣。

　死の間際に祈った『願い』に縛られ、自らをシステムに変えた救世主の残骸──。

「故に《母なる核心マザーコア》。評議会が地上から遺物を回収するのも、実験と称して遺伝子貯蔵館の貴重な生物を胞子獣化する理由も、すべてはこの転換炉を動かすため」

「……人類再生機構の必要錬素をまかなう、燃料として……汚染物質が、必要だと？」

「ええ。こうして汚染物質が満ちた中に密閉されてこそ、《扶桑》は原型を保てるのですよ。そうでなければ自らを錬素に換え、消滅していたでしょうから」

「そ、そんな……！」

　さすがの精鋭Ｓランクも、この秘密は想定していなかったのだろう。

　衝撃に言葉もなく、ただ彼らはじっと女神のごとき怪物に見入っていた。

「お、お話は理解できました。……なんてことだ。評議会がこんな秘密を隠していたとは。これを開示すれば、すべての人類は間違いなくグラン・マリアに服従するでしょう」

「ええ！　真実が明らかになった以上、こんな恐ろしいものはすぐに再封印を……！」

　少年が、少女が怯おびえ、竦すくむ。忌まわしいモノを見るような眼めで深しん淵えんに蠢うごめく胞子獣を見る姿をちらりと見るや、グラン・マリアの貌かおに「ハッ」と明らかな侮蔑が浮かぶ。

「何を怯えているのです？　これなるは人類の礎。人々のために犠牲となった聖母の姿、まさに私達が目指すべき進化の極みではありませんか」

「し、しかし……死んでなお、骸むくろに成り果てても、怪物になって在り続けるなど……！」

「怪物？　その認識が間違いなのですよ。あれは心のカタチ、大いなる聖母の愛がそれにふさわしい器を得ただけに過ぎません。そも神話に描かれた存在、神や天使は多くが異形。実際に存在したなら怪物と呼ぶしかない姿となるでしょう」

　複数の腕や翼を持つもの。多くの眼や魁かい偉いな容貌をもつものなど。

　善なるもの、天使、神々と伝わる存在とて異形は珍しくないのだ。

「なれば、あれとて同じこと。そのような覚悟なき者に、情報化の道が選べると？　次の時代に向けた人類進化の先駆けたる栄誉が得られるでしょうか。……猛省なさい」

「そ、そんな……！　失言でした、申し訳ありません、グラン・マリア！」

「謝罪は結構。行動にて、己おのが過ちを償うのですね」

　悠然と笑むグラン・マリア。口をポカンと開けてその美貌に見入るＳランク四騎。

　そのさらに背後──汚染物質の粉雪が舞い、黒い潮が波打つ倉庫の陰に、鋼が煌きらめく。

「!!」

　殺気を感じたのか、武傑ブレイドの二騎が咄とつ嗟さに細剣を構え、振り向く。

　だがそれより影に潜む者たちの攻撃が早い。空中に出現した《水晶の矢》、貫通・物理の特性を与えられた徹甲追尾型の攻弾術式が嵐となって、少年達の背中を貫く！

「があっ!?」

「い、いだいっ……!!　このっ、よくも……!!　奇襲か!!」

「治療と加護を急ぎなさい。……ふふふ、地底空くう挺てい。思ったより早いのですね？」

　手傷を負って怯ひるむ武傑二騎。その処置を配下の光聖クレリツク二騎に指示しつつ、グラン・マリアは穢けがれた倉庫に蜘く蛛ものごとく潜む、影狩りの騎士の姿をその眼めで捉えていた。

　ガスマスクにも似た不気味な仮面。手にしたロープは空間を超えて前線エンドへ繋つながり、あらゆる岩盤鉱物を透過して、距離にして何十、何百キロという空間を『落ちて』きたのだ。

「地属性、量産型錬核武装《探検者スペランカーズ》──ＳＦ小説の祖と言われるジュール・ヴェルヌの傑作、その初版本を触媒とする、探検・探索に特化した傑作ですね」

『……その通り。だが、戦闘力も侮るなよ。叛はん徒とども……！』

　ずぶずぶと、その半身をコンクリートや鉄骨に沈め、くぐもった声がする。

『こんな所で封印された汚染物質を解放するなど……！　人類を滅ぼす気か!?』

『あの胞子獣ベノムスダームは貴様らの仕業か！　……どこまで恐ろしいマネを……！』

　次々届く非難の声に、フフッとグラン・マリアは微笑ほほえんだ。

「もう結構ですよ？　やはり、そうですか。皆さんのような討伐部隊まで、マザーコアの真実は知らされていない……もし知っているのであれば、いくら迅速に展開できようと、十騎に満たないＡランクの地底空挺のみで対処しようなど思わないでしょう」

『これ以上、会話するな。敵は扇せん動どう者しやだ、聞けば耳から侵される。──撃て!!』

「ぐ、グラン・マリア。……お下がりください!!」

　仲間の回復を一度注視し、光聖達が進み出る。詠唱を省略した簡易障壁が展開した直後、嵐のような結晶弾が降り注ぎ、それがビリビリと音をたてて軋きしんだ。

「ぐうっ……!!　Ａランク、ごときがっ!!」

『手負いの仲間を守り、正式な詠唱をする余裕もない。Ｓランクとはいえ所詮子供！』

『今の優位を手放すな。四方八方から囲んで撃ちまくれ。少しでも余裕を与えてみろ、Ａランクの我々など潰されるぞ。攻撃を絶やさず削れ、削れ、削れ！」

　文字通り結晶の雨。モグラ叩たたきのように岩盤に沈み、鉄骨を蹴って３６０度、あらゆる方向から飛んでくる攻弾術式はＳランクといえど無視できるものではない。

　仲間を治療する。グラン・マリアを守る。一呼吸の詠唱時間があればどちらも可能。

　だが、それを与えない。与えるほど、精鋭部隊は温ぬるくない。このまま封殺し、無慈悲に子供を削り殺す覚悟はある。あどけない少年少女、だが中身は反逆者なのだから。

　その覚悟を感じさせる、微み塵じんの容赦もない弾幕に──。

「ぐ、グラン・マリア！　どうか、どうかお助けを。このままでは持ちません！」

「ふふふ、そうですね。ところで貴方あなたの固有絶技ロイヤルアーツは──確か《女神》系の劣化型でしたね。確か《女神の囁ささやき》、治療系術式に大幅な強化を得るもの」

　最高位の《女神の唄ゴスペルソング》に比べれば効果は低い。

　だがＳランクの錬素保有量があれば、それこそ光聖クレリツクたる彼女の能力は吹き飛んだ手足を呪文ひとつで再生し、脳以外の致命傷であればたちどころに癒いやすほど。

　そんな能力を有した、光聖の少女。日本閥だろうか、大和やまと撫子なでしこを思わせる長い黒髪に唇を寄せ、さらさらとした手触りと香りを楽しみながら──。

「あっ……。そ、そんな、このような時に、何をするのですか!?」

「素敵な髪、素敵な温ぬくもり。……ああ、愛いとしい。聖母復活の礎となる胎はらは──このくらい美しく、性能あふれるものでなくてはなりません。育てに育てた甲か斐いがあります♪」

「……は？」

　防御に手いっぱいな彼女が振り向けなかったのは、神が与えた最後の慈悲か。

　背後から抱きつき、その黒髪と首筋に顔を埋うずめたグラン・マリアの眼め。その不気味な光と笑う口元、その醸し出す表情は、愛玩動物……否、極上の家畜を見る牧童のそれ。

「防御など不要。──私に身を委ねなさい。そう……身体からだを、開くのです」

「ひぐっ……ひゃっ!?　あ、あががががが!!　あがあぁぁあぁあ……!!　い、痛い!!」

「産みの苦しみ、そは尊いもの。ですがそれは少々古い考えですね？　慈悲を以もつて神経を侵し、麻ま痺ひさせ無痛といたしましょう。神経掌握、術式代行詠唱──《女神の囁き》」

「いぎゃあああああああああああああああぃいいいっ!?」

　苦痛と快楽のミックス。首筋に触れた肌から見えざる根が全身に食い込み、まるで操り人形のように動かしてゆく。光聖の少女、お嬢様めいた容貌が苦痛に歪ゆがみ、美しい皮膚にメロンの筋のような脈が浮かんで、じわりとした『熱』が肌から生じた。

「いだいっ♪　いだ、いだいっ……あああっ、いだ、イイです、ぐらん・まりあ……！」

「苦痛が快楽に変わりましたね？　ふふふ。よしよし、おお……いい子。では口を開き、詠唱をはじめましょう。歌うのです、《女神》を継ぐ者しか歌えぬ歌を」

　それはスクロヴェーニの秘伝。自身の死に備え、健けな気げな少女が自室に残した遺言。




「禁呪執行──《女神請願ゴスペルウイツシユ》」

「ああああぁああああああぁああああああぁああああぁあ─────!!」




　歌劇の歌い手のごとく、Ｓランク光聖クレリツクが絶唱する。

　喉が裂け、血がこぼれる。アレイナ・スクロヴェーニとは比べ物にならない保有錬素が、その背中の皮膚を引き裂くように純白の翼を仮想顕現させる。

　固有絶技ロイヤルアーツの性能ではアレイナに劣る、されどその他の演算力、構築力、錬素量は圧倒的に彼女と、補佐として強制的に術式を回すグラン・マリアが上回るのだ。

「ぐ、グラン・マリア!!　何を、この場で蘇そ生せいする者など……!?」

「黙ってご覧なさい？　さあ──見なさい、人類の可能性を。錬素化という希望、新たな形に生まれ変わることで、肉のくびきから解き放たれた生命体の姿を」

　にいっ、とおぞましき聖女は嗤わらう。

「触媒をこれに。聖骸代行、人格情報ダウンロード。人工精霊構築──錬核武装、編へん纂さん」

「あがががががががががががががががぎいっ!?」

　グチャッ、と音をたててあらゆる穴から血がしぶく。

　その血飛沫しぶきを洗礼のごとく受け止め、グロテスクな祝福を受けたグラン・マリアの身に、無数の術式が記述されていく。それは蘇生術式によって巨大な情報体、即すなわち今も脈動する胞子獣ベノムスダームからダウンロードされた人格、記憶を提示された触媒に『焼いて』いくのだ。

　本来なら詠唱不可能な光聖領域の蘇生術式。それを他者の魂を操り、代理詠唱させることで自在に使う。凶魔ネクロと俊影シヤドウの力を併せ持つ者ならではの残虐な解決法と言える。

「ああ……」

　恍こう惚こつ。

「やっと、会えました。お母様……温かい。抱きしめてくださるのですね……♪」

　ぎゅっと自らを抱きしめるグラン・マリアの全身に、胞子獣のツタが巻きついた。

　それは錬素に還元され、ドロリと溶けて制服を消し去り、少女の肉体と一体化する。

「錬核……武装？　いや、違う……それは」

「ぶ、武装型の……胞子獣ッ!?」

「どちらも高密度の情報体。焼きこまれた情報に従い自律稼働するか、術者に従うか……。何度も言ったでしょう？　人類にとって有害か有益か、その差でしかないのですよ」

　ドクリドクリと、生きている。グラン・マリアのしなやかな肉体にへばりつくように、触媒として用いた魔道書《ネクロノミコン》を触媒として注がれた膨大な錬素は形をなし、緻密なレースのような触手で編まれたゴシック・ドレスのように煌きらめいている。

　ギョロリ──。

「ひっ……!?」

　地底空くう挺ていのひとりが『眼めが合って』おぞましさに悲鳴をあげた。

　錬核武装にちりばめられた宝石のような、無数の眼球。黒、赤、青、黄……あらゆる色の瞳が生まれ、ギョロギョロとまばたきしながら周囲を睨ねめ回まわしてゆく。

　それはまさに生きたウェディング・ドレス。グラン・マリアの若く麗しい肉体を包み、守る暗黒と純潔の象徴。光と闇、生と死、錬核武装と胞子獣ベノムスダーム、許されざる愛の仔こ！

「《シアエガの書架》──生誕」

　ミチミチと音をたてて、ドレスの裾がマザーコアと接続する。

　蘇そ生せい術式によって読みこまれた聖母の情報、それを基に編へん纂さんされた錬核武装と胞子獣は文字通りの『母』と『娘』であり──焼かれた情報は本能的に互いを守り、助け合う。

「人類再生機構全域を動かすセンター炉心。錬素転換炉と直結した無限の錬素」

「……あ……あああああああ……!!」

　恐怖と驚きよう愕がくに、地底空挺のＡランク騎士達の手から武器が落ちた。

　敵かなわない。勝てるはずがない。ただの反射的な行動しか取らないステージ５、人格など持たない破壊現象も同然の胞子獣すら、ただ一体で人類を絶滅の際に追い込めるのに。

　生まれてしまったコレは、ヒトの意志を持つステージ５。

　純然たる善意と愛情から人類絶滅を願う、死と破壊の聖母なのだから。

「……『お母様』。ようやく接続つながれた……大丈夫、これは善なる行為です」

　まるで我が子に言い聞かせるように、下腹部をなぞりながらグラン・マリアは囁ささやく。

「ヒトを不完全な情報媒体から解き放ち、情報体に換えてひとつ上の段階へ導く……ああ、お母様。あなたの願いはついに叶かなうのです。人類救済という悲願が……!!」

　それは決して絵空事ではない。

　今の彼女になら可能なのだ。接続したヒトの人格を錬核武装から抽出し、それを別媒体に焼き込むことが。魔法騎士を丸ごと、胞子獣へ変換するという行為が！

「さあ、お力を。──人類を救いましょう、お母様!!」

『xw,gj-wvic334qcq3qbmjsd9kq3qc490qgmgq4q3 q34q 44vtqcqgt4 ………───!!』

　情報ノイズとしか思えない咆ほう哮こうを上げ、マザーコアが蠢しゆん動どうする。

　ドレスの裾から伸びた無数の触手が、慌てて大地を透過しようとした地底空くう挺ていを。

「ひいっ!?　く、来るな!!　来るなあっ!!　た、助け、たすけて!!」

「ぐ、グラン・マリア!!　どうして、私達まで!!　わた、わたし、わたしは!!」

「あらあら？　……なぜ、拒絶するのです？　私の理想を学び、ついてくると誓ったではありませんか。次のステージへ進化し、永遠に生きる権利をあげるだけですよ」

　くすくすと笑うグラン・マリア。

　触手に絡まれ、磔たつ刑けいにかけられたかのごとくその眼前に曳ひき出されたＳランク騎士達。

　抵抗は無意味だ。どんなに身をよじっても、Ｓランクの出力を限界まで引き出そうとも、相手は人類そのものを呑のみ込こむ超エネルギー塊。勝負になど、なるはずがない！

「そ、そんな!!　バケモノになるなんて……!!　永遠に、そのままなんて……!!」

「当然でしょう？　ヒトはヒトのままでは永遠になれません。違う媒体に書かれた時点で、まったく違う存在となる。まさか、理解していなかったのですか？」

　紙媒体の本が電子化された時、内容は同じでも存在は異なる。

　ヒトの脳、肉体に記述された記憶、人格という情報を錬素に書き換えれば──。

　永遠に変わらぬ。ヒトの記憶から再現された人工精霊を核とする胞子獣ベノムスダームが誕生する！

「でも、大丈夫。私は貴方あなた達を受け入れます。無知で愚かな愛いとしい子たち」

　その愚かさこそが、愛おしい。

　ググッと音をたて身をのり出し、縛られた少年少女たちを両手に抱きしめ、その耳たぶを食はみながら、グラン・マリアの『根』がその体内に侵入し、侵してゆく。

　痛みはない。むしろ与えられるのは快楽。脳の情報が吸い出される感覚は、蓄積されたナニかを吐き出す喜びは、もはや性的なそれすら遥はるかに超えて気持ちいいのだ。

「[image: ][image: ][image: ]────!!　……!!」

　声もなく悶もだえ、暴れる少年少女。地底空くう挺ていのＡランクも囚とらわれ、おぞましい触手に絡め取られて、ズブズブと彼女の幹に呑み込まれていく。

「生まれ直しなさい。ふふふ……こんにちわ、赤ちゃん」




　──クチュッ。




　騎士達が呑まれ、消えてゆく。その存在が胞子獣の胞え衣なの中、書き換えられていく。

　子供たちに捧ささげる愛の営みを実感し、心底満足げに笑いながら──胞子獣と錬核武装、人類の敵と救世主。両方の側面を持つ呪われた女、変革と滅亡の化身は瞼まぶたを閉じる。

「気持ちいいでしょう？　他者との境界線が溶けていくのは──旧時代を席せつ巻けんしたＳＮＳ、ソーシャルネットワーキングサービス。快楽の本質は他者との共感と繋つながりにありました」

　性的なそれもコミュニケーション。ヒトという社会的動物は他者との共感によって快感を得るよう設定されている。弱いからこそ助け合い、それを喜びとするように。

「究極の共感をあげましょう。あらゆるヒトをひとつにしましょう。ドロドロに私の胎はらで溶け合ってひとつとなり、人種も文化も派閥もない、地球人となりましょう」

　彼女の善はただ独り。愛する母にのみ向けられている。最初からずっとそうだった。

　お母様を救う、すべてはそのために。人類救済は願いのひとつ、だがついでのオマケに過ぎない。自分を救い、母を救い、そしてついでに世界もまた……！




「行きましょう、お母様。──世界を、救うのです！」




　母と繋つながり、生いけ贄にえたちを呑のみ込こんで。

　押し付けられた進化は滅亡に等しいと、思いすらせずに──独善の巫女マリアは、動き始めた。





●反乱崩壊




　最深区画ロータス・ボトム、中央街、戒厳令下の街角。

　普段は開放された商業施設、市民の憩いの場。先の震災で居住ユニットに損害を受け、一時避難している市民が簡易テントを張り、仮の住まいを作っている最中に。




　……きィャアアああああアァァアァああァアアァあァアアァアあアァァァァ──ッ!!




　死の絶叫が響き渡る。

　それは声ではない、音ではない、ただ精神を揺さぶる波である。

　有名な音おん叉さを並べた共鳴実験のごとく──錬素を媒介として伝わるそれは、軍駐屯地に屹きつ立りつする岩盤の柱から波紋状に広がり、およそ一分足らずで最深区画の全域を襲い──。




「難民キャンプから緊急救難信号！　グラン・マリア配下の少年兵部隊が胞子獣ベノムスダーム化！」




　虚うつろな顔のまま表情ひとつ動かさず、市街に配置されていた少年兵。

　彼らは次々と異様な怪物へと『変異』していく。

「ひいいいいいいいいいいっ!?」

「ば、バケモノ！　胞子獣ベノムスダームだ!!　こいつら全員、汚染されてる……！」

「結界式展開！　こいつらの吐く息、唾液ひとつ吸い込むだけで……ぎゃあ！」

　警備に当たっていた下級騎士達が絶叫する。

　胞子獣化した少年兵。彼らに組み込まれた洗脳式──グラン・マリアの魂と接続し、半ば自律行動する《使い魔》として扱うそれが、死の絶叫に『共振』し出現したモノ。

　その進行度はステージ１から２。決して強い、とは言い切れない。

　しかし彼らがもたらす世界の汚染、揮発する細胞が放つ情報の屑くず、『終末の雪』は確実に街を汚染し、結界なき文民を穢けがし、ステージ１から２の胞子獣へ再誕させる。

「……ステージ２、大野鬼ホブゴブリン出現を確認!!　戒厳令下で集められた避難所に胞子獣が侵入、汚染された市民が次々と変化しています！」

「こ、こんな時に風紀委員長は、天てん上じよう院いん様はどちらへ行かれたのだ!?　至急連絡を！」

「わ、わかりません、極秘任務としか……まさか、逃げた!?」

「こちら統括生徒会本部ビル玄関前!!　救援を、至急救援を乞う!!」

「うわあああああああん!!　助けて、助けてええええ!!　ごべんなざい、ごべ……ッ！」

　混乱し切った通信式が、ヘヴンリー・ロウズと子供達に恐怖をもたらす。

　大人達を蹂じゆう躙りんし、増長と興奮のただ中にいた少年少女を容赦なく胞子獣は襲い、次々とパニック状態で組織的な反撃などできない彼らを狩り、殺し、骸むくろすら汚染してゆく。

「き、効いてないっ……!?　通常弾、効果なし!!」

「違います!!　胞子獣じゃない。血が出てる、胞子獣なら崩れるだけのはずです!!」

「こいつら……生きてる……のか……？」

　受肉した胞子獣という矛盾。

　胞子獣は壊れた情報ノイズの塊であり、動物の姿をしていても生物ではない。

　だが、これは違う。彼らの脳そのものを触媒とし、グラン・マリアの命令によってその肉体に上書きされ、焼き込まれた『胞子獣』……肉体を蝕むしばみ喰くらう擬似錬核武装！

　──《シアエガの仔スポーン》。

「ひい……っ！」

「ぎゃあああああああああああああああ!!」

　子供達の悲鳴、助けを求める声、指揮系統を完全に喪失した大混乱。

　最深区画ロータス・ボトムの統制は完全に崩壊し、混乱と恐慌のみが支配する地獄となり果てていた。





　　　　†






「……今の声は何だ？　せっかくノッてきたというのに、まったく……無粋な」

「はあ……はあっ……!!　半日ブッ続けでエロマッサージとかやることないの、あんた。反逆者でしょうが、サボッてないでキチンと反乱しなさいよ!!」

「う、うるさい!!　中核ミドルへの侵攻に置いていかれたからやることなくてヒマ、などと言うわけではないからな。貴様から情報を吐き出させるのが最優先、それだけだ！」

「明らかに趣味でしょうが!!　悪いけどアタシは絶対負けないわよ、時間の無駄！」

「くっ……!!　名前といやらしいカラダからして、即エロ落ちしそうな極上の女騎士だと思ったのに、なんとしぶとい。せっかくのリアルくっころが実現できないとは……！」

「ほんっと最低ね、アンタ……騎士になってなかったら絶対性犯罪者だわ……」

「うるさい。あの男に逃げられるという失態を演じた今、せめて貴様から成果を得ねば！　グラン・マリアに叱られる……！　おしおきなら望むところだが……くっ！」

　拷問室に漫才じみたやりとりが響く。

　半日にわたる拷問まがいのやりとりに、全身汗だくで軍服のあちこちを乱したソーニャ、そして標的にされながらも傷つくことなく、逆に回復さえしつつあるカチュア。

「ふん、生意気な口を……まあいい、様子を見てくる」

　二人のもとにも《死の絶叫》は届き、さしものソーニャも怪しげな拷問器具を放り出し、カチュアの拘束をそのままにして拷問室を出ようとした。

「待ちなさい。……非常事態だと思うわ、今のあれは……」

「精神波、それも精神干渉を起こすたぐいの。心弱い文民であれば、心神喪失なり混乱なりのバッドステータス効果が起きるだろうが……あの程度で我々が怯ひるむとでも？」

「そんな事期待しちゃいないわよ。現象じゃないわ、『原因』が問題なの！」

　歴戦の勘がそう言っている。今の精神波は、間違いなく最悪の兆しだ。

（中核への侵攻とかも、聞き捨てならない話だけど……！）

　軍警察のトップのわりに、ソーニャ・サガレヴィッチの機密意識は驚くほどチョロい。

　というより、陰謀向きの性格ではないのだ。内部監査と汚れ仕事を専門とする軍警察の責任者である『黒こく蓮れん』の団長という重責も、かなり無理をしてこなしているのだろう。

　その絶大なストレスは、人格を歪ゆがませ……付け込む隙をより深く、大きくしたのだ。

（とはいえ、この娘こがもう少しまともだったら、ロンメルが脱出できたって話もアタシの耳には入らなかったわよね……。ありがたいけど）

　ロンメル脱走の話が届いたのは数時間前だ。

　見張りが交代した隙を突き、気づいた時には姿を消していた……という話を聞いて、即手配を命じたあと、いなくなるかと思えばまさかのぬるい拷問続行である。

　一応学園内でロンメルと一緒にいたところを目撃されており、「友人なら立ち回り先も知っているはず」と根拠はあったが、単にエロ拷問を続けたいだけに見えた。

（そもそもこの娘、経験あるのかしら。なんとなくだけど、なさそうなのよね……）

　拷問とはプライドの破壊だ。

　それまでその人間が守ってきた行動規範、メンタルの核をヘシ折って従えなければ話にならない。もっと残酷でえげつない行為すら、カチュアは想定していたのだが。

「……何を逃げてるのよ。不安なの、アンタ？」

「は!?　……は!?　ふ、不安だと？　この私が？　ありえない。ありえるものか！」

「声、震えてるわよ。やろうと思えばもっとえげつない真ま似ねだってできるでしょうに……アンタは拷問って名目で、やらなきゃいけないことから逃げてるようにしか見えない」

　それはまるで、期限が迫る宿題から目を背ける劣等生。

　泣きながら楽しくもないゲームにハマッたふりをする、哀れな迷い子のようだった。

「薄々、感じてるんじゃないの？　今の事態はおかしいって。子供の搾取をやめさせる、そう大義名分を掲げて反乱したくせに、子供を盾にしてる自分を」

「……だ、黙れ！　黙れ!!」

「黙らせてみなさいよ。キスでもする？　……やってみなさい。ほら」

　ん、と唇を突きだすカチュアに、ソーニャはぽっと頬を赤らめて。

「ふ、ふにゃけるな!!　捕虜のくせに私のファーストキッスをおねだりとは、やはり巨乳は淫乱らしいな！　そのような色仕掛けで私の心を動かせると思ったか！」

「やっぱりキスも経験ないのね……。だいたいわかったわ、ソーニャ・サガレヴィッチ。変態じみたキャラ作って自分を誤ご魔ま化かして、いつまでも逃げてどうするのよ!?」

　ズキリ、胸の奥が痛む。

　キャラ付けで自分を誤魔化して、素直になれないまま逃げているのは自分も同じだ。

（学生時代の、素直じゃないアタシ……子供っぽくて怒りっぽい、アタシを）

　この歳としになっても続けているのは、楽だからだ。決して振り向いてくれない相手を想おもう辛つらさから目を背けて、それでもなお愛し続けるために必要な、自己欺ぎ瞞まん。

「アンタはバカよ。バカはバカでもせめて、眼めは開けなさい!!　今の自分がしたことを、何をしているのかをキッチリ見て、考えなさい。それすらもやる勇気がないの!?」

「な、何をわかったような……!!　今さら、教師のようなことをっ……！」

「教師よ、アタシは!!　アンタも、グラン・マリアも。アタシにとって……アタシには、次の世代を担う、大事な生徒だった。なのに、なのにっ……!!」

　ここで裏切られたと泣けるほど、カチュアは子供ではない。

　だが、それだけにコントロールされた怒りは強く──ソーニャを激しく打ちすえる。

「……わ、私は、私は……。グラン・マリアに、従うんだ。そうすれば、いい。あとは、何も考えなくていい。えっちなこととか、楽しい事を考えていればいい……」

　震える手で、声で、己に何度も言い聞かせるように。

「あの方は、私の主あるじ……暗くて弱くて愚かなシンデレラを変える魔法使い……。あの方の靴で踊り、あの方の馬車に乗らなければ、私は、汚い灰はい被かぶり……!?」

「アンタがグラン・マリアに従ったのは、アイツに負けたから、だったわよね。その結果父親に見限られて、何もかも失って、手をさしのべたアイツに洗脳された」

「違う……違う、違う!!　好きって言ってくれたもん!!　だから、違うっ!!」

　愛を求める子供のように。

「黙れっ!!　お前は、捕虜だ!!　そこにいろ。動くんじゃないぞ、いいな!!」

「ッ!!」

　これまでにない苛烈な眼めでそう言い放ち、ソーニャ・サガレヴィッチはカチュアの胸を強く平手で打つと、ヒールを音高く鳴らして拷問室を飛び出していく。

　心なしかしょんぼりした背中を見送って、カチュアは……。

「……やっぱり、アタシに教育者なんて無理だったのかしらね。……冬とう真ま」

　悩んでいる教え子ひとり、助けられない。今の会話で確信した、あれはまだ間に合う。

　完全に洗脳されていない。グラン・マリアのえげつない裏の顔すら知っているかどうか。いや、十中八九知らないだろう。たとえ洗脳されても、彼女は秘密を守れないからだ。

「まっすぐで、嘘うそがつけなくて、心が脆もろくて……。ははっ。ほんと、そっくりだわ」

　カチュア・ヴェルミオーネは涙をこぼす。

　それは同情の涙であり、ふがいない自分への痛みであり、そして──。

「アンタは冬真じゃない。ソーニャは昔のアタシじゃない」

　だが、それでも。少なからぬ時間、教育者として生きた心が、叫んでいる。

　人を信じる心を。傷ついた心につけこみ操る、文字通りヘドが出るような邪悪を……！

「絶対に、許さない。……グラン・マリア!!」





　　　　†






「そ、ソーニャ様!!　ようやくお戻りですか、大変です！」

「？　どうした、何かあったか？　暴動でも起きたのなら至急鎮圧を──」

「暴動どころじゃありません!!　市街地に、胞子獣ベノムスダーム？　いやちょっと違うんですけど……とにかく変なバケモノどもがあふれて、今、パニック状態になってます!!」

「はあ!?　待て、落ち着け。要点をまとめて説明しろ!!」

　執務室に入ったとたん、複数の部下に詰め寄られたソーニャは状況を把握する。

　駐屯地司令官であるウッドマン准将の私室を接収、通信機と部隊の指揮管制設備を設置しただけの急ごしらえの部屋だ。だが、そこには今凄すさまじいパニックが起きていた。

　通信機から響く絶望的な情報。あの奇妙な《死の絶叫》、謎の精神波を浴びて少年兵が不気味な胞子獣へと変身し、敵味方関係なく殺さつ戮りくを行っている、という。

「な……!?　馬鹿な!!　あの兵はグラン・マリアの直属だぞ!?」

「間違いありません！　至急救援を乞うとのことです。し、出撃しますか!?」

「ま、待て。状況を把握してからだ。ええと……っ、何だ、これは……!?」

　あまりの被害に言葉も出ない。

　多数の動画や戦闘記録には、緑の眼めを持つ黒い触手の怪物がハッキリと映っている。

　戒厳令下の市街地、無防備な難民キャンプを守ろうと奮戦する下級騎士。

　大人狩りの最中、同行していた少年兵が怪物と化して襲われ、全滅した部隊。市街地を出て居住ユニットを襲撃、隔壁を次々と破壊して家族を惨殺していく怪物の姿……！

「な、何だこいつらは!?　胞子獣ベノムスダーム!?　いやそれにしては生っぽいというか……まるでその、生き物みたいではないか！　こんなもの、教本には載っていないぞ！」

「そうなんです。対処法が誰もわからなくて……どうしますか!?」

「ど、どうと言われても……だな。統括生徒会本部ビルに連絡をとれ！　あそこには他のＳランクを含め、留守番役の天てん上じよう院いんがいる。指揮はあちらに任せるしか……！」

　そこまで言ってから、ソーニャはハッと頬を打たれたように顔を上げる。

「待て。待て待て待て待て！　……確か少年兵は、統括生徒会ビルにも……！」

「……いました、相当の数が。救援信号のあと、通信が途絶……」

「お、陥おちたとでも言うのか!?　ええいっ……状況がわからん、わからんが……！」

　……バンッ!!

　重厚な机を強く叩たたき、ソーニャは強引に周囲の注目を奪う。

　未熟な下級騎士達ばかり。それだけに単純な手法は有効で、一瞬混乱が止まる。

「とにかく現状維持だ。駐屯地に集めた子供と捕虜を守るのが分隊の任務だ。結界式展開、幼年兵にも武器を与えて自衛させろ！　戦闘配備だ、実戦だと言っておけ！」

「ほ、捕虜も守るんですか!?」

「捕虜は普通守るだろうが！　ただでさえ少ない人類だ、無駄に減らすなど……っ!?」

　……ズンッ!!

　指示を遮るような震動。

　仮設の指揮所に用意された端末がけたたましい警報を上げ、画面に監視映像が映る。

　駐屯地を囲む結界と防御壁に、グニョリと何百もの触手が絡みつく。

　その害虫じみた姿に、生理的嫌悪感でソーニャの全身に鳥肌が立つ、が……！

「狂おしく踊れ。《童話舞姫グリム・シンデレラ》!!」

「さ、サガレヴィッチ卿きよう!?」

「お前達は出るな！　バケモノどもは私が迎撃する、捕虜と幼年兵を保護していろ!!」

「……はっ!!」

　清純なる白いドレス型の錬核武装を纏まとい、ソーニャ・サガレヴィッチは出撃する。

　鋭く尖とがったヒールで路上を滑る姿は一流のフィギュア・スケーターのごとく。優雅な姿、まさしく舞い踊るような流麗な動きで障壁を乗り越えながら、彼女はきつく唇を噛かむ。

（なんだ。何が起きている!?　わからん、わからん、わからんっ……!!）

　──カカッ!!

　混乱する想おもいとは裏腹の流麗なジャンプ。クルクルと回転しながら、ソーニャは基地の障壁を軽々と飛び越え、位置エネルギーと遠心力をこめて……！

「わからんが……とりあえず貴様は敵だ、化け物ども!!」

　まさしく生きた一振りの槍やり。

　ピンと伸ばした腿ももから脛すね、爪先までもが一体となって武器となり、壁の向こうで結界を破ろうと侵食を続ける怪物、その一匹の胴体に深々と突き刺さった！

「粉々に引き裂いてやる!!　──《斬靴旋風トウー・サイクロン》！」

　ギュルッ……!!

　超回転。ヒールの刃やいばが嵐となり、怪物の肉をギュルギュルと巻き込みながら粉砕する！

　もしも観衆がその場にいたなら、命の危機すら忘れて拍手を贈るかもしれない。

　激しく舞い踊る殺さつ戮りくの独こ楽ま、優雅なるミンチ・メーカー。ズタズタに黒い触手が千切れ、不気味な色の血がしぶく。だがウネウネと動く軟体は、まるで気にする事もなく……！

「なっ……!?　何だ、こいつは!?」

　突き刺さった足が重く粘り、呑のみ込こまれるような感覚さえ覚えて、ソーニャは叫ぶ。

　回転が鈍り、止まりかける。

　ステージ２程度の胞子獣ベノムスダームなら、この技を出して貫いた時点で粉々だ。

　だが異様な粘性の肉を持つこの怪物は、ソーニャが展開した術式に異様な耐性を持ち、半ばを貫かれながら緑の眼球で彼女を睨にらんだ。

「ひっ……!?　や、やめろおっ!!　放せ!!　放さんか！　……このおっ!!」

　カッ、と少女の姿が眩まぶしく輝き、光の衣が包み込んだ。

　光の属性式、強烈な錬素が放出され、内部から怪物を焼き払う。強烈な除染効果も持つこの攻防一体の術式は、ステージ３までの胞子獣なら苦も無く焼き払うはずだ。

　が……！

「きっ!?　き、効かない!?　嘘うそ、やめっ……ぬるぬる、やだああああああああああっ!!」

　ヌルリと這はい寄る触手が腿に絡み、スカートの奥をめざして滑り込んでいく。

　胞子獣を焼き払うはずの光。だがドス黒い怪物の肉は異様な耐性を持ち、属性式の力をものともしない。錬素が弾はじかれ、防がれるこの感覚は、まるで……！

（錬核武装!?　このバケモノ、まるで……錬核武装を着ているような……!!）

　逸話や文化遺産を触媒とする錬核武装は、他の錬素の影響を受けにくくなる。

　確固たる存在として世界に記録された過去は、壊れない。ただの情報ノイズに過ぎない汚染物質を消し去って除染し、胞子獣ベノムスダームの抵抗すら歴史の重みで封殺できる。

　だが、この怪物は……その存在が歴史に刻まれているかのごとく、魔法騎士の主攻撃である錬素放出、情報を押し潰す情報に極めて強い耐性を持つのだ。

「や、やだああああああああっ!!」

　それはまるで、自ら罠わなに飛び込んだ獲物のように。

　黒い肉に絡めとられ、純白のドレスはずぶずぶと埋うずもれていった。





●儚はかなき抵抗、狙撃手の意地




　その頃、地上・廃都の片隅で──。




「周辺警戒と結界式を怠るな、雪ゆき奈な。……錬核武装が展開できるまでは我慢してくれ」

「はい、お父様。……体が、すごく……重くて。こんなの、初めてです……」

「保有錬素を全消去されながら、数時間で動けるようになった時点で奇跡的だ。胞子獣は俺が片付ける、口元を毛布で覆って、背中にしがみついていてくれ」

「はい。……おんぶ。子供っぽくて……ちょっと、恥ずかしいです」

「そうか？　俺は、懐かしくていいんだがな。……大きくなったな、雪奈」

『終末の雪』が風に舞い、横殴りの地吹雪となって押し寄せる。

　そのただ中、壁の崩れた廃はい墟きよ。かつては大型の公共交通機関が通っていた線路を辿たどり、屋根の落ちた倉庫に潜り込んで、瓦が礫れきに埋もれたハッチを引きずり出す。

　作業の間、裸のままシーツにくるまった雪奈は、冬とう真まの背中におんぶされながら結界式を展開、自分と父親を汚染から守っている。

　パキパキと音をたてながら空気中の汚染物質が凍り、水分と共に凝固して消える。

　氷属性、超低温の結界式をまとった冬真の腕が固く閉じられた扉にかかる。
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「くっ……！」

　錆さびが擦こすれる嫌な音を立てながら、地下リニア網整備拠点に繋つながるハッチが軋きしむ。

　ゆっくりと重い口を開くと、気圧の差で生じた風が髪をそよがせる。垂直に伸びた穴、コの字型の足場が脊椎のように長く伸びたそれに身を沈め、蓋を──。

「雪ゆき奈な。扉を凍結できるか？　開けっ放しにして中に汚染物質が入るのはまずい」

「へいき……です。それくらい、なら……えいっ」

　眠そうにしょぼつく眼めをこすり、冬とう真まの背中から手を伸ばす。

　白い指が触れたとたん、鉄扉は瞬間的に凍結し、汚染物質の侵入が止まった。

「よし。……このまま降りるぞ。ん？　着信……？」

　軽く術式を編んで光を放ち、周囲を照らしながら降りようとした、その時だ。

　魔法騎器デバイスが着信を受け、微細な震動を届けてくる。微かすかな驚きと共にそれを受けると、思いがけない人物の声がした。

『よう、冬真。ようやっと繋がったぜ──どうだそっちは、生きてっか？』

「ロンメル先輩。この秘匿回線が繋がったということは……拠点へ脱出を？」

『相変らず話が早くて助かるな、お前相手は。最深ボトムと中核ミドルの中間層、秘匿拠点から回線を伸ばして復旧した。んで今は移動中だ、ちょっと対処が必要なんでな』

　魔法騎器からわずかに足音が聞こえてくる。

『しばらくガキどもに軟禁されてたが、無事脱出できた。カチュアはまだ捕まってるが、あんまりヤバい真ま似ねはされてない』

「だいじょーぶ……だと、思います。その、大事にするように……『お願い』したので」

　眠そうに緩んだ声で言う雪ゆき奈な。それが聞こえたのか、若干の沈黙の後返事が届く。

『あー。だから妙に待遇緩かったのかね？　カチュアの奴やつは例の変態メイドに捕まってるからチョイと貞操ヤバいかもしれねーけど、まあ幸せの形は人それぞれなんで……』

「……先輩。緊急事態なら、率直に伝えて頂けると助かります」

　雑談のような話を遮るような冬とう真まの言葉に、ロンメルはわずかに沈黙した。

『……ヒトがせっかくリラックスしようとしてんのに、空気読まねーな、お前は』

「先輩がその手のヨタ話を始める時は、たいてい事態が危うい時ですから。それに彼女、サガレヴィッチ卿きようはセクハラや盗撮は好みますが、一線を越える度胸はありません」

　筆頭執事として働いている間、メイドの彼女とは会話も多かったので知っている。

　妙なところで人がいい。彼女の好色ぶりはガチながら、ある種の現実逃避でもある、と冬真は理解しており、それだけに彼女のもとならカチュアの無事はある程度確信できた。

『よくわかってんなあオイ。もうちょっと心配してやらんとカチュアも泣くぞ？』

「もちろん、メンタルケアには協力します。それで、現状は？」

『最悪だな。シンプルに説明すると、戒厳令、中核ミドル侵攻。で、《マザーコア》が落ちた』

「え……!?」

　最初に驚きの声を上げたのは、冬真ではなく雪奈だった。

「それ……聞いて、ません。私が、お父様を……説得している間、グラン・マリアは……。最深区画ロータス・ボトムを統一して、政治的に圧力をかけて……独立の、承認を……！」

「本来の戦略はそうだったのか。あるいは、最初から……？」

『俺の勘でいいんなら、ハナッからそのつもりだろうぜ。雪奈ちゃんが冬真に勝ってりゃ、方針を変えたかもしれねーけどな。ただ、ヤツの狙いは最初から《マザーコア》だ』

「言い切れますか？」

『言い切れる。あの女は二重、三重に手を打って、事態がどう回ろうが最終的な目的だけは絶対外さないタイプだ。蛇みてえにしつけー、クッソ重い女だよ、ありゃ』

　ため息じみた言葉に真剣さがこもる。

　ポーカーで高い手で勝った時のような声音に、冬真は縦穴を降りながら眉をひそめた。

「《マザーコア》の実体は、我々にも開示されていません。凰おう花かの全域に錬素を供給する巨大錬素炉であり、テロ対策の観点から所在は秘匿されていますが──」

『例のステージ５は世論の扇動と、《マザーコア》の炙あぶり出しも兼ねてやがった……と。詳しい情報はレポートにまとめてある。送ったから見といてくれや』

「了解。……雪奈。驚かないでくれ」

「はい……ひゃっ」

　言うなり、冬とう真まは足場を蹴って宙に跳ぶ。当然、巨大な縦穴を落下するが──。

　ふわり、と父娘おやこにかかる重力は浮遊式により遮断され、制御された速度で落ちていく。そのまま冬真は魔法騎器デバイスを取り、パネルに指を滑らせて内容を確認した。

「──ステージ５《絶ぜつ貝かい》を世論扇動、クーデターの名分作り、さらには《マザーコア》捜索にまで使った……ということですか。それで、対策は？」

『打った。が、無駄だった。地底空くう挺ていが突入してだいたい三分後、部隊は全滅。ついでに《マザーコア》とおぼしき偽装されたハッチがあった場所から、とんでもねえ濃度の汚染が検出、強烈な精神波が放射されて、最深区画ロータス・ボトムを中心に『怪物』が出やがった』

「怪物……ですか？」

『ああ。最深区画の生きてる監視装置から得た情報だが、錬素耐性を持つ、胞子獣ベノムスダームと錬核武装のいいとこ取りしたみてえなクソ厄介なヤツだ。強度はステージ２から、３』

「前線エンド部隊ならともかく……文民や退役兵では、まず太刀打ちできませんね」

『学生でもそうとうキツい。怪物どもは《ヘヴンリー・ロウズ》もその他大勢も区別せず、片っ端から襲ってやがる。迅速に大兵力を投入しねえと鎮圧は無理だ』

「すぐ向かいます。他に報告は？」

『ある。特大にヤバい知らせがな。……ここまでひでえといっそ笑えるぜ？』

　言葉とは裏腹に、冷や汗がにじむような声でロンメルが囁ささやく。

『《マザーコア》にあの女が入って数分後。錬素ネットワークが丸ごと停止した』

「旧時代で言うなら、発電施設と情報ネットワークがすべて止まったのと同じ……！」

『ああ。あと六時間は非常供給システムが備蓄を回して自動対処するだろう。が、それを越えちまったら、凰おう花か全域の空気、水、光、あらゆる生活基盤が止まっちまう』

　錬素ネットワークによる動力の供給、そして演算支援が失われた今、小は一般家庭から大は軍の駐屯地まで、その生活を管理し支援する人工精霊、『家宰バトラー』も動かなくなる。

　そうなってしまえば、訪れるのは真なる闇だ。

　地上ならば星降る夜も、地底世界にはありえない。わずかな光もなく、空気は濁って、訓練を受けた騎士はともかく、魔法の使えない文民階級は、遠からず全滅するだろう。

『人類は、あと六時間で絶滅するのさ。たったひとりの女の手によって、な』

「…………！」

　陰謀に加担した罪悪感からだろう。雪ゆき奈なは言葉を失い、ぎゅっと父の首にすがりつく。

　そんな娘の温ぬくもりを感じながら、冬真は気がかりな事を質問した。

「先輩。他の部隊メンバーと連絡は？　それとアレイナ嬢、黒くろ子この安否は」

『悪い、どっちも未確認だ。都市監視システムから逃げて動く程度の小技は誰でもやるし、秘匿回線が復旧した今なら連絡は可能だが……悪いが、こっちは手が離せねえ』

「……出撃するつもりですか。先輩」

『悪いな。するつもり、じゃねえ。してるんだよ、もうな。──あの女の潜んでるらしい、汚染物質の吹き出るバカでかいハッチがもうすぐそこにある』

　端末の画面に映る画像。現場を写真に撮り、そのデータを送信してきたのだろう。

　火山めいた勢いで汚染を撒まき散らすハッチ。ぽっかりと口を開けた巨大なシャフトに、不敵な笑みのロンメルが、ウィンクしながら映っていて。

「先輩。……死ぬ気ですか？」

『覚悟はできてる。けど、その気はねーよ。まだ俺は熟女の神秘を探求しきれてねーし、カチュアの微妙にキビしいウェディング・ドレスを笑ってやるまで死ねねぇよ……っと』

　が、と短く言葉を切って。

『いざって時チップにできねえほど、甘くねえよ。──突入する。お前が来るまでの間、絶対に時間は稼いでやる。あの女の心臓に弾丸をブチ込んでな。一旦切るぞ？』

「了解。……急行します」

　通信の切れた端末を軍服にしまう。その瞬間、浮遊式の落下速度が一気に上がった。

「──……！」

　ほぼスカイ・ダイビングじみた自由落下。

　風を切る耳元、しがみついた雪ゆき奈なは、冬とう真まの温ぬくもりと逞たくましい筋肉と骨に触れながら──彼が強く奥歯を噛かみしめる、ギリリという音を聞いた気がした。

「すまない。負担をかけるが……急ぐぞ、雪奈」

「はい。……大丈夫、です。お父様……！」




　人類最強と絶対無敵が地下リニア網に到達するまでおよそ三分。

　それから線路を最高速で疾走、現場到着まで数時間。

　絶滅のタイムリミットが大きく迫る中、人々は必死の抵抗を続けていた。





　　　　†






　同時刻、最深区画ロータス・ボトム、軍駐屯地。




「ふっぎゅうううううぅぅううぅぅ……!!　むぐうぅっ、ひいっ……ふえぇえぇ……!!」

「泣いてんじゃないわよ、ほんっと攻められると弱いわね、アンタ!!」

「ふぎゅっ!?」

　黒い触手と緑の眼めを持つ怪物、《シアエガの仔スポーン》の触手に絡まれ、全身を嬲なぶられつつ喰くわれかけていたソーニャ・サガレヴィッチを、力強い手が引っ張り上げる！

「げぽっ……ぺっ、ぺっ!!　が、学園長……!?　ほ、捕虜がどうしてここに！」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ!!　無事？　無事なら……戦いなさい!!」

　拷問の痕もそのままに、素肌にカーテンをまとっただけのカチュア・ヴェルミオーネ。

「《硬質化》《筋力倍増》《紅ぐ蓮れん脚》《電光石火》……!!」

「な!?　ま、魔法騎器デバイスの補助なしで……多重詠唱!?」

　布地を引き裂いて作った強引なスリットからのぞく美しい太ふと腿もも、そこに強い錬素が凝こごる。

　しなやかさを保ちつつ、筋肉を鋼と化す《硬質化》と文字通りの《筋力倍増》。打撃に炎の属性を付与する《紅蓮脚》に、神経速度を超高速化する《電光石火》……！

「《紅蓮三連脚》ッ!!」

　ガガッ!!

　上段、中段、下段、連続した素足の蹴りが、重さ一トン近い黒い肉塊を蹴り飛ばす！

　焔ほのおをまとった脛すねで触手を薙なぎ、巻きこむような一撃が緑の眼めを叩たたき潰し、地面と繋つながる足を叩き切るように払うと、コォッ……！　と鋭い呼気を放ちながら。

「……破ッ!!」

　怒ど涛とうの踏ふみ込み、震脚と共に繋がる一連の突き──東洋系魔法騎士に継承されし秘奥。

　かつてカチュアが終生のライバルたる、絶対無敵の男に喰くらって倒された思い出の技。

　百年、千年と時代と共に進化を続けた末、その一連の動き──套とう路ろが言語を使わぬ魔法、術式の領域にまで高められた体術技を受け、怪物は粉々に砕け散った。
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　ジュッ……と音をたてて蒸発していく屍しかばねを見上げ、ぽかんとソーニャは口を開ける。

「も、《猛もう虎こ硬こう爬は山ざん》……!!　剣術系だと思っていたが、体術技まで使えるのか!?」

「当然でしょ。戦場で武器を選ぶなんてヌルいこと、言ってらんないわよ！」

　ふん、と息荒く、カチュアは細くくびれた腰に両手をやる。

　腰が抜けているソーニャをじろりと見おろす、その眼めに宿る焔ほのおの強さときたら……！

「はうっ……!?」

「何赤くなってんの。いい？　ああいう錬素耐性持ちの胞子獣ベノムスダームってのは、ステージ４～５だとたまにいるのよ。そういう場合、とにかく物理を強化してブッ飛ばすのが最適解」

　それはカチュアの長い戦歴の中でも、苦い記憶。

（胞子獣化した高位の魔法騎士、その錬核武装がそのまま取り込まれた場合……）

　今回出現した怪物どものように、強い錬素耐性を持つ場合がある。

　その場合、火球だの気弾だのといった放出系では効果が薄く、解決法は今示した通り。

「最初の技、あれは悪くなかったわ。カウンター系の固有絶技ロイヤルアーツ、あったわよね？　出し惜しみしないで、アレ使いなさい。一番破られそうな正門周り、任せるわよ」

「さ、指図するな!!　そ、それに……貴様、どうしてここにいるのだ！」

「アンタの部下が解放してくれたのよ。緊急事態だから避難しろって拘束を解いてくれたから、あとは強引に振り切って出て来たわ。アンタの指示でしょ？」

「……た、確かに守れとは言ったが。気が利くと言えばいいのか、それとも……」

「ぐだぐだ言わないの。とっとと歩きなさい、残りはアタシが潰してくるわ」

「は？　ま、待て待て！　錬核武装もなし、裸で何匹相手にする気だ!?」

「全部よ。決まってんでしょ？」

　──この女、おかしい。

　ソーニャにはそうとしか言いようがない。

　大人びたスーツ姿で地味な仕事を続ける退役将校。

　名ばかりの雑魚と思っていた人物が、こんなケタ外れの実力者などと予想もつかず。

　それどころか、敵であるソーニャを救いながら……恩に着せるところか、逃げようともせず、うねうねとうねる化け物どもの大群を、すべて倒すと言っているのだ。

「わ、私達は敵同士だぞ!!　敵を守るために、全裸で戦う……!?　おかしいだろう！」

「おかしくないわよ。アンタは、裏切ったけどアタシの生徒。で」

　親指を立て、振り返ることなく、カチュアは背後の駐屯地、その建物を示す。

「あそこには、アンタ達が連れてきた幼年学校の生徒や、子供達がギッシリ詰まってる。洗脳式を喰くらって敵味方に分かれたって、命の価値に変わりはないのよ」

「………っ」

「この世界にね、人類はたった一千万人しかいない。それもどんどん減っていって、もう絶滅寸前のありさまだわ。それなのに内うち輪わ揉もめ、バカげたクーデター……！」

　余りの愚かさに、神が人類に絶望しても責められまい。

《名無しネームレス》として働いた汚れ仕事の数々で、嫌と言うほどカチュアはそう思い知った。

「けど、アタシは絶望なんかしない。──たったひとりでも、清いものがあるのなら」

　胸の奥に輝く、宝石のような思い出。美しいものがある。人類を見捨てず、その巨大な力を私利私欲のためになどまったく使わず、理性の鎖で自分を縛る、不器用なバカ。

「そいつを守るために、戦うわ。この命、尽きるまで……!!」

「──固有絶技ロイヤルアーツ。《報復舞踏リベンジプリマ》!!」

　カチュアが戦意を新たにした瞬間、跳躍したソーニャが術式を発動する。

　それは自己再生の回復式と、攻撃という『因果』をトリガーとする絶対反撃技。

　だが、同時に詠唱された第二の術式が、思いがけない効果を生んだ。

「追加詠唱……《戦意挑発》《範囲誘発》!!」

　それは周辺の知性なきもの、胞子獣ベノムスダームに対して作用する軽度の精神操作。

　部隊の盾たる武傑ブレイド位階が唯一学ぶ精神系。それは近場でうねっていた触手と──そして道路の舗装を割り、地中を進んでカチュアの足に絡もうとしていた怪物を動かす！

　……ギュルッ!!

　タコの足に似た質感の触手が、次々とソーニャを鞭むち打うとうとしなる。

　だが肉潰れ、骨砕く打撃を受け、いなし……靴から伸びた刃やいばが、逆に敵を寸断する！

　ビシャッ……!!

「借りは、返したぞ。──それから、これもだ」

　水の入った袋を潰したような音をたて、二匹の怪物が動きを止める。

　残骸をヒールで踏ふみ躙にじりつつ、ソーニャは持ったままだった触媒の聖剣と魔法騎器デバイスをカチュアに放る。彼女はそれを空中で受け止め、クスッと笑い。

「余計なお世話。……触った瞬間、ひっこ抜いて叩たたき潰してやったわよ」

「だろうな。私は……グラン・マリアに忠誠を誓った身だ。裏切りはしない、が……！」

　人類のために。守るべき命の、仲間のために！

「この場を守り、仲間を救うという点で、協力はできる。指示を……頼む！」

「生あい憎にくね。指揮担当は、私じゃないわ。そろそろだと思うわよ？」

　笑みを含んだ言葉。カチュアのそれが消えぬ間に、駐屯地を囲む壁に変化が生じた。

　ゴッ……!!　と音をたて、強固な隔壁がせり上がる。

　地属性、金属の防壁を生み出す錬金術に近しい野戦築城式。さらに緊急警報が響き渡り、最深区画ロータス・ボトム全域に、念話と音声による通達が始まる。

『こちら、駐屯軍司令官ウッドマン准将だ!!　……いや、現時点で階級がどうなってるか知らんからして、退任させられておっても仕方がないが。今はどうでもいい!!』

　通信式に流れる切実な声。慌てふためき、威厳はなく、恰かつ好こうよくはないけれど。

『私に従えとは言わん！　投降しろ、とは言わん！　クーデター派も、そうでない者も、今現在起きている事態を把握せよ！　今、最深区画ロータス・ボトム全域で、謎の胞子獣ベノムスダームが出現している。強度はステージ１から２、雑魚だが強烈な錬素耐性を持っておる!!』

『対処法は物理だ！　直接攻撃の可能な武傑ブレイドを前衛とし、放出系は使わず物理で押せい！　防戦のためのあらゆる行為、戦闘、破壊を許可する！　生き残れ！　頼む！』




『ひとりでもいい！　子供を守れ！　我々の、人類の……未来を……守るのだ!!』




　泣きそうな声だった。怒りを押し殺してもいた。

　暴走した子供たちに襲われた大人がいた。子供に囚とらわれていた大人がいた。

　家族をさらわれ、不当に逮捕された大人がいた。他ならぬ准将自身にも強い不満がある。

　解放された後、慌てふためき指揮どころかまともに動けない子供達を一喝し、駐屯地の奥で自ら武器とマイクをとりながら、男は複雑な想おもいをそのままにぶつけた。

『内戦だのクーデターだの、そんな贅ぜい沢たくは生き延びてからやれ!!　このワシでよければ、いくらでも話は聞いてやる。兵は武器をとれ！　文民は避難せよ！　魔法学園生徒は訓練通り、手近な退役兵の指示を受けて動け！　臨時に部隊を編制、行動せよ!!』

「……なんと見事な先送りだ。いっそ清すが々すがしく感じる」

「そうね。でも……嫌いじゃないわ。アンタだって、やらかしたばっかりでしょ？」

「ああ。……違いない。そうか……そう、だな!!」

　無様だが的確な指示。ソーニャの魔法騎器デバイスには自動収集された情報が集まっている。

　現状を把握した退役兵が、拘束されていた大人たちが釈放され、魔法騎士候補生に戦訓から来る指示を与えている。自分をいたぶっていた子供を、魔法も使えぬ文民の母が抱え上げ、必死の思いで逃げていく。老人が武器をとり、玉砕同然の攻撃で血路を拓ひらく。

　絶望にまみれた希望のような情報が届く中、ソーニャ・サガレヴィッチは防壁の向こう、うねる触手の群れを睨にらむ。粘液を曳ひきながら次々と乗り越えてくる怪物ども……！

「ここは、通さん!!　これだけは……絶対に、正しい!!」

　迷いはない。グラン・マリアの言葉も、クーデターの是非も今はいい。

　ただ弱い仲間を守る、人類のために戦う。魔法騎士本来の役目を果たす──。

　その想いが、彷徨さまよい続けたシンデレラに、迷いなく跳べる靴を与えたのだ。




「やればできるじゃない。……セクハラで訴えるのは、後にしとくわ！」

　奮戦する彼女を一いち瞥べつしてから、カチュア・ヴェルミオーネは笑む。

　戦況は絶対的に不利。なぜこんな事態が起きたのか、まったく把握できず、指示もない。

　が……臆病者の上官が言う通り、やるべき事だけは明らかだ。

「咆ほう哮こうせよ、《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》ッ!!」

　触媒の剣と魔法騎器デバイスが重なり、引き裂かれたカーテンがはためく。

　美しい裸身が紅ぐ蓮れんの中に浮かび上がり、彼女の闘志を示すかのような深い紅のスーツとなって全身を覆い──波打つ刃やいばの両手剣、フランベルジュを担いで顕現した。

「叩たたき潰してやるわ。制空権ってモノの大切さ……教えてあげる!!」

　足元に出現した竜を思わせる飛行盤に力をこめると、灼しやく髪はつをなびかせて女騎士が翔とぶ。紅蓮の竜を従え、竜殺しの聖人の逸話を継ぐ剣にありったけの力をこめて。

「まとめて……刈り取ってやるわ!!」

　──シュカッ!!

　煙たなびく最深区画ロータス・ボトムの曇天を咆哮が引き裂き、綺き麗れいなアーチを描いて突撃し……！

　怪物のただ中を炎の剣で蹂じゆう躙りんし、数十体を一度に仕留めてゆく！

（イケる！　……やっぱり、大したことないわ。こいつら！）

　ランクＡ相当の魔法騎士なら苦も無く倒せる相手。錬素耐性というトリックのタネさえ割れてしまえば、それこそ学生でも優秀な者なら遅れはとるまい。

　ほぼ戦闘訓練を受けていない者ばかりだった昔とは違うのだ。

　兵役不適格とされた文民でさえ、非常時の立ち回りや自衛武器の取り扱い、戦時協力の有効性は教育されている。統制さえ取り戻せれば撃退は可能だろう。

「秘匿回線起動。《名無しネームレス》全構成員へ非常通信。──『何がどうなってんのよ!?』」

　ダメ元とばかりに飛ひ翔しよう、急降下斬撃で敵を刻みながら連絡を送る。だが、意外にも──。

『カチュアか？　こちら白しろ銀がね。現在、人類再生機構に帰還中。雪ゆき奈なも無事だ』

「えっ!?　よかった……!!　無事だったの!?　状況、どうなってる!?」

『現在、こちらは地下リニア線路を走行中だ。現場到着にはあと二時間はかかる』

　わずかに間を置いて、魔法騎器から届いた内容を聞き、カチュアは耳を疑った。

『グラン・マリアがＳランク四騎を率い中核ミドル区域に侵攻、多量の汚染物質と胞子獣ベノムスダームをバラ撒まいた後《マザーコア》を占拠した。現在錬素ネットワークが停止、システムは非常備蓄を食いつぶす形で稼働しているが、あと五時間強でそれも尽きる見込みだ』

「っっっ……!!　あ、あのテロ女!!　マジで人類滅ぼすつもり!?」

『それは間違いない。現在、ロンメル先輩が足止めのため《マザーコア》に突入、交戦中らしいが通信が途絶えており現況は不明だ。そちらは脱出できたのか？』

「ええ。よくわかんないけど最深区画に妙な胞子獣が大量発生！　そのドサクサに脱出、今現在鎮圧中よ。現場は中核ね、こっちを大急ぎで片付けて、すぐ行くわ！」

『待て、カチュア。現場は放置できる状態なのか。お前の機動力なら俺の到着よりは早く中核ミドルへ到着できると思うが、最深区画ロータス・ボトムの学生や児童でそちらは対処できるのか？』

「ウッドマン准将が放送して、少しは統制が取れた動きができてるわ。相手は錬素耐性とキモい見た目だけが取り柄の雑魚ばっかりだし、数さえ減らせば……！」

『……准将がか。土壇場に強いな、あの人は……了解した。ん？　どうした、雪ゆき奈な』

『あの……カチュア、おばさま。……ごめんなさい。雪奈は……』

　深い悔恨を感じさせる声に、クスリとカチュアは微笑ほほえんで。

「バカ。……あとでうんと叱ってあげるわ、覚悟してなさい！　どうせそこの親バカは、ロクに責めもしなかったんでしょうし。……死ぬんじゃないわよ！」

『……はい！』

　わずかでも覇気を取り戻したらしき雪奈の言葉。

　これなら、戦える。冬とう真まがいる、雪奈がいる。人類最強と絶対無敵の父娘おやこさえいれば、たとえステージ５級の化け物を繰り出してきたとしても、勝てないはずがない！

「よし。そうと決まればっ……!!　思いっきり敵を減らしてから行くしかないわね!!」

　可愛かわいい生徒達の安全のために。最低限、残った戦力で掃討できるまで……！

「──やらせやしないわよ、アタシの生徒を!!」

　ゴオッ……!!

　焔ほのおの竜を象かたどった飛行盤が疾駆する。本来なら高空からの爆撃によって撃破する所だが、錬素耐性を持つ相手には効果が薄い。急降下からの斬撃を繰り返すしか……！

「《超血加速ハイブラツド・アクセル》が使えればもうちょっと打つ手があるのに……！　アンプルを持ち出せるはずもないし、しかたないけどっ……このおっ!!」

　それはまさに無双、大空を舞う断頭台。飛行盤が降りるたび、数体の怪物が両断される。順調にその数を減らし、駐屯地付近の個体がほぼ姿を消すと……！

　──ッ……キャァァァアアアァァァァ……!!

「っ!?　悲鳴……？」

　どこから声を出しているのか。一気に仲間を減らされたためか、緑の眼めが光る。

　触手をピンと立てて身体からだを持ち上げ、超高速で震えて叫びをあげる。

　それは悲鳴──それも女の悲鳴にそっくりな、ひどく耳障りな絶叫だった。

「何のつもりか知らないけど……泣いたからって、止やめやしないわよ!?」

　十数回めの急降下突撃。駐屯地の真ん中に立つ巨大な石柱、『空』を突きぬけて大空洞を貫く柱を背負い、天井ギリギリまで上昇したカチュアは、敵集団に狙いを定めた。

「商業地区、大通り──敵集団、およそ二百。ふぅん……上等じゃない。まとめて全部叩たたき切ってやるわ。そこ、動くんじゃないわよ!!」

　ルビーの輝きを放つ灼しやく髪はつがふわりと広がり、大剣が激しく燃え盛る。

　高度、速度、どちらもこの閉鎖空間の限界。

　極限まで拡大された視覚が、空から獲物を捉える猛もう禽きんのごとく敵を睨にらむ。

　真下の駐屯地では建物を要塞代わりにウッドマン准将が子供達を掌握、臨時の守備隊となって基地に突入した敵に弾幕を張って寄せつけない。

　さらにソーニャ・サガレヴィッチ、武傑ブレイド寄りの光聖クレリツクである彼女は戦闘継続能力が高く、疲れを見せることなく多勢を足止めし、カウンターで返り討ちにしていた。

　これならば、駐屯地から敵が一掃されるのは時間の問題。最後に敵集団を片付ければ、中核ミドルへ──冬とう真まを援護し、セリカの仇かたきを、グラン・マリアを討てる！

「待ってて……！　今、行くわ。冬真!!　雪ゆき奈なちゃん!!　《三重……っ!?」

　詠唱が途中で途切れた。《三重加速》からの突撃式《突剣迅雷》。

　ヴェルミオーネの家伝、代名詞とも言える必殺攻撃が実行される前に抑えられ……。

「なっ……!?　何よ、これ……!?」

　それは天井に張り巡らされたケーブル。石柱──錬素ネットワークの設営に使われた、と聞いたことがあるそこから、最深区画ロータス・ボトムの全域に植物の根のごとく伸びたもの。

　ガキッ!!　ボキッ……!!

「嘘うそ、でしょ……!?　どうなってんのよ!?　どうやってケーブルを操って……!?」

　それがことごとく固定用のビスを弾はじき飛ばし、まるで生き物のように蠢うごめいている。

　しかもそれが飛行盤、竜を模した後ろ足に絡みついており──じくっと染み込むような冷たい妖気、それを感じたとたん術式構成が霧消し、どうやっても編めないのだ！

「《対抗術式》!?　触れただけで……!?　このっ!!」

　苦く悶もんする飛行盤を駆け登り、竜を拘束する厄介なモノを切り払おうとする。

　が、近づいた時……カチュアは、ケーブルから伝わる異様な震動に気づいた。

　それは飛行盤を通じて彼女の肌を震動させ、肉に伝わり、骨と鼓膜を揺らして音となる。

　──……キャアアアアアァアアァァアアァァァァッ!!

「これ……あいつと、同じ!?　っ……頭が、頭がっ……!!　くあああああっ!!」

　彼女は知らない。斬殺された《シアエガの仔スポーン》、その悲鳴がそれを招いたのだと。

　最深ボトムと中核の狭間はざまに眠る彼らの母。石柱を通じて最深区画に根を伸ばす《マザーコア》、それが子らを傷つけるカチュアを殺さんと伸ばした罠わな──それにかかったのだ、と！

　超震動を媒介とした意識撹かく乱らん。雑音で脳が揺れ、術式が編めない。強引に保有錬素のみを剣に集め、飛行盤を縛るケーブルを切断しようと、カチュアは動く。

「こんなものっ!!　術式なしでも、真っ二つに……！」

『そうは、いきませんよ。学園長……♪　私の子供たちを傷つけるのは、止やめなさい』

「ッ!?」

　その声は忘れもしない、彼女……人類の反逆者、グラン・マリア！

　超震動と共に伝わるそれに驚き、生じた一瞬の隙。

　それを触手と化したケーブルは見逃さず、カチュアの肌を滑るように巻きついて、その手足を縛り上げる。骨が軋きしみ、肉に喰くい込み、何よりも……！

「嫌っ……!!　アタシの中に、入ってくるなっ!!　アンタ、どうやってこんな……!?」

『ふふふ。侵食性、感染性を持つ錬素などありふれているではありませんか？　その性質を結界式に応用し、触れた相手の錬素ネットワークに強制侵入しているだけ……』

「接触型の……結界っ……!?」

　それはまさに死の結界式。地上に溢あふれる汚染物質、あらゆる生物を侵し胞子獣ベノムスダームと化す、破綻情報をウィルスとして応用した──《侵食結界》！

「聞こえたわね、冬とう真ま!!　こいつに触っちゃダメ!!　あんたなら平気かもしれない、けどリスクは冒せない……！　お願いよ。アタシを、絶対……絶対!!」

　叫びながら、カチュアは辛うじて動く手で魔法騎器デバイスを操作する。

　ビキビキと音を立てて錬核武装に血管じみた不気味な脈が浮かび、肉の奥へ食い込むのがわかる。もはや手足は痺しびれ、自分の錬素すら操作できず、術式も編めない。

　自分が自分のものではなくなる感覚。壊れかけた感覚の中、カチュアは今自分が受けている攻撃、その情報を転送し、冬真の返事が届くより早く──。




「助けになんか、来るんじゃないわよ」




　精一杯の強がりと共に、微笑ほほえんで。




「人類を、雪ゆき奈なちゃんを──お願いね。とう……ま──……！」




　ギュルッ……!!

　無数のケーブル、グラン・マリアの腕に抱かれるように、囚とらわれた。





　　　　†






　カカカカッ……!!




　短く規則正しい靴音と共に、影が走る。

　地下リニア網は停止し、交通を阻害する恐れはない。

　影──白しろ銀がね冬真は娘を背負ったまま、狭いレールを寸分違たがわず捉えて駆ける。

　時速およそ90キロ、《加速》術式を維持し、体力を温存できる最大速度を保ちながら、途切れたカチュアとの通話、その最後の言葉を反はん芻すうするように歯を食いしばる。

「……カチュア……！」

「お父様。おばさまは……」

「わからない。撃破された、そう見るべきだが……生存信号は出ている」

　魔法騎器デバイスの通信は切れたものの、秘匿回線を通じてその存在は確認できた。

　持ち主との接続は維持されており、まだ生きている。ふたたび囚とらわれたか、あるいは。

（撃破されて、連絡もできない状態なのか。……どちらにせよ）

　急いで決着をつけなければならない。駆ける足に力がこもる。決意を改めた、その時だ。

　──バツン、と何かが切れる音。

　進行方向から順に照明が消えていき、一瞬にしてトンネルは完全な闇に閉ざされた。

（錬素ネットワークが停止した。……思った以上に、早い！）

　それが意味するのは、即すなわちグラン・マリアによる《マザーコア》の完全掌握。

「お父様、照明が消えてしまいました。これは……」

「グラン・マリアの仕業だろう。秘匿回線が切れるのも時間の問題だが……間に合った」

「！」

　いくぶん錬素も回復したのだろう。顔色が良くなり、言葉にも力が戻ってきた雪ゆき奈なが、冬とう真まの言葉に顔を上げる。簡易な術式を編み、視覚を切り替え──。

「錬素探査に切り替える。意識を集中しろ、簡単だが脳への負担はそれなりに重いぞ」

「……はい」

　視覚は人間が最重視する感覚だ。高度な映像処理に常人は脳の容量の大半を使うと言う。

　常人を超えた存在、魔法騎士にとってもそれは同じだ。特に本来人類に存在しない感覚、錬素の放射によって視みる《完全暗視》は、古いにしえのコンピュータ処理に近い映像をもたらす。

　術式を編み、一瞬目を閉じて──開く。

　すると闇が拓ひらかれ、緑のワイヤーじみた線でシンプルに世界が映る。

　ワイヤフレーム、黎れい明めい期きのＣＧで表現された簡素な映像のように、地下リニア網を抜けターミナル駅に到着し、冬真と雪奈はトンネルの出口から前線エンド区画を俯ふ瞰かんする。




『何がどうなってる!?　状況不明、状況不明!!』

『中核ミドルで戦闘らしい!!　クーデター側がＳランクを投入、評議会が陥落寸前!!』

『部隊はまだ到着できないのかよ!?　何してるんだ、司令部は……ぐえっ!?』

『この状況で上層部を批判するクズは他にいるか!?　いるなら出ろ、ブチ殺してやる!!』

『お、落ち着いてください、将校殿！　皆、混乱しているだけで……!!』




　本来ならネットワークの補佐を受け、凰おう花か内部のどこにでも通話可能な通信式。

　だが、回線が断たれた今個々人が自前の錬素を発し、限られた範囲にのみ届けている。

（前線エンドの混乱は予想以上だな……。ある意味、好都合だ）

　対胞子獣ベノムスダームの作戦指揮を執る前線司令部は、人類再生機構の軍事を司つかさどる要である。

　だが──かつて起きた人類間の内戦、戦乱の教訓から、軍部はその作戦を最高決定機関である評議会に諮り、承認を受けて行使する。

　意思決定こそ遅くなるが、かつてのように軍を知らない政治家に的外れな命令をされるようなことは起こりえない。なぜなら、評議会議員の選出条件として相応の軍歴が必要だからだ。

（が、それが今は弊害になっている。前線が健在なまま、評議会が陥おちるなど……）

　まず、対胞子獣戦ではありえないことだ。内乱、クーデターを想定した対テロ対策などは不十分なまま、その隙を突かれた形になっている。

「……予想はしていたが、想定以上か」

　混乱は、通常回線が復帰した瞬間雪崩込む、《名無しネームレス》宛ての救援要請から察した。

「先の《極震災》で最も地表に近い前線は大きな被害を受けている。将校も負傷者が多く、即応可能なのは地底空くう挺ていくらい──それも投入済みで連絡はなし、か」

　ほぼ壊滅したと見るべきだろう。残るのは前線防衛を担う部隊だが、中央エレベータの復旧を待たなければ大人数を輸送できず、錬素ネットワークが完全停止した今……！

（まず、期待できないか。……エレベータだけでも動かせれば事態の収拾は可能か？）

　少なくとも前線で足止めを食っている部隊を中核ミドル、最深区画ロータス・ボトムへ動かせれば、反乱鎮圧と胞子獣撃退は可能だろう。すべて冬とう真まのみで解決できない以上、これは必須だ。

　暗闇の中、怒声の響く街を冬真は駆ける。辻つじ辻つじに立つ魔法騎士、出動したくとも命令を受けることもできず、移動手段もない彼らの焦りが、ピリピリと伝わってくるようだ。

「……お父様。あの人達は……動けない、のでしょうか？」

「ああ。上の命令が無い限り、な」

「ウッドマン准将は……捕虜だったのに、すぐに命令を出しました。あの人のような……責任を取ってくれるえらい人は、いない……？」

「難しいだろうな。准将は魔法騎士としては有能ではない。誤解されやすい性格でコミュニケーションに難があり、神経質な臆病者だ。が、それを補って余りある長所がある」

　たとえ、それが自身の進退──処分され、身分や階級を捨てる結果になろうとも。

「彼は決断し、命令し、指示を与えてくれる。その点において、非常に価値が高い人物だ。少なくとも最近の動乱を通じて、俺は准将を高く評価している」

「……命令は、大切なのですね。でも、お父様が……あの人のように……命令できれば、もっと世の中をよくすることが、できるのではないのですか？」

「対人コミュニケーションに難があるのは俺も同じだ。それに」

「……それ、に？」

「『兵器』に命令されたがる人間はいない。俺もお前も超越者だ。人類の基本スペックを大きく外れた存在は、社会に服従するか……あるいは破壊し、支配するしかない」

　冬とう真まは、前者を選び。

「グラン・マリアは後者を選んだ。お前もそれに、一度は同意した。服従は忍耐を必要とする。が、破壊と支配にはそれがないからだ。……責めるつもりはないが」

「いえ……わかります。あの人は……グラン・マリアは……優しかった、です。けど」

　道を誤り、そして大勢を誤らせたのだ。

「……あの人とは、たくさん、たくさん、話をしました。あんなに話したのは、お父様達をのぞけば、あの人だけだと……思います。そのくらい……ずっと」

「知っている。《ヘヴンリー・ロウズ》の任務中、雪ゆき奈なはほぼ彼女に随行していたからな。……会話の内容までは俺も把握していなかったが」

「はい。……あの、お父様には、お話ししないでほしい、って。……お友達同士の」

「秘密だから、ということか。……そう辛つらそうな顔をするな、雪奈。責めたりはしない」

　秘密の共有──古典的な手段だが、セリカを失い、不安な想おもいをしていた雪奈との心理的な距離を縮め、短期間で籠絡するには有効な手段と言えるだろう。

「雪奈を、騙だますための方法だった……と、今なら、わかります。けど。……でも、今でもあの人を、あの人が話してくれた過去は本当だと、信じてみたい気も、するんです」

「そこまで、か。……内容は、話さなくてもいい。約束を守りたいのなら」

「いえ。……雪奈は、グラン・マリアとの約束を破ります。お父様のため……それに」

　犯してしまった罪を、償うために。

「自分だけ、綺き麗れいなふりはできません。雪奈はお父様を裏切り、そして……グラン・マリアも裏切りました。裏切りだらけの卑ひ怯きよう者、です」

「……自分を責めるな。心が痛めば、それだけお前は」

「胞子獣ベノムスダームに近づく、ですよね？　でも……それでも、お父様だけに辛い想いをさせるより、雪奈はずっといいと思うから……お話し、します」

　グラン・マリアの過去。雪奈に対してだけ話したという、その内容は。

「あの人は、地上……廃都で、赤ちゃんの姿で保護容器の中から回収されたそうです」

「！　それは……！」

「はい。……雪奈と、同じ。だから、あの人は、雪奈を……『妹』だと言っていました」

「確か……グラン・マリアの書類上の保護者は、評議会に公式認定された芸術家、か」

　人類再生機構において、ほぼすべての活動は戦争と滅亡回避のためにのみ存在する。

　芸術、文化もそのひとつ。人々のメンタルケアの一環として、評議会に認定されたごく少数の才能のみが芸術家として認められ、その作品で滅亡に瀕ひんした人々を救っている。

「ロンメル先輩に調査してもらった報告書では、かなり退廃的な作風の人物だったな。特に戦場を取材し、戦死者や絶望的な戦況を赤裸々に描くことで知られた人物だ」

「そう、なんですか？　……そこまでは、知りませんでした。作品も、見なかったです」

「だろうな。そういう人物だから、批判も多く……数年間で公式認定を取り消され、作品は抹消処分になったはずだ。厭えん戦せん気分を煽あおる、反戦作品と烙らく印いんを押されて」

「はい。……その失意の中、最後に地上を観みたいと願った、グラン・マリアの父親は……滅びた廃はい墟きよの中で、赤ちゃんを拾い、それを……神様の贈り物だと、信じたそうです」

　芸術を否定され、失意のただ中にいる芸術家にとって、それは運命だったのだろう。

　彼はあらゆる政治的な裏技を使い、家に伝わる財産やコネクションを使い切って強引に『芸術創作のため』と名目をつけ、ジャンク扱いで保護ポッドを凰おう花かに持ち込んだ。

「最初のうちは……とてもとても、仲良しだったそうです。けど」

　蜜月は長く続かなかった。Ｓランクの圧倒的なステータス、そして、何よりも。




『──あの方は私を芸術を壊す《悪魔》だと。自分を誘惑し、道を誤らせるために来た、邪悪の申し子だと……そう罵りながら、私の足を舐なめていました』

『それ以上の事をする覚悟はなかったのでしょう。いえ、十分だったのかもしれません。奪われた芸術を取り戻すために得た愛を。娘を、あの方は汚れた想おもいで穢けがし……』




　そして彼女はクスリと笑み──。




『今度はご自分で、壊してしまわれたのですから♪』




　背の娘から聞かされたその話は、恐ろしいほどリアルに父の胸へと響いた。

　あまりにおぞましい心の傷。歪ゆがんだ愛のままに怪物と罵られる子供の辛つらさは。

「……壮絶に過ぎるな。想像も共感も、難しいだろう」

「はい。……あの人も、そう言っていました。誰も理解できないだろう、と。怪物の仔こ、きっと胞子獣ベノムスダームの胎はらから生まれた忌み子、穢れた母親のもとへ帰れ、と」

　何度も何度も罵られながら過ごした、グラン・マリアの子供時代。

「その話を聞いた時……雪ゆき奈なは、涙が止まりませんでした。だって……それは」

　雪奈じぶんと、同じ。

「もしお父様ではなく、違う方に拾われていたら……。グラン・マリアと同じ、いえそれ以上に酷ひどい想いをしていたかもしれません。雪奈は、あまりにも……」

　幸せで、幸せすぎて、だから──。

「あの方の不幸に、グラン・マリアの絶望に、呑のまれました。その圧倒的な経験を聞いて、この方も救われるべきだと願ってしまいました。だから……だから……」

「……情状酌量の余地がある、と。そう言いたいのか、雪ゆき奈な」

「違います。……だから仕方ないとか、そんなことを言うつもりも……ない、です」

　ただ、どうしてもこれだけは話さねばならなかった。

　それは、決起直前。グラン・マリアが雪奈に話した、ある『秘密』──。

「『お母様が囚とらわれている場所がわかりました』と。あの人は、嬉うれしそうに……。絶ぜつ貝かいの、極大術式で荒れ果てた街を視みながら、私に……私だけに、そう言いました」

「場所は？　……その位置は、わかるか!?」

「はい。地図、ありますか？　……ここ、です」

　雪奈が示した中核ミドル地区のポイント。それはロンメルから送られた座標と一致する。

「……《マザーコア》……だと？　まさか、ここに、彼女の、母親が……？」

　そして、それは。

（ほぼ同じ出自。同じ状況で発見された、『雪奈』の……『母親』かもしれない）

　だが、そんな重要拠点にヒトを監禁したりするだろうか？　おかしい、何かが足りない。重要な情報のピースが欠けている。が……ヒントは、すでに出されていた。

「胞子獣ベノムスダーム。……胞子獣から産まれた、忌み子……？」

　もし、それが狂った芸術家の妄想ではないとしたら？

　マザーコア。中核に座する人類の母。魔法騎士から顕現する胞子獣。

　胞子獣は人類の魔法騎士を遥はるかに超えるスペックを持つ。その全身が錬素、即すなわち情報を蓄える記録媒体であり、常に世界から膨大な情報──錬素を引き出し続けている。

　が、際限なく流れ続ける情報の嵐に、無限の上書きを重ねた記録媒体……肉体も細胞も破壊され、ついには粉々に砕けゆく。胞子獣が緩やかに崩壊する、それが原因だ。

（……ここまでは、俺自身が学生時代に立てた仮説だが）

　もし、情報破綻による自己崩壊が起きる前に。自分の肉体を世界の記憶と繋つなげ、無限の情報をダウンロードし、肉体を記憶媒体として錬素を蓄えることができるとしたら。

（それそのものは、不可能ではない。他ならぬ──魔法騎士が、それなのだから）

　だが魔法騎士の錬素保有は、ほぼ脳細胞にのみ限定されている。

　脳を極限まで使い、錬素を記憶し続けた極限こそが、Ｓランク。

　魔法術式の強度をバイト数、容量とコンピュータ用語で呼び表すのもそこから来ている。情報こそは力、詳細な記述が世界を書き換える命令となる。




　もしも、肉体すべてに錬素を保有できる魔法騎士がいるとしたら？

　胞子獣のように際限なく情報を記憶し、自己崩壊に至る不安定性を持たず──。

　自らの意志で世界と接続しながら、錬素を保有できる存在がいるとしたら？

「Ｓランクを超える、オーバーＳランクが誕生する。……と、いうことは……」

「お父様……？　お顔の、色が……！」

「いい。……大丈夫だ、雪ゆき奈な。繋つながった。最後のピースが……揃そろったようだ」

《エデンの蛇へび》《子供達の女王》グラン・マリアの編み上げた陰謀劇。

　誰が、なぜ、どのようにして、何の目的で罪を犯したかと、推理するならば。

「グラン・マリアが、《マザーコア》の掌握により、人類を滅亡させようとしている。が、なぜ人類を滅亡させようとしているのか……犯行、その動機だけがわからなかった」

　だが、違うのだとしたら。人類が滅びるのは、結果でしかないとしたら？

　彼女の母。《マザーコア》を解放すること。自らを否定した父親の代わりに、母を求め。

　それを人類から奪い取るために、彼女の意識で言うなら『解放』するために！

　冬とう真まは今まで、グラン・マリアは機械的、魔法的な意味でコアを制圧し、錬素供給を止めたのだと思っていた。が、ネットワークが切れたのは、もっと単純な理由ではないか？

「……着信？　ロンメル先輩……!?」

「おじさま。無事、だったのですね……！」

　そこまで考えが及んだ時、不意に届いた着信に、冬真は魔法騎器デバイスを操作する。

「先輩!?　先輩、どうしました。──02。至急、現状の報告を！」

　部隊番号で呼んですら返事がない。直後、魔法騎器に映像が映し出される。

　それはロンメルの視覚、意識と直接接続し、彼の主観と脳髄をカメラとして撮影された、リアルタイムの中継映像。やはり真の暗闇に閉ざされた中核ミドル区域、錬素探査による色無きワイヤフレームのただ中に、高層ビル立ち並ぶ行政区の建物を突き上げて……！

「かい……じゅう……!?　胞子獣ベノムスダーム、なのですか？　これは……！」

「恐らく、違う。これは……」

　あまりの巨大さに、現実感が無い。高層ビルに匹敵する巨きよ躯く、真なる暗闇に閉ざされてその姿をまともに見ている者はまず、ロンメル以外にいないだろう。

　間近にいる者ほど理解できない。大きすぎ、視界に入りきらないからだ。

　全長１キロはあろうかという超巨大胞子獣、樹海に呑のみ込こまれた古代遺跡のように──女神を模した巨大な幹に絡みつく緑の植物体は、まさに世界樹とでも呼ぶべき偉容。

「グラン・マリアの──『お母様』だ」

　足元から響く微細な揺れ。

　地の底から芽吹いた《マザーコア》は、その真の姿を現しつつあった。





　　　　†






　──生まれてはじめて、愛を知った。




「ああ……温かい。お母様。どれほど焦がれたことでしょう、この温ぬくもりを……！」

　地響きと水音。穢けがれた海水、汚染物質の波を蹴立てて世界樹は伸びる。

　グラン・マリアとマザーコア。胞子獣ベノムスダームとして在りながら錬核武装として顕現したモノ、《シアエガの書架》によって母と呼ぶモノと融合した彼女は、今、歓喜の絶頂にいた。

「ご覧になっておられますか、お父様！　あなたのお望み通り、私は……！」

　自分を拒絶した父の貌かお。ただ庇ひ護ごすべき対象を、愚かで弱くてもかまわない。

　ただ己の保護欲を満足させるペットとして、死蔵される美術品として扱おうとした父が、グラン・マリアに眠るＳランクの才能を知った時の言葉は、深々と彼女に刺さっていた。

　それは永遠に喉から取れない突き刺さった骨。

　どんな地位を得ようとも、どれほどの賞賛と崇拝の中にいようとも、満たされない。

（──この化け物め!!）

（知っているぞ、お前の母を。わかったんだよ、お前の出生の秘密が）

（ああ、お前など。お前など、あの時──拾ってこなければよかったのに!!）

「……──ッ!!」

　脳裏を過よぎる父の面影。好きだった。愛していた。それなのに、愛してくれなかった男。

　本人は無能で、ただ己の美意識と芸術のただ中にのみ生きていた。

　あの男にあったのは家柄と財産、そして先祖代々のコネクションのみ。

　かつて評議会議長にまで成り上がった親族のツテを最大限に利用し、男が知った秘密。

「かつて、人類のために犠牲になった方。種の存続のため、救世のために自らを犠牲とし、抜け殻と成り果ててもなお叡えい智ちの光となって人類を照らす──創世の聖女」

　──お母様。

　生前に採取された彼女の卵子を基に、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいを構成する民族、十二の選ばれた遺伝子形質を導入した、新時代の旗手。未来の軍団長を創生する計画が存在した。

　現在のような中途半端な魔法騎士ではなく。完全に錬素に適応し、全身に錬素を蓄積しながら己の自我を保ち続け、上書きされることなき生きた情報体となる。

　そうして生まれた新人類を導くことこそ、《ＥＯＣ》たるグラン・マリアの使命。

「ご覧ください、お母様。……その希望は、夢は、娘たる私が叶かなえます」

　うっとりと蕩とろけるように、錬核武装に包まれた胸を抱きしめながら。

「人類を、救いましょう。錬素転換炉たるステージ５《扶ふ桑そう》と、この内乱でバラ撒まき、増殖した汚染物質があれば。御身を保ち、この地に楽園を築くこともできます」

　そして、そして。

「まだ見ぬ家族を探しましょう。雪ゆき奈なちゃんを、そして残る弟妹を見つけ出しましょう。汚染物質のただ中、保護ポッドの冷凍睡眠状態で眠っているのか──あるいは他の勢力に秘密裏に拾われ、育てられているのか。所在は、わかりませんが」

　きっと生きている。それらすべてを見つけ出し、情報化された子供たちに囲まれ、自らと血を同じくする『家族』に囲まれた時、グラン・マリアは──。

「私の夢は、叶かなう。人類の幸福。愛し合う家族。平和な世界、永遠の理想郷が……。人類の絶対幸福が、完成するのです。あはははは……あはははははははははははは!!」

　喜びは笑みとなり、やがて嵐のごとく吹き荒れる。

　暗闇に笑いながら、グラン・マリアは己おのが半身と化した胞子獣ベノムスダームを操り、中核ミドルを征ゆく。

（まずは評議会、そして中核の全市民の胞子獣化。終わり次第、雪ゆき奈なちゃんを迎えて……ついでに前線エンドを叩たたき潰せば、もはや抵抗する勢力は消きえ失うせるでしょう）

　その時、ほぼ全人類の胞子獣化、情報化は終わっているはずだ。

　楽園はここにある。もうすぐ、すべての戦いは終わり、平和がもたらされるだろう。

　ズンッ……!!

　重さ何トンあるのか想像もつかない。凰おう花かのエネルギーを支え続けた巨大錬素転換炉、世界樹の幹が象の足のごとく交互に歩み、建造物をなぎ倒して一歩を踏ふみ出す。

　今もバラ撒まいた胞子獣、《深きもの》どもに襲われ続け、地獄と化した中核に──闇を越えて、その姿を見上げる余裕のある者はひとりもいない。

「何もわからぬまま。無知なままに、新時代へお逝きなさい」

　仲間外れにはしない。なぜなら、グラン・マリアは人類を愛している。

　自分を愛さなかった父親すらも、哀れみながら愛している。なぜなら、それが母の願い。人類救済というお母様の祈りを、彼女なりの手段で叶えるためなのだから。

　彼女は善意の塊である。彼女は歓喜に包まれ、救済のために人々を殺す。

　その『善行』と『希望』に、彼女は思考を忘れた。

　もはやこの段階に至っては、弱者の術すべたる策に頼る必要などない。ステージ５の無限錬素とＳランク魔法騎士の術式構成、両方を兼ね備えた今となっては、驕おごりも当然。

　だが、その判断は、あまりにも若く──青く。




「とうとう、笑ったな。──小娘」

「!?」




　囁ささやきは、銃声と共に。




　───…………ドゥンッ!!




「が……アッ……!?」




　口紅ほどもある弾丸が、独善の聖女の心臓を見事、真正面からブチ抜いていた。

　およそ距離、１キロメートル。人類再生機構、凰おう花か、中核ミドル地区の外壁にハーネスを固定し、壁にぶら下がるように張りついた男、人類最高の狙撃手ロンメル・スチュアート。

　彼が最も得意とする《騎士殺し》の裏技、転移弾。家伝のボーイズ対戦車ライフルを触媒とし、あらゆる障壁を転移で抜けて直接対象を破壊する、時代遅れの物理兵器が。

　攻撃を認識していない。

　止められる、はずがない。

　胞子獣ベノムスダームに対して物理攻撃が通用しないのは、完全な情報体たる胞子獣には生物としての反応が存在せず、いくら破壊しても『死ぬ』ことがないからだ。

　彼らを処理するためには情報の滅却、除染が必要であり、それは魔法、術式によってのみ可能となる。しかし、グラン・マリアは──胞子獣であり、魔法騎士である。

「どっちの長所もいいとこ取りすりゃ、最強ってか？　実戦を知らねえガキの発想だよ」

　着弾観測用の双眼鏡を覗のぞき込みながら、ロンメルは皮肉げに笑む。

　狙撃手のセオリー通りなら発射、即脱出が基本だ。しかし彼は逃げようとしない。

「地底空くう挺ていの連中をブッ殺して、昔のお仲間を食ってるその間に……周辺警戒を怠ったな。つーか、できるわきゃねえんだ、一人で何もかもなんざな。錬素ネットワークの掌握とかクソ面倒臭い真ま似ねやってるウチに、隠れてる羽虫まで探してられるかっつーの」

『が……あ……え……？』

　げぷっ、と麗しい唇から鮮血をあふれさせるグラン・マリア。

　それはあたかも、旧時代の奇跡。民衆の痛みを表現するため血を流す聖女のごとく。

「だから、俺はテメエを観測したぜ。データは全部冬とう真まに送った。無限の錬素を抱えて、Ｓランクの構成力と胞子獣の超演算。極大術式も自由自在、おー、確かに最強だわな」

　だが。だが。だが……！

「テメェの頭脳は、人間なんだよ。生身の人間をくっつけて動かす胞子獣なんざ、ただの弱点抱えたデカブツだ。今まで処理した人類の敵に比べりゃ、楽な部類だっての」

『……やってくれましたね……!!　ですが、この程度。再生は、わけないこと……!!』

　そう、当然だ。グラン・マリアの情報は《扶ふ桑そう》を介して世界に記憶されている。

　破壊された心臓は、すでに生身ならぬ胞子獣の肉、情報体により再構築されつつあった。

「ああ、それでかまわねえさ。俺はトンデモ野郎と違って、テメエを殺すことはできても、消し去ることなんざできねーよ。ただ、お前は死んだんだ、グラン・マリア」

　胞子獣として、情報体としてのグラン・マリアは残ろうとも。

「テメエって人間は、俺が殺した。心臓をブチ抜いた時点でな。

　気分はどうだい、お嬢さん。人類としてのケジメ……つけさせてもらったぜ？」

『無駄なことを……。若干、そう。ほんの少し手順が早まっただけのこと。脆ぜい弱じやくなヒトの肉体など捨てて、完全な胞子獣ベノムスダームと、情報体として昇華するだけ……！』

「それが狙いだってんだよ。その作業に何分かかる？　五分？　十分？　もっとかよ？　先に中核ミドル潰しだの地上侵攻だのをやってるヒマなんざねえな。──来るぜ、死神が！」

　この世でただひとり、グラン・マリアを。

　永遠に存在する情報体を殺すことのできる、抹消者が──。

「俺はテメエの行動順を変えた。そのためだけにテメエを殺したのさ。さあ、びびりな、お嬢さん。俺なんぞはしょせん前座の道化者、本命がこれから来るからよ!!」

『……消えなさい。旧人類!!』

　はじめて感情的な怒りを露あらわにし、グラン・マリアは巨きよ躯くをもたげる。

　巨大な錬素の結集。自分を消し去るには過剰すぎるエネルギーの嵐──そう、これも、ロンメルの狙い。狙撃手のセオリー通り隠れ、逃げようと周辺ごと消し飛ばされるだけ。

　ならば、喋しやべる。会話で注意を惹ひき、貴重な時間を一秒でも稼ぐ。

　運命のバトンを、後から来る希望に託す、そのために。

「──あばよ、相棒」

　あとは、頼むぜ。

　カチリ、ほんのひとことだけ魔法騎器デバイスを起動し、メッセージを届ける。

　術式ですらない、憤ふん怒ぬに任せたケタ違いの錬素放出。火山の噴火を圧縮したかのような圧力を伴う光の奔流が、巨大な空想のマグマが、ロンメル・スチュアートを襲う。

（これで終わりかよ。……大した役に立ってねえってのに、情けねえ）

　覚悟し、顔を伏せ、死の瞬間を敬けい虔けんな面持ちで迎えようとする男。

（もっといい女と遊びたかったなあ。うまいものが食いたかったなあ。あ、子供ってやつも育ててみたかったし、ガキどもの未来も見届けたかった──）

　そんな希望を抱きながら、男は死の瞬間を待つ。

　だが、それは……！

「……は？」

　いつまで待っても、訪れない。閉じていた瞼まぶたを開き、状況を確認すると……！

　光のマグマが、消えていた。音もなく、風もなく、派手なエフェクトなど何もなく。

　まるで消しゴムをかけた絵のように……！

　──ギュンッ……!!

　黒いものがマグマを貫き、虚無の穴を開けながらひび割れた路上に突き刺さる。

　その黒い剣、あらゆる錬素を消し去り貫き吹き飛ばす、極限圧縮された固有絶技ロイヤルアーツ！

「《抹消弔鐘イレイズベル》……冬とう真ま、てめえ!!　間に合ったのか!!」

『まだです。が──秘匿回線を通じて、魔法騎器で座標を確認できましたので』

　慌てて端末を覗のぞき込む。冬真の現在位置は前線エンド、裏ルートを通じて中核へ移動中。

　直線距離にしておよそ３キロメートル。鋼のごとく硬く分厚い、何百万トンもの岩盤に阻まれた、本来絶対ありえるはずのないソレは、非常識極まりない話だが。

『貫通して射撃、支援しました。ですが……』

　ステージ５の重装甲、対錬素防御を貫くのに比べれば、何億トンだろうがただの岩など紙クズに等しい。術式も乗せていない錬素放出など、距離で減衰した抹消の刃やいばでも。

『これだけ距離があると、術式が乗った次弾の完全消去は困難です。脱出を』

「！　……あ、ああ。わかったよ、このモンスター野郎！　トンデモねえな!!」

『それはこっちの台詞せりふです。勝手に死なないでください、もういい年でしょう。英雄願望のままに、有為の人材を死なせるような余裕など、今の人類にはありませんよ』

「……耳が痛ぇな、ったく。素直に言えや、俺がいねーと寂しいってな！」

　パン、と自らの頬を叩たたき、ロンメルはスイッチを切り換える。

　あいつが来た。偽りの、独善の救世主ではなく、本当の意味での救済者が。

　あらゆる不浄悪徳を抹消するモノが来たならば──ここで死ねない、死ぬものか！

「緊急脱出する！　後は頼む、冬とう真ま!!」

『了解。……五分で到着します』

　岩盤を蹴り、空中を落下。浮遊式を最低限起動して落下の速度を殺し、狙撃手は逃亡。

　必殺の錬素放出を文字通り消されたグラン・マリアは、困惑したように周囲を観測し、今の異常事態を理解しようとあがいている。それもまた、心臓を抜かれた弊害。

「人間ってのは、意外と便利なもんなんだぜ、お嬢さんよ」

　哀かなしみをこめて、ロンメルは闇に逃れながら密ひそかに悼む。

　ヒトたる存在を捨てて、胞子獣ベノムスダームという機構の一部と成り果てたグラン・マリア。だが、生身の存在であれば防げるモノが、その時点で防げなくなる。そう、あれが。

　あらゆる錬素を消し去る抹消体質が。生身の肉体ならば決して殺さぬ技が。

　存在そのものを消す即死の絶技となって、襲ってくる……！




　──アアアアアァァァアアアァァアアァァァアア……!!




　ざわざわと枝葉を揺らした、世界樹の絶叫。

　追い詰められた響きに、哀れみすら感じながら──狙撃手は、都市の陰へと潜伏した。





●独善の巫み女こ、断罪の使徒




「……着弾。３キロ先では、さすがに観測はできないが……上う手まく当たったようだな」

「はい、お父様。……急ぎましょう。グラン・マリアを、止めないと」

　前線エンドと中核ミドル、その中間層。分厚い岩盤と張り巡らされた作業通路の大迷宮。

　たった今コジ開けた円形の穴──固有絶技ロイヤルアーツ《抹消弔鐘イレイズベル》の痕から吹く風に髪がそよぐ。雪ゆき奈なは父の背中から降り、ん、とわずかに力をこめて、回復した錬素を活性化する。

「錬核武装、限定展開。白く咲け──《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》」

　素肌を包んでいた毛布が落ちる。その錬核武装は満まん身しん創そう痍い、冬とう真まによって根こそぎ錬素を断たれ、破壊されたものを強引に再構築したものだ。

「今の、雪奈は……せいぜい、普通の、Ａランク程度しか動けません。けど」

「戦うのか。あれはお前の、本当の家族かもしれない。それでも戦える覚悟はあるか」

「あります。……雪奈の家族は、お父様と……カチュアおばさまと、ロンメルおじさま。……他にはいません。いりません。だから、あれは……『敵』です」

　哀かなしみが滲にじむ瞳は、かつて冬真に向けたものと似ている。

　だが、そこには以前にないものがあった。歪ゆがめられた意志による選択ではない、心と体。両方が一致したからこそ発揮できる、曇りなき眼めの光だった。

「ですが、お父様。……ここから、あと五分で最深区画ロータス・ボトムに到着するのは……」

「心配ない。あと三分ほどで通路が開く。それまでに少々やっておくこともあるが」

「？」

　きょとん、と可愛かわいらしく小首を傾かしげる娘の前で、冬真は抉えぐり取られた岩盤を探る。

　磨かれたような断面を見せる岩穴。そこに違う性質のものが混じっている。

　断面標本のような金属質のソレは、冬真が指を近づけるとビクリと揺れて……！

「これ、は……!?」

「錬素ネットワークの末まつ梢しよう神経。マザーコアから伸びた根……カチュアを囚とらえたモノだ」

　ぱっと見ると切断されたケーブルにしか見えない。通常の胞子獣ベノムスダームとはケタ違いに安定し、情報劣化による崩壊から汚染物質を撒まくこともないが、それは。

「アレの一部だけあって。……なるほど、確かに胞子獣だ」

　ケーブル表面から滲む異様な錬素。

　接近する生物に自動反応して捕食を試みる常時発動型の《侵食結界》。カチュアがその身を賭して警告したそれに対して、冬真はひとつのアイディアをまとめていた。

（食いつかれれば危険な代物だが、これは《マザーコア》と直結した回線だ。敵の心臓に至る血管が、いたるところに放置されているのと変わりない）

　指でつつくように触れる。ヌルリと鎌首をもたげたケーブルの断片がそこに食いつくや、冬とう真まの脳裏に聞き慣れた少女の声がした。

『そこですか。……居場所を教えてくださるとは、何をお考えですか？　白しろ銀がね冬真さん』

「手間を省いただけだ。さあ、よく狙って撃ってこい、グラン・マリア」

『……お望みのままに。お受けなさい。《錬素双極》《陰陽和合》《黒コク白ビヤク巴トモエ》』

　三連唱されたのは多重属性者のみ詠唱可能なＴＢ級補助式。

　光と闇──即すなわち正と負、ポジティブとネガティブ。相反する両方の感情から錬素を抽出、それが和合し、ひとつとなって、九つの巨大錬素弾となってグルグルと巴ともえの紋を描く！

　それはグラン・マリアの象徴、九曜巴紋。同時九連追尾式破壊錬素『砲』撃術式。

『──《聖魔法撃グラン・シヤリエ》!!』

　冬真の脳裏にイメージが映る。漆黒の闇に塗りつぶされた中核ミドル、高層ビルを照らす光。

　強烈な光を放ち、全身の錬素ネットワーク、無数の髭ひげ根ねから逆に錬素を吸い上げて放つ、それこそ消し切れねば前線エンドと中核の間に大穴が開く、それほどの超圧縮錬素弾！

「危険術式の詠唱を確認。抹消申請──承認。焚ふん書しよ執行」

　魔法騎器デバイスに組み込まれた仮承認機関が行動の正当性を承認。

　冬真の右腕を覆う装甲が開き、先ほど射出したモノよりなお大きな剣を創造し──！

「守備に入ります。……お父様」

「頼む。余波の鎮圧は任せた。奔流は俺が【消す】」

「……はいっ！」

　───ギュオオオオッ……!!

　莫ばく大だいなエネルギーが、錬素塊が岩盤をブチ抜いて迫る感触がある。

　その刹那、完璧なタイミングで冬真は抹消の術式を解き放つ！

「計画通り、道は開いた。──《抹消弔鐘イレイズベル》改変式。《隔絶巨剣》！」

　その右腕に浮かび上がったのは巨大な黒い大剣。

　従来のものより二回りは大きく、そして造りが雑な鈍器、鉄板に握りを取り付けただけのようなシロモノは、武器ではない。それは……錬素を隔絶する絶対障壁！

　……ガキイッ!!

　地面に大剣が突き刺さる。黒いエネルギーが障壁となり、押し寄せる錬素を消し去る。嵐のごとく吹き荒れる余波の奔流に岩盤が裂け、ヒビが拡大し、崩落しかける中！

「……おやすみなさい。《安寧凍棺スリーピーコフイン》」

　雪ゆき奈なが放った凍結式が崩壊を防ぎ、余波を抑えて岩盤を凍結させ、仮止めする。

　前線の大地を崩壊させかねないほどの大破壊。

　旧時代の核兵器にも等しい破壊力は、父と娘の連携と防御によって凌しのがれ──ふたりの足元には、中間層から中核にまで至る、直径三メートル以上の縦穴が開いていた。

「……敵の、攻撃を、利用して。移動ルートを……!?」

「自前で掘れないこともないが、手間を食うからな。この方が効率的だ」

　相手の力を逆に利用する──戦場における経験から学んだことだ。

「俺や万全の状態の雪ゆき奈な、そして今のグラン・マリアなら、錬素の消耗は考えなくていい。が、いくらマルチタスクを行えたとしても、人間の行動には限界がある」

　秒あたり、時間あたりの行動数。

　右手と左手で別の作業をし、脳で複雑な計算をしながら目的地まで走る……そんな離れ業が可能でも、それで限界。この世界に存在する限り、時間からは逃げられないのだ。

「超一級の戦闘は、限られた時間をどれほど有効に活用するかで決まる」

　グラン・マリアは超一級の政治指導者だ。盲目の羊を率い、望む方向へ誘導し、ついに世界を転覆させるに至った。だが、そこで、ついに手綱を放してしまった。

「民衆を導くジャンヌ・ダルクは、民衆を捨ててしまえばただの戦士だ。政治という舞台に立ち続ける限り、俺では勝てなかった。そもそも、戦いにならなかっただろう」

　しかし、自らその舞台を降り──圧倒的な力を手にしたことで、不要になった民衆すらも切り捨てて、ひとりぼっちの怪物に成り下がってしまった、今なら。

「王は怪物に悩まされ、怪物は騎士に討伐され、騎士は王に従わねばならない。──玉座を降りて怪物に身を堕おとした王は、騎士の刃やいばに敗れる。わからないか？」

『……ふふふ。仰おつしやいますね。いいでしょう、謁見を許します。──いらっしゃい』

　興味をそそられたのだろうか。

　グラン・マリアの端末、ケーブル越しに届く声に愉悦が混じる。

『会わせて差し上げますよ。私と、貴方あなたと、雪奈さん。すべての『お母様』に……』

「雪奈。浮遊式を展開、行くぞ」

「はい……！」

　怪物に誘いざなわれるままに、父娘おやこは開かれた穴に飛び込む。

　重力に引かれるままに加速し──数秒後、発動した浮遊式により速度が緩む。黒い縦穴を落下していくと、たった今行われた大破壊、攻弾術式の余波で崩れた街が視みえた。

「あちこちが……燃えて、ます」

「胞子獣ベノムスダームもかなりいるな。ステージ２程度だが……評議会の民兵では対応できないか」

　そのあたりはロンメルが送ってきた情報通りだ。両手の指を組み合わせて作った窓に観測系の術式を走らせて被害状況を探査しながら、冬とう真まは独り思う。

（時間は、ない。およそ、あと二十分……！）

　すでに錬素ネットワークが寸断され、頼みの綱だった非常システムすらダウンした。

　光なき世界の混乱。そして命綱とも言える空調、除染と空気清浄化のシステムが止まる。凰おう花かそのものの容積はひとつの大陸級、すぐに窒息することはないだろうが──。

『完全なシステム・ダウンに至れば再起動まで七日以上はかかる。それも……錬素の源、この《マザーコア》を無傷の状態で取り戻せなければ、不可能です♪』

　にこやかな思念の波。

　闇の地獄、死の坩る堝つぼと化した中核ミドルにその根を沈めた世界樹──《マザーコア》と接続し、異形の錬核武装に身を包んだ少女、グラン・マリアはあくまでも楽しげに笑む。

『いらっしゃいませ、雪ゆき奈なちゃん。そして──』

　その視線は、まず雪奈に。そして続いて、緩やかに落下する冬とう真まに向けられて。

『白しろ銀がね冬真。いえ……改めて歓迎いたしますわ、『お兄様』。私たちのお母様も、家族の元気な顔を見て、ことのほかお喜びでいらっしゃいますよ……ふふふ♪』

「お、兄、様……!?」

　雪奈が驚き、弾はじかれたように冬真を見上げる。その視線を受けながら、

「残念ながら、誤解だ。《マザーコア》……人間を素材とした生体錬素転換炉、凰おう花かの全錬素を賄う胞子獣ベノムスダーム。その卵子を活用して生まれた、『恐るべき子供たち』」

　フランスの詩人、ジャン・コクトーの小説から冬真が名づけた、その詳細は。

「俺も知らない。《マザーコア》の真実すら今知ったばかりだ。が、推察は可能だ」

　胞子獣と魔法騎士。同じく錬素を操り、超常の力を得た存在だが──。

　その差は、自己を制御する情報。即すなわち、人格ソフトウェアの有無にある。

「魔法騎士はなぜ、胞子獣となるのか。それは『死』によって脳に記憶されていた情報、人格が消えるからだ。それにより体内の錬素に方向性を与え、保存すべき情報とそうではない情報の選択、そして──過剰な記憶の抑制すらできなくなる」

　コントロールを失い、過剰に情報を受け入れ過ぎた結果、胞子獣は崩壊する。

　旧時代の記録メディア……記録を繰り返し続け、擦り切れた磁気テープが千切れるように、肉体という媒体に過剰な記憶と削除が続き、結果としてＤＮＡまでもが壊れ、消え。

「胞子獣は崩壊し、その残ざん滓しが汚染物質、『終末の雪』となる。言い換えれば──。

　人格ある胞子獣こそ魔法騎士であり、人格を保ったまま肉体という記録媒体を拡張する、その試みの成果があの世界樹型胞子獣であり、《マザーコア》……なのだろう」

『……ほぼ正解です。本当に、つれない、分からず屋の……お兄様』

　寂しげに、切なげに。心底哀かなしそうな顔で、グラン・マリアは前髪をかき上げる。

『そこまでの叡えい智ちがありながら、なぜ無む知ち蒙もう昧まいな人間に服従するのですか？　古い媒体は更新し、新たな器にデータを保存すべき時が来た……それだけですよ』

「単純だ。人類には、まだ拡張の余地が残っている」

『ありえません。そろそろお認めになってはいかがですか？　……その人間離れした力。異能。そのルーツは私と同じ……雪奈ちゃんと同じ、私達は兄妹』

　す、と己おのが下腹部に手を当てて、聖母のごとき面持ちでグラン・マリアは告げる。

『《マザーコア》から産み落とされた新時代の種子。十二の超越者のひとり──私達より少し早く目覚めた、『お兄様』。他に、その力の説明がつきません……！』

　ステージ５、煉れん獄ごく蝶ちようの討伐からオールドジャンクの制圧戦まで。

　そしてそれ以前から──グラン・マリアは《名無しネームレス》と呼ばれる特殊部隊の存在に薄々気づき、その情報を集め、その異常な戦果に驚きよう愕がくしていた。

（この部隊がいなければ。人類は、何度絶滅していたのでしょう……？）

　それほどの存在。過去二十年近くの間、あらゆるステージ４以上の胞子獣ベノムスダーム、人類の危機に休みなく投入されながら、いかなる栄光も与えられなかった陰の刃やいば。

『今こそ、新時代の英雄となるチャンスです。お兄様……。つがいとなりましょう。貴方あなたという同族ならば、胤たねを宿して次代の存在を産むことすら受け入れられます♪』

　──雪奈ちゃんいもうとと、一緒に。

『新時代を創生しましょう。私達というイブと、お兄様たるアダム。妹の肉という禁断の果実を食はみ、新時代の仔こらを産み、新たなる地球の主あるじとなりませんか？』

「断る。何度も言うが──」

　誘惑を迷うことなく跳ねつけながら、冬とう真まは明快に真実を語る。

「雪ゆき奈なや、君のルーツはそうかもしれない。マザーコアから産み落とされた新時代の種。だが、俺は正真正銘、旧時代の遺物だ。ごく普通の両親から生まれた、ただの男だよ」

『ありえません。経歴を偽装されているだけではないのですか？』

「俺の両親は軍歴どころか、兵役すら不適格の文民だ。廃都はおろか、中核ミドルの生産地区からろくに出たこともなく、ほぼ労働と生産ばかりを行ってきた下層階級だよ」

　偽装の余地などない。冬真自身も自分の力を疑い、入念に調べた結果だ。

『そんな……！　ありえません。では、白しろ銀がね冬真。あなたは……あなた、こそが……！』

「そうだ。恐らく、グラン・マリア。君自身の言葉を借りるなら」

「あ……」

　同じく緩やかに落下する雪奈の身を引き寄せ、肩を優しく守るように抱きながら。

「俺は、新時代の種なのだろう。──たったひとり、ひとりぼっちの次代の種だ」

　少し早く生まれてしまった次世代の種。故に……希望は、捨てきれない。

「滅亡は覆る可能性がある。人類が代を重ねていけば、俺と同じような存在が生まれる。百年、千年先かもわからないが、犠牲なく未来を得られる唯一の解」

　時間はかかる。困難で、劇的な改善などなく、華々しい栄光もない試練の道なれど。

「生きるとは、そういうことだ。俺はそれを選ぶ。どれほど歩みは遅くとも、君のように人々を犠牲にし、誤った正義のもと人を操り、信頼を裏切ることはできない」

　人為的に進化を加速する。魔法騎士を胞子獣とする。情報化して新たなステージへ。

　耳障りな言葉、劇的な改革、わずかな痛みに耐えれば楽になる──。

「グラン・マリア、俺は君に問おう。君が選んだ道は、それが本当に正解なのか？」

『……当然でしょう？　お母様を解放し、その願いを叶かなえるための、最短の道です』

「最短、という条件はどこから出てきた？　物言わぬ《マザーコア》がそう望んだのか？　ありえない。それは君の願いだ。誰かの代弁者を気取りながら滑り込ませた」

　──グラン・マリア自身の、欲望ねがい。

「本当の変革は終わらない。百年、二百年、千年、二千年。人類が魔法騎士に変わるまでそれ以上かかった。ならその上にたどり着くのに必要な時間はもっと多いだろう」

　が、グラン・マリアは誤った。

「もし君が、時間をかけることを厭いとわなかったら。正式なルートで、誰も傷つけず、民意を束ねて世界を改善しようとしていたのなら……俺は永遠に勝てなかった」

　当然だ、戦いのステージが違いすぎるのだから。

　だが、グラン・マリアは自らの意志で──墜おちたのだ。

『残念です。ふふっ……「家族」ができたと思ったのに』

「俺もだ。君という優秀な未来のカケラを、消し去るのは人類の損失だ」

　だが、と短く言葉を切って。

「君は、娘を傷つけた。人類を裏切り、信頼を捨てた。──報いは、受けてもらう」

『いいでしょう。断罪者、新時代に生まれながら旧世代を守る方。私の目指す未来、お母様と満たされる永遠に、あなたというイレギュラーは、不要……!!』

　メキメキと音をたて、世界樹が軋きしむ。

　その幹に眠る女神像、母が起動し……身も心も接続した、愛まな娘むすめを守らんと咆ほえる。

　アアアアアアアアアアァァアアアアァアアアアァァァァァァ───……!!

　賛美歌めいた絶唱が街を震わす。もはや衝撃波とまごう音波に穢けがれた海水が波紋を浮かべ、打ち寄せる波が高層ビルを濡ぬらす中、グラン・マリアは叫ぶ。

『この世界に、私たちの居場所などない。私たちは人類を超えた存在……。今はオーバーＳなどともてはやされても、いずれ排斥され、迫害される運命』

「共に手を取り、尊重し合えば共存は可能だ。──俺は、それを成している」

『信じられません。いずれ破綻します。私の父が、そうだったように』

　くしゃりと、ほんのわずかな間だけ。

　年相応の少女のように、グラン・マリアは哀かなしげに咆えた。

『──私を、捨てていくのだから!!』

　父に愛されながら、その父に拒絶された。

　怪物として蔑まれ、捨てられた。一度は与えられた愛を奪われた絶望、怒り、嘆き。

　思念の波動となって伝わってくる感情の波を受けながら──彼女の『妹』は。

「捨てません。……グラン・マリア、『お姉様』と……そう呼びたかった、哀しい人」

　今でも、雪ゆき奈なは彼女を嫌いになれない。なぜなら、ふたりは鏡写し。

「ひどいことをたくさんしました。大勢を殺して、雪ゆき奈なも……傷つきました。お父様に、伺いました。セリカさんを殺したのも、街を破壊したのも、あなただった……と」

『ええ。それが何か？　旧人類をアップデートする前に少々削除しただけですよ』

　感情のない顔。それは切り離しているからこその表情。

　自分と、旧人類とを隔絶した、まったく別の存在と認識しているからこその──。

「それは……違います。新しいとか、古いとか、そんなんじゃなくて……。

　雪奈は、大切な人のために戦います。お父様のために。家族のために。友達のために。新しいとか、古いとか、強いとか、弱いとか……なぜ、区別するのか。わかりません」

『……そう、ですか』

「はい。だから、グラン・マリア。……雪奈は」

『戦うのですね、私と。捨てるのですね、ただひとりの姉妹を。そう。……ふふ。みんなそう。私が好きになった人は、愛した人は、みんなみんないなくなる』

　すうっ、と深く息を吸う。もはや胞子獣ベノムスダームと化した彼女に、呼吸など必要ないのに。

　人がましい顔、深く傷ついた顔で。

『ならば、戦いましょう。その死体から人格を拾い、胞子獣として蘇そ生せいさせ……改めて、私の家族にしてあげます。ふふふふふ……あははははははっ♪』

　堕おちた怪物は、改めて宣戦を布告した。





　　　　†






　──戦端は、定跡通りの大規模術式から開かれた。




「散り、そして呑のまれなさい。──《光輝炸さく裂れつ》《暗黒併へい呑どん》」

　右から光が、左から闇が。光闇聖魔、相反する双極を重ねて備える特異能力者による、ＴＢ級極大術式の超高速演算がほんの数秒で完成し、光の河と闇の濁流が周囲を襲う。

（聖光、闇魔──どちらも治癒と補助に適した属性だ。純粋なエネルギーというより概念に近く、直接的な攻撃力においては他の属性に劣る）

　それは優劣ではない。現象としての在り方の問題だ。熱を伴う炎や冷気はそのままでも物質を破壊できるが、光とそれを吸収する闇にそうした性質はない、という話。

　が、概念はそれならではの特性を持つ。即すなわち──放出、そして吸収！

「雪奈。属性式展開、身を守れ。周辺の被害を可能な限り抑えろ。全力は使えずとも──お前の属性は氷、それが司つかさどる概念は停止と停滞。止まるはずだ！」

「……はい!!」

　短い、だが確かな返答。普段はその必要すらない指印を切り、術式詠唱をサポート。

　雪ゆき奈なの全身から完調とはほど遠い、されど通常の魔法騎士としては十分以上に巨大な氷、冷気が渦となり膨れ上がると、世界樹の両翼から放たれる光と闇の奔流に混じり合う！

　──グギュゥ……ッ!!

「空間が……捻ねじれ、てっ……!!」

「光は放たれ、闇は奪う。生体錬素転換炉の超大出力にモノを言わせた錬素放出──半ば実体に近い密度の光と、錬素を呑のみ込こみ侵食し、術式阻害効果を持つ闇のコンボ」

　なるほど、極めて強力だ。雪奈の巻き起こした嵐は闇に喰くわれ、光の圧力が一気に身近に迫ってくる。たとえＳランクを十人集めても、確実に押し切られるだろう。

　相手が、規格外の性質を持つ絶対無敵──白しろ銀がね冬とう真ま、以外であれば。

「スケールが大きくなっただけだ。双属性の攻め手としては定番でしかない」

『強がりを。ふふふ……手も足も出ないというのに、口だけは達者なようですね？』

「そうでもない。対処は容易だ──教えてやる、新人。本当の、戦場というものを」

『!?』

　光と闇と氷。三つの属性を持つ錬素が渦巻く嵐に、冬真は迷わず飛び込んでゆく！

　それはまさに地獄のミキサー。氷に削られ、光に焦げ、闇に喰われる。Ａランク騎士でも瞬時に全身が塵ちりと化す嵐の中を、鈍足の浮遊式で──男は、突き進んでくる！

『錬素耐性!?　その錬核武装……絶対防御とでも言うのですか!?』

「生あい憎にくと、これにそんな余計な機能はない。これは、俺自身の性質によるものだ」

　光も闇も嵐もない。何もない。ただあらゆる錬素の嵐が男に触れた瞬間、その外がい套とう一枚そよがすことなく消きえ失うせて、あっけなく……その怜れい悧りな瞳で、グラン・マリアを視みる。

「君が創り、深層に放った胞子獣ベノムスダームも似た性質を持っているそうだな。錬素を介した放出系、術式は俺には通じない。その場合の対処法は、言うまでもなく」

　淡々と、まるで教え諭すかのようなテンションで、冬真は鎧よろわれた右腕を掲げ。

「《範囲拡大》《斬鉄剣》《光速剣》《飛ひ燕えん剣》──《斬鉄一いつ閃せん》」

　それは錬素を用い、物理攻撃を強化するＧＢ級の定番術式による高等コンボ。

　斬新な組み合わせではない、高位の武傑ブレイドなら定番と言える術式だ。大おお鉈なたに近い粗雑な剣、断罪の刃やいばが黒い錬素を噴き上げ、線を曳ひくように真横へ一閃し……！

『《対抗術式》《物理障壁》《対斬障壁》《錬素障壁》──《八重絶壁》!!」

　ガガガガガッ!!

　中核ミドル地区の大地を揺らし、巨大な根が舗装を破って持ち上がる。

　それが盾となり、自らに巨大な錬素の防壁を纏まとう。

　八重に重ね掛けした防御術式、攻撃を維持したまま同時詠唱してのけたそれは、胞子獣の演算力と魔法騎士の構成力、両方があってのマルチタスク。しかし……！

　カッ!!

『お母様に、傷を……。なんということを。なんという、ことをっ……するのですか!!』

「そちらこそ。俺の固有絶技ロイヤルアーツを乗せた斬撃を浴びて、たかだか根一本のみ、か」

　黒き断罪の刃やいばは高層ビルほどもあろうかという根を輪切りにし、それは瞬時に消え去る。闇に呑のまれたのではない、光に焼かれたのではない、ただただ消きえ失うせたのだ。

『……視みえましたよ、貴方あなたの固有絶技。私の術式を消し、お仲間を助けた時と同じ。錬素を消し去る能力……！　なるほど、騎士殺しには絶好の技、ですね？』

「そういうことだ。君は強いが──攻撃にも防御にも錬素を使い、胞子獣ベノムスダームとしての単純な性能のみで格闘、剣技などの戦闘技術はほぼ感じられない」

　錬素を消し去る冬とう真まとの戦いにおいて、唯一の最適解、それは。

「俺と戦い、殺そうと思うのならあらゆる錬素に頼らず、己の肉体と技術で挑んでこい。今の君では、それすらも不可能だが」

『……なるほど。この胸に弾丸を撃ち込まれる前ならば──私は生きていた。錬素を使うことなくあなたと戦い、倒せる可能性があった。そういうことですか』

　だが今、それはできない。身も心も胞子獣と融合同化したグラン・マリアは、もはや命ある存在としての性質を持たず、冬真の抹消体質が致命傷として『刺さる』のだ。

『確かに、異能と言っていい能力ですね。本当に恐ろしい……ですが、その程度の存在、私が想定していないと思いましたか？　貴方というイレギュラーを……！』

　警戒しないはずがない。その対処対策は、策士たる者として当然の嗜たしなみ。

　中核ミドル地区全域で膨大な錬素が噴き上がる。あらゆる建物、居住ユニット、壁天井に至るまで張り巡らされた錬素ネットワーク、人類を支え続けた永久無限の出力機関！

『百を消すのなら千を。千で足りぬならば万。万で足りぬなら億を……！　お母様の愛は永遠無限、決して尽きることなどありません。それに……♪』

　ニヤリ、とグラン・マリアは世界樹の梢こずえで笑う。

『貴方そのものは無敵で不死身。なればいいでしょう、貴方が存在できる環境をすべて、私の色に染めるまで。貴方が愛し、大切に守らんとする人類社会すべて根絶した後、また先ほどの返事を伺いますわ。──新時代のアダムとなる、求婚を！』

「……ッ！」

　冬真自身は無敵。されど、人類は彼より遥はるかに脆もろいのだ！

（千日手、か。このままならば、俺と雪ゆき奈な以外の全人類が滅亡しかねん……！）

　今の小手調べで互いの実力は把握した。無限の出力を持つグラン・マリアを完全に消すほどの固有絶技──《騎士殺し》を以もつてしても、恐らくは消し切れない。

（ゼロに近づけることはできる。が、一残ればアレは消せない。瞬時に消した分を補充し復活するだろう。無限対無敵……《矛盾》と言うには、おかしいが……）

　かといって、すべての攻撃に錬素を用いるグラン・マリアは、冬真に有効な攻撃がない。

　勝てず、負けない。負けず、勝てない。グルグルと巡る、堂々巡り！

『先ほど、時間の話をしておられましたね。ですが……時間は、私の味方。全力でネットワークから錬素を引き上げ、今や非常システムすらダウンしているのですよ？』

　それだけではない。彼女はより狡こう猾かつで、より効率的な虐殺のアイディアを持つ。

『なぜ私が子供達、胞子獣ベノムスダームを放ったと思うのです？　……ふふふふふ、みな素敵な抵抗を見せてくださいましたね。ですが、胞子獣の崩壊は汚染物質を生みます』

　『終末の雪』が風に舞う。それは人工精霊──人類再生機構を統括するメインシステム、その源たるマザーコアに制御され、今まさに通気ダクトから運ばれている最中だ。

　非常システムが停止し、空気の除染・浄化システムが消えれば……！

『窒息？　そんな時間などかけはしません。最深ボトムとこの中核ミドルから発する終末の雪が、凰おう花か全域に蔓まん延えんするまで──もう、あとほんの数分です♪』

「そん、な……！」

　雪ゆき奈なが愕がく然ぜんとする。結界式の維持、被害範囲を最小限に抑えていた手から力が抜ける。

　だが、崩れかけたその手を……力強い父の掌てのひらが、熱く優しく包み込む！

「心配するな、雪奈。気は進まないが──対策は、ある」

『……は？』

　あまりに意外な言葉に、グラン・マリアの笑顔の仮面が、ひび割れた。

『ありえません。くだらない虚勢を張るものですね……。各家庭を管理する居住ユニット、それを制御する人工精霊、家宰バトラーまでがこちらの手の内、細工はすぐわかりますよ？』

「そんな必要はない。光と闇、聖魔双極──貴重な属性だが、考えなしの使用は愚かだ。錬素ネットワークのケーブルを介した侵食結界、常時発動する捕食の力」

　触れるだけで錬素を喰くらい、騎士をも行動不能にする無敵のエナジードレイン。

「大口を開けていれば、思わぬものが飛び込んでくることもある。警戒すべきだった」

　そう。侵食結界は裏を返せば、あらゆるものを受け入れる入口──ゲートとなる。

　そして、ここにあらゆる錬素を抹消し、汚染すら吹き飛ばす『無敵』がいる！

『なっ……!!』

「カチュアがそれを報しらせてくれた、その時点で俺は『勝って』いた。気づかないのか？　もう、錬素ネットワークは君のものではなくなる、という事を」

『ありえない！　っ、やめ……!!』

「究極浄化、執行。消きえ失うせろ──《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》」

　あっけないほど簡単な動作。冬とう真まの錬核武装、その無骨な刃やいばが無数に伸びるケーブル、グラン・マリアとステージ５《扶ふ桑そう》の末端たる根に突き刺さる。

　瞬間──あたかもドミノが倒れるかのごとく。一瞬にして錬素ネットワークを流れる、あらゆる錬素が消失し……範囲は瞬時に拡大して、人類再生機構すべてに広がる！

『きゃあああああああああああああああっ!?　ああああぁあああぁぁあぁ!!　消える……消えてしまう!!　いた、痛いっ……!!　わ、私の、お母様の……根が!!』

「俺の能力は、本来距離によって減衰する。射程距離の短いものだ。だが……物体として存在するケーブル、それも錬素伝導物質で形成されたそれなら」

　一切の消耗なく、冬とう真まの固有絶技ロイヤルアーツを。抹消の力をネットワークに送りこめるのだ！

「ただし、中枢の近くで行わなければ対処される可能性があったからな。ここまで近く、あらゆるネットワークの根本で行えば、さすがに対処は不可能だろう」

『そ、それが……!!　それがわかっていたから、貴方あなたは……私など、いつでも……倒せると、そう思っていたというのですか。ですがっ……ですが、ですが!!』

　キッ、と目じりに涙を浮かべて、独善の巫み女こは毒づいた。

『まだ、敗れたわけではありません。ネットワークを空にしたところで、終末の雪は風に乗り、今も蔓まん延えんしつつあるのです。それとも……！』

　強い言葉に不安を滲にじませて。

『その能力がどれほど強力でも。導体となる物質なしで、空調システムに流れた汚染物質すべてを除染できると言うのですか？　錬素転換炉なしで、この凰おう花かの非常システムを。膨大な錬素を必要とする再起動処理を行えると言うのですか？　ふふ……あはは♪』

　その嘲りに対し、冬真は一言も答えなかった。

　ただ、行動で示すと言わんばかりに──根に突き刺した剣をグルリと捻ねじり！

「錬素ネットワーク、掌握完了。空調、除染、非常システム最優先で再起動。必要錬素量、およそ五億九千七百六十二万。全量、抽出。固有絶技……停止」

　雪ゆき奈なの保有錬素総量は、八千九百十。人類最強、オーバーＳランクの全力がそれだ。

　オーバーＳランク六万人分の錬素量。世界樹《扶ふ桑そう》ですら、その存在を賭けねば放出は不可能と言えるレベルの、桁違い。だが、だが、だが……！

「お、お父様……!?　それは……おっきい、です……!!」

「まだ話していなかったな、雪奈。俺はあらゆる錬素を抹消する、抹消体質者だが」

　その能力は常道型であり、基本、常に作動している。

　ポケットに手を入れ、冬真はステータスカードを取り出す。そこに記載された錬素総量、その数字が凄すさまじい勢いで上昇していき、９が並び、桁数の限界を超えて……!!

『無限……∞無限大。ありえない。なぜ、なぜ、そのような……!?　生体錬素転換炉ですらない。そもそもヒトの形を保ったまま、そんな膨大な情報量を記憶できるはずがない!!』

「言っただろう。バージョンアップだ、と。魔法騎士が第一世代、そしてグラン・マリア、君が第二世代だと言うのなら。俺は……恐らく、第三か、第四世代だろう」

　一足飛びに飛び越えて。あらゆるものを超越して駆け上がった──超進化の階段！

「俺がどれだけの錬素を保有しているのか、計測不能だ。普段の生活には必要ないため、最低量を残してすべて抹消しているに過ぎない。過ぎた力は、何も生まないからだ」
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　だからこそ、最小限の力で戦い、活動するという厳密なルールのもとで行動してきた。

　絶対無敵の第四世代。ただひとりの未来種。

　たったひとりの進化の絶頂など無意味と信じて、人類社会の一員たるために。

「俺はすべてを殺してきた。人類も、胞子獣ベノムスダームも、そして俺自身すらも。絶対のルールを、縛りを破らねばならない相手は──君が、初めてだ。グラン・マリア」

　それは冬とう真まにとって、最強の敵への賛辞。

　だが捧ささげられた側は、ただただ怒りと絶望を滾たぎらせ、髪を振り乱し。

『第四、世代……！　ははは、あははははは……!!　人類進化の最先端、次代の支配者。新たなる霊長たる、この私が。お母様の子が……すでに、型落ち……？』

　ミトメナイ。

『認められる、ものですか……!!　そのような虚言、トリックに……！　何かあるはず。卑劣な権力者が用意した非常錬素などで、私を誤ご魔ま化かしたのでしょう!?』

「そう思うなら、思っていていい。だが、事実だ」

　最低限の錬素。自分に許した縛り、ハンデを与えた状態で……ふたりは互角。

　グラン・マリアと白しろ銀がね冬真。ならば縛りを捨て、その真なる力を発揮した、今は！

「真実は行動で示そう。──固有絶技ロイヤルアーツ、解放。《騎士殺し》《抹消弔鐘イレイズベル》連鎖発動」

『させるものですか……!!』

　グラン・マリアが咆ほえる。怒りと焦りのままに、全錬素を励起させて。

　錬素放出系の攻撃は通用しない。物理攻撃のみが冬とう真まを倒せる。そう咄とつ嗟さに判断したか、世界樹の巨大な枝が伸び、根が蠢うごめいてビルを崩し、天井を崩落させ、瓦が礫れきを投げる！

「させません……《絶氷》！」

　だが、雪ゆき奈ながいる。冬真の隣に立つ愛まな娘むすめは、両手に持った《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》を振り、その絶技を解放する。凍結、停滞、分子運動の停止に由来する秘技を。

『絶対零度を超えた、分子停止……空間停止、いえ。これは!!』

「時間、停止。この壁は……たとえ、あなたといえど、越えられ……ません」

　きらめく輝き。触れたものの時間を凍りつかせる結晶体が吹雪となってふたりを守る。

　何億トンの土砂を落とそうが、これあるかぎり冬真に傷一つつけることはできない。

　雪奈は抹消体質ではない、なれば錬素放出系の攻撃も効く。実体なきエネルギーなら、時間停止を超えられる可能性が……！

（……ない。白しろ銀がね、冬真が……!!）

　詰み。

　あらゆる物理を雪奈が守り、あらゆる術式を冬真が守る。

　将棋で言うなら入玉。詰まされることなき絶対の護まもり。愚か者ならば理解できない。

　が、グラン・マリアは違う。彼女は賢く、未来を予測し得るが故に。

『……ああ』

　にこりと微笑ほほえみ、世界樹を。母と接続した下腹部と心臓を撫なでさすって。

『これまでのようですね。はは……ふふふ。本当に、予想を超える方……』

　あらゆるものを操り、人間を、社会すらも手玉に取った怪物が。

『憎い人。……どうしても届かない、手に入らない究極。でも、だからこそ……欲しくて。焦がれて、そして私は敗まけるのですね。ふふ……ふふふふふ……』

　笑む間も、冬真の力は増大していく。

　黒い剣は、断罪の刃やいばは巨大化し、冬真という人間のそれを遥はるかに超えて、巨人の──。

　いや、神々のそれのごとく。地上から中核ミドル区域の天井、岩盤に触れるまでに！

『──お見事です。申し訳ありません、お母様……』

　敗北を悟った、少女だった胞子獣ベノムスダームの頬に涙がこぼれる。

　が、それはたちまち粉になり、砕け、ひとひらの雪のごとき汚染物質となって宙を舞う。

　涙はもはや流れない。そうできる権利すら──捨ててしまったのだから。

「お父様。マザーコアを、壊してしまったら……！」

「心配はいらない。マザーコアは残し、システムを蝕むしばむ錬核武装と胞子獣のみを滅する」

「……セリカさんの、時のように。ですか？」

「ああ。だが、あの時と違って黒くろ子こがいない。錬脈を断てず、あれは形も残るまい。その魂を構成する情報もまた、すべて消える。手加減は──できない」

　残酷な言葉に、雪ゆき奈なが揺れる。ほんのわずか、迷ったように冬とう真まを、そして。

「……お姉、さま……？」

『違いますよ。──雪奈さん』

　迷ったように口にした雪奈に、嘘うそ偽りのない心で、グラン・マリアは告げる。

『私は肉体を捨て、次の世代へと昇った。生物でなくなった以上、もはや血のつながりに期待して助けを乞うなど、ただの見苦しい嘘。多くを騙だましてきた私ですが』

　死の際、抹消の淵ふちでまで。

『嘘をついたのでは、私を信じた哀れな子供たちが……可哀かわい想そう。でしょう？』

　彼女は怪物だった。人として生まれ、育ち、父に見限られたその瞬間に。

　化け物と呼ばれ、胞子獣ベノムスダームとされ、軽蔑された時、彼女は怪物と成り果てていた。

　人間として生きる日々は、友人や仲間との日々は、苦痛でしかなかった。本性を隠して何もかも滅ぼしたい衝動を抱えながら、笑い続ける日々を一刻も早く終わらせたくて。

　焦り、十分な情報もなく、ただひたすらに攻めて攻めて──。

『最後の詰めを、誤りました。……終盤、勢い任せの悪手ばかり。故に私は敗まける。滅びる、消される。かまいません。私はもはや、完全なる怪物なのだから』

　怪物は、怪物らしく。

『根こそぎ消えるが世の運命さだめ。私は死ぬのではない、退治されるのみ。英雄になりなさい、白しろ銀がね雪奈。私という怪物の首を掲げ、毛皮をまとって──』

　本当の。

『人類を救う、英雄に──なれるといいですね。雪奈、さん』

「……！」

　雪奈が何かを言おうとするより、早く。

「これは、戦争だ。雪奈」

　ためらいはない。これは生存競争。生物と情報体、歴史とそれを紡ぐモノ。

　第二世代と第四世代。最古と未来の共同戦線が、現在の最新と争う戦いだ。

「……これが、戦争」

　雪奈の呟つぶやき。友の死により戦士となり、裏切りによって人を知り。

　そして今、信じた者の断罪によって──『戦争』を学んだのだと。

（もし、貴方あなたが。私のお父様だったら。

　私を拾ったのが、もしあなただったとしたら）

　それは虚むなしい空想。

　グラン・マリアが死の際に見た幻。

　雪ゆき奈なを本当の妹として、ただひとりぶれず歪ゆがまず、信じられる絶対の『父』について。




（歩けたとしたら──それは、どんなにか幸せだったでしょう）




「──永遠を、喰くらえ」




　空想を破るように、絶対の断罪者にして執行者。

　迷うことなき断罪の剣、抹消の刃やいばが振り下ろされる。




「《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》」




　──ゾンッ!!




　冷たい感触、世界が両断される音と共に。

　グラン・マリアは母から切り離され、その華きや奢しやな身体からだは散り散りに砕け散る。

　抹消の気配。自分が分解され、跡形もなく消える感触。

　冷たいのか、熱いのか──いや、そのどちらでもない。砂のように乾いて、砕けてゆく。
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『妹、弟……いえ。兄、姉。残る、家族たち』

　別たれた十二の受精卵。世界樹、《扶ふ桑そう》から産み落とされた子供たち。




『戦いなさい、第二世代。

　挑むべきは第四世代、白しろ銀がね冬とう真ま。……母の願いを、星の覇権を賭けて』




　まだ見ぬ、会うこともなかった仲間たちにメッセージを送り。

　グラン・マリアは砕け、終末の雪と成り果てて──そのまま、消えた。





●エピローグ




（アタシ……死んだの、かしら？）

　どことも知れぬ暗闇の中。蜘く蛛もの巣に囚とらわれた蝶ちようのごとく──。

　カチュア・ヴェルミオーネは無数のケーブルに絡め取られ、朦もう朧ろうとした意識で思考する。

（自己診断……術式は無理ね。保有錬素が綺き麗れいにスッカラカン……。大きな外傷はない、けど行動不能。いったい、あれからどうなったんだか……）

　錬素を吸い上げる侵食結界に絡め取られ、せめて情報だけはと苦し紛れにデータを送り、そのまま意識を失って……あれから、何分。何時間、経たったのだろうか？

　自分が情けない。一兵でも必要な時に奇襲を受け、初見殺しとはいえ一撃で倒されて、あっけなく囚われるなど。いくら切り札が使えず、万全の状態でなかったとはいえ。

（……いよいよヤキが回ったわね、アタシ。もう、若くない。か──）

　辛うじて呼吸はできる。が、視界は塞がれ、あたりが視みえず、声も出せない。

　くわえさせられた太いケーブルが痛い。強引に開かされた口から洩もれる唾液が不愉快だ。おかしなことにあのソーニャに囚われていた時より、今の方が遥はるかに拷問らしい。

（けど……無能なオバサンには、お似合いかも。ね……）

　留守を任され、凰おう花かの護まもりを委ねられながら何もできなかった屈辱に、騎士は涙する。

　自分の運命や今の苦痛に泣くのではない。ただ仲間と、家族と、人類とを守るべき使命を与えられながら、それを果たせず囚とらわれたことを恥とし、カチュアは泣くのだ。

「………！」

　その時、不意に何かが近寄ってくる気配がある。

　靴音の反響からして、若い男だ。ただ迷いこんだ者とは思えない迷わぬ足取り、堂々とした気配は、恐らくソーニャのようなお遊びとは違う、正真正銘の……！

（………！）

　おぞましい想像が一瞬で脳裏を過よぎる。戦場ストレスからの逃避を目的としたカルトや、闇で密ひそかに流通する違法薬物の摘発現場では、常軌を逸した光景も何度も見た。

　だが、自分がその当事者となるかもしれないとなると……やはり、怖い。

（ごめん……冬とう真ま。ごめんなさい……！）

　否いや応おうなしに感じる恐怖と緊張を押し殺し、ただ詫わびて言葉を封じるケーブルを噛かむ。

　すると、思いがけない強さと優しさを秘めた声が、彼女の耳を打った。

「……発見。カチュア、無事か？」

「む……!?」

「ああ、返事は不要だ。その状態で会話はできないだろう。今、拘束を解く」

「む[image: ][image: ]っ!?　ぷはっ……!!　と、冬真！　アンタなの!?　どうしてここが……!!」

「紆う余よ曲きよく折せつあって錬素ネットワークを一時的に完全掌握した。必要な作業と並行しつつ、拘束された君の所在を確認しただけだ。……無事で良かった」

　男の親指以上の太さがある錬素伝導ケーブルを、滑らかに刃やいばが切り裂いていく。

　半ば壁に埋め込まれるような形で拘束されていたカチュアは、ようやく視界を確保し、口にくわえさせられていたケーブルの断片を吐き出すと、改めて自分を顧みた。

「きゃあっ!?　ちょ、ちょっと、この恰かつ好こう……なんなのよ、あのエロガキ!!」

「偶然だろう。……と言いたいところだが、なぜ下半身だけ拘束しないのか不思議だな。何らかの意図的なものを感じるが、これでは会話も不便だろうに」

「そうよね……。アンタはそういうヤツよね。はぁ……もう、いいわ」

　ひどい恰好を視みられてしまった。学生時代からそこそこ似たような目には遭っているが、いつまでたっても心は小娘のように、慣れてくれない。

　目隠しを外され、開けた視界。見上げた先には、

「……縛られた痕。ハムみたいになってます。おばさま」

「ああ、そう。復帰第一声がソレって容赦ないわね……雪ゆき奈なちゃん」

　錬核武装をまとい、冬真の軍服の裾をつかみながらこちらを見てくる雪奈。

　その表情はいつも通りだ。ヘヴンリー・ロウズの影響下にある時見た冷徹な妖精じみたものではなく、いつも遊びに行く居住ブロックで見る、子供らしい姿。

（よかった……無事で、よかった……！）

　焦りや、嫉妬ではなく、最初に感じたのは──安あん堵ど。

「本当に、良かった。戻って来てくれて、良かったわ。……セリカを亡くしたのに、また雪ゆき奈なちゃんまでそうなったら、アタシ……アタシ……もう、死んじゃうわよ……！」

「……おばさま……。ごめん、なさい。雪奈は、悪い子……です」

「いいのよ。ちょっとくらい悪くても。まあ反逆はちょっとじゃない気もするけど……。アレに操られた結果なんだから、極上の弁護士つけてなんとかするわ。任せなさい」

「大人の世界を見せられた気がします……。おばさま、えぐいです」

「家族を守るためならアタシは喜んで汚れるわ。そんなことを恐れてたまるもんですか」

　忌き憚たんのない本音。もう出し惜しみはしていられない。冬とう真まがここにいる、ということは。

「人類の危機は去った、のよね？　冬真」

「ああ。……カチュア、寒いだろう。これを」

「上着？　ふふっ……ありがと。けど、復興を考えると今から頭痛いわね……」

　冬真が短く状況を語る。

　首謀者たるグラン・マリアは『抹消』され、《マザーコア》は再び中間層に封印された。再起動したリニアエレベータから前線エンド部隊が出動、最深ボトムと中核ミドルの二層を除染しつつある。

「被害者はまだ正確に出ていないが……万は超えるだろうな。汚染が残る地区も多くなる。今後は市街地でも胞子獣ベノムスダームの出現や、残党によるトラブルが予想される」

「もう、この凰おう花かも安全じゃない、か……。ひどい有様ね。ヘヴンリー・ロウズは？」

「ロンメル先輩が担当している。ウッドマン准将を陣頭に投降を呼びかけているようだ」

　言いながら冬真が見せた魔法騎器デバイスには、呆ぼう然ぜんとした表情で列をなす学生達が映った。

　彼らの表情は一様に虚うつろで──泣いている者も多く、まるで被害者のようにさえ見える。それほどまでに彼らの精神的支柱、グラン・マリアの死は衝撃的だったのだろう。

『キリキリ歩けぃ！　何？　拘置施設に空きがない？　バカモン！　この大人数をそんな施設に収容できるはずなかろうが！　ひとまず駐屯地で保護をだな……！』

　ふん、とふんぞり返る准将。そのすぐそばで手錠をかけられ、膝を突いているのは。

『……ところでサガレヴィッチ嬢、いいかげん立ってくれんか。その恰かつ好こうでずっと泣かれていると、正直ワシの社会的生命が非常にピンチになりそうなんでいい迷惑だよ!?』

『ま、負けた……グラン・マリアが、負けた……ありえない、ありえないっ……ああっ！　こ、これから、私は……ぐちょぐちょに……あ、あんなことや、そんなことを……！』

『やかましいわ!!　そんなことするわきゃないと言っとるのになんでわからんのお前！　ああもうこのバカ娘、独房に放り込めい！　隔離せえよ、エロが伝う染つるわ！』

　最後は微妙に涙目になりつつ叫ぶ壮年男性。自主的に拘束されていたらしきソーニャが連れていかれると、露骨にほっとした顔をするあたり、苦労が偲しのばれるが──。

「……ぶれないわね、あのバカ娘。こっちが悪者にされそうだわ、この映像だと……」

「そのあたりは准将に考慮してもらいたいところだが。通信回線が復旧したとたん、記者やマスコミが動き出したからな。あいつらのたくましさは軍に匹敵する」

「……どうするの？　今回の事件、カタをつけようと思ったら……厳密に法を解釈すると、最深区画ロータス・ボトムを丸ごと『浄化』するハメになるわよ。雪ゆき奈なちゃんも」

「対象人数が多すぎるな。幸いと言うべきか、グラン・マリアは自身の活動に際して記録映像を多く残している。メディアのアーカイブズ、それに彼女の個人端末にも」

　それらの映像、日記、記録は押収され、そうしたことを得意とする分析官が調べ。

「思想誘導、心理操作の証拠には十分のはずだ。また、演説時の記録映像を精査すれば、大規模洗脳式の使用も発覚するだろう。……罪は、すべて」

「主犯である、グラン・マリアに。他は寛大な処分……ってとこね。信者の罪を背負って死んでいくとか、そんなところだけは『聖女』らしくなったじゃない」

「……まだ相当数の洗脳下にあったと思おぼしき学生が逃走中だ。教祖の死はグラン・マリアの神格化を招き、最悪また新しいカルトが出現するかもしれん」

「休んでる場合じゃない、か。……仕事、いくらでもありそうね。っ……！」

「無理はするな。しばらくは休め」

「そうも言ってられない。無茶のやり時でしょ、今が。……市街地の汚染状況は？」

「空調システムの除染装置を緊急再起動させた。中核ミドルと最深ボトムから出た分はほぼ自動で処理できたはずだ。残りの除染については、多少だが考えがある」

「本当!?　どうするつもりなの!?」

「ロンメル先輩が送ってくれたデータによると、中核に封印し直した生体錬素転換炉──マザーコア、《扶ふ桑そう》は汚染物質を錬素に転換する機能を持っている」

　廃棄も考えた。だが、現時点で扶桑を失えば、人類はエネルギー資源を失う。

　短期間なら冬とう真まが代理を務めることも不可能ではない、が。

「それは人柱になって死ね、とほぼ同義になる。錬素を搾り出すために拘束されるのは、さすがに御免こうむる。そもそも緊急時の対処が遅れるしな」

「……拒否の理由がそれってのもどうかと思うわよ、ワーカホリック」

「そう、です。……そんなこと、させません。それくらいなら」

　口々に言いながらじっとこちらを見てくる雪奈に、冬真は苦笑を返し。

「そうだな、やめておこう。また雪奈を追い詰めるわけにはいかない。……すまないな。俺はどうも自己評価が低すぎるせいか、無意識に人を追い詰めてしまう」

　それは冬真自身も自覚している、愚かしい癖だ。

「だが、こればかりはやめられない。自己肯定をこれ以上強めた場合、自分が英雄などと誤解して暴走する危険が上がる。それは対人関係の悪化より大きなリスクだ」

「そうかもしれないけどね。……で、除染の方法は？」

「全区に伸びている錬素伝導ケーブル、つまりはマザーコアの《根》を利用して汚染物質を直接吸い上げる。単純な錬素放出での焼却や凍結より、かなり早く復旧するはずだ」

　さらに吸い上げた汚染物質は錬素化され、エネルギーとなるため無駄がない。

　今回の事件、最大の被害は人的資源だ。

　ただでさえ貴重な人類、それも若年層に大きな被害が出てしまい──。

「それを埋めるための手段として、蘇そ生せい術式の大規模使用も考えられる。グラン・マリアが使用したというものを再検証してみる必要はあるだろうが……除染と余剰エネルギーの生産を一挙に行えるという点で、提案する価値はあるだろう」

「それができたら、まさに夢みたいな話よね。たった一千万人、今はもうそれすら割り込んだ全人類が、復活できれば……絶滅の危機から、逃れられるかもしれないわ」

「……もし、それが、できるのなら」

　雪ゆき奈なは自らの胸に手を当てて、カチュアと冬とう真まを交互に見上げた。

「ぜひ……やるべきだと、思います。錬素が足りないのなら、雪奈が回復しだい、全部の錬素を提供してもかまいません。少しでも……ほんの、すこしでも」

　償えるのなら、という言葉は、嗚咽おえつによって押し殺された。

　深い深い罪悪感。きっと強がって、いつもと変わらぬように見せていても。

「……っ……ぅ……ぐすっ……」

（苦しいか、雪奈。……苦しいだろうな。自分を責めるのは）

　むしろ罵倒された方が楽だ。人は罰を与えられることで禊みそぎとし、罪悪感を捨てられる。

　犯罪に対する罰とは単なる社会的制裁のみではなく、罪人の更生のための手段でもある。周囲があまりに優しすぎて、どんな罪も許したのでは、結局……。

（雪奈のために、ならないのだろうか。……だが、難しい）

　適度な叱り方、というものがよくわからない。どうしたらいいのか……！

　過剰に追い詰めるのは厳禁だ。ただでさえ最悪の汚染地帯で戦闘を行い、錬素を消されながらも長旅をして、ようやく帰還したばかり。心身へのストレスはあまりに深い。

　冬真には、視みえている。

（……結界式を張ってすら、いないのに）

　雪奈の髪、その先端に霜が降りている。凍りついた結晶は錬素漏出の証あかし。

　魔法騎士という器がヒビ割れて、記録された莫ばく大だいな情報が洩もれつつある──

　即すなわち、胞子獣ベノムスダーム化の徴候だった。

（今の変異率は何パーセントだ？　詳しくは検査を行わねば診断できないが……過剰な罰を与えれば、間違いなく数値は大きくなる。しかし、どう言えばいい……？）

　親に逆らうことなどほとんどなく、こちらの意図を汲くんでほぼすべて従ってくれた。

　そんな彼女をこれ以上追い詰めることなく、適度に叱る方法とは？

『……どうしたものか。カチュア、何かプランは無いだろうか』

『バカね、簡単よ。アンタ、自分がどんだけあの子に好かれてるか、自覚ある？』

『当然、あるが。俺は世界で最も雪ゆき奈なを愛している。つまり』

『はいはい、つまり雪奈ちゃんもあんたを世界一愛してるのよね。なら……雪奈ちゃんが一番恐れてるのは、あんたに嫌われることよ。ただ、罰としては重すぎるわ』

　何よりも、愛情を脅迫の手段になど使いたくない。

　そういう意味で、カチュアは自ら懲罰プランを却下して──。

「隠すのは、やめましょう。きちんとした形で、自分が何をして、どう間違えたのか──きちんと発表して、罰を受けるの。罪を償う手伝いなら、アタシ達がいくらでもするわ」

「法廷闘争か。……正直、苦手な分野だな」

「そうよね。けど、雪奈ちゃんのためよ。やるしかないわ。だいたい保護責任者のアタシやアンタにだって責任はあるもの。従軍、奉仕活動、なんでも受けて……」

　裏切者、クーデターに加担した愚か者。

　その世評は恐らく、これまで雪奈をヒロインと祀まつり上げてきたそれとは真逆だろう。

「ひどいことを言われると思うわ。心が傷つくような言葉をどれほどかけられるか……。それは、正直わからない。けど、もみ消したり、なかったことにしちゃいけない」

　罪は、消えない。

「……心に刻んで、償い、乗り越えるものだから。……よく覚えていたな」

「ええ。雪奈ちゃん、今のはね、冬とう真まの言葉よ。昔、大事な仲間を亡くした時の……ね」

「！」

　ぴくりと雪奈は反応し、冬真を見上げて。

「あの……昔、消し去ったという。お父様の、『親友』の……？」

「ええ。なんでも消せる能力があっても……消しちゃいけないものは、存在するのよ」

　だから、とカチュアは言葉を切って、慈しむように雪奈の髪をふかふかと撫なでる。

「──アタシも手伝うわ。今日裏切った一千万のために。未来に生きる一億を、十億を、数えきれない人を救うのよ。きっと、それができれば……」

　豊かな胸に手を当てて。

「きっと、その痛みは消えるわ。──きっと、きっとね？」

「……カチュア、おばさま……」

　まさしく慈母のように笑むカチュアの隣で、雪奈は涙を浮かべたまま。

　ほんのわずかに救われたかのように微笑ほほえみ、その両腕に力をこめた。

「わかり、ました。……雪奈、頑張ります。多くの人を、助けるために……！」

「そうね。アタシも寝ちゃいられないわ。冬真、肩貸しなさい！」

「かまわない、が……全錬素を吸収されてまともに動けるものか。すぐ復帰できた雪ゆき奈なが特殊な例であって、カチュアなら数日は回復に専念しなければ」

「……どうせアタシはいい齢としよ。フン」

「すねるな。年齢の話ではなく、保有錬素の量と回復速度の差で……」

　困ったような顔をして道理を説く冬とう真ま。そのいつでも変わらない真面目さに──。

（──ああ、本当に、帰ってこれた……）

　痛みはある。哀かなしみもある。だが、こうして会って話せると、喜びを隠せない。

　戻ってきた安らぎに、『日常』に。不謹慎でも、心が弾はずむのをカチュアは感じて。

「ありがとう……冬真。ふふっ。やっぱり……こっちの方が、いいわね」

　ごめんなさい、より。

「感謝の言葉の方が、ずっと心地よく言える気がするわ。……ありがとう、英雄。たとえ陰に隠れても、アタシだけは、アンタが……本当の英雄だって、知ってるから」

「礼はいらない。報酬も、最低限以外は不要だ。だが」

　その言葉を受け、冬真は仮面のような表情をわずかに、雪解けのように緩めて。

「──ありがとう、最高の栄誉だ。戦友」

「うん。……もう、それでいいわよ。ばか」

　丁寧な敬礼を受け、諦めたように笑む。すると、カチュアはハッと気づいて。

「む[image: ]……！」

「ご、ごめんなさい、雪奈ちゃん。別に他意は無いのよ、これはその……！」

「いい、です。……今日だけは、お父様を。おばさまに、貸してあげますから」

　それでもやはり悔しいのだろう。辛つらそうに一歩父から離れ、頬を膨らませている。

「お父様……頑張ってる、です。ご褒美……いります、よね？　私は、反逆者で……罰を受けることになる、と思いますから。だから、その役目は……」

「……ア、アタシ？」

「えっちなことは、禁止ですよ？」

「し、しないわよ!!　しないわよ、し……うん」

「少しずつ自信をなくさないでください。……おばさま、えっち……です」

「ちがっ!?　信じてお願い雪奈ちゃん、アタシはソーニャみたいなのとは違うわよ!?」

　そんな会話を聞きながら、冬真は魔法騎器デバイスを操作して凰おう花かの現状を把握する。

　甚大、そうとしか言いようのない大被害。撒まき散らされた汚染物質、逃走潜伏を選んだ武装カルト集団、次世代の子供達への不信感。内乱の種は、無数に埋まっている。

（だが……きっと、乗り越えてくれる）

　たったひとりの超越者、第四世代の未来種など、社会のイレギュラーに過ぎない。

　この世界を構成するのは無数の名も無き市民であり、陣頭に立つ、力無くとも勇気と、優しさにあふれた軍人であり、騎士であり、彼らを支える家族なのだから。

　その尊さを知るが故に。──影となり、闇からその営みを守ろう。娘と家族と戦友と、大切なものを守り、暮らすためのこの揺り籠かごを、他ならぬ自分自身のために。
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　──そう祈り、願った時。




　不意に、冬とう真まの魔法騎器デバイスが着信に震えた。




「着信。……先輩ですか。何かありましたか？」

『アリアリの大アリだっつーの！　バラバラになってたウチの実行部隊と連絡が取れた。ほぼ無事で、反乱時は地道な抵抗運動だの、市民脱出の手引きだのやってたんだが』

　ロンメルから送られてきたリスト、《名無しネームレス》協力者の名前と動きにざっと目を通し。

「……これは……!?」

『やっぱわかるか。黒くろ子こが……いねえ。あいつ、クーデター勃発とほぼ同時に保護対象と姿をくらましたまま、どこからも発見されてねえ。ウッドマン准将の個人端末をハックしてお前に状況を連絡したあと、どこへ行ったのか……今、調査中だ。チョイ待ってくれ』

　冬真はそれを聞きながら、添付資料を高速で精査する。

　最後に記録されたのはウッドマン准将の個人居住ユニット。彼の私室に忍び込み、個人端末を拝借して冬真に警告を発したあと、そのままいずこかへ消えている。

　保護対象──アレイナ・スクロヴェーニと共に。

「一刻も早く所在確認を。何か情報はありませんか!?」

『……第一魔法騎士学園の女子学生寮に、ヘヴンリー・ロウズのガサ入れがあった。連中、人間そっちのけでアレイナちゃんの部屋を漁あさって、端末根こそぎ持ち出したってよ』

　そして。

『《マザーコア》の乗っ取りとグラン・マリアの錬核武装編へん纂さんに使った術式──。

　喰くわれた地底空くう挺ていが遺のこした記録から確認した。ありゃあスクロヴェーニの家伝、金食い虫だって開発中止処分喰らった、蘇そ生せい術式だ。出所は、恐らく……！』

「アレイナ嬢。……至急、調査を。俺も向かいます」

『慌てなさんな。弱すぎて時間かかったが、今ちょうど黒子の救難信号を感知したとこだ。……あいつ、少なくとも生きててこの凰おう花かにいるぞ。座標は送る。行けるか？』

「了解」

　端末に表示された座標を地図に落とし込む。




「英霊墓地カタコンベ……か！」




　示された位置を、冬とう真まは思わず口にしていた。
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　同日、同時刻。英霊墓地の中庭に、一筋の黒煙が立ち昇る。

　パチパチと薪まきの爆はぜる音。この人類再生機構では異例中の異例、囲いもない、裸火での焚たき火び。本来なら即軍警察、憲兵が急行してくるはずの、それを……。

「あった、かい……。マジ、癒いやされるっス……ね……」

　凍りつき、感覚を失いつつあった身体からだに、輻ふく射しや熱ねつが福音のように染みわたる。

　霞かすんだ目に映る英霊墓地。破壊された凍棺から漏れた氷の錬素により、建物全体に薄く霜が降り、あちこちの窓から水晶のような形で凍結した錬素が突き出している。

（ウチ、どうしたんスか……？　生きて、る……？）

　まとまらない思考で、黒くろ子こは現状を把握する。

　確かあいつ、天てん上じよう院いん春はる斗ととギリギリで相討ちとなり、力尽きて死を覚悟した。力尽きる寸前に、彼女の──亡くなったはずの『彼女』の幻を見たような気がするが。

　だが、それよりも今は、他に確認すべきことがある。

「アレ、ちん……っ！　アレちん、どこっスか!?」

「………」

（生きてる！）

　呼びかけにほんのわずか、反応が返ってきた。

　閉じそうな眼めを強引に開いてあたりを探ると、焚き火にほど近い場所にアレイナが倒れ、溶けた雪に濡ぬれた髪を頬に張りつけながら寝息を立てていた。

　どんな後遺症があるかは、わからない。だが少なくとも生きている。呼吸しているし、呼びかけに反応も返ってきた。ならば、希望はある……！

「よかった……。けど、ウチ……どうなっちゃったんスか、ね……？」

　斬り裂かれたカラダを探る。かなり乱暴ではあるが、焼やき鏝ごてを当てられたかのように、切り傷はふさがっていた。肉を焼きつけて強引に接合する、治癒術式ならぬ応急処置。

　……火属性の魔法騎士が稀まれにやる、緊急救護の手筋。

「これって……まさか、まさかっ……!?」

　顔を上げる。あたりを見回す、すると、思った通りの人物が──。




「……起きたの？」




　カラカラと軽い音をたて、付近の緑地から拾ってきたらしい枯れ枝を、彼女は放る。

　生乾きの木が白煙を放つ。が、彼女は無言で指をつきつけ、『火』の錬素を凝縮し──瞬時に枝は燃え上がり、カリカリに乾いて炭化する。

「よくわからないけど、血だけ止めておいたの。……ねえ」

　瞬時に穏やかさを取り戻す『火』、それはまるで術者の心を表すかのごとく……！

「セリ、っち……!?」

「ね、アンタ誰？　不思議ね、そんな不気味な、バケモノみたいなカタチをしてるのに」

　一糸まとわぬ素裸のまま。メラメラと燃え上がる炎を衣のように纏まとい、胸や腰だけを覆って、炎の女神のように佇たたずむ少女は──セリカ・ヴェルミオーネは、確かに生きて。

「……なんだか、とても好きなの。アンタの声や、顔や、仕草が。……これ、なんで？」

「ウチのこと、覚えてねーんスか？　記憶、が……？　それに、バケモノ……？」

「うん。だって……ほら」

　セリカの手が無雑作に伸びる。傷だらけの胸、腹、黒くろ子この滑らかな裸身に触れながら。

「こんな、ちっぽけな情報しか蓄えられない不便なカラダ。記録媒体として未熟すぎる。……ねえ、アンタ。教えてよ、私のこと知ってるんでしょう？」
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　炎の申し子は、再燃する。




「あなた……誰？　ここはどこ？　私は……『何』なの？」




　それを示すかのように──薪まきが強くバチリと、音をたてて爆はぜて。

　一筋の黒煙が弔いのごとく、蒼あおき偽りの空、都市の天井へと高く昇っていく。
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『簡易スキャン、完了』

『正式な数字は正式な診察とカウンセリングを待たねばなりませんが──。

　言動および行動、錬素放出量や属性分析の結果、変異徴候率は89パーセント』

『決まりですな？』

『ええ。滅亡へのカウントダウン……残る11パーセントは減らせない。恐ろしすぎる』

『すでに人類種族への負荷は許容限界を超えた。これまで営々と蓄えてきた生存の余裕は、今回のクーデター騒ぎによりほぼ消きえ失うせた。あらゆる貯蓄が底を突きつつある』

『そう、ならば──』




　人類再生機構、中核ミドル区域。

　無数の兵士と護衛騎士の犠牲のもとギリギリで生き残った議員達。重装甲シェルターの最奥、薄明かりの中に集った人類の最高意思決定機関、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいは。




『白しろ銀がね雪ゆき奈な。──彼女のステージ５化だけは何としてでも阻止する。そう』

『抹殺も視野に入れると？　しかし、その場合……《名無しネームレス》の離反すらあり得ます』

『皮肉なものだ。人類を庇ひ護ごするたったひとりの超存在が、人類の危機を保護している』




　ここにいるのは人類の叡えい智ちと老ろう獪かいさを煮詰めたような老人ばかり。

　皮肉も諧かい謔ぎやくも理解している。人類滅亡と人類再生、絶対無敵と人類最強を秤はかりにかけて。




『選ばねばなるまい。絶対無敵には選択を与えよう。

　人類か、娘か。……真に救うのはどちらかと、な──』




　威厳に満ちた老人の声は、どこか枯れていながら。

　全財産を賭けたばかりの賭博師めいた愉悦に、面白がるような笑みを含んでいた。





[image: ]





電子書籍特典　書き下ろし短編

『黒黒黒黒子の潜入記録』





「──にししっ♪　やっぱ、警備もそれどころじゃないって感じっスね☆」

　軍高官、それも将校クラスの居住ブロックとなれば、一般用のそれとは一線を画する。

　機械式の警戒網は当然。さらに錬素で戦力を造る《召喚式》とそれを操る《自動防衛》や《拠点守備》などの命令を組み込んだ使い魔ゴーレムが警備の主力だ。

「ウッドマンのおっさん、奥さんは軍務。子供は皆独立して前線……ひとり暮らし、と。ＶＩＰ特別回線を借りる相手としちゃ、マジ適任なんスけど……」

　グラン・マリアによるクーデター勃発。それにより外部への全回線がほぼダウンした今、この最深区画から外部、最前線にいる白銀冬真と連絡をとる手段はひとつしかない。

「《名無し》専用の秘匿回線までダウン。将校クラスのみが使える特別回線ならギリ可能、かもしれねーってことで。はいはい、ちょいと失礼……するっスよ♪」

　廊下に立つロボットを模した使い魔に《介入》、無力化。すり抜けながら、黒子は想う。

（……けど、単なる警備にしちゃ、多くないっスか？　もう10体めなのに）

　無骨な装甲は緑色。アニメ調のデザインに動力パイプが目立つソレらは、黒子の目にはほとんど同じモノにしか見えない。緑で人型、パイプつき……だが、何かが違うのだ。

「……なんか装甲がビミョーに全部違うとか、持ってる武器が違うとか、めっちゃ細かい。なんスかコレ、趣味のにおいがする……ってか、うはっ!?　宝の山[image: ][image: ][image: ]っ!?」

　使い魔をすり抜けて潜入すると、黒黒黒黒子は思わず歓声を上げた。

　《名無し》との折衝を行う最深区画駐留部隊のトップ、ウッドマン准将。

　その居住区、リビングルームに目立つのは、術式不使用型の古代の遺産、４Ｋモニタ！

「……特級遺物の映像記録……!?　こんなに！　うっは[image: ][image: ][image: ][image: ]!!　宝の山っっ!!」

　どれもこれも、大戦以前に全盛期を迎えた映像作品だ。丁寧にタイトル順に並べられ、ほぼ現存していないと言われるパッケージつきの完品として保存されている。

　マニアなら泣いて喜ぶコレクション。まさに、ここは……！

「趣味人の、楽園っスね……。あのオッサン、まさか旧時代に存在した……!?」

　オタク、と呼ばれる求道者がいた。俗世に背を向けてさまざまな作品に耽溺し、趣味に生きる者たちが。男女問わず大戦以前にはネット情報の多くを発信したと言われる。

「こんなところに生き残りがいたとは……。超いろいろ漁りたいっスけど、今は！」

　そんな場合ではない。操られた友人を助け、人類の危機を救ってくれそうな唯一の存在。白銀冬真に連絡をつけ、こちらの状況を伝えるために……！

「[image: ][image: ]……こちら、黒黒黒黒子。[image: ][image: ][image: ]……白銀冬真上級曹長、聞こえるっスか!?」

『！　……聞こえた。回線が切れた、状況がわからない。そちらの状況を教えてくれ』

「はいっス！　こっちは……！」

　明かりのない居住ブロックに、声をひそめた通話だけが響く。

　暗闇の中、旧時代の玩具だけが──黒黒黒黒子の奮闘を、聞いていた。
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